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学校法人川崎学園創立50周年記念誌
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学 園 の 誕 生 　 そ れ は 、創 設 者  川 﨑 祐 宣 の

「 真 に 医 師 とい わ れ る に ふ さ わし い 臨 床 家 を 養 成 して

世 に 送 り出 し た い 」という 思 い か ら 始 まっ た 。
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建学の理念

ひ 　    　 と



人
ひ

間
と

をつくる

体をつくる

医学・医療福祉学をきわめる

学園の理念
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　1970（昭和45）年、戦後初めて設置認可された私立医科大学の一つとして川崎医科大学が開学し、
学校法人川崎学園のあゆみは始まりました。創設者川﨑祐宣による「人

ひ

間
と

をつくる　体をつくる　
医学をきわめる」という建学の理念のもと、「良医育成」を目指し、「学校は学生さんのためにある」、

「病院は患者さんのためにある」という揺るぎない思いとともに、その一歩を踏み出したのです。
　川崎医科大学と川崎医科大学附属高等学校の開設までの道のりは困難をきわめましたが、周囲の
支えにより祐宣は成し遂げました。また、そのときすでに医師とともに働くメディカルスタッフを養成する
ことが必要不可欠と考えており、現在の医療の世界では当たり前のように使われている「チーム医療」と
いう言葉も、50年前の日本で祐宣はすでに用いていました。そして、川崎医科大学の開学から間もない
1973（昭和48）年に川崎医療短期大学、1974（昭和49）年にリハビリテーション学院を開設したのです。
　臨床での実践力の大切さを説いていた祐宣は、1973（昭和48）年に川崎医科大学附属病院を開院
しました。教育病院として、また、高度・先進的な医療を行う大学病院としての役割を果たしながら地域
社会に貢献しています。
　1991（平成 3 ）年には、旭川荘の設立時から抱いていた「医療福祉」という概念を具現化するために、
川崎医療福祉大学を開学しました。祐宣を支えた第二代理事長川﨑明德の先駆的な考えにより、医療や
医療福祉に関わる多種多彩な分野の資格や技能を持った専門職業人の育成を目指した学科を次 と々
開設しました。今では、川崎医療短期大学で築いた歴史と融合しながら発展を続けています。
　2016（平成28）年には、川崎学園のルーツである岡山市の川崎病院が川崎医科大学総合医療センター
として新たなスタートを切り、2018（平成30）年には、さらなる教育の場としてかわさきこども園が開園。
さらに2022（令和 4 ）年には、川崎医科大学高齢者医療センターという新病院が開院予定です。
　「良医を育てる」ために創設された川崎学園は、医療福祉の総合学園へと成長し、この半世紀の間に、
45,000人もの卒業生が巣立っていきました。
　創立50周年という大きな節目を迎えた今、創設者が築いた建学の理念を踏まえながら、次の50年という
この先の時代に学園が向かうべき方向性を明確に示すため、「学園の理念」を

「人
ひ

間
と

をつくる　体をつくる　医学・医療福祉学をきわめる」
と定めました。創設者が必要性を説いた医療福祉をさらに充実・深化させるため、川崎学園は「医学・
医療福祉学」へのあくなき挑戦をこれからも続けていく所存です。

　最後に、50年にわたる川崎学園の発展のために尽くし、支えてくださった学園内外のすべての皆様、
いつもあたたかく見守っていただいている地域の皆様に、心より感謝を申し上げます。

川崎学園創立50周年を迎えて

学校法人川崎学園　理事長
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人
ひ

間
と

を育て人
ひ

間
と

の力で拡がる　 医療・医療福祉の精神。
2020（令和2）年

川崎学園倉敷キャンパスの変遷
———  開学時から現在まで ———

1970（昭和45）年
川崎医科大学校舎竣工後（現 川崎医療短期大学校舎）

1979（昭和54）年
川崎医科大学、川崎医科大学附属病院、川崎リハビリテーション学院竣工後

かわさきこども園

川崎医療福祉大学

川崎医療短期大学

川﨑祐宣記念講堂

総合グラウンド

総合体育館
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2004（平成16）年
川崎医療福祉大学、附属病院西館棟竣工後

2010（平成22）年
川𥔎祐宣記念講堂、附属病院北館棟竣工後

川崎医科大学

川崎リハビリテーション学院

川崎医科大学附属病院
ふるさとの森

ヘリポート

ヘリポート

高度救命救急センター

現代医学教育博物館

人
ひ

間
と

を育て人
ひ

間
と

の力で拡がる　 医療・医療福祉の精神。

川崎医科大学総合医療センター（岡山市） 川崎医科大学附属高等学校（倉敷市生坂）



8 9

学校法人川崎学園
創立50周年記念誌

Contents

建学の理念

ご挨拶　学校法人川崎学園 理事長 川﨑誠治
川崎学園倉敷キャンパスの変遷

Ⅰ  かわらぬ思い　―― 学園のルーツと発展

　創設者 川﨑祐宣　「学園の礎づくり」
　学園長 川﨑明德　「夢の実現へ」
　理事長 川﨑誠治　「志をつなぐ」
　川崎学園50年のあゆみ

Ⅱ  学園の今　―― 学園の８施設

　川崎医科大学
　川崎医科大学附属病院
　川崎医科大学総合医療センター
　川崎医療福祉大学
　川崎医療短期大学
　川崎医科大学附属高等学校
　幼保連携型認定こども園 かわさきこども園
　専門学校 川崎リハビリテーション学院

Ⅲ  人
ひ

間
と

をつくる　―― 良き医療人、医療福祉人を育む環境

　教育およびエクステンション活動を支える
　　学園の図書館
　　教材教具センター（医科大学）、総合教育センター（医療福祉大学）
　現代医学教育博物館
　学園の運動施設
　Campus Life
　学園祭
　川崎学園の年間合同行事
　学生・教職員の“毎日”をサポート ―学園の福利厚生―

12

20

28

34

154

156

157

158

160

162

164

43

61

77

91

119

129

139

145

2

4

6



8 9

168

168

169

170

171

172

173

174

176

177

178

180

192

194

208

212

214

224

230

232

234

236

184

188

Ⅳ  地域とともに、世界とともに　―― 開かれた学園

　地域連携・社会貢献
　 １．地域と共に歩む
　　 公開講座の開催
　　 子ども支援、障がい者支援、子育て支援事業
　　 学生ボランティア活動

　 ２．地域とつながる
　　 産学連携活動の推進
　　 自治体等との連携
　　 医療機関・介護施設との連携

　 ３．世界とつながる
　　 国際交流

　KAWASAKI CLUB
　公益財団法人 川崎医学・医療福祉学振興会
　社会福祉法人 旭川荘での研修 
　西日本豪雨災害
　同窓会会長からのメッセージ

Ⅴ  このさきも　―― 未来を見据えて

　理事長 川﨑誠治からのメッセージ
　　「これまでの50年、これからの50年」
　創立50周年記念事業

資料編
　川崎学園
　川崎医科大学
　川崎医科大学附属病院
　川崎医科大学総合医療センター
　川崎医療福祉大学
　川崎医療短期大学
　川崎医科大学附属高等学校
　幼保連携型認定こども園 かわさきこども園
　専門学校 川崎リハビリテーション学院
　大学事務局

編集の記録
編集後記　　

36

40

42

60

69

76

90

118

128

138

144

152

166

182

190

Kawasaki Gakuen Episodes

欅
けやき

の木
学園シンボルマーク
創設者 川﨑祐宣先生の銅像
火災事故と「学園防災の日」
ドクターヘリ
附属病院の思い出
川﨑祐宣記念講堂
創設者 川﨑祐宣先生の顕彰碑
川崎医療短期大学の時計塔

「いまやらねばいつできる
　わしがやらねばたれがやる」扁額
ヒポクラテスの木

「扶
ふ

氏
し

医
い

戒
か い

之
の

略
りゃく

」額
学園広報誌「学園だより」のあゆみ
楷
か い

の木
ふるさとの森





Ⅰ   かわらぬ思い

学園のルーツと発展
創設者  川﨑祐宣 「学園の礎づくり」

学園長  川﨑明德 「夢の実現へ」

理事長  川﨑誠治 「志をつなぐ」

川崎学園50年のあゆみ

12

20

28

34



12 13

　川﨑祐宣は1904（明治37）年、鹿児島県姶良郡横川村
（現 霧島市横川町）で、川﨑家の長子として生まれた。厳しい
薩摩郷士の家風の中で育ち、横川小学校、旧制加治木中学校
を経て、旧制第七高等学校造士館に入学、同時に入寮した。
この寮生活での体験が、祐宣の人間形成や生き方に大きな
影響を与え、のちに川崎学園創立にあたって、医科大学・附属
高校の全寮制を導入する動機となった。
　七高造士館在学中に、医師である伯父・永田安愛氏の医

　    学園の礎づくり

川﨑 祐宣
医の理想を追い求めて

1904 －1996

大隅横川駅（霧島市横川町）

生誕の地鹿児島が育んだ不屈の精神

療に対するひたむきな姿に感銘を受け、医の道へ進むことを
決意。1927（昭和2）年、岡山医科大学（現 岡山大学医学部）

へ進学した。在学中、恩師津田誠次氏
（第二外科学教室教授）や盟友三木
行治氏（後の岡山県知事）をはじめ多くの
すぐれた人材との出会いを得たことは、
祐宣のその後の医学・医療への道に大
きな影響を与えた。

昭和30年代頃の川𥔎家

岡山医科大学時代の祐宣

前列中央が祐宣、右端が明德
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川﨑祐宣
創設者

学園の礎づくり

手術中の祐宣院長

　1931（昭和 6 ）年岡山医科大学を卒業後、第二外科学
教室（通称「津田外科」）入局、岡山市立市民病院外科医長
を経て、1938（昭和13）年、岡山市富田町に夜間診療所
外科昭和医院を開業、翌年、岡山市西中山下に外科川﨑
病院を開院した。外科川﨑病院は1945（昭和20）年 6 月に
空襲により全焼したが、
８月には診療を再開。翌
1946（昭和21）年には建
物を再建し、戦災に遭っ
た多くの市民に対し、昼夜
を問わず医療の提供を
行った。
　その後、病院での収益を
より多くの患者に還元する
ため、私財の土地・建物そ
の他病院設備一切を寄付
して、1950（昭和25）年、
財団法人川崎病院を設立
した。　
　1957（昭和32）年、川崎病院は救急病院の指定を受け、1966

（昭和41）年には、救急
災害センターを併設した。
また、1958（昭和33）年、
川崎准看護婦養成所（後
の川崎看護専門学校）を
開設し、医療人の養成を
始めた。1960（昭和35）

年には、臨床研修病院に指定された。
　1960（昭和35）年、9 階建ての西館が完成。500床を持つ
総合病院川崎病院が開院した。その中には川崎癌研究所を
開設し、医学研究にも力を注いだ。昼夜を問わず診療に明け
暮れる中、自らも研究活動に励み、1961（昭和36）年、がん

の研究をテーマに医学博
士の学位を取得した。総合
病院となった川崎病院は、

「病院は患者のためにある」
「24時間365日昼夜診療」
をモットーに、地域の基幹
病院としての役割を担った。
　1966（昭和41）年には
東館・北館が竣工。800床
の病院として全国有数の大
規模総合病院に発展した。

昭和医院から川崎病院、そして総合病院へ

川崎病院（西館が完成した頃）

　代々小学校長や村長を務めていた川﨑家の長男として生まれた祐宣は、家督を継ぐものとして、厳格な折り目正しい家庭教育を
受けるとともに、愛情と期待を一身に集めながら育った。
　祐宣が医師の道を選んだのは、第七高等学校造士館時代のことだった。それまで全く別の道を歩もうと
していた祐宣の気持ちを変えたのは、伯父（母の兄）の永田安愛氏の存在だった。
　永田氏は、大正から昭和にかけ、隣の牧園村でただ一人の医師として開業していた。自慢の甥である
祐宣を特別にかわいがっており、祐宣もこの伯父を慕い、造士館時代の夏季休暇には永田家に逗留する
のが常だった。
　逗留のたび祐宣は、永田氏が語る医学の話に強い興味を持ち、耳を傾けた。また、永田氏が仕事に専念し、
夜中でも急病人と聞けば馬や自転車で駆け付ける姿に感銘を受け、やがて医師を志す決意を固めていった。　

人生を変えた出会いcolumn‒1

伯父 永田安愛氏

医師免許証（1931年4月）
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　祐宣には、日々の診療の中で心身に障がいを持った子ども
たちを見て、やむにやまれぬ思いで、医師でなければできない
医療福祉施設開設を思い立った。1957（昭和32）年に設立
された財団法人旭川荘（1959年 社会福祉法人
旭川荘に移行）だ。発足当時は、肢体不自由児施
設「旭川療育園」、知的障害児施設「旭川学園」、
乳児施設「旭川乳児院」の３施設が開設された。
祐宣は、これを「3粒の種まき」と表現して、将来の
発展に期待を込めた。
　やがて旭川荘には、重症心身障害児施設「旭川
児童院」をはじめ多くの施設が開設され、総合医
療福祉施設として整備された。この医療福祉とい
う概念・構想は、のちの川崎医療福祉大学の設
立へと結実していった。

病院長は病院に住むべきcolumn‒3

　川崎学園のすべての医療機関は、「病院は患者のために
ある」「24時間365日昼夜診療」をモットーとしているが、
祐宣は、1939（昭和14）年、中山下に開院した「外科川﨑
病院」時代からそれを実践している。開院当時、医師は
祐宣一人。そのため病院内に居住スペースを設け、そこに
住みながら診療を行っていた。
　この姿勢は、その後の川崎病院でも貫かれ、1973（昭和
48）年の院長退任まで、家族とともに、自宅ではなく病院
に住み続けて信念を貫いた。
　附属病院建設にあたっても、病院長の居住スペースが
設けられた。祐宣は実際そこに居住することはなかったが、

「ゲストルーム」として来客の接待や学生との交流に活用
された。

川崎病院を
日本のメイヨークリニックに

column‒2

　1954（昭和29）年10月、祐宣は最先端の医療現場を
見知するため、欧米の病院を半年にわたり視察した。
　アメリカでは、高度の医療と、各地の医科大学の卒業
生を受け入れて卒後教育を行うことで有名だった総合
病院メイヨークリニックを視察した。ここで総合病院の
経営方法と外科手術の実際をつぶさに見学した。アメリカ
の医学の進歩を痛感した祐宣は、川崎病院を日本のメイ
ヨークリニックにするために尽力する決心をした。そして、
メイヨークリニックで学んだものが、帰国後の総合病院の
基本になった。

医療と福祉を統合した
社会福祉法人旭川荘

開設当時の旭川荘

昭和天皇、皇后両陛下のご訪問

視察中の祐宣院長 学生たちと語らう（学園内ゲストルーム）
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　川崎病院が大規模な総合病院となった頃の日本は、最も
深刻な医師不足に直面していた。川崎病院でも、医師不足の
ため病院の実力を十分に発揮することができなかった。
　また、知識の伝達のみで全人的な配慮がなされていな
かった従来の医学教育の弊害から医の倫理が低下し、当時
は社会的な批判を受ける医師が多かった。川崎病院に勤務
する医師の一部にも、「病院は患者のためにある」という病院
の理念を共有することができない医師が少なからずいた。
　さらに、1965（昭和40）年頃から全国各地に蔓延していた
大学紛争が、教育現場を荒廃させていた。このような状況の
中、祐宣は医科大学を創設し、患者のために尽くす有能で
人間的に優れた医師を自らの手で養成しようと考え始めた。

遺志を継いでcolumn‒4

　医科大学の建設地が倉敷市松島になったのは、岡山県
からの打診によるものだった。というのも、祐宣の盟友で
あった三木行治岡山県知事は歯科大学創設の敷地と
して松島の東西二つの丘陵地を買収していたのだが、
計画が実現しないまま、1964（昭和39）年に川崎病院
で逝去した。そのため、故三木知事の遺志を継ぎ、松島
の地に大学を創設してくれる人物を県が探していたの
だった。
　祐宣は岡山県医師会幹部からの強力な促しと全面的
な協力の約束もあり、松島の地に医科大学を設立する
決断をした。

良医の育成を目指して

松島の地に理想の医科大学を

　「医科大学を一つ設置し、毎年、医師となるべき有為の
卒業生100名を輩出することは、大病院を10〜20開設する
よりはるかに有益だろう」との強い思いから、1968（昭和43）
年、財団法人「学校法人川崎学園」設立準備期成会を設置
し準備に取り掛かった。
　戦後初の私立医科大学の設置と
いうこともあり、認可は難航したが、
1970（昭和45）年 3月、ようやく学校
法人川崎学園の設立が認可された。
祐宣は理事長に就任。同年 4 月、
戦後初の私立医科大学として、岡山
県都窪郡庄村松島（現 倉敷市松島）
に川崎医科大学が開学した。
　医科大学では、進学課程と専門
課程との隔壁を取り払った 6 年間

の一貫教育が行われた。そして全国から集められた著名な
教員による小グループでのきめ細かい教育が実施された。
また基礎医学と臨床医学の統合を図り、あらゆる科目に
おいて実験・実習に重点をおくという、既存の医学部には
無い画期的な教育方針で、よき臨床医の育成を目指した。
　「人の役に立つ医者になれ」「医者は医者である前に人間
である」「人間の道がきちっとした医者でないといかん」、祐宣

は学生たちに常にこう語っていた。
2 月末にでき上がっていた大学
要覧の大学紹介の中に、祐宣の
年来の理想が「人

ひ

間
と

をつくる　
体をつくる　医学をきわめる」と
の、分かりやすく簡明な形で表現
された。これが後に、川崎学園の
建学の理念として、学園傘下の
すべての教育施設に通じるものと
なった。医科大学の構想を練る

川崎医科大学建設前の敷地の遠景 ユニフォーム姿で三木岡山県知事と

川﨑祐宣
創設者

学園の礎づくり
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美しい自然の中で育む全人教育

　医科大学と同時に同大学附属高等学校が開校した。
陶冶性の豊かな高校時代に、理想的な全人教育を施し、人間味
あふれる良医を育成したいという祐宣の考えから、当時
珍しかった全寮制を採用。均衡のとれたカリキュラムを定め、
スポーツや文化活動を重視した。
　開校 1 年目は、校舎・寮舎・運動場などを大学と共用したが、
翌年には、理想の教育を施すために祐宣自ら調査検討して選
んだ現校地（倉敷市生坂）に移転した。生坂は樹齢60年以上
の赤松の大木が密生する山に三方を囲まれ、小鳥の声が絶
えず、美しい谷川が流れ、水を湛えた池が点在する閑静な
別天地だった。造成と建築にあたっては、模型を使って何度も

　川崎医科大学附属高等学校から川崎医科大学へ進学した学生たちは、高校時代の3 年間と医科大学 1、2 学年の通算 5 年間、
寮生活を送っていた。その絆は非常に深く、たいへん仲がよい。全寮制を採用したのは、祐宣が自身の第七高等学校造士館時代の
寮生活の経験から、寮の教育力を高く評価していたためだった。七高の寮生活の中で学生たちは懸命に勉強し、人生を論じ合っていた。
祐宣は寮生活を通じて、真理や正義を尊ぶことにひたむきになるという生き方を学び、何ものをも恐れず屈せず、ただ正義と友情に
生きるという態度を身につけることができた。
　第二代理事長・川﨑明德もまた、寮生活の素晴らしさを実感していた。
　聖路加病院でのインターン中、1 年間の寮生活経験を持つ明德は、「 1 年間一緒に暮らせば、相手がどんな人間かがわかる」

「寮生活では、皆が助け合って生活する」と、寮生活が育む絆の強さがよく理解できると話す。なお、明德がインターン時代聖路加
病院の寮で苦楽を共にした20名は互いに助け合い、現在でも変わらず仲がよいという。

人間性を育む独自の全寮制column‒5

1979年頃の学園遠景川崎医科大学新築落成記念式

川崎医科大学開学の辞（1970年6月）

開校当時の川崎医科大学附属高等学校全景（倉敷市生坂）

川崎医科大学新築落成記念式

繰り返し配置を工夫したり、周囲の山に茂る松の保存に苦慮
するなど、元の自然環境を生かすことに配慮した。
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　優れた医療技術者の養成は、医師の養成と同様に重要
であるとの考えから、祐宣は、医科大学開学の頃には、あら
ゆる専門的医療技術者の養成施設も併せて設立して、同一
理念で教育をするという広大な構想を持っていた。
　これは、一人の患者に複数のメディカルスタッフが連携して
治療やケアにあたるという、当時はまだ珍しかった「チーム医療」
の考え方によるもので、その実現のため、実習を重視した教育
で医療の重要な一翼を担う専門職の養成を目指し、1973

（昭和48）年に川崎医療短期大学が開学した。
　開学当初は第一看護科、第二看護科、臨床検査科の３
学科でスタートし、1977（昭和52）年には、放射線技術科と
医療秘書科が設置された。医療の専門的知識を持った秘書

川﨑祐宣
創設者

学園の礎づくり

コ・メディカルスタッフの育成を目指して

を養成する医療秘書科は日本の大学では初めての設置だった。
　1983（昭和58）年には栄養科を開設した。1988（昭和
63）年には、臨床工学技士の養成を目指して医用電子技術科
を開設。臨床工学技士法が施行され、その養成校がわが
国で最初に開設された年だった。医用電子技術科の開設に
より、収容定員1,000人を超える医療短期大学に発展した。
　医療短期大学に続き、翌1974（昭和49）年には、理学
療法士や作業療法士の養成を目指す川崎リハビリテーション
学院が開校した。祐宣は昭和30年代の初め頃から川崎病院
に理学療法科を設置するなど、リハビリテーションの重要性
に早くから着目していたため、全国に先駆けての開校となった。

川崎医療短期大学講義風景

実習先（附属病院）での医療短期大学学生
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　1973（昭和48）年には、川崎医科大学附属病院が開院した。
医科大学設置のための総合病院としては川崎病院がその
基準を満たしており、新たに附属病院を創設するには及ばなかっ
たが、医科大学と同じ場所に理想的な附属病院をつくることは、
新しい医学教育にとって不可欠であり、医科大学を中心と
した一大メディカルセンター創設という、年来の夢の実現だった。
　祐宣は初代院長として自ら病院長となり、「医療
は患者のためにある」「24時間いつでも診療」を診
療方針に患者の権利・意見を尊重し、高度先進的
な医療への積極的な取り組みで信頼される医療
の提供を目指した。
　1979（昭和54）年の救命救急センター開設
により、年中無休 24 時間体制が実現。また、
1981（昭和56）年には総合診療部を開設し、患者
のための病院を体現した。

教育・研究病院、医科大学附属病院の誕生

中国との国際交流
　祐宣は、日中国交正常化以前から中華医学会と交流を深
めていたが、1978（昭和53）年、中華医学会上海分会代表団
が来訪。翌年に祐宣を団長とした学園の学術友好訪中団15
名が訪中して以来、交流が活発に行われるようになり、中国
医学界や医療関係機関との順調な交流を展開していった。
　その背景には、長きにわたり、計り知れない文化的恩恵を
受けてきた中国に、医学を通じて手をさしのべ、中国医学の
現代化へ役立ててもらいたいとの思いがあった。小さな努力
が日中友好の一助になり、日中両国民の末長い幸せにつな
がることになると祐宣は考えていた。

毛沢東と面会column‒7

　1955（昭和30）年、訪日中国学術文化代表団が来日。
その半年後、代表団団長の郭沫若氏から岡山の後楽園
に2羽の鶴が贈られた。それをきっ
かけに翌 1956（昭和 31）年、
岡山県訪中文化視察団が中国を訪
問。副団長として参加した祐宣は、
毛沢東主席、周恩来首相に接見し、
中国医学会に果たす自らの使命を
自覚した。

　祐宣は、患者さんから信頼されるためには、きちんとした身だしなみと優しく丁寧な言葉遣いが不可欠と、学生・研修医に指導して
いた。そして職員にも、言葉遣いとともに仕事中は清潔なユニフォームをきちんと着用することを常に呼びかけていた。自身も、真夏
でもネクタイをしめ上着を着用するなど、いつもきちんとした身だしなみと、患者さんへの丁寧な接し方を心がけていた。また、美しい
病院を保つため、「病院内は土足厳禁」を徹底。患者や外来者には病院玄関の「下足室」で院内用スリッパに履き替えてもらい、職員
は職員用の玄関に設けられた「すのこ」とカーペットの土足厳禁ゾーンで上履きに履き替えてから院内に入っていた。土足厳禁
ゾーンに土足で上がっている職員を見かけると、祐宣は自ら注意することもあった。今は病院玄関の「下足室」はなくなったが、職
員は今でも上履きの着用が義務付けられている。

ユニフォームと上履きcolumn‒6

　附属病院は、患者本位の診療を行うと同時に、教育・研
究病院としての使命も持ち、実地に強い医師を育てたいとの
思いから、充実した臨床実習も行った。また医学生だけでなく、
コ・メディカルスタッフの養成の場でもあった。医科大学、医療
短期大学ともに教員が病院スタッフと兼務していたため、
実践的で行き届いた指導が行われた。

附属病院開院当時（1973年10月）

毛沢東国家主席に接見
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川﨑祐宣
創設者

学園の礎づくり

学園創立10周年を迎えて

　1981（昭和56）年、川崎学園創立10周年記念事業の
一つとして、現代医学教育博物館が完成した。祐宣は、1954

（昭和29）年10月からの欧米視察中に、ロンドンのキングス・
カレッジのガイズホスピタルを訪問したが、この病院には、
医学標本等の精選と陳列の方法などにも工夫が凝らされた、
優れた医学博物館が設けられていた。標本の腐敗や変色
防止のために特殊な技術を用いており、ほとんど本物を見る
のと同じだった。この保存技術は門外不出だったが、整然と
並べられた医学教育に必要な病理標本は学生が手に取って
学ぶことができ、そこに勤務する医師や看護師も暇を見つけ
ては展示室の中で研修に励んでいた。
　祐宣はそれらに深い感銘を受け、当時、国内にはそのような
施設はなく、いつか自分の病院にも同じような博物館を創設
したいと考えていた。現代医学教育博物館はその夢の実現
だった。この博物館は、わが国初の医学博物館として全国的
に注目を浴びた。なお、ガイズホスピタルの博物館の特殊保存

学園とともに

　戦後初の私立医科
大学の設立を伴う川崎
学園の創設と、それに
続く諸施設の新設・拡
充の歴史は国内外か
ら多くの注目を集めた。

その功績は高く評価されたが、祐宣は蓄財、名誉には全く執
着することがなく、叙勲等の名誉はことごとく辞退した。しかし、
地域からの名誉県民章や名誉市民章などは、ありがたく拝受

川﨑祐宣が育った鹿児島県姶良郡横川村中ノ（現 霧島市横川町）の屋敷跡に建立
された記念碑

技術は、川崎学園の職員が何度も足を運んで懇請した結果、
訪問の数年後に教えてもらうことができた。
　記念事業として、総合体育館も建設された。また、この頃、
祐宣は医療福祉大学開設の構想を明德とともに温めていた。

した。それは地域とともに生きてきた祐宣の姿勢でもあった。
　1988（昭和63）年に、祐宣は理事長を退任。その後も川崎
学園名誉理事長・学園長として川崎学園の発展に尽力。学園
内外の多くの人に敬愛された。
　「医は仁術」という真理を今日に求め、医道一筋、医業創業
の人として人生を「医」に捧げた祐宣は、1996（平成 8 ）年、
惜しまれながら92年の生涯を閉じた。川崎医科大学への
篤志献体団体「くすのき会」の登録第 1 号となっていた祐宣の
遺体は、川崎医科大学へ献体された。

開館当時の現代医学教育博物館

学園を挙げて開催された卒寿祝賀会（1993年10月）

岡山県名誉県民顕彰式での川﨑祐宣夫妻（1985年）
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医学の道へ

　川﨑明德は1934（昭和 9 ）年、岡山市で生まれた。明德が
小学生だった1945（昭和20）年 6 月、外科川﨑病院は岡山
空襲で焼失した。父、川﨑祐宣は、翌1946（昭和21）年 9 月
には早くも病院を再建し、一家で院内に居住しながら診療に
あたった。

　やがて明德は岡山県第一岡山中学校へ進学し、県立岡山
朝日高等学校を卒業。医学の道を志し、父祐宣の母校の後
身である岡山大学医学部に進んだ。岡山大学医学部時代には、
人情味あふれる師との出会いから、人との向き合い方や人間
関係の大切さも学んだ。
　1958（昭和33）年、岡山大学医学部を卒業後、聖路加国際
病院（東京都中央区）で１年間のインターンを経験した。聖路加
病院では、アメリカ留学経験のある医師から新しいスタイル
で学び、最新の医療技術も多く学んだ。また、共に学んだ20
人のインターン仲間や若い職員とともに過ごした寮生活は思
い出深く、明德にとって寮は生涯の友との出会いの場でも
あった。
　1959（昭和34）年、岡山大学医学部第二外科学教室に入局、
1965（昭和40）年学位（医学博士）を取得。1968（昭和43）
年には医学部附属病院講師に就任し、1969（昭和44）年まで
務めた。

川崎病院内で雑誌の取材を受ける祐宣と明德（1970年頃）

川﨑 明德
教育・医療・福祉を統合し、
学園の発展を牽引するリーダーとして

　    夢の実現へ
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学校法人川崎学園設立 ―副理事長として祐宣を補佐―

　明德は、岡山大学医学部第二外科学教室に在籍中の
1962（昭和37）年から、財団法人川崎病院（のち財団法人
川崎医学振興財団）理事となった。
　1965（昭和40）年頃、父祐宣から医科大学開設の話を聞
かされ、1968（昭和43）年設置の財団法人「学校法人川崎
学園」設立準備期成会に参加。父祐宣とともに設立認可に
向けて、関係各省庁や地元自治体との数々の交渉に臨んだ。
特に、文部省（現 文部科学省）との折衝は長期にわたり困難
を極めた。私立医科大学の設置は戦後例がないというだけで
なく、伝統のある医学部を持つ大学がすでに存在する県に、
新たに医科大学を設置することに対するハードルはきわめて
高く、陳情や折衝のための上京は70回以上に及んだ。申請日
ぎりぎりには、膨大な量の書類を風呂敷に包んで夜行列車で
上京し文部省に持ち込んだ。ついに設立認可を得ることが
できたのは、交渉にあたった明德の調整能力と粘り強さに
よるところが大きい。
　1970（昭和45）年 3 月、学校法人川崎学園設立認可。4 月、

川﨑明德
二代目理事長（現 学園長）

夢の実現へ

川崎医科大学開学。明德は川崎学園副理事長に就任し、
さらに、1971（昭和46）年、川崎医科大学副学長に就任。
校舎や病院の建築など施設整備、財務・経理事務担当、
金融機関との折衝などを担った。明德は川崎学園の運営と
草創期の学校法人の実務責任者として、煩雑な業務と山積
する諸問題を昼夜の区別なく短期間で黙 と々処理・解決、
川崎学園の発展に大きく寄与した。
　医科大学と同時に川崎医科大学附属高等学校が開学
した。受験勉強中心の高等学校教育に一石を投じ、良き
医師になるにふさわしい知性と人間性を早い段階から
育むため、１学年定員50名で開学。全国で唯一の全寮制
医科大学附属高等学校として注目された。
　1973（昭和 48）年には、チーム医療の担い手となる
コ・メディカルスタッフ養成を目的に川崎医療短期大学が
開学し、川崎医科大学附属病院が開院した。さらに翌年、
川崎リハビリテーション学院が開校し、医学教育と医療、
コ・メディカルの一体的な教育体制が整った。

附属病院竣工の頃

川崎学園を南側から望む（1973年頃）

医科大学建設現場を視察する明德（現在のふるさとの森あたり）
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　川崎医科大学には目指す医師の育成のため、1974（昭和
49）年開設の「リハビリテーション医学教室」、一次救急から
三次救急まで幅広い対応ができる医師養成のための「救急
医学教室」を1977（昭和52）年に、また、1980（昭和55）年
には、全人的医療が行える医師の育成を目指す全国初となる

「総合臨床医学教室」などが順次開設されていった。

　また、先進的なカリキュラムを開発し実践したが、そのカリキュ
ラム編成にも明德は携わった。当時、30代半ばの若さながらも、
温厚篤実で情に厚く、配慮の行き届いた言動の明德は、個性
的な創設期の学長たちや教授陣とも上手に向き合い、父祐宣

を補佐しながら、医科大学の組織づくりと体制づくりを行った。
　明德が関わった学園独自の制度は数多い。その一例に、
川崎医科大学および大学院の主要な研究施設として機能別に
設置した「研究センター」（現在の中央研究センター　研究
ユニット）がある。海外視察で見た施設を参考にしたもので、
設備機器、技術員を中央に集中配備し、さらに、医学生物学
の研究に欠かせない研究用実験動物を集中飼育管理。一般
的には教室ごとに設けられる研究機能を中央に集約すること
で、経費の重複を省くとともに、円滑な研究業務を可能にした。
　「中央教員秘書室」も明德が設立に関わった部署の一つ。
教室ごとに秘書を配置するのではなく秘書室全体で協働し
て全教員の秘書業務を行う、おそらく日本で初の部署の誕生
だった。校正、ワープロ、英文タイプなど、職員それぞれの特技・
能力を生かしながら、教員の情報やスケジュールを部署全体
で共有して対応
するため、従来
の教室制度下
での個人秘書
に比べ、大きな
メリットが生ま
れた。

才能あふれる温厚な若きサブリーダー

医科大学教授会（開学の頃）

学生とのひとときを楽しむ明德

　1973（昭和48）年に開院した川崎医科大学附属病院は、設計の段階から医師、事務職員、看護
師など病院のスタッフが関わり、それぞれの場所が実務的に使い勝手よく設計されている。
　「病院は医学教育の病院セクション」との明德の考えから、附属病院と同じ建物内に医科大学の
教員研究室や実験室、図書館を配置するなど、大学と病院が一体化
した造りとなっている。
　病院地下の機械室の設計には、電気や機械に詳しい明德が関わり、
最新技術の情報を分析してアイデアを出し、エネルギー効率のよい
冷房システムや蓄熱槽を用いた、当時としては画期的な設備を備えた。
また、医療福祉大学の地下には巨大な自家発電装置を複数台設置し、
大規模停電等の非常時に備えているほか、明德の発想により、夏場
ピーク時の電力の効率的な運用に役立てられている。明德は、常に
数十年先を見据え、既存の考えに捉われない柔軟な思考で、学園の
施設設備の根幹を支え続けるシステムを構築した。

先を見据えた新システムの構築column‒1

明德のアイデアが生かされた自家発電装置
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　医学教育に関して明德が築いた国際友好関係は数多いが、
なかでもイギリス オックスフォード大学グリーンテンプルトン
カレッジ〈GTC〉（旧グリーンカレッジ〈GC〉）との関係は深い。
1983（昭和58）年、Lord Walton of Detchant（第二代
グリーンカレッジ学長）との出会いから始まった友好関係は、
2002（平成14）年、オックスフォード大学グリーンカレッジ・
川崎学園「友好提携協定」へと結実し、両校間での教員の
学術交流、相互訪問、留学生交換などが現在も盛んに実施
されている。こうした長年にわたる国際医学教育に対する高い
関心と情熱、実績が評価され、明德は、オックスフォード大学
から 2 度にわたって栄誉ある「フェロー」（名誉教授の称号）を
授与されている。
　一方、中国との医学交流では、明德は副理事長時代の
1983（昭和58）年、医科大学代表団を率いて訪中、上海
中医学院（現 上海中医薬大学）、上海職工医学院（現 上海

川﨑明德
二代目理事長（現 学園長）

夢の実現へ

国際医学交流を促進

GCを訪問（2008年8月）

健康医学院）との友好協定を締結し、友好・交流を促進して
いる。
　また、学園において川﨑祐宣記念特別奨学基金を設立し、
将来有望な若手研究者の海外留学を奨励。これまでに34名
の卒業生が奨学金を活用し留学、大きな成果が得られている。

上海職工医学院と友好大学提携協定を継続締結（1993年5月） 上海職工医学院表敬訪問の際の寛ぎのひととき（2005年11月）

オックスフォード大学総長（当時）Christopher Francis Patten卿から祝福を受ける明德（2008年8月）GTC Sir David Watson元学長と倉敷観光（2011年9月）
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　学校法人川崎学園および医療を中心とした福祉施設と
して川﨑祐宣の念願を具現化した社会福祉法人旭川荘は、と
もに1950（昭和25）年設立の財団法人川崎病院を母体と
して設けられた。この両法人発展の過程で、医学・医療と社会
福祉が緊密に連携し、医療と福祉を総合したサービスの提
供が必要になるとの認識から、学園内に「医療福祉」の概念
が徐 に々醸成され、医療と福祉の両分野にわたる総合的教育・
研究を目指す川崎医療福祉大学の設立構想へとつながった。

　その後、江草安彦氏と旭川荘関係者の協力を得て、大学に
係わる具体的構想と内容について検討が進められた。当時、
文部省（現 文部科学省）から新しい医療職種、医療福祉
職種、医療技術職種などのテーマでのパネルディスカッション
協力依頼があり、その案づくりも方針決定の一助となった。
　1987（昭和62）年 1 月、理事会・評議員会において「川崎
医療福祉大学」創設が決議された。
　1988（昭和63）年、明德は川崎学園の第二代理事長に
就任し、父祐宣の遠大な学園構想の最大の理解者、後継者
として、また、総合学園の総帥としての道を歩み始めた。

　リーダーとして、「常によりよいものを求め、常に高みをめざす」
という明德の人生哲学、経営哲学は、「よりよく生きる」という
コンセプトにつながり、教育、医療、福祉の分野で着 と々具現
化されてきた。川崎医療福祉大学設立は、その代表的な取り
組みであり、理事長としての初めての仕事となった。
　その年の新入職員辞令交付式で明德は、「これからの高齢化
社会に必要なメディカル・ソーシャル・ケースワーカーを
養成する学科と、医学と情報学をミックスした医療情報学
という新しい学科を中心に、今まで 4 年制の養成機関にはな
かった感覚矯正学科を加えた大学をつくりたい」と、医療の
現場で活躍する高度な専門職業人育成への抱負を語った。
　なお、訓示では、「将来は、医科大学、医療福祉大学、医療
短期大学、附属病院、リハビリテーション学院が一体となった、
メディカル・ティーチング・コンプレックスを松島に仕上げて
いきたい」とも述べている。
　同年、「新大学の設置の趣旨と構想」が作成され、文部省
や関係官庁等との折衝を経て、1990（平成 2 ）年設置認可、

　当時、医療と福祉は学問体系上関連がないとされ、両者を融合させた医療福祉という新しい概念はなかなか理解されず、医療
福祉大学設立の認可申請の際、文部省（現 文部科学省）では、初めてのケースとして、医療と福祉を別々の関係部署で審査すると
いう苦肉の策がとられた。この結果、日本で初めて医療福祉という名前を付けた大学が認可された。現在では、医療福祉を標榜する
大学は全国に見られる。

前例のない「医療福祉」の概念column‒2

第二代理事長に就任 ―世界初、川崎医療福祉大学設立―

医療福祉大学新築工事着工地鎮祭（1990年1月）

川崎医療福祉大学開学式（1991年4月）
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川﨑明德
二代目理事長（現 学園長）

夢の実現へ

教職員に向けた感謝の言葉の掲示（1991年10月）

　医療福祉大学は、2 学部 6 学科で開学したが、全国的に類を見ない新しい学科や工夫を凝らしたカリキュラムには、明德の
アイデアと思いが込められていた。
　医療福祉学科では、医療の知識を有し患者の立場に寄り添う、医療ソーシャルワーカーの育成を目指し、臨床心理学科では人々
の精神的な健康を保つための適切な援助ができる臨床心理士の育成を目指した。今では、“こころ”の支援の必要性から求め
られた公認心理師というわが国初の心理職の国家資格も認定されるようになり、臨床心理学科は先見の明の設置といえる。
　欧米の最先端の医療現場の視察やインターン時代の経験など、豊富な経験と知識を生かし、明德は医療情報学科を開設。時代
の流れを予測したかのように、その後、病院のカルテも「紙カルテ」から「電子カルテ」へ移行するなど、医療の世界のIT化は急速に
進んだ。
　また、人の視覚、聴覚、言語等の機能や状態を科学的に分析し、治療や回復の手助けをする専門職を育成するため感覚矯正学科

（視能矯正専攻・言語聴覚専攻）を開設した。まだ言語聴覚士が国家資格として認定されていなかった時代のことだった。
　健康体育学科は、健康長寿を支える指導者を育成するという考えに基づいて設置。開学当時、医療福祉と健康増進・体力向上
に関する専門教育を行う機関は極めて少なかった。また、医療短期大学栄養科からの流れを汲み、“医療福祉の臨床現場における
栄養学”という考えのもと臨床栄養学科が開設され、高度の資質を備えた栄養士の育成を目指した。
　医療福祉の現場で求められる人材を育成するということに真摯に向き合った明德は、その後も、知識や経験に裏打ちされた
独自の閃きと発想によって、新学科の開設や医療短期大学からの改組を行い、現在の医療福祉大学の基礎をつくった。

医療福祉大学開学時の学科開設の思いcolumn‒3

1991（平成 3 ）年 4 月、川崎医療福祉大学が開学した。ここに
至る過程でも、学園を率いる明德の粘り強い交渉力と調整力
は如何なく発揮されている。文部省や関係官庁等との折衝は
困難も多かったが、医科大学設置のときのやり取りで顔見知り
になり、明德の人となりも知られていたため文部省の職員は
好意的で、いろいろなアドバイスを受けることもできた。
　川崎医療福祉大学は、医療福祉と健康科学を教育・研究
する世界初の 4 年制の総合大学として、国内外から注目を
集めた。これによって、川崎学園は、医学・医療・医療福祉を

包括した総合学園としての陣容が整い、祐宣と明德の 2 代に
わたって育ま
れた夢が実現
した。

学園開設10周年記念会（1980年）

納涼大会で勝村医科大学学長（当時）とともに 西館棟竣工式（2002年9月）
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学園の発展とともに施設、体制を拡充

　学園は、設立以来発展を続け、それに伴って校舎や病棟
などの新築・増築・改修が急務となった。明德は建築に関して
も研究し、アメリカの施設見学で学んだ知識や職員の提案も
考慮しながら施設づくりに積極的に携わった。
　理事長就任から 2 年後の1991（平成 3 ）年 2 月に、「川崎
医療福祉大学校舎」が竣工した。医療福祉大学キャンパスは、
校舎棟、講義棟、厚生棟、体育館が一体となった機能的な
つくりで、その後の「校舎棟東ウイング 2 」の増築や、隣接して
建設された「川﨑祐宣記念講堂」と校舎との接続部分の壁
の仕様など、将来拡張可能な増設スペースも想定して設計
されていた。
　また、附属病院は開院後30年が経過した頃には、建物や
設備の老朽化や狭隘化が進み、全面改修が必要な状態と
なった。明德が陣頭指揮を執り、約10年にわたる開院以来
の一大プロジェクトが始まった。2002（平成14）年に附属病院
西館棟を新築し、病棟や手術室、中央検査部、栄養部等の数々
の機能が移った後、順次、本館棟および救命棟の外来エリア
や病棟等の全面リニューアルを行った。また、2009（平成
21）年には救急診療やリハビリテーションの充実のために

北館棟を新築した。
　時を同じくして、医科大学においても、多様な教育を行うた
めには従来の校舎棟では手狭になってきたため、2007（平成
19）年に増築した。創立40周年を迎えた2010（平成22）年
には、附属病院および医科大学、医療福祉大学の増改修工
事が完了し、新たな時代に対応した療養環境、教育環境が
整備され、医療福祉の総合学園として盤石の態勢が整った。
　なお、明德理事長の時代には、2001（平成13）年に附属
病院において日本初のドクターヘリの運航が開始された。
救急医学教室の小濱啓次教授を中心に、約20年にわたる
試行事業を経て実現したもので、これにより高度救命救急
センターとして地域に貢献できる体制がさらに整備された。
　一方で、良き医療と教育を提供するには、教職員にとって
働きやすい環境づくりが不可欠との観点から、院内保育所や
附属病院内に病児保育室を開設するなど、明德は幅広い視野
と配慮、確かな判断力で施設づくりを行い、すぐれた医学教育・
医療技術教育、安全・高度な医療を提供できる環境整備に
力を尽くした。

ドクターヘリ運航開始式（2001年4月）

学園運営協議会（2000年頃） 現場を視察する明德（西館棟新築工事）
旧深柢小学校跡地活用について岡山市と協定を結び、
髙谷市長（当時）と握手する明德（2011年7月）
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　明德は川崎学園の発展に努める一方、私立医科大学協会
の活動にも大きく貢献した。協会設立以来、主として財務・
経営・総務などを担当し、1976（昭和51）年理事に就任。
その後常務理事、副会長などの要職を重ねたのち、2002

（平成14）年 5 月、同協会の第十代会長に就任した。
　当時は医学教育・医療に関わるさまざまな制度の一大転
換期にあり、私立医科大学を取り巻く環境はきわめて厳しく、
明德は2007（平成19）年 5 月に退任するまでの 5 年間、

川﨑明德
二代目理事長（現 学園長）

夢の実現へ

私立医科大学協会会長として長きにわたり尽力

坂口厚生労働大臣への陳情（2003年12月）

年忘れ大会で職員とともに（2015年12月）

消費税、特定機能病院、
DPC制度導入、医師臨床
研修の必修化、医学部定
員、診療報酬改定、国庫
助成 拡充に対する要望
など、山積するさまざまな
懸案事項に率先して取り
組み、数多くの問題を解決
に導いた。
　国内の医学教育のあり
方を、国公私立の大学医学部が一体となって調査研究
するために、1979（昭和54）年に発足した医学教育振興
財団においては、明德は設立当初から理事を務め、他の
理事と協力しながら「国内医科大学視察と討論の会」や「医学
教育指導者フォーラム」などを開催した。
　また、医学生が英国大学医学部で臨床実習を行う留学
制度を整えるなど、日本全体の医学教育のさらなる質の向上
のために尽力した。

　創立以来、人間性豊かな良き医療人、医療福祉人の育成を
目的に、時代の要請に応えて常に先進的な取り組みに挑戦し
続けた川崎学園は、2010（平成22）年、創立40周年を迎え、
同年10月、記念行事が盛大に開催された。その際、明德は、
技術や知識はもちろん、人間としてもすぐれた人材の育成を
使命とすることを改めて決意している。
　組織の一部改編も行われた。学校
法人とは別の財団法人ながら、附属
病院として長く岡山市中心部で地域
医療を担ってきた川崎医科大学附属
川崎病院（岡山市北区）を学校法人
川崎学園が運営することとなり、2011

（平成23）年、その診療業務を承継し
た。あわせて、建物の老朽化から建て替
えを検討。2016（平成28）年12月１日、
旧深柢小学校跡地に川崎医科大学

学園理事長から名誉理事長・学園長へ

総合医療センターが開院した。
　長きにわたり川崎学園を支え、盤石な経営基盤をつくり上
げた明德は、2012（平成24）年、川﨑誠治が川崎学園理事長
に就任したのに伴い名誉理事長・学園長に就任。以来、理事
長職を退いてからも学園長として学園を支え続けている。

医学振興座談会より（2013年9月）
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祖父、父と同じ医学の道へ

　川﨑誠治は1962（昭和37）年、岡山市に生まれた。
　財団法人川崎病院の西館が竣工して病床数が470床の
総合病院となり、川崎癌研究所、川崎高等看護学院が開設
した 2 年後のことだった。
　父明德は、誠治が誕生した数か月後に財団法人川崎病院
の理事に就任。川崎病院の発展に貢献し多忙な日々を送っ
ていた。
　そんな父明德は家族に対してとても厳しい
人だった。誠治に対しても決して甘やかすこと
なく、能力のない者は家業といえども継ぐべき
ではないとの考えで接した。祖父祐宣は、川崎
病院に住みながら診療を続けていた。そんな
祖父や父の姿を見ながら誠治は成長した。
　1986（昭和61）年、岡山大学医学部を
卒業。岡山大学医学部第二外科学教室に入
局した。そして、祖父、父と同じ医学の道を歩
んだ。誠治は外科医としての研修を進めなが
ら、岡山大学医学部病理学教室で基礎医学
研究を行い、医学博士の学位を取得した。

川﨑 誠治
体制を整え学園の力を盤石に
未来を見据えた新たなリーダーとして

　    志をつなぐ

このときの経験から、医科大学での基礎医学教育・研究
が非常に重要だということを学び、後の大学運営にも大きな
影響を与えた。
　やがて父明德から、学園経営を一緒にとの話が出始めた。
後を継ぐ者として認められた証だった。誠治はさまざまな
思いを抱えながらも、父とともに歩む道を選んだ。

家族写真（左端 父明德、父の右後 誠治、写真中央 祖父祐宣）
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川崎学園理事、副学長に就任

副理事長として

　1995（平成 7 ）年 3 月、川崎学園理事・評議員に就任。
誠治が岡山大学医学部第二外科学教室在籍中の33歳の時
だった。
　その後、川崎医科大学外科学講師、副医長に就任。2 年間
の現場経験から学園運営業務と診療の両立は難しいと判断し、
学園経営に専念することを決意した。決めたからには責任を
持って徹底的に。誠治は祖父、父ゆずりの粘り強さと行動力で、
さまざまなことを経験し、吸収していった。
　誠治が理事・評議員に就任して 2 年目の1997（平成 9 ）年
1 月、附属病院の設備室から出火。病院中が煙に包まれる

　2000（平成12）年には川崎学園副理事長に就任した。
12年間の副理事長時代は、附属病院西館棟、北館棟の
新築、本館棟・救命棟の全面リニューアル、医科大学校舎棟
増築など附属病院・医科大学の施設・設備の整備や運営の
見直しを行った。

　附属病院の運営体制整備としては、各科の壁を取り払った
臓器疾患・機能別センターによる診療体制を推進。1 患者
1 ファイル制、オーダリングシステム、電子カルテの導入など
IT化にも力を注いだ。さらに、PET/CT、MRIなど最新医療
機器の整備を進め、大学病院としての高度医療提供体制を
確立した。
　また、患者の療養の社会的、心理的支援を行うとともに、
地域の医療機関との連携の強化を目指して、患者診療支援
センター、臨床心理センターなどの診療支援部門を立ち
上げた。これらのセンターは、学生教育の場としても大いに

川﨑誠治
三代目理事長

志をつなぐ

大きな火災事故が起こった。誠治はもちろんのこと、教職員や
学生たちも力を合わせ、全入院患者を無事館外へ避難させた。
幸いにも人的被害は無かったが、病棟の機能は完全に停止し、
診療の完全復帰までに数か月を要した。
　この事故により、誠治は危機管理や防災対策など安全な
施設管理の重要性を痛感した。そしてこの教訓が、後の組織
運営や建物の設備、整備に生かされることとなった。
　1998（平成10）年、川崎医科大学副学長、川崎医科大学
附属病院副院長に就任した。

活用されている。
　誠治の副理事長時代、川崎学園はGTC（イギリス）との
友好提携協定締結、ノースカロライナ大学チャペルヒル校
ティーチ部（アメリカ合衆国）との「学術協力提携書」調印、
上海中医薬大学（中国）との「友好提携協定」締結、ヴィクト
リア大学（カナダ）との「学生の教育および教職員の研修に
関する協力同意書」調印など、海外との結びつきを深くした。
それらに基づいて誠治は海外の大学へ何度も訪問し、交流を
さらに発展させた。　

病院スタッフ、建築業者との設計打ち合わせ（2001年3月）

GTC Kawasaki Roomでレビューミーティング（2017年9月）

上海中医薬大学60周年式典（2016年5月）
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第三代理事長に就任

　2006（平成18）年、誠治は川崎病院を運営する川崎医学
振興財団の副理事長に就任、川崎病院経営の立て直しの
サポートに尽力した。老朽化が進む病院の建て替え用地
確保のため、岡山市との交渉や地域住民との話し合いに
あたったのも誠治だった。2011（平成23）年には、学校法人
川崎学園が川崎医科大学附属川崎病院の診療業務を承継
したが、この手続きも副理事長時代の誠治の大きな仕事の
一つだった。
　2012（平成24）年 3 月30日、明德が理事長を退任。
翌 3 月31日、誠治が川崎学園理事長および九曜学園理事
長に就任した。前年７月に旧深柢小学校跡地の借用が決まり、
校舎の解体などの準備工事や埋蔵文化財発掘調査が行
われ、川崎 病 院
の新築移転計画
は順調に進み、学
園に大きな変革
が訪れようとして
いた。
　川崎学園 3 代
の理事長の運営方針にはそれぞれ特徴がある。創設者川﨑
祐宣は、医療従事者養成のため医科大学、医療短期大学な
ど設立し学園の基盤づくりに力を注いだ。二代目理事長明
德は、祐宣から受け継いだ医師養成体制を一層充実さ
せるとともに、医療を支える医療福祉分野の人材養成のた
め医療福祉大学を設立した。
　そして誠治は、理事長就任にあたり、「良き医療人、医療
福祉人の育成」のため、さらなる飛躍を目指す意を示し、2 代
にわたって拡大された学園機構を、時代の変化や社会の
要望に合わせて整理するところから着手している。

　誠治が理事長に就任する約一月前になる2012（平成24）年 2月、地元の意見が分かれ、小学校廃校後 6 年余り方針が打ち
出されなかった旧深柢小学校跡地の借用が決まり、新病院新築移転構想が大きく前進した。
　このきっかけは、地元住民の方々からの声だった。岡山市の東中山下 5丁目町内会から岡山市長に提出された川崎病院の
移転建て替えを求める陳情書と、添えられた1 万人を超える署名が行政を動かした。
　誠治は副理事長時代から新築移転構想に関わっていたが、理事長就任と同時に附属川崎病院長も兼務し、構想の中心となって
新病院の完成に力を尽くした。

新病院新築移転実現は、地元の方々の声からcolumn‒1

埋蔵文化財発掘調査
総合医療センター開院式（2016年11月）

総合医療センター建築現場を視察（2015年5月）

開院式後見学会（2016年11月）
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良医育成のために

川﨑誠治
三代目理事長

志をつなぐ

　医科大学では、現職時代の危機感から、一人でも多くの
臨床能力の高い医師を世の中に送り出すことが急務であると、
臨床教育研修センターの立ち上げなど教育環境の充実に
努めながら、「良医」を育てることに力を注いでいる。
　急速に進む医学の進歩、医療ニーズの変化に合わせ、
例えば解剖実習を第 1 学年からの開始に変更するなど、
医学教育カリキュラムの全面的な見直しにも取り組んだ。また、

「新生児医学」「脳卒中医学」「救急総合診療医学」「認知
症学」など、新しい教室を次々につくり、医学教育の充実を
図った。
　また、受験生の多様なニーズに応え、有為な学生を受け
入れるため、入試の改革にも取り組んだ。医科大学では、
中四国唯一の私立医科大学として地域の医療に貢献する
人材を育てたいとの思いから、入学試験に岡山県枠、中国・
四国地域出身者枠など独自の地域枠を設けた。
　そして大学院では、病院で診療業務に従事し、専門医の
資格取得を目指して研究を行う医師のために、在職しな
がら大学院への進学が可能な「大学院在職進学制度」を
設けた。

　2007（平成19）年に新設した「臨床教育研修センター」には、附属病院の病棟を実習用に完全再現した「模擬病棟」があり、
充実した環境の中で学園内外のさまざまな職種のスタッフや学生が、良き医療人を目指して多岐にわたった研修を行っている。
　臨床教育研修センターの事業の一つとして、2012（平成24）年から、柏原直樹センター長が中心となった「川崎塾」を開催。

「明日の良き医療人」の育成を目指し、すべてのメディカルスタッフを対象に、コミュニケーション能力をはじめ、接遇、コーチング等、
チーム医療の現場で必要な態度、スキル、理論を学んでいる。

臨床教育研修センターと川崎塾column‒3

模擬病棟での臨床実習 看護師プリセプター研修 川崎塾

卒業、退職しても学園とともに
―KAWASAKI CLUB―

column‒2

　誠治は、副理事長時代の2007（平成19）年、学園の卒
業生と退職職員の生涯学習・生涯教育支援を目的に、
KAWASAKI CLUBを発足させた。現在約5万人の会員
はホームページや広報誌「KAWASAKI CLUB NEWS」
を通じて、各種講演会・セミナーの案内や、学園の最新
情報を受け取ることができる。
　翌年には、附属病院の 8 階に、会員だけが利用できる
学びと寛ぎの空間「KAWASAKI CLUB ラウンジ」を設置
し、会員同士の交流を図っている。

KAWASAKI CLUB  ラウンジ



　「大学は学生のためにある」「病院は患者のためにある」の
原点をもとに、建学理念の柱の一つ「人

ひ

間
と

をつくる」をより
充実させるため、学生寮の充実を図った。
　寮は勉学に励む環境が整うだけでなく、寮生活を通して
協調性や他人を思いやる気持ちが育まれるため、将来の良き
医療人、医療福祉人を目指す場となる、川崎学園が発足当時
から大切に考えてきた施設だ。誠治は、附属高校および医科
大学の男子寮・女子寮の新築や増改修、医療短期大学キャ
ンパス内に新女子学生寮（このはな寮）の建設などの寮整備
に取り組んだ。また「体をつくる」場として、川崎学園総合
グラウンドやテニスコートの整備、川崎学園総合体育館の
リニューアル工事などを精力的に行った。
　多くの事業整備に取り組んでいる誠治だが、その理事長
時代を特徴づける事業の一つに、川崎医科大学総合医療

　理事長就任直後の2012（平成24）年6月、誠治は医療
福祉大学の「学長代行」も併任した。椿原彰夫新学長が就任
するまでのわずか 6 か月間だったが、さまざまな画期的な
取り組みを意欲的に行った。
　まず、創設者川﨑祐宣がわが国で初めて唱えた“医療福祉”
の原点に戻り、あらためてその意義と意味を確認するため、
2012（平成24）年に川崎医療福祉学会において発足した

「医療福祉を考える」プロジェクトで、医療福祉の定義を「人間
尊厳の確立を究極の目的とし、医学・社会・文化の統合的
視点から人を理解し、健康・安心・自立のために実践すること」
と定めた。
　そして、医療福祉大学として育成すべき人材を明確にし、
その実現のための教育体制強化に取り組んだ。2013（平成
25）年には一人の人間としての確固たる基盤づくりを行う
組織として、総合教育センターを立ち上げた。初年次教育を
見直し、医療福祉人として必要な専門知識や技術の基盤と
なる医学教育の徹底や、国際感覚を養うための英語の必修
化など、次 と々方針を打ち出し、形にしていった。
　また誠治は、医療福祉大学だけではなく、学園の学生
一人一人が医療福祉の心を根底に持つことが重要であると
考え、従来各施設で行われてきた行事を合同で行うなどの

医療福祉の原点に戻れ

施設整備の充実

取り組みも始めた。まず学園の約1,500人の全新入学生を
対象に、医療福祉の原点について学び、将来の多職種連携
につながる学生同士のコミュニケーションを図るための「川崎
学園入学時合同研修」を2015（平成27）年から開始した。
翌年には、学園一体となった入試改革を行うため、施設横断的
な組織として「川崎学園アドミッションセンター」を立ち上げ、
受験のさまざまな選択肢提供のため、医療福祉大学、医療
短期大学、リハビリテーション学院による3 校合同入試や合同
のオープンキャンパスを取り入れた。医療福祉大学の入試
では、すべての入試区分に面接を取り入れることとした。
　教育体制をより充実・発展させるため、医療福祉大学は、
2019（平成31）年に医療短期大学からのさらなる改組を行い、
その歴史と実績を引き継ぎ、3 学部15学科から5 学部17学科
へと大きく改変した。また、医療福祉大学には、「看護実践・
キャリアサポートセンター」を設置し、看護師の特定行為研修
など、生涯教育にも力を注いでいる。
　これらの取り組みにより、誠治は良き医療福祉人を育成
するための基盤をさらに盤石なものにし、新しい医療福祉
大学および学園全体の方向性を決定づけた。

センターの開院がある。総合医療センターは、学生の臨地
実習の場の充実のため、また地域住民のニーズに応えるため、
2016（平成28）年に開院。誠治は初代病院長として、病院の
移転、立ち上げに際し陣頭指揮を行った。
　総合医療センターは、地域医療支援病院として「救急医療」

「高度専門医療」「リハビリテーション」を三つの柱に、附属
病院と同様、患者中心の質の高い医療を提供している。
　質の高い幼児期の教育と保育により地域貢献を目指し2018

（平成30）年
に開 園した

「かわさきこ
ども園」も、注
目を集めた。
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学園の原点を学ぶ新入学生たち（川崎学園入学時合同研修）

GTC学長らとかわさきこども園を訪問



　附属病院の本館棟 2 階、総合待合の中庭に面した一角に、ベーカリーカフェ「なかにわ」がある。昼時ともなれば、トレーとトング
を手にパンを選ぶ人の列ができ、明るいテーブル席では、大勢の人がゆったりと食事を楽しんでいる。一見、病院とは思えない
この憩いの空間は、誠治が「中庭に面した一等地をより多くの患者
さんに喜んでもらいたい」との強い思いで設置した。現在は学生
や職員にも人気の場所となっている。このほか、医療福祉大学
医療福祉デザイン学科の学生の作品を展示する、附属病院の

「ギャラリー ホリスティック」や、両病院に設置している「患者図書室」
も、患者のアメニティー向上のために設けられた特別の空間だ。

アメニティー向上空間の設置column‒4
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川﨑誠治
三代目理事長

志をつなぐ

高齢者医療福祉の充実で地域貢献

このさきの未来へ前進

　創設者川﨑祐宣の時代から、長年にわたって築き上げられ
てきた川崎学園。二代目理事長明德の経営ビジョンを受け
継いだ誠治は、1995（平成 7 ）年に学園理事に就任して以来、
明德の右腕として、また、次代のリーダーとして、ハード・ソフト
両面から学園経営を力強く支えた。
　第三代理事長として学園を牽引する現在、さらなる新時代
に向けて、基盤整備とともに新たな取り組みを行っている。
　現在、旧川崎病院跡地に「川崎医科大学高齢者医療
センター」という新病院の建設計画が進行している。2019

　創設者川﨑祐宣の傍らで川崎学園を創設し、教育および
診療活動の基盤固めとその発展に奔走、尽力した第二代
理事長川﨑明德は、常 「々大学は50年経って一人前」と口に
してきた。建学の理念、中でも「人

ひ

間
と

をつくる」の成熟には絶え
間ない努力を必要とするためだが、創立50周年を迎えた今、
川崎医科大学、川崎医療福祉大学、川崎医療短期大学を
はじめとする各施設の45,000人もの卒業生が、それぞれの
現場で役割を果たし活躍している姿こそが、大学として一人
前になれたことを物語っているのではないだろうか。
　川崎学園では、各施設が緊密な連携のもとに、人間性豊
かな良き医療福祉人の育成を最大の目的として、医療福祉
と教育の分野で社会へ貢献してきた。現状に留まることなく、
2020（令和 2 ）年には附属病院に「良医育成支援センター」
を立ち上げ、さらに医科大学や附属病院の耐震工事という
大事業も計画している。また、学園の活動を支える教職員

（令和元）年に開設した「訪問看護ステーションかわさき」、
「居宅介護支援事業所かわさき」とともに、超高齢社会を
迎えるにあたり、地域包括ケアの拠点として、高齢者医療福祉
の充実に貢献したいと考えている。
　跡地には、「川崎医療短期大学新校舎棟」も建設され、
総合医療センター、高齢者医療センターとともに「川崎学園
岡山キャンパス」として、急性期から地域医療、在宅医療まで、
地域のニーズに合った医療福祉サービスが提供できる人材
の育成を目指す。

一人一人の心身の健康を保つために、働き方改革への組織
的な取り組みを続けている。　　　　
　川崎学園は、学生、教職員、そして卒業生とともに「かわらぬ
思い」を胸に、努力や誠意を惜しむことなく、このさきの未来へ、
たゆまず着実に前進していく。

3代揃って（総合医療センター開院式後祝賀会）

患者図書室ベーカリーカフェ



　旭川荘の構想は、学園創設者川﨑祐宣が医師として
日々 患者と接する中から生まれた。多くの患者と接する
中で、障がい者や高齢者に適切な医療的ケアや教育が行われていない現状に気付
いた祐宣は、「私がなんとかしなければ」との思いを抱くようになった。そして協力者
とともに1956（昭和31）年、医療と福祉を組み合わせた「医療福祉」を事業とした
旭川荘を、全国に先駆けて創設した。設立の趣意書には、「使命感に生きる同志が
ここに相謀り多方面の社会的協力を得て、新しい社会福祉事業を実現せんと開拓
者的計画を夢見ている。この意味において私共は開拓者であり、精神的であり、
能率的であり、従って模範的であり得る確信を持っている」と、祐宣の理想が示された。
また、祐宣は旭川荘の理念を語る言葉として「敬天愛人」を掲げている。

旭川荘の創立
私 が な んとかし な け れ ば

前史 1 9 3 8 - 1 9 6 9

川崎学園50年のあゆみ
創設者川﨑祐宣が提唱した建学の理念の実現を目指し、
自然環境、教育環境、人間環境を次々に充実。
ぶれることなく想いを継承しながら、メディカルスペシャリストの育成と、
医療福祉の充実および発展に貢献してきた。

1938（昭和13）年 2月 外科昭和医院開院（岡山市富田町13）

1939（昭和14）年 2月 外科川﨑病院開院（35床）（岡山市西中山下15）

1945（昭和20）年 6月 岡山市空襲　病院全焼（6月29日早暁）

1946（昭和21）年 9月 病院再建（150床）（岡山市西中山下89）

1950（昭和25）年 8月 財団法人川崎病院設立
（院長は、私財土地400坪、建物300坪、その他病院設備を寄附して財団法人川崎病院を
設立）

1956（昭和31）年 6月 財団法人旭川荘設立（1959年4月 社会福祉法人となる）

1960（昭和35）年 3月 総合病院川崎病院開院（470床）
川崎癌研究所開設

1966（昭和41）年 3月 病院東館・北館新築　（800床）
岡山がんセンター、岡山救急災害センター併設

1968（昭和43）年 8月 財団法人「学校法人川崎学園」設立準備期成会設置認可

被災から数年後の西中山下付近（⇩印が外科川﨑病院）岡山空襲被災直後の西中山下付近

1946年再建された病院

1966年総合病院川崎病院全景

開設当時の
旭川荘

1954.7.14 山陽新聞（旭川荘建設計画の発表）
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1 9 7 0 - 1 9 7 9
全人的医療を担う良医の育成を目指して
― 川崎医科大学開学 ―

1970（昭和45）年 3月 学校法人川崎学園設立認可
川﨑祐宣  川崎学園初代理事長就任

川崎医科大学設置認可　　

川崎医科大学附属高等学校設置認可

4月 川崎医科大学開学（初代学長 赤木五郎）

川崎医科大学附属高等学校開校（初代校長 川端 清）

川崎医科大学附属高等学校第１回入学式

川崎医科大学校舎および学生寮竣工
（現 川崎医療短期大学校舎）

5月 川崎医科大学第1回入学式
父兄会発足（現：保護者会）

6月 川崎医科大学・川崎医科大学附属高等学校開学記念式

1971（昭和46）年 3月 川崎医科大学附属高等学校校舎棟および寄宿舎竣工
（倉敷市生坂）

1972（昭和47）年 3月 川崎医科大学学生寮竣工（倉敷市生坂）

6月 川崎医科大学校舎棟竣工

1973（昭和48）年 2月 川崎医療短期大学設置認可

4月 川崎医療短期大学開学（初代学長 川﨑祐宣）
第一看護科、第二看護科、臨床検査科設置

8月 川崎医科大学附属病院本館棟竣工

11月 看護婦寮、二子職員宿舎竣工

12月 川崎医科大学附属病院開院（許可病床数1,052床）
（初代病院長 川﨑祐宣）

1974（昭和49）年 3月 川崎リハビリテーション学院設置認可　

4月 川崎リハビリテーション学院開校
（初代学院長 水野祥太郎）
理学療法学部（現 理学療法学科）、
作業療法学部（現 作業療法学科）設置

1976（昭和51）年 4月 川崎医科大学大学院開設

1977（昭和52）年 4月 川崎医療短期大学　放射線技術科、医療秘書科設置

9月 川崎医科大学女子寮竣工 （生坂から松島へ移転）

1979（昭和54）年 10月 川崎医科大学附属病院　救命救急センター開設

救命救急センター

川崎医科大学第1回入学式

1969.1.29 山陽新聞
（医科大学新設）

川崎医科大学校舎および学生寮
（現 川崎医療短期大学校舎）

川崎医科大学および附属病院正面（竣工時）

1971.1.26 山陽新聞
（川崎医科大学附属病院建設）

川崎医科大学附属高等学校生坂校舎

1970年 3月 大阪万博開催
1972年 3月 山陽新幹線 新大阪～岡山間開業

5月 沖縄返還
9月 日中共同声明（国交回復）

1973年10月 第４次中東戦争
10月 オイルショック

1975年 3月 山陽新幹線 岡山～博多間開業
4月 ベトナム戦争終結

1976年 2月 ロッキード事件発覚
1978年 8月 日中平和友好条約締結

国
内
外
の
出
来
事
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1980（昭和55）年 12月 川崎学園創立10周年記念式典

1981（昭和56）年 4月 川崎学園総合体育館竣工

5月 川崎医科大学現代医学教育博物館開館

1983（昭和58）年 1月 倉敷駅前診療所開所（1999年3月閉所）

4月 川崎医療短期大学　栄養科、通信教育部（医療秘書科）設置

1986（昭和61）年 1月 川崎学園関金セミナーハウス開設

1988（昭和63）年 3月 川﨑明德　川崎学園第二代理事長 就任

4月 川崎医療短期大学　医用電子技術科設置

1 9 8 0 - 1 9 8 9   祐宣理事長～明德理事長へ
医学の発展を目指し、現代医学・医療の知識と情報を惜しみなく広く地域へ
― 世界的にも稀な現代医学教育博物館開館 ―

1980年 9月 イラン・イラク戦争勃発
1981年 2月 ローマ教皇ヨハネ・パウロ2世来日
1982年 2月 ホテルニュージャパン火災
1985年 8月 日本航空123便墜落事故
1986年 4月 チェルノブイリ原発事故
1988年 3月 新岡山空港開港

4月 瀬戸大橋開通
1989年 1月 昭和天皇崩御「平成」に改元

4月 消費税3%導入
11月 ベルリンの壁崩壊

国
内
外
の
出
来
事

倉敷駅前診療所

川崎学園創立10周年記念式典

創立10周年記念事業として建設された
現代医学教育博物館（右）と総合体育館

欅
けやき

の 木（川崎学園総合体育館前）

患 者 か ら 寄 贈 さ れ た ジャイア ント・ ツリー

　総合体育館前には「欅の木」が大きく枝葉を広げています。
　推定樹齢130年のこの大木は、附属病院に入院していた患者さんからの贈り
物です。
　1987（昭和62）年、当時建設会社の社長だった方が、附属病院で手術を受け、
退院する際に、欅の献木を申し出ました。温かな治療・看護への感謝の気持ちの
表れとして、学園も快諾し慎重に植栽されました。
　欅の木は「ふるさとの木」とも言われ、風や虫などにも強く、時間をかけ根を張り
年輪を刻みながらゆっくりと成長します。川﨑祐宣の郷里の屋敷にも欅の木があり、
祐宣も欅への思い入れが深かったと言われています。「医療は患者のためにある」
と常に心に刻んできた祐宣にとって、最高の贈り物だったのではないでしょうか。
　学園が刻んだ歴史のごとく、地面にしっかりと根を張り、新しい芽吹きを繰り返
しながら、これからも学園の成長と発展を見守っていきます。

K
aw

asaki G
akuen Episodes
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1990（平成  2）年 12月 川崎医療福祉大学設置認可

1991（平成  3）年 2月 川崎医療福祉大学校舎竣工

4月 川崎医療福祉大学開学（初代学長 江草安彦）
医療福祉学部（医療福祉学科、臨床心理学科）、
医療技術学部（医療情報学科、感覚矯正学科、健康体育学科、臨床栄養学科）設置

川崎医療福祉大学開学式

10月 川崎学園創立20周年記念並びに川崎医療福祉大学開学記念式典

1994（平成  6）年 3月 川崎医科大学附属病院　高度救命救急センターとして認可

4月 川崎医科大学附属病院　特定機能病院承認

川崎医療短期大学　医用デザイン科設置

1995（平成  7）年 4月 川崎医療福祉大学　医療福祉学部に保健看護学科、
医療技術学部にリハビリテーション学科設置

1996（平成  8）年 4月 川崎医療福祉大学大学院修士課程設置

6月 川崎学園創設者　川﨑祐宣　逝去　（92歳）

7月 川﨑祐宣学園葬

1997（平成  9）年 1月 川崎医科大学附属病院　災害拠点病院（地域災害医療センター）として指定

1998（平成10）年 4月 川崎医療福祉大学大学院博士後期課程設置

1999（平成11）年 3月 川崎リハビリテーション学院を専門学校川崎リハビリテーション学院に改称認可

川崎医療福祉大学（南東上空からの遠景）

川﨑祐宣学園葬

川崎医療福祉大学開学式

1 9 9 0 - 1 9 9 9
創設者の想い「医療福祉」の概念を形に
― 日本初の医療と福祉の融合教育 川崎医療福祉大学開学 ―

1990年10月 東西ドイツ統一
1991年12月 ソ連崩壊
1992年 8月 有森裕子バルセロナ五輪女子マラソン銀メダル
1995年 1月 阪神・淡路大震災

3月 地下鉄サリン事件
1997年 4月 消費税5%に増税

7月 香港がイギリスから中国に返還
7月 倉敷チボリ公園開園

12月 山陽自動車道全線開通
1998年 2月 長野冬季オリンピック開催

国
内
外
の
出
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2000（平成12）年 4月 川崎医療福祉大学　医療福祉学部に
医療福祉マネジメント学科、医療福祉環境デザイン学科設置

12月 鹿児島県横川町
旧川﨑邸跡地に創設者川﨑祐宣の顕彰碑建立

2001（平成13）年 4月 川崎医科大学附属病院　ドクターヘリ運航開始

川崎医療短期大学　介護福祉科（現 医療介護福祉科）設置

6月 創設者川﨑祐宣銅像除幕式

2002（平成14）年 3月 川崎医療福祉大学本館棟増築（東ウイング２）竣工

8月 川崎医科大学附属病院西館棟竣工

2004（平成16）年 4月 川﨑祐宣記念講堂竣工

2005（平成17）年 4月 川崎医療短期大学　医療保育科設置

川崎医療福祉大学　医療福祉マネジメント学部
（医療福祉経営学科、医療秘書学科、医療福祉デザイン学科、医療情報学科）設置

川崎医科大学附属病院　日本医療機能評価機構認定施設（一般病院2）認定

12月 川崎学園シンボルマーク制定

2006（平成18）年 4月 専門学校川崎リハビリテーション学院の設置法人を学校法人九曜学園に変更

2007（平成19）年 3月 川崎医科大学校舎棟増築竣工

4月 川崎医療福祉大学　医療技術学部に臨床工学科設置

川崎医療短期大学　第三者機関別評価適格認定
（短期大学基準協会）

9月 臨床教育研修センター設置

2008（平成20）年 4月 「かわさき保育所」開設

川崎医療福祉大学　大学評価適合認定（大学基準協会）

9月 イギリス・オックスフォード大学グリーンカレッジ（現 オックスフォード大学グリーンテンプル
トンカレッジ）から川﨑明德理事長（現学園長）が Radcliffe Fellowの名誉称号受章

2009（平成21）年 3月 川崎医科大学附属病院　北館棟竣工

4月 川崎医科大学　大学評価適合認定（大学基準協会）

8月 第１回かわさき夏の子ども体験教室開催

附属病院全景（西館棟竣工直後）

川﨑祐宣記念講堂

川崎医科大学校舎増築棟

2 0 0 0 - 2 0 0 9
救急医療体制がさらに整う
― ドクターヘリ導入 ―

2000年 7月 九州・沖縄サミット開催
2001年 9月 アメリカ同時多発テロ
2002年 6月 新見市で全国初の電子投票開始
2003年 3月 イラク戦争勃発
2004年 10月 新潟県中越地震

新型肺炎SARSがアジアを中心に大流行
2005年 3月 愛知万博「愛・地球博」開幕

9月・10月 晴れの国おかやま国体開催
2008年 9月 リーマンショック
2009年 4月 岡山市政令指定都市移行

国
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2010（平成22）年 10月 川崎学園創立40周年記念行事

2011（平成23）年 4月 川崎医科大学附属川崎病院の診療業務承継

川崎医科大学附属川崎病院　院内保育所開所

2012（平成24）年 3月 川﨑誠治 川崎学園理事長に就任
川﨑明德 名誉理事長・学園長に就任

2014（平成26）年 1月 「学園防災の日」制定

2015（平成27）年 3月 川崎学園総合グラウンド竣工

4月 第１回川崎学園４施設入学時合同研修開催

専門学校川崎リハビリテーション学院
リハビリテーション教育評価認定（一般社団法人リハビリテーション教育評価機構）

6月 川崎医科大学附属川崎病院　地域医療支援病院承認

11月 川崎学園アドミッションセンター開設

2016（平成28）年 3月 第１回3校合同オープンキャンパス開催
（川崎医療福祉大学、川崎医療短期大学、専門学校川崎リハビリテーション学院）

8月 川崎医科大学総合医療センター竣工

第１回3校合同入試（AO）実施
（川崎医療福祉大学、川崎医療短期大学、専門学校川崎リハビリテーション学院）

11月 川崎医科大学総合医療センター開院式

川崎医科大学附属川崎病院閉院

12月 川崎医科大学総合医療センター開院（許可病床数647床）

2017（平成29）年 2月 「看護師特定行為研修」厚生労働省指定機関として認可

4月 川崎医療福祉大学　医療福祉学部に子ども医療福祉学科、医療技術学部に臨床検査学科、
診療放射線技術学科設置

10月 川崎医科大学総合医療センター　日本医療機能評価機構認定施設（一般病院２）認定

2018（平成30）年 1月 川崎学園創立50周年記念スローガン決定

2月 幼保連携型認定こども園かわさきこども園　園舎竣工

4月 幼保連携型認定こども園かわさきこども園　開園

6月 川崎学園創立50周年記念ロゴマーク決定

2019（平成31）年 3月 川崎学園総合体育館リニューアル

4月 川崎医療福祉大学　保健看護学部（保健看護学科）、
リハビリテーション学部（理学療法学科、作業療法学科、
言語聴覚療法学科、視能療法学科）設置

2019（令和元）年 9月 川崎学園学生寮「このはな寮」開寮

10月 川崎医科大学総合医療センター
災害拠点病院（地域災害医療センター）として指定

かわさきこども園開園式

川崎医科大学総合医療センター

2 0 1 0 - 2 0 2 0  明德理事長～誠治理事長へ
最先端の技術を導入し、地域医療支援を充実
― 総合医療センター開院 ―

2010年 2月 高橋大輔バンクーバー五輪フィギュアスケート男子銅メダル
2011年 3月 東日本大震災
2014年 4月 消費税8%に増税
2015年 4月 旧閑谷学校「日本遺産第一号」に認定

11月 第1回おかやまマラソン開催
2016年 4月 熊本地震
2018年 7月 平成30年7月豪雨（西日本豪雨）
2019年 5月 新天皇即位「令和」に改元

10月 消費税10%に増税
12月 新型コロナウイルス感染症流行

2020年 7月 東京オリンピック・パラリンピック開催（予定）

国
内
外
の
出
来
事
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学園シンボルマーク

　シンボルマークは 2 つの柔らかな形で構成され、人が寄り添う形を抽象化
しています。
　デザインコンセプトは、「支援する」「手助けする」などを意味する“assist”。
ラテン語の “ad sisto” （傍らに立つ）を由来とし、学園の専門領域である医学
や福祉、教育の基本姿勢を表しています。川崎学園の頭文字である “K”も
イメージしており、統一カラーのブルーは、色の深みと視認性を両立させ、
やさしさ、信頼、清潔感を表現しています。
 （原案作成者：職員 近末久美子）

“ a s s i s t ”  “ a d  s i s t o ”  “ K ”

　川崎学園は、学園を構成する各施設のイメージを統合して具現化し、社会との統一のとれたコミュ
ニケーションや、学園イメージの確立を図ることを目的に、学園と各施設のビジュアル・アイデンティティ
（VI）・システムの基本となるシンボルマークを制定しました。
　学園教職員・学生を対象にデザインを募集・決定し、2006（平成18）年から使用しています。
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Ⅱ   学 園 の 今

学園の８施設
川崎医科大学

川崎医科大学附属病院

川崎医科大学総合医療センター

川崎医療福祉大学

川崎医療短期大学

川崎医科大学附属高等学校

幼保連携型認定こども園 かわさきこども園

専門学校 川崎リハビリテーション学院

43

61

77

91

119

129

139

145
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創 設 者  川 﨑 祐 宣 先 生 の 銅 像

今も学 園とともに

　2001（平成13）年 6月 2日（祐宣先生 5 回目の命日）、
現代医学教育博物館前の楷の木の下に建立された川﨑
祐宣先生の銅像。銅像制作は、祐宣先生の出身地である
鹿児島県在住の中村晋也氏に、碑文は、高木聖鶴氏
（岡山県）に揮毫していただいたものです。
　台座の裏側には故人が好きだった言葉「天に星、地に花、
人に愛」が、自筆の文字で彫られています。
　銅像の位置からは、医科大学や附属病院等、学園全体
を見渡すことができます。
　優しさと厳しさを備えた祐宣先生が、学園の成長と
発展を見守りながら、時に叱咤激励し、監督し続けてくれて
いるようです。

碑 

文
制
作
　
中
村
晋
也

揮
毫
　
高
木
聖
鶴

(　
　
　
　)

K
aw

asaki G
akuen Episodes



川
崎
医
科
大
学

K
aw

asaki  M
edical  School

Since  1970



建学の理念 人
ひ と

間をつくる
体をつくる
医学をきわめる

　1970（昭和45）年、「人
ひ

間
と

をつくる　体を
つくる　医学をきわめる」を建学の理念に、
川崎医科大学は戦後初となる新設医科大学
の一つとして誕生した。
　深刻な医師不足、患者への全人的配慮を
怠った医学教育が行われている状況に、創
設者川﨑祐宣は、「一個の医科大学を建設
し、そこから毎年100名の心身共に健全で、
有能な医師となるべき卒業生を送り出せば、
それは巨大な病院を10～20個開設するより
も、はるかに有益な仕事であろう」と、医科
大学の設立を決意した。
　それから50年。建学の理念のもとに、「良
医育成」を目指して「患者から信頼される、
人間性豊かな医師の育成」「幅広い守備範囲
の知識と技能を持ち、広く国民に信頼される
有能で心優しい医師の育成」「全人的医療が
できるだけでなく、専門性を持った医師の育
成」「研究マインドを持ち、新しい医学に貢献
できる医師の育成」を教育目標とし、特色あ
る医学教育を培ってきた。また急激な変化
を続ける医学・医療教育に対し、独自のシ
ステムやカリキュラムを構築・更新しながら、
総合臨床医学や救急医学など、実地臨床を
重視した教育を実践してきた。
　次の50年に向けて、さらに教育の「質」

「量」の充実化を目指す。

44 45

― 設立の想い ―

医者になるには学力知力だけではいけない
人間的な素質が非常に大切である
そういう大学をつくりたい
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川崎医科大学
学長  福永  仁夫



 ～川崎医科大学のあゆみ～
一路春風
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川崎医科大学設置認可書
（1970年3月17日）

第1回入学式（1970年5月）

旧校舎（1970年4月）

1968（昭和43）年  8月　 財団法人「学校法人川崎学園」設立準備期成会 
設置認可

1970（昭和45）年  3月　 学校法人川崎学園設立認可 
川崎医科大学設置認可（入学定員100名）

  4月　川崎医科大学開学（初代学長 赤木五郎）
　 校舎および学生寮竣工 
（現 川崎医療短期大学）

  5月　 第1回入学式 
保護者会（当時は父兄会）設立

  6月    川崎医科大学・川崎医科大学附属高等学校 
開学記念式

1972（昭和47）年  3月　学生寮竣工（生坂）
  6月　校舎棟竣工（現在地）
  8月　旧校舎から現在の校舎棟へ移転

1973（昭和48）年10月　中央研究部および研究センター設置
1974（昭和49）年  7月　篤志献体団体「くすのき会」設立
1975（昭和50）年  3月　川崎医学会設立
1976（昭和51）年  3月　第1回卒業式

  4月　大学院開設
1977（昭和52）年  9月　女子学生寮竣工（生坂から松島へ移転）
1981（昭和56）年  3月　大学院第1回学位記授与式

 4月　川崎学園総合体育館竣工
  5月　現代医学教育博物館開館

1997（平成  9）年  4月　男子学生寮竣工（生坂から松島へ移転）
2000（平成12）年10月　川﨑祐宣記念特別奨学基金設立
2001（平成13）年  4月　総合試験導入
2003（平成15）年  5月　 第1回学年代表者会（当時は各学年代表学生・ 

学長等役職者の連絡会）開催
2006（平成18）年  2月　共用試験（CBT、OSCE）の正規導入（第4学年）

 11月　特別推薦入試（地域枠入試）開始
2007（平成19）年  3月　校舎棟増築竣工

9月　臨床教育研修センター設置
2009（平成21）年  4月　大学評価適合認定（大学基準協会）
2010（平成22）年  8月　第1回川崎医科大学学術集会開催
2012（平成24）年  4月　特定診療科医師養成奨学金貸与制度開始
2014（平成26）年  4月　医学教育センター設置

  4月　臨床研究支援センター設置
開学記念式（1970年6月）

校舎棟竣工（1972年6月） 第1回卒業生（1976年3月22日） 現代医学教育博物館開館（1981年5月）

本館棟完成模型（1970年頃）



Since  1970
川 崎 医 科 大 学
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「学報」の変遷

　川崎医科大学への篤志献体団体“くすのき会”は、開学から 4 年後の1974年に発足した。当時は献体に対する社会的理解
が不十分で、解剖学教育のための解剖体の確保が困難な時代であったが、初代理事長川﨑祐宣が率先して大学を挙げて支援し、
会の発足が実現した。その後、篤志献体活動は軌道に乗り今日に至っている。会員は岡山県内在住者を中心とし、発足以来の
入会者は延べ4,449人、献体数は3,054体に上る（2019年 1 月末現在）。毎年 5 月にはくすのき会総会と「解剖体献体慰霊祭」
を行い、ご遺族、会員、教職員、そして解剖実習を学んだ学生約300人が参列する。慰霊祭当日は、学生は会員との昼食会で対話し、
さまざまな思いを受け止め、ご献体への感謝の意と医の心を強くし、良医への決意を新たにする。なお、自らも会員登録第 1 号となっ
ていた川﨑祐宣は1996年 6 月 2 日に逝去し、遺体は医科大学に献体された。

「くすのき会」～医学教育への尊い貢献～

追悼の言葉を述べる学年代表（2学年）。その他に、6学年と一部3学年が参加している。 献花を行う学生たち

2015（平成27）年  4月　中央研究センター統合
2016（平成28）年  4月　IR（Institutional Research）室設置

  6月　 G7 倉敷教育大臣会合応援事業 
「倉敷教育シンポジウム 2016 in 川崎学園」開催

2017（平成29）年  3月　女子学生寮リニューアル
2018（平成30）年  4月　男子学生寮リニューアル

 4月　大学院在職進学制度開始
2019（平成31）年  3月　川崎学園総合体育館リニューアル
2019（令和元）年12月　現代医学教育博物館リニューアル
2020（令和  2）年  3月　女子学生寮増築棟竣工

  

くすのき会慰霊碑建立（2015年5月10日）

「倉敷教育シンポジウム2016 in 川崎学園」（2016年6月）

　「学報」は主要行事や人事異動等、学内の動きを周知するために開
学当初より発刊。2015年からは「学生に近い記事を」と編集方針を
変え、学生の部活動、学園祭や留学の体験記、新任教員挨拶や教室
紹介等、豊富な内容を写真とともに掲載している。
　教員の研究業績を掲載する「学報（号外版）」も継続して発行して
いる。

第1号 1970年 第130号 2019年第101号 2004年

　教育陣は「教育する知識の内容と質、および教育法を学生の質に即応させて工夫する」こと
を銘記し、「どの大学にも最良のものとして通用する特定の教育内容や教育方法がない」ことを
認識しなければなりません。「教育の知識内容を絶対必要な本質的コアに集中し、味をつけてわ
かりやすく。教育内容を盛沢山にし消化不良に陥らせない工夫。良い学生には一段上の知識に
憧れるよう講義を刺戟的に」これこそ教育の腕前の見せどころです。
� （川崎医科大学学報第65号　昭和62年1月15日発行より抜粋）

柴田 　進　
三代学長（1979年4月～1989年3月）

思か わ ら ぬ 　  い



医科大学「教育のあゆみ」

全寮制 

　川崎医科大学開学以来の大きな特徴の一つに「全寮制」
がある。
　創設者川﨑祐宣
は、自身が第七高
等学校造士館時代
に経験した寮生活
の素晴らしさを、是
非学生たちにも体
験してほしい、そし

て人間性、友情、協調性、学力を培うには寮生活が不可
欠との強い信念で取り入れた。開学当初から、単なる生
活のための場所ではなく、将来「良医」となるにふさわしい
人格を形成していく「教育寮」として位置付けられていた。
そのため舎監長には医科大学の教授が就任。副舎監長
には教員を配置し、厳選された舎監・寮母も常駐するなど、
大学を挙げて手厚く細やかな配慮が施されている。川﨑
祐宣もしばしば寮を訪れ、学生たちと語らい交歓し、食事
を共にするなど、寮をとても大切にしていた。1996年度か
らは、1・2 学年の 2 年間から1 学年のみの期間となった
が、「良医」育成の要となる寮の精神は、今も脈 と々受け継
がれている。

担任制と保護者会 
　教員による担任制も創設期から本学を象徴する教育シ
ステムの一つだ。担任制は、学年担当、小グループ担当、
地域枠担当の 3 つの形式で行われている。
　学年担当教員は、春の面談で担当学年の学生全員の
ひととなりや、また出欠席状況等の生活の様子と、それぞ
れの学生の成績も把握。そして成績不振等、課題のある
学生には進級のための問題点と原因を探り、さらなる面
談や声掛けのフォローを行う。小グループは異なる学年の
学生から構成され、担当教員は、学修の助言、生活指導、
個人的なケアを行う。成績は、本学用に開発された成績
表示システム（alagin K1）により多彩な指標が得られ、ま
た、学生・保護者と共有できるので、より細やかなアドバイ
スが可能になっている。地域枠入学者には、大学の役職
者が担当となり、地域医療ゼミの特別講義を受講したり、
同じ志を持つ学生同士が親睦を深めている。
　本学での「良医」育成には、学生・大学・保護者の三位
一体となった取り組みが不可欠と考え、開学時に「保護者
会」を結成。本学で行われる「総会」と各地区に学長・副
学長等が出向いて行う「地方保護者会」を開催し、医学
教育の現状と本学の教育方針を伝えている。本学ならで
はのこの取り組みは、現在まで継続して行っている。

小グループ懇親会で挨拶する川﨑祐宣理事長（当時）

人
ひ

間
と

をつくる教育

　私は、世に喜ばれ役立つ、真の医師、いわゆる良医を育てる目標を次の三つにしぼり、それを建学の精神として、
特色ある大学をつくることに努めました。
　その第一は、先ず人

ひ

間
と

をつくること、第二は、からだをつくること、第三は、医学をきわめることです。具体的
に申しますと、患者を人間として尊び、その立場を理解し同情し、その診療に全力をつくす。患者と、苦しみ喜
びを共にし、金銭も名誉も思わぬような高

こう

邁
まい

純粋な人をつくること。患者に対する悠揚迫らぬ態度と微笑、重症
患者の診療や、医学研究などに徹夜の連続にも堪え抜く、力強い体力と精神力を養うこと。また、人間の生命
に対応する医学の厳しさを知り、一歩一歩と基礎を踏みしめ、自ら問題を生み出し、究明し、応用するような科学
的態度を身につけ、生涯研究、生涯教育の素地をつくることです。
　〜中略〜
　自らのからだを解剖に付すことにより、良医を育てる目標に御協力下された方々、また、協力されようとする方 に々、
私はあらためて深く敬意と感謝をささげます。

　　　川崎学園理事長　　　

川 祐 宣
� �―「くすのき」の創刊にあたって―　篤志献体者の会��くすのき会会報創刊号より（昭和53年5月27日発行）

開学当時の男子寮（生坂）
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「ふるさとの森」での小グループ懇親会
（木々がまだ若く、野原のような光景の頃）
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川 崎 医 科 大 学

臨床教育の充実  
　川崎医科大学設立のきっかけの一つは「臨床医学の
充実を目指すこと」といってよい。医学全般の知識を有し、
救急患者の処置ができ、必要な場合には専門医に相談す
る判断力を備えた医師の養成を追求した創設者は臨床
教育を重視し、そのために必要な新しい医学教育の試み
を次々に実現していった。
　授業を「臓器・機能別のブロック単位」で行う「ブロック
講義」は、現在でこそ医学教育のスタンダードの一つとなっ
ているが、医学部の授業が内科学や外科学等の「講座単
位」で構成されていた開学当時には、斬新であった。
　また、時代にそして全国に先駆けて、新たな臨床系教室
を開設している。1975年、患者の日常生活を取り戻すた
めのリハビリテーションの必要性を認識し、「リハビリテーショ
ン医学教室」を開設。1977年にはわが国初の「救急医学
教室」が、24時間365日診療を行うことの重要性と、「良医」
育成には必須であるとの考えからスタートした。同時に、
全科も24時間体制で救急診療を行っており、附属病院
の救急診療は臨床実習の大きな力となった。1981年には

「何でも診られるジェネラリストを育てたい」という強い想
いから、「総合臨床医学教室」を開設。当時、多くの大学
附属病院は専門分科を指向していたが、総合医学教育カ
リキュラムを開始した。さらに近年では「脳卒中医学」「認
知症学」など、臨床のニーズが高い教室を次 と々開設して
きた。
　診療参加型臨床実習の重要性がクローズアップされて
いるが、本学では独自の臨床実習を実施。現在義務化さ
れている客観的臨床能力試験「OSCE」の「医療面接」も、
一般の方に「模擬患者」として協力を得て始めた。また、附
属病院での卒後教育においては、医師としての幅広い知識・
技術を身につけるため、スーパーローテイト方式による初

特色ある医学教育

臨床実習後の親睦会（1976年）

期臨床研修を開学当初から実施している。
　本学は、在学時から卒後に至るまで、先駆的な教育方
法により臨床力を身につけた医師を世に輩出してきた。約
4,700人の卒業生一人一人の活躍が、「一個の医科大学
を建設し、毎年100人の有能な医師となるべき卒業生を
送り出したい」という創設者の想いが結実した証と言える。

くすのき会慰霊碑
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臨床実習
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健全な心身と思いやりと優しさを持った
人間性豊かな良医を育成
　医学部のカリキュラムは、良医を育成するために必要な広範な医学知識と深い教養の修得のほか、常に変化し続ける時代
の流れにも柔軟に対応していかなければならない。本学では、近年特に教育の必要性が高まっている医療・医科学における
倫理学、情報の統合整理と応用力、患者の生活背景や心理変化に思いをはせる行動科学等にも対応したカリキュラムを
編成するとともに、2018年度には、すべての学生が卒業時に身につける能力として「コンピテンス」、およびそれを具体的に
表現した「コンピテンシー」を定め、これらを修得するためのアウトカム基盤型教育に移行し、実践している。

英
語
Ⅰ
〜
Ⅳ

Ⅰ. プロフェッショナリズム
卒業時に、生命に対する尊厳と、他者に
対する敬意と共感を持って診療できる。
そのために、心身ともに適切に管理し自
己評価の能力を身につけ、生涯にわたり
資質の向上を図ることができる。

Ⅳ. 医療の実践
卒業時に、患者に対して思いやりと敬意
を示し、患者個人を尊重した適切で効果
的な診療を実践することができる。

Ⅱ. コミュニケーション能力
卒業時に、医療人として多様な人 と々円
滑な人間関係を築き、医学・医療の現
場で適切にコミュニケーションができる。

Ⅴ. グローバル化する社会および   
　　国際社会への貢献
卒業時に、保健・医療・福祉の資源を活用し、
地域社会の疾病予防と健康増進に努めること
ができる。国際社会における医療の現状と課
題を理解し、国際医療の貢献に向けて英語
を含む基礎的な素養を示すことができる。

Ⅲ . 医学と関連領域の知識
卒業時に、発展する現代医学に対応して、
高度な医療を理解することができる。その
ためには土台となる基礎医学を正しく理解
し、行動科学、臨床医学、社会医学に多
様性をもって応用することができる。

Ⅵ. 研究マインドの育成
卒業時に、基礎医学、臨床医学および
社会医学における研究の意義を正しく理
解することができる。同時に、医療統計
学を修得した上で科学的判断能力を発揮
し、問題に適切に対応できる。

6学年

5学年

4学年

3学年

2学年

1学年

⬆ ⬆⬆
臨　床　実　習　Ⅵ

臨　床　実　習　Ⅴ

臨　床　実　習　Ⅳ

臨床実習Ⅲ

診療の基本（臨床解剖・医療倫理・医療統計・医療人類学応用編）

総合医学1・2

個体の反応
病因と病態

個体の構成
と機能

臨床実習Ⅱ

臨床実習Ⅰ

臨床医学

川崎医科大学 コンピテンス
― 6年一貫教育により達成する6つの力― 

公衆衛生社会医学

医科学の基礎

人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅰ良医の礎

（2019年度カリキュラム）
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Ⅰ．プロフェッショナリズム／Ⅳ．医療の実践

臨床実習（Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ）

4・5学年ではスチューデントドクターとしてすべての診療科をローテート、内科系で
は3週間の診療参加型実習を行う。6学年では選択した3つの診療科で4週間ずつ
チーム医療に従事する。写真は、指導教員が患者役になり、診察を行っている場面。

臨床実習Ⅱ
多職種連携教育の一環として「看護実習」を行う。患者に
寄り添うことで異なる立場の人の心を理解し、患者中心の
医療を実践する医師となる基盤を養う。

Pick Up

臨床実習の重視
　1～3学年では総合医療福祉
施設「旭川荘」実習、医療現場で
の多職種連携の実際を体験、医
療面接、身体診察、基本的臨床手
技などを学び、4～6学年では診
療チームの一員として診療に関わ
り、実践を通して臨床医学を学ぶ。
なお6学年では３か月の選択制診
療参加型臨床実習を行っている。

臨床実習Ⅲ 
臨床実習を開始するために必要な
基本的臨床技能や態度を身につけ
る。模擬患者との医療面接実習も
行う。

臨床実習入門
臨床実習開始前に、臨床教育研修
センターなどを使用して、診療技
能とともに臨床検査および画像診
断の手技、方法等に関する実習を
行う。臨床実習Ⅰ

医療と福祉の心を学び育てることを目的とし、旭川荘にお
いて介護実習を行う。

回答の集計結果をモニターに表示
　2013年2学期より「未来志向型医学教育の
実践に向けた包括的双方向性教育システム

（LENON システム）」を導入した。これによりメ
イン教室での講義については、学生が授業開始
までに机上にある端末に学生証をセットするこ
とで授業中、教員の任意の時間に出席確認を行
うことが可能になった。さらに、レスポンスアナラ
イザーとしての機能を活用して、授業中に問題
を提示し回答させたり、アンケートを行うことが
可能で、双方向対話型授業を実施している。また、
同システムによる授業評価も実施している。

双方向で行う教育の形



52 53

医療人類学（基礎編・応用編）

さまざまな人の状況や背景などの文化的多
様性を理解し、他者への共感性と協調性を身
につける。応用編は5学年「診療の基本」にお
いて行う。 

医学概論
建学の理念に基づいた医療のあり方、医の
倫理、医療と法律などの講義を行い、理想の
医師像というテーマのワークショップを通し
て良医になるための基礎を学ぶ。

人体構造入門 
１学年１学期に、解剖系の講義と顕微鏡を用いた実習に
よって、人体の生命活動のシステムを理解し、ミクロレベ
ルの組織学総論を学ぶ。２学期の「人体解剖実習」に向け
て、必要な知識、学習法、人体の見方・考え方を身につける。

英語Ⅰ〜Ⅳ
1～4学年まで英語教育を行っている。医科
学論文の読み方も英語教育に取り入れ、3・
4学年では、基礎・臨床医学系教員も講義を
担当している。

診療の基本 
良医を育成するため重要である
医療倫理、医療統計、医療人類
学についての講義と、外科手術
を考慮した臨床的視点からの解
説による臨床解剖実習を行う。 

基礎科学実験（生物）

医科大学伝統のドジョウ実習。夜を徹
して発生を観察、スケッチすることで、

「生命とは何か」を考える機会を与えて
いる。 

症候論 
症例についてグループ単位で、原因・病
態・診断の要点・治療等のアプローチ
方法を討論する。

Ⅱ．コミュニケーション能力

Ⅲ．医学と関連領域の知識

解剖実習室

　人体の正常構造の理解は医学教育の第一歩であり、人体を解剖し、その構造を
直接観察することは医学生にとって必須である。本学では、１学年の入学直後より、
講義と顕微鏡を用いた実習で人体の正常構造の基礎的知識を学ぶ。そして夏休み
の後には、系統的に構造を探求する「人体解剖実習」が始まる。６年間のカリキュラ
ムの早い段階で行うことにより、篤志献体に感謝し、生命の尊厳を深く理解して医
学を学ぶ意義や責任感を持ち、良医を目指すことを目的としている。さらに本学では、
５学年で臨床系教員が主体となって解剖学教員と共に「臨床解剖実習」を行う。ス
チューデントドクターとして臨床実習を日々経験する中で、学生は人体の構造の理
解が診療の基本であることを学んでいる。

Pick Up

「人体解剖実習」と「臨床解剖実習」
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医学研究への扉
課題設定、問題解決能力、医療倫理、プレゼン技法等を学んだ上で、
学内外の配属教室において５週間研究を行う。研究のまとめとして研
究成果をポスターに作成し「学生学術発表会」で発表する。指導教員
の人柄に触れながら自ら探求する心を育み、生涯研究の素地をつくる
ことを目指す科目だが、論文作成や研究に対しての学生の潜在能力が
発揮されるなど、学生の可能性を引き出す効果が表れている。

教室・教員の研究講義 
教員が専門とする最新医科学を学生に伝授する。キャリアガイダンス
としてプロフェッショナリズムも育成する。

地域医療とプライマリ・ケア
学内教員および地域医療に従事している医師により、地域医療全般
に関する内容の講義を行う。 

地域医療を考える
地域枠入試により入学した学生を対象とした科目。グループ討論を
通じ、卒業後に地域医療に貢献するために、具体的なプランを提言
する。写真は、地域枠の学生に静岡県職員が講義をしている。

環境社会医学
保健医療、公衆衛生等に関
連した施設の見学実習を行
い、社会や政治と医学医療
との関係、労働衛生の現場、
生活環境等を学ぶ。

Ⅴ．グローバル化する社会および国際社会への貢献

Ⅵ．研究マインドの育成

地方保護者会

保護者会総会

Pick Up

長島愛生園で施設全景の
ジオラマから当時の隔離の
現実を学ぶ。

　開学後すぐ、当時の新入学生（1期生）の保護者が、大学との連携を深め学生生活を指導・支
援していくことを目的として「保護者会」（当時は「父兄会」）を設立した。以来、年2回開催する「保
護者会役員会」および「総会」には理事長、学長、学年担当教員が参加し、大学の基本方針や医
学教育の動向、学生生活の様子等を説明。保護者からの要望等も聞き、学生支援の方策につい
て熱心に話し合いを行っている。また全国14地区において、「地方保護者会」を開催。学長・副
学長、学年担当等が、国家試験対策、学習の取り組み方等の講話や個別面談を行い、きめ細か
く学生の状況を伝えている。大学関係者が自ら出向き、保護者との連携を深める保護者会活動は、
他に類を見ない本学独自の伝統。
　大学と保護者会は、「良医育成」という一つの目標に向かって協力体制を取り、学生の支援を
続けていく。

「良医育成」を支援する「保護者会」
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自修室
2～6学年学生のための「自修室」を、校舎棟内の

「ふるさとの森」を臨む快適な場所に完備。専用机
があり、22時まで利用可能。6学年自修室にはス
タッフを配置し、よりきめ細かくサポートしている。

マルチメディア教室 クラブ室・音楽室
情報教育をはじめ、語学、臨床教育、画像診断な
ど多用途に使用できるメディア設備を完備。コン
ピューターやネットワークを利用しながら、レベル
の高い教育ができる環境を整えている。

防音設備の整った「音楽クラブ室」
を4室設置。オーケストラ部、軽音
楽部、JAZZ研究会等の日頃の練習
場所として使用。演奏会や学園祭の
ミニライブも開催している。

男子寮

1 学年が経験する寮生活は、情報交換、モチベーションの高め合いなど、日常的な取り組
みが人としての成長を促し、コミュニケーション能力を自然に育むことにつながっている。

「人
ひ と

間をつくる」教育環境　

女子寮個室
男子寮学習室

川崎医学会
　川崎医学会は、医学の研究を奨励し、会員相互の学識を高め、医学
の進歩に貢献することを目的として1975年に設立された。設立当初か
ら主な事業として、機関誌の発行、学術講演会の開催等を行っている。
機関誌は、和文誌「川崎医学会誌」、英文誌「Kawasaki Medical 
Journal」、一般教養篇の 3 誌を刊行しており、第 1 巻（1975年）から
今日まで医学研究業績を重ねている。また講演会の開催は400回を
超え、会員に対して最先端の医科学の学術研究に触れる重要な機会
を提供している。
　また近年においては、若手研究
者のさらなる育成のため「川崎医
学会賞」を設け優れた研究業績
を表彰したり、「川崎医科大学学
術集会」や「産学官連携展示会　
KMSメディカルアーク」等の行事
を医科大学と共催するなど、研究
の発展や産学官連携推進活動な
どにも取り組んでいる。

川崎医学会講演会（図書館小講堂で開催）

機関誌の表紙の変遷

第44巻（2018年）第1巻（1975年）

<和文誌> <一般教養篇>

第44号（2018年）第1号（1975年）Vol.44（2018年）Vol.1（1975年）

<英文誌>

女子寮ラウンジ

授業や学生生活を支える施設・設備

寮生活
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大学院
高度な専門性とリサーチマインドを備えた臨床医・研究医、
指導的人材を養成
　医学における真実を探求する理論および応用を教授研究し、人類愛に基づいた高度の科学的思考能力と洞察力および
倫理観を涵養し、国民の健康と福祉に貢献し得る人材を育成することを目的としている。

研究風景

大学院中間発表

　リサーチマインドを持った臨床医（physician scientist）・研究医の
育成を目的に、必要な課程を体系的に整備している。医学医療研究遂行
に必須の知識・汎用的技能修得のための必須授業科目、各自の専門的
学術分野および関連分野の学識・技能修得のための選択授業科目を設
定し、高度な専門性を追求する。同時に、専門性を横断する医学研究の
共通基盤を修得することで、将来にわたってわが国の医学研究・教育を
牽引し、地域医療の中核を担う研究者や臨床家などの指導的人材を養
成する。
　本学独自の研究指導として大学院中間発表がある。大学院 2 年次の
秋に、公開の場で、研究課題の目的、背景、方法、進捗状況を発表し、3
名の審査委員の評価と助言を受けることができる。

　大学院開設以来の博士課程の体制を大幅に見直し、2010年度に
「5つの研究分野から成る一つの医科学専攻」へ改組 （下表参照）し、入
学定員は25名に変更した。
　また、臨床現場と教育・研究との有機的で密接な関わりを目指し、新た
な仕組みを導入している。2007年度には中国・四国広域がんプロ養成コ
ンソーシアムに参加し、がん診療を専門とするphysician scientistを目
指して、診療を継続しつつ修学可能な博士課程を開始。2018年度には、

「大学院在職進学制度」を設け、臨床医として勤務しながら大学院で学
ぶことにより、学位と専門医の取得を目指すことが可能となった。

本学大学院の独自性

研究力のさらなる向上を目指して －改組と新たな仕組みの導入－

●開設〜2009年度
専攻課程 1学年の定員

形 態 系 10名
生 理 系 20名
生 化 学 系 10名
組織培養・免疫系 5名
環 境 生 態 系 5名

●2010年度〜
専攻名 研究分野名 1学年の定員

医科学専攻

形 態 系 分 野
生 理 系 分 野
生 化 学 系 分 野
組織培養・免疫系分野
環 境 生 態 系 分 野

25名

大学院学位記授与式

大学院博士課程の改組



　本学の研究環境整備において、教職員の専門領域の研鑽、研究活動の活性化、効率的な研究体制構築を目的として設置さ
れた最も特徴的な施設。1973年から2012年までの間に9つの機能別センターが開設されたが、2015年に再編し、１つの「中央
研究センター」に統合した。統合により、研究資源の効率化が図られ、新規導入技術による支援も始まっているが、多忙な教員が
円滑に研究活動を行えるようサポートするという、スタッフの意識の高さは開設当初と全く変わっていない。

（1）「中央研究センター」による研究環境整備

生化学
・分光光度計
・高速遠心機
・超遠心機
・質量分析機
・電気泳動
・ゲル撮影装置
・ウエスタンブロット
分子生物学
・PCR
・リアルタイムPCR
・シークエンサー
細胞生物学
・顕微鏡
・クリーンベンチ
・CO₂インキュベーター
・フローサイトメーター
・セルソーター
感染制御実験室
組換えDNA実験室
・安全キャビネット
・オートクレーブ

ヒトを対象とする
検査、研究
・脳波
・聴覚検査
・嗅覚検査

実験動物の飼育・繁殖（SPF含む）
遺伝子改変動物の維持
動物を使う実験
・手術室・行動解析室・感染飼育室
・CT
・X線照射装置
・生体イメージング装置

形態学
・電子顕微鏡
・共焦点レーザー顕微鏡
・高速レーザー顕微鏡
・自動包埋装置
・ビブラトーム
・クライオスタット
・自動染色装置

川崎医科大学総合医療センターの
研究者対象
・生化学、分子生物学、細胞生物学
  の研究機器を整備

10A  

パイロット実験室より

本館棟

救命棟
9A

8A

7A

6A

5A
5C

8B

7B

6B

5B

GMC：総合医療センター研究ユニット
（川崎医科大学総合医療センター内）

アイソトープを使う実験分子細胞生物ユニット

医用生物研究ユニット

バイオイメージングユニット

R I ユニット

56 57

　本学では開学当時から教員が研究活動を円滑に行えるよう、環境・体制を整備しサポートしてきた。各教室には専属
の研究補助員を、また、共用の大型高度研究機器等を設置した「機能別センター」には専門的な知識と技術を備えた
技術員等を配置した。研究を支援する「人・場所・機能」を有効活用できるよう集約し、教員研究費のほか、本学独自の学内
競争的資金である「プロジェクト研究費」を設け、研究基盤の強化と成果の蓄積に寄与してきた。
　昨今、我が国の研究関係の法律・指針等の新規策定や大幅な改正により、研究環境は大きな変貌を遂げ、研究者や
研究機関に対してさまざまな義務が課せられている。研究環境の変化の中で、学内でも制度や運用を改正し、研究の
基盤を整備するとともに、時代に合わせた環境面の再整備も行い、研究活動を支援している。

研究体制の強化

①「中央研究センター」のあゆみ  ―機能別9センターから１つのセンターへ ―

②現在の「中央研究センター」  ―5ユニットの研究内容と管理エリア―

since2012 川崎病院研究センター

医用生物研究ユニット

分子細胞生物ユニット

RIユニット

総合医療センター研究ユニット
（旧  川崎病院研究ユニット）

中央研究センター
（機能別5ユニット）

バイオイメージングユニット

since1973 動物飼育センター（後の医用生物センター）

動物実験センター（後の医用実験センター）

since1975 生理機能センター

since1973

RIセンター

組織培養・免疫センター

機能別センターの設置
2015年〜1973年〜

組織・電子顕微鏡センター

since1976 環境生態センター

生化学センター

1センター、機能別5ユニットに
 統合・再編
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＜大型研究機器の整備＞ 
　中央研究センターの大型機器については、研究者からの要望をもとに学内で調整を行い、私学助成への申請・採択により整備
を進めてきた。これらの機器を用いた研究は、基礎医学から病気の診断や新しい治療法の開発までの多彩な研究に活用され、科
研費のみならずAMED等の大型研究予算の獲得につながっている。

56 57

進化する中央研究センター

●マウスの生殖工学技術の提供 ●KMSリサーチラウンジ（FUTAGO）

　生命科学の研究に不可欠な動
物実験において、学内での生殖工
学技術の提供が可能となった。利
用者の経済的・労働的負担を軽減
し、研究遂行の円滑化を図ることは、
研究センターの重要な役割。実験
成績の精度や信頼性の維持向上
に努め、利用者の要望や期待に応
えている。

〈医用生物研究ユニット〉 

　センター利用者同士の交流によるさらなる研究
の活性化を目指し、2018年開設。セルフカフェコー
ナー、Wi-Fi 等を完備。

従来の顕微鏡より
も、非常に細かい
構造まで鮮明に観
察できる。3D 再
構築画像も作成で
きる。

共焦点レーザー顕微鏡LSM700（2014年）

臓器-細胞-分子レベル　細胞・分子の局在

細 胞 一 つ 一 つに
レーザー光を照射
することで、細胞の
分離精製が可能な
機器。がんや免疫
疾患の異常細胞を
捉え、特徴を明らか
にすることが可能。

セルソーターFACSAria Ⅲ（2014年）

細胞-分子レベル　機能的細胞集団の同定・単離

生きた動物の表面
から深部の構造や
動態が観察可能な
レーザー顕微鏡シ
ステム。生体内イメー
ジング研究に使わ
れる。

多光子共焦点レーザー顕微鏡A1R MP（2013年）

腎糸球体からのアルブミン漏出の可視化（ラット）

全骨髄細胞
血液幹細胞

純化された
血液幹細胞

CD38

CD
15

7

血液幹細胞の純化（マウス）

臓器レベル　ライブイメージングによる機能の可視化

放射性医薬品をマ
ウスやラットに投与
することにより、さま
ざまな生体機能を
画像化できる生体
内イメージング装置。

小動物用SPECT/CT装置U-SPECT/CT （2019年）

個体レベル　臓器の機能的画像解析

細胞内の微細構造
の観察や3D解析も
行う。今までのフィ
ルム型からデジタル
型に進化したことに
より、データ取得が
速くなった。

デジタル透過型電子顕微鏡JEM-1400（2010年）

細胞-分子レベル　微細構造と機能的形態変化の解析

細胞のエネルギー
代謝の状態を、高
感度に経時的計測
が可能な機器。がん
や糖尿病、循環器
系のミトコンドリア
研究に使用。

細胞外フラックスアナライザーXFe24（2019年）

細胞-分子レベル　細胞のエネルギー・代謝機能解析

肝癌細胞ミトコンドリアの呼吸能

SPECT（肺シンチ）とCT（骨格）の融合画像（マウス）

関節炎滑膜における好中球活性化（マウス）

リン酸化STAT3

好中球

電子線トモグラフィー

川崎医学会誌　40（2）89－102，2014　図1、図3b より

嗅神経シナプスの3D画像（マウス）

O2

pH

c-kit

血
球

の
分

化
抗

原

▲

▲

▲

▲
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（2）「プロジェクト研究費」による学内外の研究活動の活性化
「プロジェクト研究費」の概要
　大学における医学研究の活性化を通じて教育・診療の質を向上させる目的で、1973年度よりプロジェクト研究を募集。
学内の研究者が広範に支援を受けられる制度として、年間6,000万円を配分してきた。
　2011年度からは、本学独自の学術研究の卓越性を学外へ訴求できる「基礎研究」と、学術的・社会的要請に応え、医療界
や地域へ貢献し得る「臨床研究」を育成するために、「特別推進研究」の種目を新設した。本種目により、2018年度までに
10件の研究課題への支援が行われ、企業との共同研究や大型の公的研究費の獲得、実用化に向けた研究開発の実施等
につながる成果を挙げている。

研究成果の社会・国民への還元
　プロジェクト研究費による研究成果は、
川崎医科大学学術集会（2010年から毎年
開催）において発表。他大学の研究者の参
加・発表もあり、情報共有により共同研究
の端緒を開く機会を設けている。一方、

「特別推進研究」で実施された研究成果は
「川崎医科大学市民公開講座　～疾病制
圧に向けた大学の挑戦～」（2012年～）に
おいて発表され、本学の研究活動を地域
の人々へも広く公開し、先進的な医療情報
を社会に還元している。

市民公開講座（学園祭と同時開催）

（口頭発表） （ポスター発表）

〈学術集会で研究成果を発表〉

・筋消耗性疾患とメタボリック症候群の克服に向けたマイオスタチン阻害低分子医薬の開発
・免疫抑制解除型新世代 XAGE-1ｂ長鎖複合ペプチドワクチン肺癌ワクチンの基盤開発
・ミトコンドリア biogenesisと疾患制御
・悪性中皮腫と強皮症に関する包括的な免疫動態の解析
・アスベスト関連疾患撲滅宣言（WHO）に則った予防・診断・治療の包括的戦略拠点の形成
・フレイルを予防し健康寿命を延伸する地域医療システム「倉敷モデル」の確立　等

＜主な「特別推進研究」の研究課題（採択）＞
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（３）公的研究費獲得への取り組みと成果

申請された特定臨床研究について審議
（臨床研究審査委員会）

　わが国の教育・研究機関における環境は急速に変化しており、
競争的資金を獲得して研究活動を維持するという方向性が顕著
となっている。そこで本学でも「科研費獲得推進セミナー」の開催

（2009年度～）、若手研究者育成を目的とした「サポーター制度」、
「プロジェクト研究費：Fresh若手研究支援の新設」（2017年度～）
等の取り組みを行っている。
　一方、研究環境の急速な変容に対応するため、制度改革を実施
し研究体制を強化してきた。特に、臨床研究においては、2018年
に未承認・適応外の医薬品等を用いる臨床研究、製薬企業等か
ら資金提供を受けて行う臨床研究の適正実施を目的とした臨床
研究法が施行され、本学では同年9月に「川崎医科大学臨床研究
審査委員会」が厚生労働省の認可を受け設置された。

学内研究体制の強化

　科研費の獲得件数および獲得額はさまざまな取り組みにより増加傾向にあり、併せて「基盤研究（A）」、「若手研究（A）」、
「挑戦的研究（開拓）」等の従来採択実績がない研究種目の採択につながった。一方、「科学技術振興調整費」（独立行政法
人科学技術振興機構）による国の喫緊の重要課題解決を目的とした研究課題の採択、「私立大学戦略的研究基盤形成支
援事業」（文部科学省）の採択、厚生労働科学研究費補助金等での予算の獲得等、大型の競争的資金の獲得実績を積ん
できた。
　さらに、「国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）委託研究開発費」においては、制度開始初年度（2015年度）
から継続的に11件の研究課題が採択され、研究が進められている。また、2014
年度から文部科学省で始まり、2017年度からはAMEDへ発展的に集約された

「橋渡し研究戦略的推進プログラム」においても本学提案の研究シーズの採択
数が年々増加している。
　これらの取り組みの中でも特に顕著な成果として、ミトコンドリア脳筋症におけ
る脳卒中様発作の治療法開発が挙げられ、厚生労働科学研究費及びAMEDに
より実施された医師主導治験によってその治療効果が証明され、医薬品の効能・
効果および用法・用量追加が承認および保険収載（2019年2月）された。今後も、
本学の研究活動の成果を社会に還元すべく、大学を挙げて取り組んでいく。

不断の取り組みの成果

タウリンの適用追加の承認についての福永仁夫学長（左）
と砂田芳秀教授（神経内科学）の記者会見

・タウリンによるMELAS脳卒中様発作再発抑制療法の実用化
・デュシェンヌ型筋ジストロフィーに対する革新的筋萎縮阻害医薬の実用化
・ウイルス性肝疾患領域における新たな知見の創出や新規技術の開発に関する研究
・ICTを活用したDiabetic Kidney Diseaseの成因分類と糖尿病腎症重症化抑制法の構築
・A3243Gミトコンドリア耐糖能異常に対するタウリン療法の実用化
・デュシェンヌ型筋ジストロフィーに対する革新的ペプチド医薬の実用化
・精緻な疾患レジストリーと遺伝・環境要因の包括的解析による糖尿病性腎臓病、慢性腎臓病の予後層別化と最適化医療の確立
・高齢腎不全患者に対する腎代替療法の開始/見合わせの意思決定プロセスと最適な緩和医療・ケアの構築
・光干渉断層イメージングのAI解析に基づく急性心筋梗塞発症予測法の開発
・脳卒中患者の歩行障害改善に寄与するNIRSニューロリハシステムの研究開発
・ニューロフィードバックを用いた脳卒中患者の歩行障害改善に寄与する医療機器開発

＜国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）委託研究開発費　研究課題（採択）＞
（2015年度～2019年4月1日までの採択実績）
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火 災 事 故と「 学 園 防 災 の日」

「川崎医大病院で火災」 　　　　 
 山陽新聞 1997年1月21日付より抜粋 

　20日午後0時25分ごろ、倉敷市松島577、川崎医科大付
属病院の本館東棟（鉄筋コンクリート17階建て）で、16階
天井から煙が出ているのを職員が見つけ119番通報した。
　倉敷市消防局などから消防車24台が出て消火にあたった。
同棟５階から17階までの配管・配電線室内の電線などを焼い
たが、約２時間後に消し止めた。入院患者ら約1500人が屋外
などへ避難したが、けが人はなかった。倉敷署や同消防局
などによると、配管・配電線室の内部には電線のほかガス、
上下水道管などが入っている。５階付近の電線が特に燃えて
おり、同階から出火、階上へ燃え移ったとみられる。（以下省略）

火災発生 ーその時学園ではー
　当日は全体で798人、火元に近い東病棟に252人が入院して
いましたが、駆け付けた医師が看護師と連携して患者の重症度など
を確認し、東病棟の患者から順次避難しました。スタッフが冷静
沈着に対応したため、パニック状態にはなりませんでした。患者の
避難には医師・看護師だけでなく、部署や職種に関係なく職員が
協力し合い、現代医学教育博物館（MM）や総合体育館、一部は
屋上へ搬送・誘導しました。また、多くの学生が率先して避難誘導
に加わり、患者を担架に乗せたり背負ったりして、非常灯の明かり
を頼りに階段を何度も上り下りしました。
　14時35分に鎮火した後、入院患者のうち約150人は体育館と
MMで一夜を過ごしました。附属病院医師・看護師50人が泊まり
込み、川崎病院と旭川荘からの応援看護師や、医療福祉大学・医療
短期大学の教員も白衣で患者に付き添いました。翌朝7時過ぎには
電気系統が仮復旧し、9時過ぎには外来診療を通常通り開始。午後
には体育館等に避難していた入院患者も全員病室へ戻りました。

患者の避難場所となった総合体育館 ふるさとの森からの急な坂道を慎重に患者搬送

1月20日を教訓に「学園防災の日」制定
　「火災事故を二度と起こしてはならない」との共通認識のもと、2013（平成25）年、
事務職員提案により「学園防災の日」が制定されました。火災事故に対し、死傷者を一人
も出すことなく対応できたことを貴重な経験として、防災や危機管理意識の啓発向上と
具体的な対策を図ることを目的としています。毎年１月20日には懸垂幕を掲げ、職員・
学生へあらためて注意喚起し、防災訓練にも力を入れています。 職員玄関に掲げる懸垂幕
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　川崎医科大学附属病院は、「この松島に
医科大学を中心として、一大メディカルセン
ターを創設したい」との、創設者川﨑祐宣の
念願の一環として1973（昭和48）年に開設、
診療を開始した。医科大学と同じ場所に理
想的な附属病院を創設することは、新しい医
学教育にとっても不可欠であり、医科大学に
続き開学された医療短期大学はもとより、将
来開学されるすべての医学教育機関の実習
病院としての役割も持っていた。
　開設以来のゆるぎない病院理念は、「医
療は患者のためにある」「すべての患者に対
する深い人間愛を持つ」「24時間いつでも診
療を行う」「先進的かつ高度な医療・教育・
研究を行う」「地域の医療福祉の向上と医療
人の育成を行う」の 5 項目。これらの理念の
もと、高度救命救急センターの開設、特定
機能病院承認、ドクターヘリ事業開始、がん
センター開設、認知症疾患医療センター指
定など、すべての判断と行動の基準を「患者
が主人公」に置き、温かい人間味あふれる
対応で安全で質の高い医療を提供してきた。
　これからも、地域の病院、診療所とます
ます連携を深めつつ、特定機能病院として
高度で良質の医療を提供する責務を果たし、
安全で安心な医療を提供していく。

川崎医科大学附属病院
病院長  園尾 博司
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―設立の想い―

すべての医学教育機関の実習病院としての役割を持ち
　「病気を診るのではなく、病人（人

ひ

間
と

）を診る」という
人間愛を重視
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病 院 理 念
１　医療は患者のためにある

２　すべての患者に対する深い人間愛を持つ

３　24 時間いつでも診療を行う

４　先進的かつ高度な医療・教育・研究を行う

５　地域の医療福祉の向上と医療人の育成を行う
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1973（昭和48）年12月	 	川崎医科大学附属病院開院（許可病床数1,052床）	
（初代病院長	川﨑祐宣）

1979（昭和54）年10月	 救命救急センター開設［56床］（許可病床数1,154床）
1981（昭和56）年		4月	 総合診療部開設
1983（昭和58）年		1月	 倉敷駅前診療所開設（1999年3月閉所）
1991（平成		3）年		4月	 精神病棟開設［24床］（許可病床数1,178床）
1994（平成		6）年		3月	 高度救命救急センター認可

		4月	 特定機能病院承認
11月	 エイズ治療拠点病院として指定

1997（平成		9）年		1月	 災害拠点病院（地域災害医療センター）として指定
2000（平成12）年11月	 	精神病棟増床［28床］	

（許可病床数1,182床〈一般病床1,154床、精神病床28床〉）
12月	 地域周産期母子医療センターとして指定

2001（平成13）年		4月	 ドクターヘリ運航開始
2002（平成14）年		4月	 回復期リハビリテーション病棟開設［48床］

	 新生児特定集中治療室（NICU）開設［6床］
		6月	 医療安全管理部開設
		8月	 西館棟竣工

西館棟竣工（2002年8月）西館棟新築工事 ドクターヘリ導入促進事業開始式（2001年4月）

救命救急センター集中治療室（救急ICU） M階（2階）待合ロビー 総合診療部

倉敷駅前診療所

 ～川崎医科大学附属病院のあゆみ～
一路春風

64 65

特定機能病院承認通知書

広報誌「かわさき」～「K-style」へ
患者とその家族に当院をもっと広く深く知ってもらいたいとの願いから、2005年1月、広報誌「かわさき」を創刊した。
発行は年4回、体裁は見開きA3サイズだった。その後９年間にわたり院内外の有益な情報を届け好評を博してきた。
そして、より親しまれる広報誌を目指し、2014年の新年号からB３サイズにリニューアル。名称も「K-style」に改めた。

2014年から
「K-style」に
リニューアル

第61号 2020年

広報誌
の変遷

創刊号 2005年 第24号 2010年 第37号 2014年



2005（平成17）年		4月	 	日本医療機能評価機構認定施設（一般病院2）認定
2006（平成18）年10月	 	岡山県高次脳機能障害支援普及事業支援拠点病院として指定
2007（平成19）年		1月	 	通院治療センター開設［20ベッド］

3月　エイズ治療中核拠点病院として指定
	9月	 	臨床教育研修センター開設

2008（平成20）年		2月	 	地域がん診療連携拠点病院として指定
		4月	 かわさき保育所開設

2009（平成21）年		3月	 北館棟竣工
2010（平成22）年		1月	 電子カルテシステム導入

11月	 本館棟・救命棟改修工事竣工
2011（平成23）年		1月	 医療保育室開設
2012（平成24）年		3月	 	岡山県認知症疾患医療センター（地域型）として指定
2016（平成28）年		7月	 遺伝診療部開設
2018（平成30）年		3月	 	がんゲノム医療連携病院として指定

		6月	 	岡山県難病医療協力病院として指定
		7月	 	緩和ケア病棟開設［25床］
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本館棟（外来）改修工事竣工（2010年11月）

臨床教育研修センター

日本医療機能評価機構認定証
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がん診療連携拠点病院指定通知書

思か わ ら ぬ 　  い

北館棟竣工（2009年3月）

　1973年の開院後30年が経過した病院の施設・設備について、
2000年から約10年の年月をかけて増改修工事を行った。より高度で
最先端な医療と快適な空間を患者
に提供するため、また病院の運用や
機能も見直し、各診療科単位であった
外来と病棟を「臓器疾患・機能別」に
再編し、ハードとソフトの両面において
大幅なリニューアルを行った。

臓器疾患・機能別センター外来と病棟

　医療の概念、質、技術が進歩しても、医療上最も重要な医の心に変わりはありません。その精
神の根底にはヒポクラテスの誓いが未だに輝いており、その中核には愛の精神がみられます。愛
とは「心を並べて立つ事」。同じ方向に向かって立ち共にみつめ、心と心のハーモニーを奏でる。
ここに、思いやり、優しさ、人の痛みの判る心が愛と繋がるのではないでしょうか。見識のある、豊
かな愛の心をもった病院人となられる事を期待しています。
� （川崎医科大学附属病院広報第88号　平成9年5月発行より抜粋）

山下　貢司　
四代病院長（1995年4月～2003年3月）



ICU・CCU

血液内科・中央検査部合同カンファレンス

心臓手術（心臓血管外科）
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特定機能病院として
　川崎医科大学附属病院は、高度医
療提供能力、高度医療技術開発およ
び評価を行う能力、高度医療に関する
研修を行える能力が認められ、1994
年、特定機能病院に承認された。以来、
最新鋭の機器・設備と多職種で構成
される専門スタッフを備え、先進医療
や難病への取り組みをはじめとする高
度な医療の提供、治験や臨床研究な
ど高度な医療技術の開発・評価およ
び専門的な人材の育成等により地域
医療に貢献している。

ナースステーション

病室（1人部屋） 病室（8人部屋）未熟児室

手術室

ICU

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

1975年発行の
「附属病院パンフレット」より

ロボット支援下内視鏡手術（泌尿器科）
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検診車

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

玄関ホール（右：下足室） CTスキャナー

総合診療部のはじまり（現 総合診療科）
　総合診療部は、1981年4月に、わが国で初めてのプライマリ・ケア医
を養成するための部門として開設された。総合診療部では、病名のはっ
きりしない初診の患者を引き受け、今までの病歴を尋ね、精密な診察を
行い、病気の正体をつきとめ、最も妥当な専門科に回した。そのため、患
者にとっては安心・便利に診察を受けることができ、開設したばかりにも
かかわらず、大変好評であった。

　病院長の直下に医療安全管理部を設置し、医療安全管理室を中心に、組織横断的な立場から問題点を把握し、インシデントや事故
発生報告等への対応、職員への医療安全教育、安全対策の立案・実施および評価等を行っている。高難度新規医療技術や未承認新
規医薬品等の提供や使用に対しては、評価および使用の適否を審査するための部門を設置し対応している。また褥瘡対策室により、入
院患者に対する褥瘡リスクのアセスメントや褥瘡予防、対策に取り組んでいる。
　感染制御の取り組みとしては、感染管理室のもとで、院内感染対策チーム/ICT（Infection Control Team）による院内ラウンドや抗
菌薬支援チーム/AST（Antimicrobial Stewardship Team）による抗菌薬適正使用に関する介入・支援等を行っている。また地域の
指導的立場として、連携医療機関向けのカンファレンスを定期開催し、感染対策に関する情報提供、各種相談やICTラウンド見学の受
け入れにも積極的に対応している。

　当院は、最先端の高度医療技術の開発や評価にも取り組んでいる。医師主導治験について、2013年から実施体制を構築し、医師が
日常の医療現場において開発の必然性があると判断した研究が日夜続けられている。これらは医科大学で見いだされた基礎研究の成
果を、目の前の患者がその恩恵に預かることができるように医師自ら治験を立ち上げたもので、難病に苦しむ患者やがん患者を対象と
した複数の事例で成果を挙げている。2017年には「治験・先進医療センター」を立ち上げた。

医療安全管理および感染制御の取り組み －当院の医療安全管理体制－

一人でも多くの命を救うための最先端の取り組み －治験と高度先進医療の推進－

「医師主導治験」の事例
・神経内科：「指定難病MELASを対象にしたタウリン散大量療法」（2013年～）
・呼吸器内科：「固形がんに対する抗CCR4抗体療法第Ia/Ib相医師主導治験」(2013年～)

医療安全パトロール 感染管理室コアミーティング

人工呼吸器研修会 連携医療機関によるICTラウンド見学
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災害拠点病院として

　1997年に災害拠点病院に指定。災害発生時における
救護班派遣や救援救護の訓練を実施し有事に備えている。
また災害急性期に活動できる機動性を持った専門的なトレー
ニングを受けた医療従事者で編成されたDMAT（災害派遣

医療チーム）があり、災害時に医療支援を行っている。

ドクターズカー
処置室（救命救急センター1階） 手術室（救命救急センター2階）

2011年3月
東日本大震災発生時
自衛隊輸送機で現地へ

2016年4月
熊本地震発生時
ドクターヘリで
現地へ出動

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

〈被災地域でのDMAT活動〉

24時間いつでも迅速かつ最高の診療を
高度救命救急センターとして、地域の方々がより安心して救急医療を受けられるよう、初期救急患者から
最重症の三次救急患者まで、お断りのない診療を目指し、全科を挙げて充実した救急医療体制を取っている。

救急医療

　岡山県内における重症
救急患者の収容・治療の
中心的施設として、1979
年に県下で初めて「救命
救急センター」を開設。
　その後、1994年には
「高度救命救急センター」
に認可された。
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　1981年10月、川崎医科大学附属病院から1機のヘリコプターが医師・看護
師を乗せて飛び立った。これはヘリコプターに医療スタッフが搭乗して傷病者の
発生場所に行き救急現場から医療を開始する救急医療システムのシミュレーショ
ンで、わが国初の試みだった。その後、1987年に1か月にわたる救急医療用ヘリ
コプターの実用化研究が行われ、1992年には6か月間の同実用化研究が当院で
実施された。そして、1995年の阪神淡路大震災における教訓から、救急現場に
出動し、搬送前から傷病者の治療を開始する病院前救急診療や災害時に救急ヘ
リコプターの有効活用が必要だとの見解が国から発信された。それを実証するため
のドクターヘリ試行的事業が1999年から1年半にわたり、当院と東海大学医学
部付属病院で実施された。この事業によって、ドクターヘリの救急医療における
有効性が実証された。そして、2001年4月、全国に先駆けて、川崎医科大学附属
病院を基地病院とする岡山県のドクターヘリ事業が開始された。
　「空飛ぶ救命室」と呼ばれるドクターヘリ。これまで、ドクターヘリは患者搬送
時間を短縮させるだけでなく、救急医療に精通した医師・看護師を現場まで短
時間で運ぶことにより、適切な処置の早期開始や救急現場から搬送先救急医療
機関への迅速な情報伝達と搬送で多くの命を救ってきた。
　そして、ドクターヘリは岡山県の1機から全国に広がり、2019年現在、43道府
県で53機のドクターヘリが病院前救急診療に活躍している。また、2018年度の
全国ドクターヘリ総出動件数は27,900件にのぼり、ドクターヘリの基地病院の
増加に伴って、出動件数も毎年増加の傾向にある。
　ドクターヘリは、事故や災害
現場での救命医療そして適切な
救急医療機関への迅速な救急
患者搬送により、救急患者の早
期社会復帰や救命率向上に貢
献している。

試 験 飛 行：1981年10月23日
実用化研究：�①1987年10月1日〜31日�

②1992年7月1日〜12月31日
試行的事業：1999年10月1日〜2001年3月31日
運 航 開 始：2001年4月1日
年間出動件数：�2001年度　204件（初年度）�

2018年度　340件
のべ出動件数：7,170件（2019年3月31日現在）

data

岡山県ドクターヘリ安全運航5000回記念（2013年5月7日）

命を救うために1秒でも早く。
ドクターヘリ、エンジンスタート！

ドクターヘリ
救急外来（重症処置室）

救急ICU

災害対応訓練

ドクターヘリ出動

ドクターヘリ患者搬送
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フライトナース

Kawasaki Gakuen Episodes



チーム医療と教育病院
質の高い安心・安全な医療の提供、患者の生活の質の維持・向上を図るため、
医師や看護師など各専門のメディカルスタッフが緊密に連携をとり、
患者一人一人に対する「チーム医療」を推進している。

70 71

多職種のプロが連携
　患者一人一人に高度で最適な医療を提供するために、
感染対策、栄養サポート、緩和ケアなどさまざまな専門
性を備えた多職種のスタッフが連携・協力しながら

「専門チーム」となって活動している。チームカンファレン
スにおいて各患者について情報を共有し、専門知識に
基づいた活発な議論を行って治療計画や方針を定め、
患者の回復とQOL（生活の質）の向上に寄与している。

1		調剤業務（薬剤師）
2		投薬指導（薬剤師）
3	MRI検査（診療放射線技師）
4		微生物培養検査	
（臨床検査技師）

5	血圧測定（看護師）
6	エコー検査（臨床検査技師）
7		病理症例検討	
（医師・臨床検査技師）

8	受付業務（事務職員）
9	歩行訓練（理学療法士）
⓾	病棟ラウンド（ICT）
⓫		個人栄養指導	
（管理栄養士）

▪1

▪4

▪8

▪5

▪9

▪6

▪⓾

▪7

▪⓫

▪2

▪3
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●緩和ケア研修会
がん等の診療に携わるすべての医療従事者が基本的な緩和ケア
について正しく理解し、緩和ケアに関する知識や技術、対応を
習得することを目的
としている。

●夏期セミナー「医療と法律」
実際の医療紛争事例を模擬裁判形式で実践し、医療事故に対す
る認識を高め、医療における法的問題の認知と意識の改革を行う。

●新生児蘇生法講習会
日本版救急蘇生ガイドラインに基づく講習会で、標準的な新生児
蘇生法の理論と技術に習熟することにより、新生児の救命と重篤な
障害の回避が期待
される。気管挿管、
薬物投与を含めた
「臨床知識編」「実
技編」で構成される
高度な新生児蘇生
法の習得を行う。

●職員教育講演会
特定機能病院として、医療安全管理、院内感染対策等、病院とし
ての統一的な見解を全職員へ教育・周知することを目的に、１～２

か月に１回開催。年間
を通して幅広い内容
の講演を行い、病院
職員の資質向上を
図っている。

職員研修

チーム医療の担い手を育成
　多種多様な医療スタッフが連携して一人の患者の治療
やケアにあたる「チーム医療」。その成功には、お互いの尊
重と、各々の高い専門性が必要となる。教育病院としての
役割を持つ当院では、実習を通してさまざまな職種の医療
スタッフと関わりながら、チーム医療の一員としての自覚を
育むことができる。また、授業で学んだことを現場で実践し
たり、実習で疑問に思ったことを学内で調べたりといった
学びと実践の連動により、高い学習効果をあげている。
（病院実習受け入れ実人数：年間約3,300人）

当院では、2018年度までに5名の特定
行為実践看護師が誕生し、チーム医療
推進の要として呼吸管理、ろう孔管理、
また栄養および水分・薬剤管理を手順
書により行っている。特定行為実践看
護師が患者の状態をいち早く見極め、
タイムリーに対応することで、患者満足
度が高く、質の良い医療提供の推進が
可能となった。

特定行為実践看護師

ベッドサイドでの実習病棟でのスタッフミーティング

血管造影検査 退院支援カンファレンス

緩和ケア多職種カンファレンス

医療ソーシャルワーカー 臨床心理士

ICU・CCUカンファレンス小児病棟回診

1		調剤業務（薬剤師）
2		投薬指導（薬剤師）
3	MRI検査（診療放射線技師）
4		微生物培養検査	
（臨床検査技師）

5	血圧測定（看護師）
6	エコー検査（臨床検査技師）
7		病理症例検討	
（医師・臨床検査技師）

8	受付業務（事務職員）
9	歩行訓練（理学療法士）
⓾	病棟ラウンド（ICT）
⓫		個人栄養指導	
（管理栄養士）
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充実の卒前・卒後教育

リアリティを追求した
臨床教育研修センター

「模擬病棟」

附属病院の病棟を実習用に完全再
現。スタッフステーション、病室（一
般病室、ICU）などから構成。研修等
での使用のほか、学園外からの見学
者も多い。〔年間のべ利用者数：
約26,000人（見学者含む）〕

研修医オリエンテーション

臨床教育研修センター

卒後臨床研修センター

　医療技術、スキルの習得や向上を支援するため、
2007年9月に開設された。医療系学生の卒前教育を
はじめ、医師、看護師、コ・メディカルなどすべての医療
関係者に開かれている。充実した研修環境の中、学園
のさまざまな部署が多岐にわたった研修を行っている。
看護師の復職支援、内外の多くの方々への研修機会の
提供等、地域医療へも貢献している。

　「病気を診るのではなく人
ひ

間
と

を診る」という姿勢と高い共感性、
人間愛にあふれた医療を具現化できる研修医の育成を行うため、
初期研修全般を総括する役割を果たしている。魅力的な研修プロ
グラムの設計をはじめ多岐にわたる業務の他、充実した臨床研修
実現のため日常的なニーズにもきめ細かく対応。各種シミュレーショ
ントレーニングを定期的に実施してスキルアップにも取り組んでいる。

明日の良き医療人を育成する「川崎塾」
「良き医療人」とは何かを共
に考え、研鑽する場として
2012年に創設。チーム医
療を実践していく上で必要
なコミュニケーション能力
をはじめ、多職種間の相互
支援・連携等を学ぶ。

研修医スキルアップセミナー
研修医自らが企画、運営して行う。知識・技
術の向上と、医療人・社会人としてのスキル
アップも目指す。

海外研修プログラム
（Traveling Fellowship Residency Program）
海外の先進的な研修制度や医療事情を体
感し、国際感覚を養い、幅広い視野を涵養。
毎年約10人の研修医（2年次）が約1か月
間参加する。

卒後臨床研修指導医養成講習会
臨床研修指導医の資質向上と適切な指導
体制の確保を目的に毎年1泊2日で開催。

医科大学学生の臨床実習（高機能シミュレーターを使用した急変時対応練習）

第1期修了者・スタッフ

看護補助者研修

看護部の各種研修
質の高い看護の提供を目標
に多くの研修を行っている。
看 護 師 特 定 行 為 研 修
（2017年開始）は院外から
の受講も可能。

新人看護職員研修
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快適な環境と深い人間愛で迎える空間

アメニティとプライバシーに
十分配慮した居住空間
　病棟は、センターごとにテーマカラーを設
定し、あたたかい雰囲気となっている。また、
病室はゆとりある個室を中心とした構成で、ア
メニティとプライバシーに配慮。機能的で明る
く清潔な療養環境を整備している。

病院理念に基づき、すべての判断と行動の基準を
「患者が主人公」におき、患者の立場を十分尊重した
心温かい人間味溢れる対応に徹している。

入院前から患者の情報を把握し退院時に地域の関係者と連
携するなど切れ目のない支援を行う目的で、PFMを開設。
当院では、管理栄養士、薬剤師、看護師が多職種でサポート
し入院前に面談することで少しでも患者と家族に寄り添い、
入院後には、主治医、病棟看護師、退院支援看護師、医療ソー
シャルワーカーに連携できるようにしている。
（面談件数：約500件/月）

公用車で患者宅を訪問

入院患者への食事は、開
院以来、当院栄養部が献
立づくり、材料の仕入れ、
調理、配膳に至るまで、す
べて直営で行っている。安
心・安全で治療効果があ
るおいしい食事を提供する
ことを心掛け、患者からの
満足度も高い。また、患者がより早く社会復帰できるよう、栄
養サポートチーム（NST）の介入も早期から取り入れてきた。
食事管理と栄養管理は高齢化社会を乗り切るために大切な
ことであり、チーム力を絶やすことなく患者のサポートを続ける。

外来糖尿病教室食事会 入院中の食事（常食）

患者の回復を
食事・栄養管理でサポート

PFM
（Patient Flow Management ）
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さりげない心配りで人をサポート
最先端の診療体制で安全で質の高い医療を提供するだけでなく、
思いやりと癒やしの空間、情報提供などで、患者の不安をケアしている。

患者サービス・院内の癒やしの空間
思いやりと自然の力、そしてアイデア

患者図書室「健康・情報ひろば」
患者自身が診療内容に対する理解と認識を深め、医療者との相互理解のもと、納得した
医療が受けられるための一助として開設された。医学・医療や健康、からだの仕組み、
川崎学園に関する情報を図書やパネルにより紹介している。

ギャラリー「ホリスティック」
2011年に本館棟3階に、「安らぎスポット」、外来患者の待ち合わせ場所「ランドマーク」、
また、これまでどおり検査の「待ち合い」空間として開設された。医療福祉大学医療福祉
デザイン学科の学生・教員が作品を企画・制作し、運営を行っている。

病院ボランティア「ら・ぽーる」
2005年6月から、患者サービス向上のために立ち上げた医療福祉大学、医療短期大学の学
生による病院ボランティア。病院玄関でのあいさつや車いすの介助、外来への案内など、安心し
て受診してもらえる活動を行っている。また、七夕や学園祭、クリスマスにイベントを開催し、患
者とのコミュニケーションを大切にしている。

院内学級
長期入院になった場合、安心して義務教育が
受けられるよう、小・中学生を対象に病院内に
開設された。当院と倉敷市立庄小学校と庄中
学校が密に連携し、授業を行っている。

癒やしの空間－中庭－ 松をはじめ多くの種類の樹木と可憐な草花が寄り添うように植栽されている。池の水面は四季折 の々景観を映し出し、
ほとりでは水車が回っている。片時も休むことなく回り続けてきた水車。それはあたかも学園の歴史をともに刻んで行
こうとするかのよう。健気で律儀な、そして観る人に安らぎを与えてくれる優しさを帯びている。
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もの忘れフォーラム
病院・福祉・行政が連携して企画し、講演と
シンポジウムの2部構成で開催している。

認知症啓発イベント
2015年から認知症をより分かりやすく、より多くの方へ知ってもらうことを目的に、
毎年さまざまなテーマで開催している。

緩和ケアイベント
緩和ケアに関する当院の取り組みをパネル展示し、ウィ
ッグ体験や栄養補助製品、口腔ケア製品の紹介、ミニレ
クチャーや相談コーナーなどを設けている。

－星・花・愛の妖精たちへ－
本館棟と西館棟をつなぐ3～5階の渡り廊下に、創設者川﨑祐宣が
好きだった言葉「天に星、
地に花、人に愛」をイメージ
し、アーティスト祐成勝枝
氏により描かれた。
思いやりと優しさを500人
のfairy（妖精）たちの世界
で表現している。

渡り廊下の壁画

地域がん診療連携拠点病院として
患者や家族が集まり医療従事者に
気軽に相談できる場として「がんサ
ロン」や、がん診療に関するさまざ
まな情報を提供する「市民公開講
座」を定期的に開催している。また、
当院の緩和ケアや支援体制の広報
を目的に「ホスピス緩和ケア週間イ
ベント」を年１回開催している。

岡山県認知症疾患医療センターとして認知症になっても暮らしやすい地域づくりのための正しい知識の普及・啓発に取
り組んでおり、一般市民を対象に市民公開講座「もの忘れフォーラム」や「認知症啓発イベント」を定期的に開催している。

地域へ向けた当院の取り組み

がんサロン
がん患者やその家族同士が不安な気持ちをひとりで抱
えず、そっと話ができる場所として、毎月開催している。

市民公開講座
地域の方々に向け、最新のがん診療情報を分かりやすく
発信している。

がんサロン 市民公開講座



1  クジャクやアヒル、七面鳥がいた頃の中庭
2  病歴室（膨大な紙カルテの保管）

3 ふるさとの森での「リハビリ青空回診」
4   ICU（集中治療室）でのミーティング風景
5 病棟 看護婦詰所 
　 （看護師が看護婦と呼ばれていた頃）

6 小児病棟プレイルーム

附属病院の思い出

●癒やしの空間、「中庭」のかつての「住人」たち
　池に鯉が泳ぐ「中庭」は、桜が満開となる春、
水車が涼しさを運ぶ夏、紅葉が郷愁を呼ぶ秋、
時に雪化粧が見られる冬・・・と四季を織りなす
景観で、多くの人 の々心を癒やし、楽しませています。	
実は30年前には、鯉以外にもたくさんの「住人」
がいて、アヒル、合鴨、オシドリ、チャボに七面鳥、
つがいのクジャクまで中庭を闊歩していました。
中でも雄クジャクは、昼頃に見事な飾り羽を開き、
「クワオー、クワオー」と大きな声で鳴いていました。

（現在は、衛生上
の観点から「住人」
は池の鯉のみ）

●開院初日のこと
　開院前、職員は川崎病院などを拠点
に、日夜奔走して附属病院開院準備
を進め、1973年12月17日（月）、ついに
開院日を迎えました。最初の入院患者
は小児科の女児で、図らずも、病名は
別名「川崎病」でした。開院初日の入院
患者は計３人でした。

●下りの外来エスカレーター
　開院当初から外来にはエスカレー
ターがありましたが、上りは２階から
４階まで、下りは３階から２階しかあり
ませんでした。４階で採血・採尿（当時）
などを行った後は、階段かエレベー
ターで降りていました。
（現在は、上りも下りも２～４階のエスカレーター
があります）

●わかりやすい案内は大切
　附属病院には、昔も今も売店として
髙島屋が入っています。開院から間も
ないある日、ある患者さんが医師から、
「髙島屋の裏の中央放射線部へ行って
X線検査を受けるよう」指示を受けた
ところ、電車に乗って岡山駅前の髙島屋
へ行ってしまった、という出来事があり
ました。スタッフは、患者さんへのわかり
やすい説明と案内の大切さを痛切に
知ることとなりました。

▪5

▪⓾

▪3

●院内スリッパと下足室
　開院当初から、患者、外来者には院内
でのスリッパ着用をお願いしていて、
病院玄関には「下足室」がありました。
職員が靴を預かり、番号入りのスリッパ
を手渡すのですが、このとき、職員と患者
との間に、挨拶とともに何気ない日常
会話が交わされていました。診察前の
緊張を解きほぐす場面でした。	
（「下足室」は時代とともに廃止され、現在は
車椅子置き場に生まれ変わっています）

▪1

▪2

▪4

▪5

▪6

7  外来 総合待合（新患受付付近）

8 外来 診察室（シャーカステン設置）

9 開院記念に配布されたタオル
⓾ 診察カード（エンボス加工）
　  （写真左）開院当時　（写真右）デザイン変更版

⓫ 下足室
▪⓬ 自動再来受付機（初代）

▪8
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▪⓬

▪7

▪⓫

▪9

懐かしさとともに
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　川崎医科大学総合医療センターは、臨床・
教育の新たな拠点として、2016（平成28）年
12月、岡山市の中心部にある深柢小学校跡
地に開院した。
　その前身は、創設者川﨑祐宣が1938

（昭和13）年に開設した外科昭和医院から
発展した川崎医科大学附属川崎病院である。
川崎病院は「病院は患者さんのためにある」
との祐宣の信念のもと、開院以来、24時間
体制で救急医療を中心に地域に密着した
医療を提供してきた。この川崎病院を母体と
して開設された川崎学園は、1970（昭和45）
年に川崎医科大学を開学した。
　川崎病院の建物の老朽化が進み建て替え
が大きな課題となってきた頃、深柢小学校跡
への移転要望が、地域から 1 万人を超える
署名とともに岡山市議会に提出された。新
病院建築工事は2013（平成25）年12月に
着工し、2016（平成28）年 8 月に竣工した。
　新病院においても、どのような疾病の患者
も診療し、また川崎医科大学の附属病院と
して「総合医」を育成する使命を果たすべく、
病院の名称を「川崎医科大学総合医療セン
ター」とした。患者中心の質の高い医療を提
供するとともに、将来の良き医療人を育成し、
医療と教育の分野で地域に貢献していく。

川崎医科大学総合医療センター
病院長  猶本 良夫

78 79

―設立の想い―

最先端の高度医療や
地域に密着した医療を提供するとともに
全人的医療を提供できる良き医療人の育成を目指したい



Since  1938
川 崎 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー

78 79

病院理念
１　医療は患者のためにある

２　すべての患者に対する深い人間愛を持つ

３　24 時間いつでも診療を行う

４　先進的かつ高度な医療・教育・研究を行う

５　地域の医療福祉の向上と医療人の育成を行う



1938（昭和13）年  2月　外科昭和医院開院（岡山市富田町）
1939（昭和14）年  2月　外科川﨑病院開院（岡山市中山下）
1950（昭和25）年  8月　財団法人川崎病院設立
1960（昭和35）年  3月　総合病院川崎病院開院
1964（昭和39）年11月　救急告示病院として指定
1968（昭和43）年  8月　財団法人「学校法人川崎学園」設立準備期成会設置認可
1979（昭和54）年  7月　設置法人を財団法人川崎病院から財団法人川崎医学振興
　　　　　　　　　　　 財団に変更
2003（平成15）年  3月　エイズ治療拠点病院として指定

12月　電子カルテシステム導入
2011（平成23）年  4月　学校法人川崎学園へ経営移譲（許可病床数749床）

　院内保育所開所
2012（平成24）年  4月　がん診療連携推進病院認定
2013（平成25）年  9月　新病院（川崎医科大学総合医療センター）起工式
2015（平成27）年  6月　地域医療支援病院承認
2016（平成28）年11月　川崎医科大学附属川崎病院閉院

12月　川崎医科大学総合医療センター開院 （許可病床数647床）
2017（平成29）年10月　日本医療機能評価機構　一般病院2（3rdG：Ver.1.1）認定
2018（平成30）年  2月　がんゲノム診療部開設

6月　岡山県難病医療協力病院として指定
2019（令和元）年  5月　訪問看護ステーションかわさき開所

10月　災害拠点病院（地域災害医療センター）として指定
11月　居宅介護支援事業所かわさき開所

川崎病院

院内保育所開所式（2011年4月）

新病院起工式（2013年9月）

川崎医科大学総合医療センター新築工事 日本医療機能評価機構認定証

 ～川崎医科大学総合医療センターのあゆみ～
一路春風

川崎病院閉院式（2016年11月） 川崎医科大学総合医療センター開院式（2016年11月）
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フェンスアート
　新病院の工事期間中、新病院が地域の方々に迎え入れていただ
けるきっかけ作りにと、医療福祉大学医療福祉デザイン学科の学
生たちが壮大な「フェンスアート」を作り上げた。デザイン提案は3・
4年次生14名。全学年の学生たちが何らかの形で作業に参加した。
制作期間中には、大勢の地域の方々にも参加いただき、共同で作
業にあたった。
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　2010年 8 月、地元有志の市民が10,303人分の署
名を添えて、「旧深柢小学校跡地に川崎病院の移転を
希望する」と岡山市へ陳情し、同年12月の市議会で採
択された。 
　その後、川崎学園と岡山市との間で、2011年 7 月に

「岡山中央南（旧深柢）小学校跡地活用事業に係る基
本協定」、2012年 2 月に「事業用定期借地権設定契
約」が締結された。 

締結式

地域住民による署名活動 

　新病院建築工事は計画どおり2016年 8 月末に竣工
し、3 か月の準備期間を経て同年12月1日に「川崎医科
大学総合医療センター」に病院名称を変更し開院した。 

新病院開院に向けて　　　　　　　 　　 

開院
　開院当日、総合待合で病院長以下幹部職員が外来患者を
出迎えた。予約を通常より少なくしていたため、大きな混乱は
なく初日を終えた。

開院記念行事
　開院に先立ち11月中旬には、報道関係者内覧会、教職員・
学生・家族見学会、開院式、招待者内覧会、一般見学会を
数日にわたって開催。約10,000人の方が参加し、最新の設
備や医療機器、快適な療養環境の様子を見学した。

一般見学会 職員・学生見学会

入院患者移送
　模擬患者、搬送車両使用による2回のシミュレーション
を経て、開院前日の
11月30日に全職員
の団結力のもと、搬
送車両11台により
入院患者106名を
新病院へ無事移送
した。 患者移送

医療機器・備品等移転
　各部門では新病院開設準備室との綿密な打ち合わせのも
と、事前移転、本移転、事後移転の3段階に分けて移設した。

MRI 装置搬入 備品移設

　2011年 4 月 1 日の財団法人川崎医学振興財団か
らの診療業務承継に先立ち、2010年度からその準備
を進めた。
　川崎医科大学に川崎病院担当の教室として、「総合
外科学」、「総合内科学 1・2・3・4 」などを新設する
と同時に、既存の臨床系教室にも川崎病院担当教員を
配置し、診療および教育体制の整備を図った。 
　また、川崎学園からの出向者と川崎病院職員との混
成組織により、「企画部新病院開設準備室」を設置し、
診療業務承継に係る
諸事項の取り組みや、
新しい病院づくりへ向
けての組織や体制整
備等を行った。

診療業務承継式での川﨑明德理事長に
よる訓示

財団法人川崎医学振興財団から 
学校法人川崎学園への診療業務承継の経緯 

　三十年間、私は街の開業医として、馬車馬のようにわきみもせずに走り続けた。走る道すがらときどき後をふり向
くと、みんながぴったりとくっついてきてくれていた。一人の落伍者もないチームワークが、今日の病院をつくりあげた
のである。三十年間、みんなとともに走り続けて、今峠の一つを登りつめたが、まだこれからだと私は思う。この峠か
ら新たな峠を目指して歩み出すのだ。みんなも私とともに、もう一歩と、元気を出してくれるにちがいない。
　　　もう一押しだ　疲れたときに私は思う
　　　もう一息だ　悲しいときに私は思う
　　　もう一歩だ　楽しいときにも私は思う （川崎病院三十年誌　昭和43年2月22日発行より抜粋）

川﨑　祐宣　
初代病院長（1938年3月～1973年5月）

思か わ ら ぬ 　  い

山陽新聞
（2010.12.11）
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

外来待合ホール 内視鏡検査 耳鼻科 コバルト治療室

地域医療支援病院として
岡山県から承認を受けた地域医療支援病院として、地域の医療機関との連携を強化し、共同して治療にあたる
ための開放型病床を設置し、包括的で一貫性のある医療の提供に努めている。「医療は患者のためにある」の
理念に基づき、地域住民が安心して暮らすことができる、24時間365日、迅速かつ的確な救急医療を提供
している。

病病・病診連携
地域の医療機関の医師を対象とした「医療連
携懇話会」、「連携フォーラム」等を定期的に開
催し、顔の見える関係を構築すると同時に当院
の特徴的な診療内容や最新の医療情報を発信
し、病病・病診連携の強化を図っている。医療機
関への訪問活動では、当院の診療概要や救急
体制、Web検査予約システムを紹介し、紹介率
の向上につないでいる。

「川崎病院時代の外来風景」

屋上庭園での懇親会

旧 川崎病院保有のアルバムより

医療連携懇話会
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　初期から二次救急を担い、あらゆる症状の患者を365日24時間体制で受け入れている。救急外来には救急患者専用のCT検
査室、重症処置室、初療室、屋上にはドクターヘリや消防ヘリによる患者搬送にも対応できるようヘリポートを有している。特に
緊急度の高い脳卒中、循環器疾患は、救急隊や医療機関から直接要請可能なホットラインを設け、専門医が24時間対応している。

　2019年10月に「災害拠点病院」に指定。当院の建物
は免震構造で、自家発電も都市ガスと重油の二重化にす
るなど災害に強い機能を有しており、災害発生時に被災
地からの傷病者の受け入れの拠点となる。また、DMAT

（災害派遣医療チーム）を保有し、派遣体制を構築している。
被災後、早期に診療機能を回復できるよう、業務継続計画

（BCP）を随時見直していく。

屋上ヘリポート

救急外来入り口は
柳川筋に面していた。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

救急搬送重症処置室

「川崎病院時代の
　　救急車搬入口」

開放病床
地域の開業医と連携・共同して患者
の治療にあたるための開放病床5床
を設けている。利用については登録
医制としており、2019年4月現在で
151施設、162名の開業医が登録し
ている。



チーム医療
多職種のチームワークで、最もふさわしい医療を提供
患者を中心とした、組織横断的で多職種によるチーム医療を実践している。関係診療科や多部門のスタッフに
よるカンファレンスで患者の情報を共有し、それぞれの職種の専門性を生かすことにより医療の質を高めている。

84 85

院内感染対策チーム（ICTラウンド）

認知症ケアチーム

抗菌薬支援チーム（ASTミーティング）

栄養サポートチーム（NSTラウンド）

心臓カテーテル検査

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

中央材料室

薬剤部

「川崎病院時代のチーム医療」

手術室

専門チームの活躍
　感染対策、栄養サポート、緩和ケア、認
知症・せん妄ケア、フットケアなど、専門性
を持ったさまざまなチームが活動している。
チームカンファレンスに基づいて回診し、
主治医や病棟看護師とも連携を図り、患
者一人一人に最適な医療を提供している。

旧 川崎病院保有のアルバムより
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医療に係る安全管理のため、スタッフの医療の安全に関する意識づけ、業務を安全
に行うための技能の向上等を目的として、医療安全に係る基本的な事項および具
体的な方策、院内感染対策、医薬品・医療機器の安全使用について、全職員を対象
とした職員研修を実施している。
新人看護師や初期臨床研修医1年を対象に、スキルラボにおけるシミュレーターを
用いた実技研修、人工呼吸器・除細動器・生体情報モニタ研修、輸液・シリンジポン
プ研修を年度初めに実施している。また、新規購入機器の導入にあたっては、安全
かつ適切に取り扱えるよう、該当部署のスタッフを対象にMEセンターにおいて勉
強会を開催している。

職員研修

ロボット支援下内視鏡手術（ダヴィンチ）

ICLS認定コース輸液・シリンジポンプ研修

特定の専門看護分野において
熟練した看護技術と知識を有し
た専門看護師、認定看護師、特
定行為実践看護師との連携に
より、質の高い看護を提供して
いる。

特定行為実践看護師等
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手厚い患者支援
良質な医療と深い人間愛を惜しみなく
「医療は患者のためにある」「すべての患者に対する深い人間愛を持つ」の病院理念に基づき、入院治療の
場合も、患者個人の人格を尊重し、またプライバシーを守りながら、心に届く安心・安全・あたたかな看護
と良質な医療を提供している。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～ 「川崎病院時代の病棟風景」

特別病室 一般病室 看護婦詰所

旧 川崎病院保有のアルバムより
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地域包括ケアシステムの推進

退院後も自立した在宅療養が行えるように、PFM（Patient 
Flow Management）・入退院支援を行っている。入院前に面
談を行い自宅での生活状況を把握することで、早期の問題解
決を図り、退院後は自宅訪問や電話連絡をするなど、入院前か
ら退院後までのトータルサポートを行っている。

入院前から退院後までのトータルサポート
健康保険法および介護保険法に基づき、在宅療養支援センター

「訪問看護ステーションかわさき」を2019年5月に開所。近隣
の開業医、訪問看護ステーションとの連携による専門性を備え
た訪問看護を実践している。さらに、同年11月には介護保険法
に基づき「居宅介護支援事業所かわさき」を開所し、利用者中
心の適切な居宅介護支援を実施している。また、この2つの事
業所は、将来の医療・看護・介護職を目指す学生の教育の場と
している。

医療ニーズの高い患者の在宅療養支援

　地域包括ケアシステムの構築のため在宅医療への移行を推進しており、入退院サポート、在宅療養などさまざまな
機能によって、切れ目ない医療に積極的に取り組んでいる。

病室
ゆとりある個室と4人室で
構成し、患者のプライバ
シーに配慮した設計とし
ている。明るく開放的なデ
イルームなど、快適な療養
環境を整備している。
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　リハビリテーションセンター、回復期リハビリ
テーション病棟およびリハビリテーション庭園
を一つのフロアに集約。患者に寄り添い、最適
な治療、リハビリを提供している。

患者の機能回復をサポート
リハビリテーションの充実で、早期の社会復帰を支援

教育病院として
地域に求められる良き医療人の育成

リハビリテーション庭園

作業療法

研修医ICLSコース

リハビリテーションセンター（理学療法）

初期臨床研修
　チーム医療のなかで全人的医療を学び、プライマリ・ケアの基本的
診療能力の習得、救急診療能力
の獲得、英語力の向上を目指し
ている。研修医一人一人が理想
とする臨床医となり活躍できるよ
う、指導医をはじめ各部門の指
導者も全力で支援している。

臨床実習
　医師、看護師などのメディカルスタッフを志す学生の臨床実習を積
極的に受け入れ、医学・医療技術の教育のみならず人間性豊かな医
療人の育成に取り組んでいる。また、ス
キルラボ、図書室、学生自習室を設け、
学生にとって満足度の高い教育環境を
整備している。

（病院実習受け入れ実人数：年間約1,100人）

リハビリテーションセンター
主に急性期および回復期リハビリテーショ
ンを担当。急性期は、疾患発症や手術直
後から早期離床を行い、心身機能や基本
的生活動作の回復を図る。また、回復期
は、積極的、集中的リハビリにより、早期
自宅復帰を目指している。

ケースカンファレンス



地域へ向けた当院の取り組み

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～
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糖尿病週間行事
毎年「全国糖尿病週間」（11月14日を含む1週間）に合わせ、講演や
計測、相談会などで啓発活動を行っている。

がんサロン
患者やその家族が不安を相談できる場所として、毎月「がんサロン」
を開催。医師、看護師、患者診療支援センター職員も同席し、専門家
のアドバイスを受けることができる。

15階に設置された屋上庭園。開放的で洗練された空間
が広がる。遠くに岡山城が見える。

屋上庭園

患者図書室 患者図書室「健康のまなびや」では、患者自身が病気や
治療を理解し、主体的に取り組むことができるように
学習の場を提供。幼児から医学生・看護学生向けの
専門書まで約200冊の蔵書を備え、誰でも気軽に利用
できる。

フットケア
生活習慣病の増加に伴う足の病変の増加、重症化によりフット
ケアの需要が高まっている。当院では2007年フットケア外来
を開設。適切な処置や予防に対する指導を行っている。さらに
歩行・靴の指導目的で、靴マイスターとも連携。足の状態改善
に努めている。

院内の癒やしの空間

ふれあいガーデン（屋上庭園）
バラの花壇

屋上庭園

開設当初に屋上にあった噴水は、2010年４月に当時
の坂手病院長とボランティアで参加した職員が、バラ
の苗木を植え、華やかな花壇へと生まれ変わった。

病院の南側にあり市民の憩いの庭となっている。

小学校時代の石碑を当時の記憶として残して
いる。

旧深柢小学校校庭から移植した桜 小学校校舎内の階段手すりに取り付けら
れていた作成物「うさぎとカメ」を、深柢ガー
デン内に残している。

深柢ガーデン

「うさぎとカメ」のカメ

「川崎病院時代の
　　　　　屋上庭園」
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川﨑祐宣記念講堂

心を受け継ぎ集う場 所

　普遍の人間愛で、医療・福祉・教育に生涯を尽くした創設者川﨑祐宣を記念した講堂。
万人が享受できる“光・緑・地”をテーマにした空間に、扇のように両手を広げたフォルムで人を誘います。
　　　　　　　　　　　　　―天に星・地に花・人に愛―
　この言葉を信条とした創設者の心を受け継ぎ、“新しい生命の創造”を目指し、無から有へと未知
の領域を歩む人たちが集います。

　最大1,500人収容可能な講堂では、学年
全体で行う講義や新入生合同研修、オープン
キャンパスなどの大学行事のほか、公開講座
や各種学会、講演会、音楽会など多彩な催しが
行われています。
　また、祐宣の生涯をたどる「川﨑祐宣メモリ
アルギャラリー」も設えられており、さまざまな
機能を持つ殿堂となっています。

・2004（平成16）年竣工
・第８回倉敷市建築文化賞“最優秀賞”（2004年）
・中国建築文化賞（2012年）
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　川崎医療福祉大学は、日本で初めて「医療
福祉」という概念を提唱し、1991（平成 3）年
4月、医療福祉の総合的・体系的な教育
研究機関として開学した。
　わが国初の「医療福祉学科」を設置し、
「人類への奉仕のあり方を追求し、より豊
かな福祉社会の創造的担い手を育成する」
ことを教育理念に掲げ、医療と福祉の両分野
を統合した高い知識と優れた技能を併せ
持つ医療福祉人の育成に取り組んだ。
　開設当初は 2 学部 6 学科でスタートし
たが、より高度で専門性の高い人材を育
てるため、川崎医療短期大学の一部学科の
4年制への移行に伴う学部・学科の改組を
実施した。2017（平成29）年 4月には、「子
ども医療福祉学科」「臨床検査学科」「診療
放射線技術学科」の3学科を開設した。2019
（令和元）年度には「保健看護学部」「リハビリ
テーション学部」を新設して5学部17学科に
改組し、教育環境をさらに充実させた。
　川崎医療福祉大学は、これからもチーム
医療福祉の担い手の育成と、患者のために
奉仕する人材の育成を目標とし、そのための
教育環境の再構築を図りながら、社会のニー
ズにしっかり応えられる「医療福祉人の育成」
に向けてさらなる飛躍を目指す。

大学理念 人
ひ と

間をつくる
体をつくる
医療福祉学をきわめる
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―設立の想い―

医療福祉を総合的に考え、多様なニーズに応えるため
幅広い知識と技能を身につけた専門家の養成を目指す



Since  1991
川 崎 医 療 福 祉 大 学

愛
あ
り
て作

詞
・
作
曲
　
さ
だ
　
ま
さ
し

咲
く
花
は
時
を
違
へ
ず

生
ま
れ
来
し
　
土
を
憂
へ
ず

春
風
に
駘
蕩
と
し
て
　
君
咲
け
ば

あ
あ
我
に
　
愛
あ
り
て
　
我
人
と
な
る

学
舎
も
　
播
種
の
季
節
な
り

こ
の
道
を
　
生
き
な
む

往
く
雲
は
　
風
を
恨
ま
ず

そ
の
道
に
　
道
を
つ
く
ら
ず

失
意
に
も
　
泰
然
と
し
て
　
君
往
け
ば

あ
あ
我
に
　
夢
あ
り
て
　
我
人
と
な
る

学
舎
に
　
風
を
待
つ
な
り

こ
の
道
を
　
住
き
な
む

一
期
一
会
の
　
思
い
ゆ
か
し
学
舎

愛
あ
り
て
　
夢
を
紡
が
む

こ
の
道
を
　
生
き
な
む

花
咲
き
ぬ

作
詞
・
作
曲
　
さ
だ
　
ま
さ
し

思
へ
ば
桜
咲
く
頃
に
　
こ
の
学
舎
に
と
き
め
ひ
て

欅
の
葉
陰
　
樫
の
根
に
　
書
を
持
て
　
友
と
語
ら
ひ
ぬ

果
て
し
な
く
　
ま
た
束
の
間
の
　
我
が
青
春
の
一
頁

涙
拭
ひ
し
恋
あ
り
き
　
友
と
ま
な
び
し
愛
あ
り
き

　
嗚
呼
　
今
　
花
咲
き
ぬ
　
い
ざ
歩
め
や
も

　
我
が
師
　
我
が
友
　
我
が
学
舎
　
永
遠
に
忘
れ
じ

秋
に
は
紅
葉
散
る
頃
に
　
迷
ひ
し
我
に
教
へ
給
ふ

人
の
痛
み
其
は
我
が
痛
み
　
優
し
き
こ
と
は
強
き
こ
と

今
日
巣
立
ち
ゆ
く
　
こ
の
空
の
　
広
さ
に
誓
ふ

人
の
世
の
　
悲
し
み
を
ま
た
苦
し
み
を

照
ら
す
明
る
き
花
と
な
ら
む

　
嗚
呼
　
今
　
夢
咲
き
ぬ
　
い
ざ
進
め
や
も

　
我
が
師
　
我
が
友
　
我
が
学
舎
　
其
は
心
の
故
郷

川
崎
医
療
福
祉
大
学
学
歌

92 93

川崎医療福祉大学
学長　椿原 彰夫

医療福祉学部

医療福祉学科
臨床心理学科

子ども医療福祉学科

保健看護学部

保健看護学科

リハビリテーション学部

理学療法学科
作業療法学科

言語聴覚療法学科
視能療法学科

医療技術学部

臨床検査学科
診療放射線技術学科

臨床工学科
臨床栄養学科
健康体育学科

医療福祉マネジメント学部

医療福祉経営学科
医療情報学科
医療秘書学科

医療福祉デザイン学科



 ～川崎医療福祉大学のあゆみ～
一路春風

1990（平成  2）年 12月  川崎医療福祉大学設置認可
1991（平成  3）年  2月  校舎竣工
   4月   川崎医療福祉大学開学（初代学長 江草安彦）   

医療福祉学部（医療福祉学科、臨床心理学科）   
医療技術学部（医療情報学科、感覚矯正学科、   
健康体育学科、臨床栄養学科）設置

     開学式
     第1回入学宣誓式

10月   川崎学園創立20周年記念ならびに川崎医療福祉大学開学記念式典
1995（平成  7）年  3月  第1回卒業証書・学位記授与式
   4月   医療福祉学部に保健看護学科、医療技術学部にリハビリテーシ

ョン学科設置
1996（平成  8）年  4月   川崎医療福祉大学大学院開設   

医療福祉学研究科修士課程（医療福祉学専攻、臨床心理学専
攻）、医療技術学研究科修士課程（医療情報学専攻、感覚矯正
学専攻、健康体育学専攻、臨床栄養学専攻）設置

     第1回大学院入学式
1998（平成10）年  3月   第1回大学院学位記授与式
   4月   大学院医療福祉学研究科博士後期課程（医療福祉学専攻、臨

床心理学専攻）、医療技術学研究科博士後期課程（医療情報学
専攻、感覚矯正学専攻、健康科学専攻）設置

1999（平成11）年  4月   大学院医療福祉学研究科に保健看護学専攻修士課程、医療技
術学研究科にリハビリテーション学専攻修士課程設置   
3年次編入学制度導入

2000（平成12）年  4月   医療福祉学部に医療福祉マネジメント学科、医療福祉環境デザ
イン学科設置

2001（平成13）年  4月   大学院医療技術学研究科にリハビリテーション学専攻博士後期
課程設置

2002（平成14）年  3月  本館増築棟（東ウイング2）建築工事竣工
2005（平成17）年  4月   医療福祉マネジメント学部（医療福祉経営学科、医療秘書学科、

医療福祉デザイン学科、医療情報学科）設置   
大学院医療福祉学研究科に医療福祉マネジメント学専攻修士課
程、医療福祉デザイン学専攻修士課程設置

2006（平成18）年  4月   大学院医療福祉学研究科に保健看護学専攻博士後期課程設置
2007（平成19）年  4月   医療技術学部に臨床工学科設置
     ボランティアセンター開設
2008（平成20）年  4月  大学評価適合認定（大学基準協会）
2009（平成21）年  4月   大学院医療福祉マネジメント学研究科修士課程（医療福祉経営

学専攻、医療秘書学専攻、医療福祉デザイン学専攻、医療情
報学専攻）、博士後期課程（医療情報学専攻）設置

2010（平成22）年  9月   川崎医療福祉大学創立20年記念シンポジウム開催
2011（平成23）年  4月   大学院医療技術学研究科に臨床工学専攻（修士課程、博士後期

課程）設置
2015（平成27）年 11月  川崎学園アドミッションセンター開設
2016（平成28）年  4月   看護実践・キャリアサポートセンター開設   

川崎学園3施設（川崎医療福祉大学、川崎医療短期大学、
専門学校川崎リハビリテーション学院）合同入試およびオープン
キャンパス実施

2017（平成29）年  4月   医療福祉学部に子ども医療福祉学科設置   
医療技術学部に臨床検査学科、診療放射線技術学科設置

2019（平成31）年  4月   保健看護学部（保健看護学科）   
リハビリテーション学部（理学療法学科、作業療法学科、
言語聴覚療法学科、視能療法学科）設置

開学記念式典（1991年10月）

増築工事（東ウイング2）

第1回入学宣誓式（1991年4月）

起工式（1990年1月）

建設工事現場
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～
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就職広報1994
（1期生の就職に
向けて作成）

　昔から天与の職業、すなわち神が与えた職業は、人に奉仕する職業、人の悩み、苦しみにとり
くむ内容をもつものだといわれていました。皆さんは本学に入学されたときに、すでにこのような
崇高な使命を与えられています。そのような使命をもつゆえに、皆さんの就こうとする職業は尊い
のです。だからこそ、その職業によって社会に貢献しようとする皆さんの人生は価値あるものとな
ると思うのです。
� （医福大ニュース第28号　平成8年2月25日発行より抜粋）

江草　安彦　
初代学長（1991年４月～2003年３月）

思か わ ら ぬ 　  い

完成予想図

LL教室（本館5階）

外国語の授業で使用されていた専用の教室。
学生はヘッドフォンを装着し、モニターで教材
ビデオを視聴していた。

売店（講義棟1階）

開学当時、講義棟1階にあった売店

学生ラウンジ（本館2階）

食堂のような雰囲気で、照明も少し暗めだった「学
生ラウンジ」。奥に「ティーラウンジ」が見える。

コンピュータ実習室（本館棟3階）

当時最先端のブラウン管のモニターが並んで
いたコンピュータ実習室

   学内施設の  
移り変わり

　外観は開学当時とあまり変
わらないが、校舎増築により
なくなってしまった施設や、
テーブル等のリニューアルに
より雰囲気が一新された空
間もある。今となっては懐か
しい学内の光景の数々。

ティーラウンジ（本館2階）

「学生ラウンジ」に隣接し、コーヒーなどを提供していた
「ティーラウンジ」。「東ウイング2」増築により特徴的
な扇形のガラス窓はなくなった。

ティーラウンジ

学生ラウンジ
パウダーコーナー

学生ロッカー室

大学院案内

大学案内（1991〜2016）

Since  1991
川 崎 医 療 福 祉 大 学
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➡学部変更 医療福祉経営学科、
　医療秘書学科へ移行

➡学部変更
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学びの系譜 学部・学科の変遷
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「愛ありて ―川崎医福大ニュース―」
　広報誌「川崎医福大ニュース」（101号から「愛ありて ―川崎医福大ニュース―」）は、
学生相互および学生・教職員間の連帯感を高めるため、開学時から発刊。大学行事、教
員インタビューやゼミ紹
介等といった教育に関わ
る内容から、中庄地域の
人気スポット案内まで、医
福大生の日々の生活に密
着した話題の記事を掲載
し続けている。

広報誌
の変遷

創刊号 1991年 第100号 2010年
第101号 2010年 第139号 2019年
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2学部 6学科から5学部17学科へ
～日本初の医療福祉大学誕生から今日まで～

Since  1991
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総合教育センターの組織
　総合教育センターは、本学の初年次教育や基礎教育を担う部門と、教育研究活動を支援
する部門の合わせて4部門（医学教育・基礎教育・語学教育・教育研究支援）から成り、さま
ざまな分野の教員とAV機器を取り扱う専門職員など、個性豊かなメンバーで構成されている。
心・知・体すべてに優れた医療福祉人への成長の根幹を担うという思いを共有している。

基礎教育科目
初年次教育プログラムの中核を担う「医療福祉分野」をはじめ、「教養」「国
際コミュニケーション」「健康・体育」「情報」「総合」の6つの分野で構成。また、
コミュニケーション能力を高めるために「文章表現」や「基礎英語」を必修と
している。

スターツアワー
（Standard of Academic Requirements for Technical Subjects）

医療福祉の理念を実践できる人材育成を目指した多彩なプログラムで構成。
学園創設の精神を学ぶ講義に始まり、総合医療福祉施設「旭川荘」での研修、
附属病院などの見学を実施。学習スキルの習得や安全で充実した学生生活
を送るための講習などを含む。

ラーニングサポートセンター（LSC: Learning Support Center）

学生の学習意欲や基礎学力を向上させる総合的な学習支援を行うことを
目的に2018年に新設。国語・数学・英語・理科の基礎教育科目を中心に個
別指導や企画講座を実施。NIE実践指定校として「新聞カフェ」を開催し、
学生グループがオリジナル新聞を作成するワークショップを行っている。多
様化する学生に対し、「自習スペース」も含めた新たな形の学びの場を提供
している。
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企画講座「新聞カフェ」 「自習スペース」での学習風景

旭川荘研修

「医療と福祉」 「入門医学概論」

「人
ひ と

間をつくる 体をつくる 医療福祉学をきわめる」ための礎を築き、
人間性豊かな医療福祉人への第一歩を踏み出す
——総合教育センターによる教育活動——

　良き医療福祉人の育成には、本学学生すべてが「医学」「医療」「福祉」
の専門知識を備え、学園の一員としてのアイデンティティーと自負を持つ
ことが基盤となる。従来の「基礎教育科目」や新入生行事等の意義や目
的を、大学理念に照らし合わせて再編、「初年次教育」という形で教育の
中へ組み込み、学部・学科の枠を超えて共有することとした。

豊かな心と健やかな体を育み、大学生に必要な学力を身につける初年次教育

Since  1991
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 医療福祉学科 
医療福祉学部

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～
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医療福祉相談援助入門
アクティブラーニングを活用し、ソーシャル
ワークに関する知識と実践を学ぶ。グルー
プで現任のソーシャルワーカーにインタ
ビューするなどの課題に取り組む。

インタープロフェッション演習
医療福祉の実践に必要不可欠な“多職種
連携”を学ぶ。グループワークやプレゼンテー
ションを活用して他職種（他学科学生）と協
働しつつ学ぶ。

変わったこと
　現場で活躍するソーシャルワー
カーが増え続けている。同窓会と
の共催による「就職について先輩
に相談する会」の開催や、授業やゼ
ミナールへ卒業生を招くなど、卒
業生が在学生を支えてくれるよう
になった。

変わらないこと
　一貫して医療ソーシャルワーカー
養成に力を注ぎ続けている。

医療ソーシャルワーク論
医療ソーシャルワーク実習指導
社会保障や保健医療、患者とその家族
を取り巻く環境をさまざまな側面から
理解・支援するために必要な知識を培い、
「医療に強いソーシャルワーカー」を目
指す。医療機関での実習に向け、ソー
シャルワーカーとしての知識や技術、
価値観・倫理観等について考察を深
める。

精神保健ソーシャルワーク演習
少人数のグループで、精神保健福祉現場で
の相談場面を再現したロールプレイを活用
し、ソーシャルワークの価値や倫理、効果的
な支援を実践的に学ぶ。

【学科のあゆみ】 1991年　医療福祉大学開学と同時に設置

多様化する疾病や障がいのある人々の特性を理解し、
医療に強い実践力のあるソーシャルワーカーを育成
　開学以来、社会福祉士および社会福祉士をベースに精神保健福祉士の資格を取得し、より良い生活を支援する

「実践力のあるソーシャルワーカー」の育成に力を注いでいる。

木製車いす
［学科創設時に寄贈・作製時期は100年前］
　年代物のため、実際に乗ることはでき
ないが、時代を重ねて深みを増した色や
手触りから木のぬくもりが伝わってくる。
当時の利用者の生活を考えさせてくれる
存在である。

Since  1991
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 臨床心理学科 
医療福祉学部

心理に関する多様な社会的ニーズに対応できる
心温かく豊かな人間性を備えた医療福祉人を育成
　豊富な基礎および応用心理学関連科目と実習経験を通じて、人のこころや行動を科学的に捉える力を身につける。
国家資格「公認心理師」教育にも対応し、保健医療、福祉などの多様な分野で活躍できる人材を育成している。

トピックスTopics
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

心理実習Ⅰ・Ⅱ
病院や福祉施設において、支援を求める人々の心
理的ニーズを理解し、臨床心理学的な支援を学ぶ。
その体験をまとめ、学習を深める。
写真は、病棟実習での指導の様子（左）と、
心理検査結果をふまえ、事例検討をしている様子（下）

心理学的支援法
臨床心理学に基づく面接の知識と技術を学
ぶ。主要な心理療法の理論とその歴史的背
景も学び、演習を通じて実践的な技術を身
につける。

変わったこと
・多くの臨床心理士有資格者が生まれ、
各分野の実習指導者として後輩の教
育に尽力
・国家資格「公認心理師」と「精神保健
福祉士」の養成カリキュラムの実施
・創設当時の定員は50名、現在の定員
は80名

変わらないこと
・わが国初の「臨床心理学科」という歴
史的事実
・心理学の基礎領域の教育を大切にし
ていること
・こころに関心を持つ多様な学生と教職
員との自由闊達な学びの場であること

心理学実験Ⅰ・Ⅱ
実験、調査、観察等によるデータ収集。さらに、
分析結果をレポートにまとめ、こころを科学
的に捉える視点を身につける。

公認心理師
　心理に関する支援を要する人やそ
の関係者の相談に応じ、要支援者の
心理状態の観察・分析等を行い心の
健康の保持増進に寄与する専門職。
2018年度以降、本学科ならびに大
学院臨床心理学専攻修士課程にお
いて養成カリキュラムを実施している。

【学科のあゆみ】 1991年　医療福祉大学開学と同時に設置

定期試験
　卒業するには避けて通れな
いこと、それは、定期試験。試
験当日、頭を悩ませたことを思
い出す卒業生もいるのではな
いだろうか？ こちらは1994年の「心理学研究法」の試験問題。時間は経っても出題
内容は今なお色あせることはない。卒業生の皆さん、あらためてじっくりと解答してみ
てはいかがだろうか？　その当時の思いがよみがえるかもしれない。

Since  1991
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 子ども医療福祉学科 
医療福祉学部

病児・病後児、発達障がい児を含むあらゆる子どもと、
保護者を支援できる人材を育成
　川崎医療短期大学医療保育科の実績をもとに、医療・保育・幼児教育・ソーシャルワークに強い子ども支援者を
育成している。
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総合表現指導法 子どもの音楽的表現、造形的表現、身体的表現を総合的に育むため
の指導法について学び、実際に学生が作品を創作し公演。

子どもと遊びの指導法 子どもの「遊び」についての理論や指導法等を学び、子ども向
けの「わくわく子どもまつり」を開催。

パネルシアター
　温かみのある20セット
のパネルシアター。医療
保育科１期生が保育現
場で使うため教員と共に
制作し、今は後輩たちに
制作の見本として大切に
受け継がれている。

【学科のあゆみ】 2005年　医療短期大学医療保育科として開設
　　　　　　   2017年　医療福祉大学医療福祉学部子ども医療福祉学科に改組

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

かわさきこども園での実習

　本学科教員でもある園長・副園長の指
導のもと、1年次は全員「かわさきこども園」
（本学隣接）で施設見学、保育観察、参
加実習等を経験し、保育の役割を学ぶ。
（子どものケアと発達支援実習）

病児保育室での実習

　附属病院病児保育室との連携のもと、
2・3年次に施設見学、病児への保育支援、
保育計画の立案と実践等を通して、病児
保育室の役割について理解を深める。
（小児ケア実習）

「医療保育科」の看板
　医療短期大学での開
設時から北館入口に設置
していた、学生（医療保育
科1期生）と教員による
手作りの看板。オープン
キャンパスなどで来場者
を出迎えていた。

Since  1991
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 保健看護学科 
保健看護学部

人々の健康を包括的にとらえ、科学的根拠に基づいた知識と技術を用いて
人々の幸せに貢献する専門性の高い実践力のある看護職者を育成
　豊かな人間教育の上に専門の知識や技術を習得して、保健・医療・福祉等の幅広い分野で活躍できる人材を育成する。

トピックスTopics
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

小児看護学実習
保育園での健康な子どもへの保育経験、小
児科外来での通院児に対する理解、小児病
棟での患児の受け持ちを通して、看護実践力
を身につける。写真は、実習に先立ち、モデル
人形を使用した技術トレーニングを行う様子。

公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ
地域住民を対象にした保健活動の企画・実
施・評価を行う。写真は、保健師を目指す学
生が実習先の幼児に虫歯予防指導を行う
様子。

急性期看護学実習
附属病院、総合医療センター等で、病院から
在宅、誕生から終末期、救命救急等の幅広
い領域での臨地実習を行う。写真は、ガウン
テクニックの指導を受ける様子。

【学科のあゆみ】 1995年　医療福祉学部保健看護学科として開設
　　　　　　　 2019年　保健看護学部保健看護学科に改組（新学部設置）

「心肺蘇生人形」と「新型乳児人工蘇生訓練人形」
　保健看護学教育には、本物そっくりのモデル人形（シミュレーター）が
なくてはならない教材。現在は使われていないが、「心肺蘇生人形（レサ
シアン旧型）」は1996年に購入し、救急医療や救急看護学の授業で蘇
生技術演習に使用。また、「新型乳児人工蘇生訓練人形（旧型）」は学科
開設時から数年間、小児看護学の授業で口からの人工呼吸や心臓マッ
サージ等の赤ちゃんの心肺蘇生演習に使用していた。

診療補助技術論 看護師の基本技術、日常生活の支援など、「安全・安楽・自立」の原則
に基づいた技術をモデル人形や装着式キットを用いて演習し、技術
の科学的根拠を理解する。

病棟でのクリスマス会
　小児病棟に入院中の患児とともに、ク
リスマスの飾り付けや劇の披露など、楽
しい時間を共に過ごす。季節ごとの行事
を通して、子どもとその家族の心のサポー
トについて学ぶ。（小児看護学実習）

心肺蘇生人形（レサシアン旧型）

新型乳児人工蘇生訓練人形
（旧型）

Since  1991
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 理学療法学科 
リハビリテーション学部
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【学科のあゆみ】 1995年　医療技術学部リハビリテーション学科理学療法専攻として開設
　　　　　　　2019年　リハビリテーション学部理学療法学科に改組（新学部・学科設置）

保健や医療、福祉などの分野において、利用者や患者、 
障がい者の方々に貢献できる理学療法士を育成
　段階的な専門的知識・技術の習得を図るとともに、福祉社会創造の担い手として、喜びも悲しみも分かち合える豊か
な感受性を持ち、臨床の場で高度な客観的判断や自ら考えて行動ができる人材育成を目指している。

臨床基礎実習Ⅰ
講義で習得した知識・技術を臨床現場で再確認するとともに、社
会人としての礼節を身につける。定期試験では、技術や態度を判
定するため、教員が模擬患者となる実技試験を全国の養成校の
中でも先駆的に取り入れている。

補装具治療学実習
脳卒中片麻痺患者や切断患者の社会復帰には装具や
義足が必要になる場合がある。それまでに学習した補
装具治療学の知識を整理・補充し、義肢・装具・車椅
子の適合判定が正確にできるように実習を行う。

理学療法研究Ⅰ 
早期から附属病院リハビ
リテーションセンターの
現場を見学することで理
学療法士になるという目
標を明確にし、学習意欲
向上を目指す。 

臨床基礎実習Ⅱ
教員の指導のもと、臨床
現場で患者の理学療法
評価を行う。学内の実習
で、基本的な態度と技術
を身につけ、学外で行う
臨床実習につなげる。

変わったこと
学生数
　開設当初は「理学療法専攻 入学定員
30名」でスタートしたが、変遷する社会
のニーズに応え、現在は「60名」まで増員。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

ハバードタンク（1995－）

　水治療法と全身運動が行えるように工夫された浴槽。浴槽部の外寸
は縦2.2m、横1.8m、高さ0.9m、大人が寝たままの状態で入れるほど
の大きさであるため搬入に苦労した。また、実際に使用する場合は大量
の水が必要で掃除も大変であった。実習では、学生の代表者が水着を
着て入浴し、浴槽の底から気泡が出てくるお湯の中で運動を行った。

Since  1991
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 作業療法学科 
リハビリテーション学部
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【学科のあゆみ】 1995年　医療技術学部リハビリテーション学科作業療法専攻として開設
　　　　　　　2019年　リハビリテーション学部作業療法学科に改組（新学部・学科設置）

作業療法士の資格を基に、専門知識と技術をもって、
対象者の「その人らしい」生活の実現に貢献できる人材を育成
　リハビリテーションを推進するチームの一員として、対象者に寄り添い、作業を通して対象者を笑顔にできる
作業療法士の育成を目指している。

作業療法研究Ⅰ 
入学後早期に、附属病院で作業療
法の臨床場面を見学し、文献研究
を行い発表する。基礎医学科目に
おける知識習得の重要性を再認識
することができる。

臨床基礎実習AⅡ
教員が附属病院で担当している患者に協力を依頼
し、実施する実習科目。身体障害に対する作業療法
の評価から問題点の抽出、目標設定、治療計画立
案、治療プログラム実施までを行う。

日常生活活動学実習
日常生活上の動作について、障がいに
あわせた適切な指導方法や介助方法を
実践的に学ぶ。福祉用具の適応や住宅
改修を含めた生活環境の工夫も併せて
学習する。

基礎作業学実習Ⅰ
臨床場面でよく用いられる作業活動
について、その工程や用具、治療的応
用、管理を学ぶ。作品製作を通して、作
業が心身に与える影響について考える。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

骨・筋口頭試問
　解剖学の試験の一つであり、大学入学後最初の試
練となっている。骨や筋の模型を使い、一つ一つの名
称や場所を確認し、
その作用について学
習する。試験官に尋
ねられ、緊張して頭
が真っ白になった学
生も数多い。

電気炉（1995－）

　基礎作業学実習における陶芸制作に使用していた。どの筋がど
の程度作用するのかを考えつつ土を練り、ロクロやたたらを使っ
て成形した後、素焼きを行う。その後、釉薬で色をのせ、本焼きを
行う。火入れをした日は教員が朝まで居残り安全管理に努めた。
数日後の窯出しは、作品が割れていないか、色が飛んでいないか
とドキドキワクワクだった。

Since  1991
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 言語聴覚療法学科 
リハビリテーション学部

言語聴覚士として専門性の高い知識、優れた臨床技術の習得、 
新たな問題を解決する能力と豊かな人間性の育成
　言語発達やコミュニケーション、食べることの障がいに対して適切な支援を行える言語聴覚士を育てるとともに、
この分野で指導的立場になる人材の育成を目指す。 
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【学科のあゆみ】 1991年　医療技術学部感覚矯正学科言語聴覚専攻として開設
　　　　　　　2019年　リハビリテーション学部言語聴覚療法学科に改組（新学部・学科設置）

言語発達障害Ⅰ  
「言語発達心理学」で定型発達児の言語、認
知、社会性の発達を学び終えた後、各種の発
達障害の定義について学び、それぞれの障害
特性の知識を得る。３年次での臨床実習に向
け、基礎的な知識を学ぶための講義。 

聴覚障害Ⅰ  
聴覚障害の原因・種類・程度・評価について臨床に必要な知識を学び、聴覚障がい者・
児のニーズ、コミュニケーション方法等についてさまざまな視点から検討ができるように
知識を高め、臨床に備える。 

発声発語・嚥下障害学演習Ⅰ
発声発語・嚥下障害の最新の検査およ
び評価法を、言語聴覚士協会認定言語
聴覚士および摂食嚥下リハビリテーショ
ン学会認定士の資格を持つ教員が実地
で指導。

失語・高次脳機能障害学演習Ⅱ 
「高次脳機能障害」は一般的に理解されにくく、
「失認」は見えているのに対象物が何であるかわ
からない。この複雑な症状を認知、行為、記憶、
注意などの検査法を通じて理解し、臨床技法の
獲得につなげる。

変わったこと
「グループワーク」の実践 
　多様化する言語聴覚士の仕事や役割
を知ってもらうことや、言語聴覚士を志す
人の意欲向上につなげるためにさまざま
な活動を展開。岡山県内の障がい者支援
施設・作業所でのグループワーク実習や、
岡山県言語聴覚士会が主催する「言語ま
つり」ヘボランティアスタッフとして参加
するなど学生は貴重な体験を通じて成長
していく。 

ITPA 言語学習能力診断検査
（1991－2018）

　廃版とともに要綱から姿を消した小児
言語発達の検査道具。改定でイラストが新
しくなり「カセットテープ」も「ITPA言語学
習能力診断検査CD」に進化したが、大学で使用しているものに
は今も「カセットテープ」が入っている。現代の学生にはなじみの
ない「カセットテープ」や「フィルム」といった言葉が用いられている。 

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

オージオメータ（1991－2017）

　開学当時は最新だった聴力検査機器「AA-70」（RION社製）。
真っ黒な画面に緑色のオージオグラムがまぶしかったが、27
年が経ち、画面が映らなくなり廃棄。
「AA-69」や「ネオメータ」（乳幼児用）は
今なお現役で実習に用いられており、学
生が「ネオメータ」を持って、ついついピ
ストルのように遊んでしまう光景は昔と
同じ。

Since  1991
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 視能療法学科 
リハビリテーション学部

　視能訓練士養成機関の歴史と伝統、優れた教育ノウハウで、視能障害の検査や症状の分析を正しく行うための
知識と技能を身につけ、患者の不安を和らげることのできる視能訓練士の育成を目指している。
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

高い専門知識と臨床技術、問題解決能力を備えた
人間性豊かな視能訓練士を育成

視能検査学実習Ⅱ 弱視や斜視における視能検査の測定法や評価法を学ぶ。視能療法学
の土台となる重要な科目。

視能検査学実習Ⅰ
主に、視力・屈折・視野など視覚入力に関す
る検査について、原理に基づき実習を行う。
写真は、網膜断層像を撮影する検査の実習
風景。

臨床視能学実習Ⅱ
視能検査と医療面接を通じて、臨床技術と
コミュニケーション能力の習得を目指す。学
期末には4年次の学外病院実習に向けて
OSCE（客観的臨床能力試験）が行われる。

視能臨地実習Ⅰ
2年次から行う附属病院での臨床現場実習。
写真は「視力検査」の実習風景。

【学科のあゆみ】 1991年　医療技術学部感覚矯正学科視能矯正専攻として開設
　　　　　　　2019年　リハビリテーション学部視能療法学科に改組（新学部・学科設置）

病院実習開始式
　2年次で初めて病院実習を行う
にあたり、医療に携わる者としての
自覚を持ち、知識や技術の統合を
目指すことを宣誓する。

視能矯正学実習書
“視能矯正を学ぶ”わが国初の4年
制大学において、視能矯正について
体系的にまとめられた貴重な実習書。

ファンダスハプロスコープ
眼底を観察しながら両眼視機
能の評価ができる。

ブレインアトラス
視覚誘発電位を経時
的にマッピングできる
脳波計。

懐かしの実習器具・装置

筒井式研究計画
実施表
筒井 純初代学科長
が考案。
論理的に考える習慣
が身につく秀逸な表。

Since  1991
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 臨床検査学科 
医療技術学部

臨床検査の確かな知識や技術を習得し、豊かな人間性と
コミュニケーション力を備え、自ら学びを継続できる人材を育成
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

　知識と技術、検体や検査機器の取り扱いを習得し、高度化する現代医療が求める検査法・検査サービスの多様性に
応じて自己研鑚力を発揮し、かつ倫理観を備えた専門的医療技術者である臨床検査技師を目指す。

旧ワッペン

ワッペン授与式
　医療短期大学臨床検査科として開設
以来、実習着「緑衣」は何度かデザインを
変更しているが、前身の学科カラーであっ
た「緑色」は継続。「ワッペン」は3年次生
が「ワッペン授与式」で授与される、病院
実習を行うことを許可された証。医療福
祉大学に改組後、2019年にさらにリ
ニューアルした。

各種臨床実習（病院実習）
病院の中央検査部において各部門（血液、生
化学、免疫、生理機能、微生物、病理など）を少
人数グループで回る、臨床現場での実習。患者
への接遇態度も学ぶ。

神経生理・超音波検査学実習
脳波・筋電図検査や超音波検査の原理や
検査の方法、波形と病気との関連付けなど
を学ぶ。

病理検査学実習
メスで薄切した臓器をスライドガラスの上
で染色するという工程や原理を学ぶ。また、
特殊な染色により、組織や細胞の何がどの
ように染まるのかを学び、疾病と関連付け
た学習を行う。

【学科のあゆみ】 1973年　医療短期大学臨床検査科として開設
　　　　　　　 2017年　医療福祉大学医療技術学部臨床検査学科に改組

医療短期大学実習室と器具乾燥棚（1975－2018）

血液検査学臨床実習
附属病院中央検査部血液部門
での実習。血液中の成分（白血球
や赤血球など）の数や形態・機能
の検査や病気との関わりを現場
で実践的に学ぶ。

新ワッペン

（医療短期大学210実習室）
昭和49年度生
オリエンテーション・基礎実習風景

昭和50〜52年度生
基礎実習で作成中

昭和50年度生頃の学生が手作りし、2018
年まで、約40年にわたって使用。器具や容
量によって異なる径の穴を開け、メスシリン
ダーなどをかけて乾燥できるようにしていた。

2012年 血液検査学実習風景
顕微鏡が進化している

（医療短期大学210実習室）

（器具乾燥棚）

Since  1991
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 診療放射線技術学科 
医療技術学部

最新医療に対応できる専門的かつ実践的な知識と技術を
身につけた診療放射線技師の育成
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　医療技術の進歩に対応できる継続的学習能力と探求心を培う。さらに、豊かな人間性と高い倫理観、さまざまな課題
に対応できる問題解決能力とコミュニケーション能力を持った医療人を育成する。

現ワッペン旧ワッペン

授章式・臨床実習開始式
　授章式では、臨床実習への参加を許
可する証として、学生一人一人にワッペ
ンが授与される。医療短期大学の頃から
40年以上続く、学科の伝統行事である。
医療福祉大学１期生からワッペンのデザ
インをリニューアルした。

レントゲン博士像
　医療短期大学時代から鎮座する「レ
ントゲン博士像」。レントゲン博士による
X線の発見によって、診療放射線技師の
仕事であるX線撮影が始まった。学科を
象徴する偉人であり、第1回ノーベル物
理学賞の受賞者である。

診療画像技術学基礎実習
臨床実習の一環として学内で行う実技練習。X線撮影の基本である骨撮影のポジショニングや、
人体ファントムを撮影したX線画像による解剖学の学習、超音波検査や無散瞳眼底カメラ検
査など、さまざまな手技を習得する。

医学概論
入学早々の1年次春学期に、附属病院中
央放射線部で臨床現場を見学し、診療放
射線技師になる自覚と勉強への意欲を奮
起させている。 

放射線機器工学基礎実習
医療画像の画像処理法や、CT画像を用い
た画像再構成・3次元画像表示法など、診
療放射線技師として必要な画像処理法や
画像解剖学について学習する。

【学科のあゆみ】 1977年　医療短期大学放射線技術科として開設
　　　　　　　 2017年　医療福祉大学医療技術学部診療放射線技術学科に改組

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

35mmモノクロフィルム現像セット
　学生たちはアナログ画像の写真処理を学ぶため、カメ
ラで撮影したモノクロフィルムを
現像し印画紙に焼き付け、写真
画像を作成していた。デジタル
画像が当たり前の現在では懐か
しい品である。

直線軌道断層撮影装置 
　この装置は人体の断面像が撮影される
原理を理解するため、学内での基礎的な
実験や実習で活躍していた。しかし「X線
CT」の普及により全国の医療施設から姿
を消し、学内でも必要性がなくなっていっ
た、今となっては懐かしい装置である。

画像化技術の進歩とともに

トピックスTopics

Since  1991
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 臨床工学科 
医療技術学部

医学と工学を基礎とする臨床工学の知識・技能と、科学的思考力および
医療従事者としての倫理観を身につけた臨床工学技士の育成
　豊かな教養と高い倫理観に裏付けられた医療従事者としての感性を有し、医学と工学を基礎とする臨床工学の知識と
技術を兼ね備え、さらにそれを維持・発展できる人材の育成を目指す。 

生体機能代行装置学実習 
臨床工学技士の業務で中心的に取り
扱う、呼吸・循環・代謝に関わる装置
について、実際の医療機器を使用し、
使用目的や使用方法についての理解
を深め、スキルを身につけるとともに、
保守点検技術も習得。

治療機器学実習
治療目的や治療原理を理解するとともに、
それぞれの装置の基本的な操作方法や
点検技術を学ぶ。
写真は、電気メスを使用している様子。

生体計測実習
生体計測概論・詳論の講義で、理論を
学んだ生体計測の方法を実習を通じ
て実際に確かめ、その知識や取り扱い
方法を身につける。

基礎理工学実験
臨床工学に必要な物理
学の知識向上を目的と
し、力学の現象を実験を
通じて理解する。
写真は、「ペットボトルロケット」を製作し
て飛ばす実験の様子。

108 109

【学科のあゆみ】 1988年　医療短期大学医用電子技術科として開設（1999年　臨床工学科に学科名変更）
　　　　　　　2007年　医療福祉大学医療技術学部臨床工学科に改組

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

医用テレメータ（アナログ式） 
　地上波デジタルテレビ放送や携帯電話
など、通信にデジタル方式が採用される以
前に活躍した、アナログ式の生体計測モニ
タ。扱う機器がアナログからデジタルへと
変わっても、テレメータのチャンネル管理は、
昔も今も臨床工学技士の重要な仕事の一
つである。 

臨床実習開始式
　臨床実習へ臨むことのできる証として、3年次に
臨床実習開始式を行う。実習開始に向けて、卒業
生や職員からアドバイスや激励の言葉を受ける。 

Since  1991
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 臨床栄養学科 
医療技術学部

臨床栄養学の高い専門性を生かし医療福祉分野において
全人的な栄養管理を実践できる管理栄養士を育成
　急速に進行する少子高齢社会にあって、食生活・栄養管理の課題は重要性を増している。社会の要請に応えられる、
豊かな人間性、臨床栄養を軸に幅広い専門知識と経験を備えた人材の育成を目指す。

110 111

臨床栄養学実習、病態栄養管理実習
糖尿病や腎臓病等の病態を理解し栄養管理のあり方を
学ぶため、ベッドサイドでの患者情報の収集や、食事内容
の検討、栄養指導方法を体験する。病気の診断のための
検査の見学や、チーム医療についても体験し、コミュニケー
ションスキルを磨く。

管理栄養士概説
1年次春学期に小グループで病院管理栄
養士のさまざまな役割（フードサービス、栄
養相談、透析・糖尿病・消化器疾患などの
栄養管理等）を見学し、4年間の学修の動
機付けとする。

健康管理実習
近隣地域における健康や栄養につ
いての課題解決のため、「健康教室」
を開学以来継続して行っている。学
生は自ら課題を整理し、開催内容を
企画・提案する。地域住民と直接関
わることで、地域における栄養活動
の運営方法について学ぶ。

【学科のあゆみ】 1983年　医療短期大学栄養科として開設
　　　　　　　 1991年　医療福祉大学開学と同時に医療技術学部臨床栄養学科に改組

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

調理実習室の包丁
　開設以来、調理実習で
使用されてきた包丁。研ぎ
ながら大切に使用されて
きたが、2018年に新しいものになった。
この包丁を使って行ったキュウリの小口
切りの実技試験は、卒業生の懐かしい思
い出となっている。

臨床栄養学科を鼓舞する横断幕（1998－）

　1998年に、
大学院修士課
程臨床栄養学
専攻修了生（1
期生）から、臨
床栄養学科のこれからの発展を期待して贈られた「横
断幕」。学科の歓送迎会や祝賀会などで掲げ、思いを一
つにしている。

変わらないこと
　医療短期大学時代から行われてきた長
期間の臨地実習。現在も3年次秋学期に病
院、福祉施設、学校、保育園、保健所などの
施設で21週間の実習が行われている。

臨地実習開始式

1983年〜

2018年〜

Since  1991
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 健康体育学科 
医療技術学部

トピックスTopics
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【学科のあゆみ】 1991年　医療福祉大学開学と同時に設置

健康学、体育学、医学における専門教育を行い、科学的な健康・体力づくりの
推進役として幅広いライフサイクルにおいて活動できる人材の育成
　科学的な健康・体力づくりの推進役として、個々人の身体機能や生活環境を考慮した適切な運動処方と実技指導の
できる健康運動実践指導者、健康運動指導士、ならびに学校での健康教育に関わる教員の養成を目的とする。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

ストレインゲージ式水中体重計
　かつてはヒトの体脂肪率を測定するために「水
中体重法」（息を吐き、水に潜った際の体重を測
定）を用いていた。現在は「体脂肪計付き体重計」
などで手軽に測定できるが、本学科では「水中
体重法」を今でも学んでおり、開学当時からの「水
中体重計」（現在は製造終了）を大切に使用して
いる。

体力測定法実習B 
体組成評価や最大酸素摂取量測定、マシン
を用いた筋力測定や映像からの動作解析等、
各種体力測定に必要な知識と技術をさまざ
まな角度から習得する。また動物実験を通じ
て、体力科学に関する基礎的理解を深める。

体育指導法B（遠泳実習） 
新入生が最初に経験する、開学当時から続
く学外実習。生きた水を知り、自然を体感し、
励まし合いながら隊列を組んで完泳する意
義を学び、海での集団生活を通して「健康体
育学」に触れる。

　1999年から倉敷市と連携し、市民
対象のスポーツ教室を開催している。
開始当初は、参加者の健康づくりが目
的であったが、現在は運動指導ボラン
ティアの育成に軸足を移し、地元倉敷
の健康づくりに貢献するとともに、健
康運動指導士を目指す学生教育の場
として重要な役割を担っている。

倉敷市中高年健康スポーツ教室

運動処方演習実技Ａ 
中高齢者に必要な体力や測定法を理解
し、介護予防、生活習慣病の予防・改善
のための運動プログラム作成に必要な
知識と指導するための技能を習得し、健
康運動指導に対する理解を深める。

Since  1991
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 医療福祉経営学科 
医療福祉マネジメント学部
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【学科のあゆみ】 1977年　医療短期大学医療秘書科として開設
　　　　　　 　2000年　医療福祉大学医療福祉学部医療福祉マネジメント学科に改組
　　　　　　　 2005年　医療福祉マネジメント学部医療福祉経営学科に改組（新学部・学科設置）

専門知識と問題解決能力を有した、 
医療経営ができる実践力のある人材を育成
　社会的動向や医療福祉政策等についてのマクロ的視点とともに、医療福祉施設運営や経営管理等についての
ミクロ的視点を備えたマネジメントの専門家を育成する。 

基礎ゼミⅢ 
患者に安心・安全な医療を提供するより良
い病院づくりのため、医業経営スタッフに不
可欠な戦略立案能力を身につける。 
写真は、ガントチャートの作成演習。目的達
成のために最適な業務手順をガントチャー
トによって作成している。

実習概論  
学外実習を行うための実践力を身につける。
知識を得た後、グループワーク、ロールプレ
イで実践力を定着させる。 
写真は、OSCE試験に備えてグループでロー
ルプレイに取り組む様子。

基礎ゼミⅡ 
より良い病院経営のため、実践的な病院経営の知識、技術を身につけることを目標にブレイン
ストーミング、K-J 法、フィッシュボーンなどの方法を学ぶ。
写真は、「K-J 法」の使い方を訓練している様子。 

医療福祉マネジメント各論A 
医療機関の財務管理、組織経営等を学ぶ。本
講義は、医業経営管理能力検定にもつながって
おり、合格者数は全国１位を更新している。この
検定の先には「認定登録医業経営コンサルタン
ト」資格があり、史上最年少の合格者を輩出し
続けている。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

「医療福祉マネジメント学科」時代の「実習着」
　本学科と医療秘書学科の前身である「医療福祉マネジメント
学科」の実習は、2つのコースに分かれて行っていた。
　マネジメント・テクノロジー・コースは附属病院事務部、中央病
歴室（現医療資料部）、旭川荘で、セクレタリアル・テクノロジー・コー
スは、附属病院事務部、中央病歴室、医科大学中央教員秘書室および臨床系教授
室で、医療福祉現場の総合的なマネジメントを理解するための実習を行っていた。
　当時の実習着は男女とも同じデザインであった。 

デンマーク医療福祉研修
（学外実習Ⅱ）

　基礎ゼミおよび実習概論、学外実習Ⅰ
で身につけた力を外部の医療機関、福祉
施設、医療関連企業等で実践。希望者は
デンマークでの医療福祉研修に参加。 

デンマークでの研修風景

学外実習報告会

Since  1991
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 医療情報学科 
医療福祉マネジメント学部

情報科学の知識・技術を生かし、より良い医療のための
情報化推進に貢献する医療情報の専門家を育成
　診療情報管理士と医療情報技師のダブルライセンス取得により、診療情報管理、医療情報技術の両面から医療を
支援する医療情報の専門家を育成している。

トピックスTopics
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背景が黒い画面に、CASLというプロ
グラミング言語を打ち込み、文字を表
示させたり、模様を描いたりしていた。

２期生が作成した教員似顔絵
似顔絵Tシャツ（2004年） 本学科学生が作成

川崎医療福祉大学
初代ホームページ

　入院中の小中学生の視野を広げ、生
活経験を豊かにすることを目的に、本学
科学生がパソコン学習を支援しており、
20年以上続けている。子どもたちがパ
ソコンで描いた作品は「全国院内学級
絵画展覧会」に出展している。 

病院実習
3年次に附属病院および総
合医療センターの診療情報
管理部門等で行う６週間の
実習。業務上の課題を見つけ、
病院情報システム開発につな
げる。 

ネットワークⅠ・同実験
学生自らがパソコンや機器を接続してネットワークを構築。ネッ
トワークを流れるデータを可視化し、その仕組みを肌で感じ
取る本学科ならではの実験科目。 

【学科のあゆみ】 1991年　医療福祉大学開学と同時に医療技術学部医療情報学科として設置
　　　　　　　2005年　医療福祉マネジメント学部医療情報学科に改組（新学部設置）

学科教員の似顔絵データ

病院実習開始式

　「病院実習」に先立ち、病院実習開始
式を開催。学生たちは
決意を述べ、学科ワッペ
ンを着用し、身も心も引
き締める。 

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

“DOS/V”パソコン

情報技術総合演習
病院実習で得られた課題を解決するシステムを、授業で習得し
た知識や技術を用いて３人一組のチームで開発。自分たちの力
でシステムを完成させ、デモンストレーションを行う。

附属病院院内学級サポート

Since  1991
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 医療秘書学科 
医療福祉マネジメント学部

　医療秘書教育40年を超える実績のもと、全国唯一の4年制学科として常にパイオニア精神を持ち続け、
医療現場からの期待に応える人材の育成を目指している。 

トピックスTopics
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Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

医療短期大学時代の制服とワッペン
　定番の「ブラウン色」の制服を着て通学し学生
生活を送っていた。「ワッペン」（1978〜
2000年）は、最終学年に進級した証とし
て左腕に着け、病院実習へ臨んでい
た。 

ACUでの海外研修（2006－2013）
　学科独自の海外研修
を、シドニー（オーストラリ
ア）にある「オーストラリア
ン カソリック大学」（通称
「ACU」）で行っていた。延
べ100人の学生がホーム
ステイや病院見学などを
行い、異文化体験をした。

医療現場で気配り・心配りをし、段取りマネジメント手法で
チーム医療を支える医療秘書を育成

学外実習Ⅰ
医科大学の教授のもとで行う実
習。患者のために診療・教育・研
究に携わる「医師」としての姿を
見て、その右腕となる医療秘書
としての心構えと身につけるべ
き態度を学ぶ。

【学科のあゆみ】 1977年　医療短期大学医療秘書科として開設
　　　　　　　 2000年　医療福祉大学医療福祉学部医療福祉マネジメント学科に改組
　　　　　　　 2005年　医療福祉マネジメント学部医療秘書学科に改組（新学部・学科設置）

　医療秘書として基本的な接遇技能を習得している
証として、学生全員が「秘書技能検定」（公益財団法
人 実務技能検定協会）を受験。準1級以上の合格を
目指し（2級には毎年全員合格）、面接等の練習に励
んでいる。教員による熱心な指導のもと、学生たちは
日々努力を重ね、成績優秀者に贈られる「優秀賞」や
「団体優秀賞」の受
賞実績を持つ。これ
からも高い接遇能
力を備えた人材を
育成していく。

「秘書技能検定」
　　団体優秀賞受賞

医療組織論 
医療秘書の段取りマネジメン
ト手法に、国際標準のプロジェ
クトマネジメント手法を取り入
れている。 

医療秘書機能演習
医療秘書が実務を行うために
必要な知識を、技術的な面で
も習得できるように、ICT機器
や電話等の設備を使いながら
実習している。内容は、他の科
目（医療秘書学概論、オフィス
スタディ等）とリンクしている。

ワッペン

医療短大時代の
制服（1988〜2000
年頃のデザイン）

Since  1991
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 医療福祉デザイン学科 
医療福祉マネジメント学部

【学科のあゆみ】 1994年　医療短期大学医用デザイン科として開設
　　　　　　　 2000年　医療福祉大学医療福祉学部医療福祉環境デザイン学科に改組
　　　　　　　 2005年　医療福祉マネジメント学部医療福祉デザイン学科に改組（新学部設置・学科名変更）

トピックスTopics
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医療福祉分野において、デザインのセンスとスキルを応用して
主体的に価値創造と問題解決ができる人材を育成
　デザインによるコミュニケーション能力、医療福祉現場におけるさまざまな問題を解決するためのデザインセンスと
スキルの応用能力、医療福祉業務を高度にサポートする技術を習得する。 

ビジュアルコミュニケーション  
デザイン
医療福祉機関での案内表示や広報活動をテー
マにし、調査・分析から企画・デザイン・プレゼ
ンテーションまでの制作プロセスを実践的に
学ぶ。デザイン制作以外にも交渉力など、社会
人として必要とされる能力を養う。 

メディカルイラスト
基礎医学、臨床医学の基礎的知識をベー
スに、医学・医療情報を視覚化するための
構成力、表現力を養う全国でも珍しい授業。
2DCG、3DCG、3Dプリント、3Dスキャン
などの多様な表現を駆使し、難解な内容を
わかりやすく正確に伝えるメディカルコミュ
ニケーターの育成を目指す。

ホスピタルデザイン
「ホスピタルデザイン（医療福祉施設へのデ
ザイン導入による貢献）とは何か」というテー
マに対し、自分なりの回答を視覚的に表現
しプレゼンテーションを行う。

　デザインの応用により医療の現場で
活躍できる人材を育成し、医療関連領
域におけるデザイナーとしての新たな職
域を確立するため、2013年より開始。
これまでに86人が認定され県内外で
活躍（2019年3月現在）。 2018年か
らは、認定対象者範囲を拡大し、認定
医療デザイナーとしてのさらなる展開が
期待される。

「認定医療デザイナー」
（ホスピタルデザイン研究会による
認定資格） 

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしいモノ～

ミロのヴィーナス石膏像
　デッサン用に購入したが教室の
天井が低く圧迫感があったため、
学科実習室フロアのロビーに設置。
デッサンにも活用しつつ、学科の
シンボル的存在として、学生には
世代を超えて親しまれている。 

Since  1991
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大 学 院

研 究 活 動
　本学は、研究者の自由な発想に基づく研究活動を全学的に支援し、医療・福祉の発展に寄与するため、さまざま
な取り組みを積極的に展開している。

「医療福祉研究費」による研究助成

研究発表の場  ―川崎医療福祉学会―

研修会の開催

116 117

　医療福祉の領域における高度専門職業人・指導者の養成を目的として1996年に修士課程 2 研究科 6 専攻か
らスタートした本学大学院は、現在の3 研究科13専攻へと発展し、これまでに894名に修士、157名に博士の学
位を授与（2019年 3月現在）し、理論と実践力を備えた専門職・研究者・教育者を輩出してきた。近年では、一部
の専攻において専門領域に特化したコースを設け、社会のニーズに対応した専門職業人を育成している。また学
部と同様、大学院でも「多職種連携」に重きを置き、「大学院専攻交流会」を2015年から実施。研究科、専攻を超
えた教員と大学院生の交流および指導の連携推進の場となっている。

　独創的で医療・福祉分野に貢献できるような研究の推進に対し支援・配分を行うもので、2006年から助成開始。これ
までに228件に対し助成。学内の複数の研究者による共同的なプロジェクト研究を対象に授与されており、学内の研究
者の横断的な研究交流・研究促進に寄与している。2008年から「医療福祉研究報告会」を開催し、140件の論文や研究
報告書等が提出された。

　研究倫理の意識強化や研究不正防止を図るため「研究者等の倫理的配慮に関する研修会」、「コ
ンプライアンス等研修会」等をFD・SD研修会として開催している。また、科研費獲得を目指す研
究者を対象に獲得研修会を毎年開催。科研費獲得や科研費審査委員の実績がある学内研究者
によるワーキンググループを組織し、提出された申請書に対してあらゆる観点から客観的なアドバ
イスを行う体制を構築している。科研費獲得件数は、ここ数年で倍以上となっている。 医療福祉研究報告会

　医療福祉大学開学の1991年、各種専門領域を超えた学際的な学会として「川崎医療福祉
学会」が創設され、「川崎医療福祉学会誌」（和文誌）、「Kawasaki Journal of Medical 
Welfare」（英文誌）を発刊。「川崎医療福祉学
会研究集会」を開催し、現在までに1636編の
研究報告を行っている（2019年現在）。川崎医療福祉学会研究集会

（年2回開催）

川崎医療福祉学会誌（和文誌）  Kawasaki Journal of Medical 
Welfare（英文誌） 

　臨床心理学専攻の大学院生が、一般の
相談者からの心理相談に当たり、心理面
接技術を身につける。臨床心理士養成の
ための実習機関として1997年に開設され、
現在は公認心理師養成のための実習も行っ
ている。

附属心理・教育相談室
―臨床心理士・公認心理師育成の場―

保護者面接

Since  1991
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川崎医療福祉大学大学院の変遷

➡

特色ある
コースを設定

◆ 発達障害（TEACCH）コース、遺伝カウンセリングコース（医療福祉学）
◆ 助産学コース、がん看護学コース（保健看護学）

〈開設当時（1996年度）〉
研究科 専　攻

医療福祉学 医療福祉学
臨床心理学

医療技術学
医療情報学
感覚矯正学
健康体育学
臨床栄養学

※修士課程のみ 

〈現在（2019年度）〉
研究科 専　攻

医療福祉学
医療福祉学（修士・博士）
臨床心理学（修士・博士）
保健看護学（修士・博士）

医療技術学

感覚矯正学（修士・博士）
健康体育学（修士）
臨床栄養学（修士）
健康科学（博士）
リハビリテーション学（修士・博士）
臨床工学（修士・博士）

医療福祉
マネジメント学

医療福祉経営学（修士）
医療秘書学（修士）
医療福祉デザイン学（修士）
医療情報学（修士・博士）



生涯学習、スキルアップの場として ―専門職の育成による地域貢献―

116 117

医療や医療福祉の専門性と、専門職育成の実績を生かし、生涯学習の場を提供し
地域へ貢献している。

●TEACCH自閉症プログラム実践者の育成
　自閉症者（児）やその家族等の支援のため、「TEACCH自閉症プログラム」の普及活
動に力を入れており、自閉症に関わる専門職者や一般社会人を対象に「自閉症特別講座」
やセミナーなどを開催し、高度な専門家や実践者の育成を目指している。これらの活動は、
TEACCHプログラムの日本での第一人者であった故佐々木正美教授（医療福祉学科）
が原点。2004年にノースカロライナ大学医学部TEACCH部と姉妹大学の提携を結び、
本学に「TEACCH 部」を設置（2005 年）。2015 年度には「社会連携センター　
TEACCH Autism Program （TEACCH自閉症プログラム）」に改組し、自閉症者（児）
の自立支援や社会への理解を深めるため、人材育成に取り組んでいる。

●自閉症者（児）のための水中運動教室（健康体育学科）

　2003年から、岡山県内の自閉症者（児）を対象とした水泳教室を本学の温水プー
ルにおいて開催している。水中では関節などへの負荷が少ない筋力トレーニングなど
が可能で、身体機能向上が目指せる。水泳教室の開催は、自閉症者（児）の社会参加
に大きく寄与している。

自閉症者（児）への支援、理解を深める取り組み

「自閉症特別講座」修了式（毎年約20名が受講）

自閉症者（児）のための水中運動教室

　変化する社会や制度、そして多様化するニーズに
応え、地域保健・医療・福祉に貢献できる看護職の
育成と個々の看護職のキャリア支援および社会人
の学び直しの機会を提供するため、川崎学園は
2017年に「特定行為研修指定研修機関」として、中
四国の大学病院で初めて認定を受けた。
　活動運営拠点として「看護実践・キャリアサポート
センター」を本学に新設し、「看護師特定行為研修」、

「認定看護管理者教育課程ファーストレベル研修」と、
テーマを決めて行う「一般職看護師等研修」および

「認定看護師教育課程（心不全、クリティカル）」を柱
とし、実践的かつ質の高い教育プログラムの企画・
運営を行っている。研修の場として附属病院、総合医療センターと協働し、
学園一体となって、地域の人材育成と医療の質の向上を目指している。

人材育成、地域医療の質の向上に貢献  ―看護実践・キャリアサポートセンターの活動―

フィジカルアセスメント 演習中

「人工呼吸器設定変更ハンズオン」研修風景

　医療秘書学科では、2014年度から「クリニカルセクレタリー育成プ
ログラム」を行っている。「クリニカルセクレタリー」とは、医師を補佐（電
子カルテへの要約記録や投薬等の代行入力）
し、チーム医療の円滑なマネジメントを行う
ハイレベルな医療秘書のことで、プログラム
開始以来、約30人の学生・社会人が認定さ
れている。

クリニカルセクレタリーの育成（医療秘書学科）
　本学では、教員として必要な資質能力が保持さ
れるよう最新の知識技能を身につける「教員免許状
更新講習」を、毎年実施している。実施にあたって
は、教職課程を有している医療福祉、保健看護、
健康体育学科が、専門性を生かした内容で講習を
行い、本学の教育活動を幅広く還元している。

教員免許状更新講習

Since  1991
川 崎 医 療 福 祉 大 学
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創 設 者  川 﨑 祐 宣 先 生 の 顕 彰 碑

郷 土 の 誇り

　2000（平成12）年12月20日、川﨑祐宣先生が育った鹿児島県姶良郡横川村中ノ（現 霧島市
横川町）の屋敷跡に建立された顕彰碑。当時の横川町長らが発起人となり、町内外の多くの賛同者
から寄せられた募金によって、建立する運びとなりました。
　「横川町で生まれ育った偉人川﨑祐宣先生を広く町民に認知していただき、郷土の誇りとして、また、
21世紀を担う子どもたちの将来に向けての活力源となってほしい」との意が込められています。
　碑文の最後には、「病める人とそれをつつむ社会への奉仕を信条に医療と福祉に一生を捧げ、医療・
教育・福祉の三本の苗を大きく育て実らせた。川﨑博士は、太っ腹な薩摩隼人として知られ、座右の
銘“敬天愛人”を実践した人とたたえられている。また、横川町への愛着が強く、生涯鹿児島のお茶を
たしなまれた。」と刻されています。なお、この跡地は霧島市へ寄附され、霧島市は記念公園として
整備する計画です。

鹿 児 島 県

鹿児島市◎ 生家

霧島市横川町

K
aw

asaki G
akuen Episodes
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大学理念
人

ひ と

間をつくる
体をつくる
医療福祉学をきわめる

　川崎医療短期大学は、創設者川﨑祐宣
の壮大な構想を持って発足された川崎学
園において、川崎医科大学、川崎医科大
学附属高校に次ぐ三番目の施設として1973
（昭和48）年 4月に開設された。その教育
は、高度な専門知識と優れた医療技術を
持った有能な専門的医療技術者を養成する
という先駆的なものであった。優れた医療
技術者の養成は医師の養成と同等に重要と
考え、全国有数の施設設備を整備し、講義
と臨地実習が適切に行われるカリキュラム
を編成した。また、専門科目と同様に教養
科目を重視し、協調・協力の精神と習慣を
身につける教育に努めた。
　開設当初は、第一看護科、第二看護科
および臨床検査科の 3 学科で構成されて
いたが、その後の学科増設により7 学科
1 通信教育部を擁する一大医療系短期
大学に成長した。そして豊かな人間性と、
医療現場で活躍できる実践力を身につけた
人材を輩出することで高い評価を得てきた。
　近年の医療福祉大学への改組を経て、
現在は看護科と医療介護福祉科の 2 学科
体制となっているが、2つの大学病院を中心
とした川崎学園ネットワークの恵まれた実習
環境に全国から高い目的意識を持った学生
が集い、卒業後はその多くがチーム医療を
担うスペシャリストとして活躍している。開学
以来培ってきた教育実績と伝統を継承し、
川崎医療短期大学はこれからも社会に求め
られる有為な人材を養成していく。
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―設立の想い―

チーム医療に不可欠な
優れた専門的医療技術者の養成を目指す



Since  1973
川 崎 医 療 短 期 大 学
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川崎医療短期大学
学長　椿原 彰夫
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1973（昭和48）年  2月  川崎医療短期大学設置認可
  4月  川崎医療短期大学開学（初代学長 川﨑祐宣） 

第一看護科、第二看護科、臨床検査科設置
  4月  第1回入学式

1975（昭和50）年  3月  第１回卒業式（第二看護科）
10月  本館５・６階増築工事竣工

1977（昭和52）年  4月  放射線技術科、医療秘書科設置
1978（昭和53）年  3月  学生寮増築竣工
1982（昭和57）年  3月  校舎棟増築竣工（鉄筋6階校舎を接続）
1983（昭和58）年  4月  栄養科、通信教育部（医療秘書科）設置
1988（昭和63）年  4月  医用電子技術科設置
1991（平成  3）年  4月  栄養科募集停止
1993（平成  5）年12月  医用デザイン科棟（北校舎）増築竣工
1994（平成  6）年  4月  医用デザイン科設置
1999（平成11）年  4月  医用電子技術科を臨床工学科に学科名変更

12月  体育館竣工
2000（平成12）年  4月  医療秘書科、医用デザイン科、通信教育部（医療秘

書科）募集停止
2001（平成13）年  4月  介護福祉科設置
2005（平成17）年  4月  医療保育科設置

  4月  第二看護科募集停止
2007（平成19）年  4月  第三者機関別評価適格認定（短期大学基準協会）

  4月  第一看護科を看護科に学科名変更
  4月  臨床工学科募集停止

2010（平成22）年  3月  食堂改修工事竣工
2012（平成24）年  4月  介護福祉科を医療介護福祉科に学科名変更
2017（平成29）年  4月  臨床検査科、放射線技術科、医療保育科募集停止
2019（令和元）年  9月  川崎学園学生寮「このはな寮」竣工

122 123

学校案内の変遷

学生寮増築（1978年3月）

第1回入学式（1973年4月）

体育館竣工（1999年12月）

学生寮「このはな寮」竣工（2019年9月）

 ～川崎医療短期大学のあゆみ～
一路春風

1974年〜1995年

川崎医療短期大学設置認可書

新入生を対象とした「学外研修」や、学科や学年の枠を超え、学生間の交流を目的とした「スポーツ大
会」など、毎年趣向を凝らした行事を開催し、楽しみながらコミュニケーションを図っている。

スポーツ大会
（学科、学年別対抗で行う）

医療介護福祉科  学外研修
（医療福祉機器の展示会を見学）

看護科  学外研修
（うどん打ち体験）

学 校 行 事

1997年〜2016年
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Since  1973
川 崎 医 療 短 期 大 学

　多数の応募者を得て優秀な学生を確保するため、私どもは先ず何より建学の精神を直接
教育に具現して、その成果でものを言うべきだと決意し、それに向けて全てのエネルギーを傾注
した。人をつくる大本は「師弟の和熟」にありと心し、苦しいときは共に泣き、嬉しいことには一緒
に喜びあった。師弟、学友間での感激的な美談佳話は数限りがなく、今日なお脈々の学風の中に
息吹いている。
� （川崎医療短期大学学報第10号　昭和61年3月10日発行より抜粋）

川上　亀義　
二代学長（1974年4月～1986年3月）

思か わ ら ぬ 　  い

和文タイプの授業

（1979年）

（2005年頃）

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

通学風景（JR中庄駅前1977年）

校舎と屋外看板

　1981年、川上亀義学長（当時）が、教職員や学生間の相互理解の重要性を考え、情報共有の場として「川崎医療短期
大学学報」の発刊を発案した。その後、広報活動を充実させるため、広報的な学生情報誌と学事記録文書としての学報を
分けることになり、2005年に学生や受験生向けのカラー版広報誌「若きいのち」が誕生した。以来、「若きいのち」は年4回
発行され、2018年には「学報」時代から通算し、「100号」まで到達。毎号の企画から制作まで教職員が一丸となって取り
組み、医療短期大学の「若 し々い命の輝き」を放ち、情報発信を行っている。

第81号 2013年

川崎医療短期大学
創立40周年記念号

第105号 2019年創刊号 1981年

（左）白地にモノクロ印刷（B5版）
（右）当時の校舎を手描きのイラストで掲載
1981年当時は、現在の校舎本館の西側部分しかない
ことがわかる（東側増築前）

背景色が緑色に
リニューアル

第9号 1985年

「若きいのち」としての創刊号
デザインを刷新（A4版）

第49号 2005年

広報誌
の変遷

食堂（1977年）

談話コーナー（1977年）

寮個室

「学生寮」の思い出
　医療短期大学「学生寮」は、1970年に現在の医療短期大学敷地
内に建てられ、医科大学学生寮として使用されたのち、1973年の開
学と同時に医療短期大学の学生寮となった。その後、1978年に増
築した。12階建ての「北寮」と7階建ての「南寮」に、合わせて428室
の個室があり、建物は校舎や食堂とつながっていて、学生にとって
利便性の高い生活環境だった。医療短期大学生だけではなく、医
療福祉大学やリハビリテーション学院の学生も居住し、3校の学生間
のコミュニケーションも生まれた。寮には、舎監や寮母、管理人が
常駐し、学生は安心して日常生活を送ることができた。
　2019年に新たな寮に建て替えられ、約50年の役目を終えた。
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医療介護福祉科

第一看護科 看護科（名称変更）

学科廃止

学科廃止

➡医療福祉大学医療福祉マネジメント学科へ改組

第二看護科

臨床検査科

放射線技術科

医療秘書科

1977

臨床工学科（名称変更）

医療介護福祉科（名称変更）

医療保育科

1988

1994

2001

2005

1999

2000

2017

2007

2007

2012

1977

介護福祉科

栄 養 科1983

1983 通信教育部医療秘書科

医用デザイン科

医用電子技術科

年度

➡医療福祉大学臨床検査学科へ改組

➡医療福祉大学診療放射線技術学科へ改組

➡医療福祉大学臨床工学科へ改組

➡医療福祉大学臨床栄養学科へ改組

➡医療福祉大学医療福祉環境デザイン学科へ改組

➡医療福祉大学子ども医療福祉学科へ改組

2017

2005

2000

1991

2005

2017
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　川崎医療短期大学は、医療現場に不可欠な専門的
医療技術者を育成するため、1973年に全国に先駆け
て創設された。開設当初は、第一看護科（現 看護科）、
第二看護科および臨床検査科の3学科で構成され、入
学定員は3学科合わせて150名であった。
　その後、1977 年に放射線技術科、医療秘書科、
1983年に栄養科、通信教育部医療秘書科、1988年に
医用電子技術科を順次開設し、7学科1通信教育部を
擁する一大医療系短期大学に成長した。
　さらに、1994年に医用デザイン科、2001年に介護福
祉科（現 医療介護福祉科）、2005年には医療保育科と、
医療福祉分野に強いという特長を持った学科を開設
して、社会的なニーズに応えてきた。
　長年にわたって伝統を積み重ね、有為な人材を輩出
しながら、川崎医療福祉大学へ順次改組移行し、現在
は看護科、医療介護福祉科の2学科体制となった。医
療福祉分野の実践的知識と高度な医療技能が身につ
く恵まれた環境で学んだ卒業生は、それぞれの専門知識・
技術を生かし、社会に貢献している。

2001年に「介護福祉科」として開設。介護福祉分野において、地域
に貢献できる有能な介護
福祉士の養成を目的に設
置された。2012年に「医
療介護福祉科」へ名称変
更し、医療に強い、医療の
知識を備えた、チーム医療
で活躍できる介護福祉士
の育成を目指している。

医療介護福祉科 （2001−）

入浴介助実習

1977年に開設。徹底した臨床実習を通して多様な技術革新に対応でき
る診療放射線技師の養成を目指
した。養成施設のうち本学は全
国唯一の3年制短期大学で、就
職、進学とも高い実績を残してき
た。2017年度から、 改組により
医療福祉大学医療技術学部診
療放射線技術学科として設置。

放射線技術科 （1977−2019）

X線撮影技術

臨床検査科 （1973−2018）

1973年に開設。現代医療の多様なニーズに対応できる、高い専門性と豊
かな人間性をもつ臨床検査のエ
キスパートを養成した。卒業後に
即戦力となる実力を持つ人材を
輩出し、医療現場や関連企業で
活躍している。2017年度から、 
改組により医療福祉大学医療技
術学部臨床検査学科として設置。

臨床検査実習

第二看護科 （1973−2005）

1973年の開学とともに開設。准看護師免許資格取得者を対象に2年間
の教育を行い、第一線で活躍す
る看護実践者の養成を目指した。
この学科を置く短期大学は県内
では本学が唯一であったが、
2005年度に募集を停止し、学
科を廃止した。

看護実習
1973年に「第一看護科」として開設。的確かつ柔軟な判断と対応、
高い能力に基づき常に社
会の第一線で活躍できる
看護実践者の養成を目指
してきた。2007年、「看護
科」に名称変更し、現在も
受け継がれてその実績は
高い評価を得ている。

看護科 （1973−）

学内実習

学びの系譜 学科の変遷
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第一看護科 看護科（名称変更）

学科廃止

学科廃止

➡医療福祉大学医療福祉マネジメント学科へ改組

第二看護科

臨床検査科

放射線技術科

医療秘書科

1977

臨床工学科（名称変更）

医療介護福祉科（名称変更）

医療保育科

1988

1994

2001

2005

1999

2000

2017

2007

2007

2012

1977

介護福祉科

栄 養 科1983

1983 通信教育部医療秘書科

医用デザイン科

医用電子技術科

年度

➡医療福祉大学臨床検査学科へ改組

➡医療福祉大学診療放射線技術学科へ改組

➡医療福祉大学臨床工学科へ改組

➡医療福祉大学臨床栄養学科へ改組

➡医療福祉大学医療福祉環境デザイン学科へ改組

➡医療福祉大学子ども医療福祉学科へ改組

2017

2005

2000

1991

2005

2017
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Since  1973
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1977年に開設。大学教育では全国初のメディカル・セクレタリー養成施
設として発足した。医療秘書とし
ての専門的な知識・技術の修得
とともに豊かな人間性を育む教
育を実践してきた。2000年度か
ら、 改組により医療福祉大学医
療福祉学部医療福祉マネジメン
ト学科として設置。

医療秘書科 （1977−2000）

英文タイプ実習

2005年に開設。医療と保育の専門性を備えた保育士養成を目的に設置
された。全国初の学科で、病児や
発達障害児に適切な保育を提供
できる人材を育成し、就職では高
い公務員の採用合格率を堅持し
てきた。2017年度から、改組によ
り医療福祉大学医療福祉学部子
ども医療福祉学科として設置。

医療保育科 （2005−2018）

小児保育実習

医用デザイン科 （1994−2002）

1994年に開設。医学的基礎知識とデザインの感覚・技法を身につけた感性豊
かな医用デザイナーの養成を目指
した。医学・医療の現場でのデザイ
ンを「機能重視から人間重視」へ
変え、ハイテク時代の医療界に応
えた。2000年度から、改組により
医療福祉大学医療福祉学部医療
福祉環境デザイン学科として設置。

デッサンの授業

臨床工学科 （1988−2009）

1988年に「医用電子技術科」として開設。医学と工学の基礎知識と技術の
修得により、臨床工学技士の養
成を目指した。その養成施設とし
ては全国唯一の短期大学であっ
た。1999年に「臨床工学科」へ名
称変更し、さらに2007年度から、
改組により医療福祉大学医療技
術学部臨床工学科として設置。

電気電子工学実験

1983年に開設。臨床に強く、栄養治療の中心的役割を担える実力ある
栄養士を養成する目的で設立。
その養成施設としては、全国唯
一の短期大学であった。1991
年度から、改組により医療福祉
大学医療技術学部臨床栄養学
科として設置。

栄養科 （1983−1993）

調理実習

通信教育部医療秘書科 （1983−2005）

1983年に開設。医療秘書科の実績をもとに設置され、広く社会人を対象
として通信制によるメディカル・
セクレタリー等の資格取得を目
指した。生涯学習の機会を提供
し社会的責任の一端を担ってき
たが、2000年度から、医療秘書
科の改組に伴い募集停止となり、
2005年度に学科を廃止した。

スクーリング（秘書実務実習）

第二看護科閉科の碑



      看 護 科   　
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相手を思いやる気持ちをもった実践力のある看護師を育成
　すべての教育課程を通して人間愛の精神を深め、徹底した現場主義に基づいた実習によって、
時代のニーズに応えられる実践力を備えた質の高い看護師の育成を目指している。

看護技術共通Ⅰ 
看護の実践場面で共通す
る安全技術の知識・技術
を習得する。実習では、実
際に学生がパッキングして、
学内でオートクレーブした
滅菌物を使用する。

在宅看護Ⅱ
高齢者や障がいを持つ人々も、安心して在宅で生
活できるよう援助するため、必要な知識・技術・態
度を学ぶ。入浴介助実習では、学生が患者役とな
り、片麻痺などの障がいのある人を入浴介助する
方法を学ぶ。

各領域の臨地実習
臨地実習先の中心は、今も昔も附属病院や、総合医療センター
である。現在では、附属病院に勤務する看護師の半数以上が
本学の卒業生になっている。本学の卒業生が、各地で後輩の
育成・学生教育に力を注いでいる。

看護過程論Ⅱ
この演習科目では、「基礎看
護学実習Ⅱ」で体験した事
例を通して、患者が持つ問
題を看護の視点から分析し、
看護を系統的に展開する問
題解決技法を、教員からマ
ンツーマンで学ぶ。

戴帽式

継灯式（制服の白衣も、ワンピースからパンツスタイルへ）

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

「戴帽式」から「継灯式」へ
　病院実習を前に、看護師としての職業意識を高め、責任の重さを自
覚し、看護の道に進む決意を表明するための行事として学科開設時か
ら「戴帽式」を行ってきた。ナースキャップ廃止（2013年）に伴い、その
名称は「継灯式」に変わったが、現在も学生にとって大切な節目の行事
として続いている。
　「看護の灯

ともしび

」を受け継ぐ「ナイチンゲール像」は、学科開設時から40
年以上が経過し、2代目へと代替わりしたが、式典時以外は6階の
ショーケースに大切に保管され、学生たちをいつも見守っている。

【学科のあゆみ】 1973年　医療短期大学開学と同時に第一看護科として設置
　　　　　　　 2007年　看護科へ名称変更

看護技術生活援助Ⅲ
健康な生活を維持促進するとともに、健康が損な
われたときの生活援助技術を習得する。学生同士
で患者と看護師の双方を体験することで、患者の
気持ちを理解しながら看護を行うための技術や
態度を学ぶ。



 医療介護福祉科 

Since  1973
川 崎 医 療 短 期 大 学

126 127

医療に強い介護福祉士を育成
　川崎学園ネットワークの豊富なスタッフと充実した教育環境を活用して医療と介護の連携について学び、
医療の知識を備えた介護福祉士の育成を目指している。

介護技術
本学科では利用者の尊厳を守り、自
立支援や自己実現に向けた安全・安
楽な介護を行うという「介護の基本理
念」を念頭に置いている。コミュニケー
ション力や観察力を高め、介護福祉士
に必要とされる支援方法を学ぶ。少人
数による個別の演習を通じて、個々の
利用者の思いに添ったケアについて
考える。

生活支援（食生活）
食生活支援も重要な要素となる在宅実習を行う前に、
栄養バランスが整った、衛生的でおいしい食事を作る
ことを目指し、調理の手法や食材の調理法を基礎から
学ぶ。高齢者や障がい者の健康状態や咀嚼・嚥下能
力に応じた食事を提供できるようにする。

介護実習開始式

１年次は初めての集中実習の開始前に、介護技術の習得
や利用者との関わり方などについてそれぞれの意気込み
を述べ、宣誓する。

人体の構造と機能
介護の基礎となる、人体の構造と機能
について学び、理解を深める科目。講
義で学んだ内容を、現代医学教育博
物館で模型や実物標本を見ながら確
認し、さらに理解を深める。

介護実習Ⅲ（在宅実習）
週1日10週間、利用者の家で行
う全国的にも珍しい形態の実習
である。普段の生活環境の中で人
間関係を築きながら支援を続け、
その人らしい生活とは何かを学ぶ。
食の好みや嚥下状態を把握しな
がら調理も行う。

インターンシップ（就業体験）
２年次は老人福祉施設等での実習を行
う一方で、夏休みには総合医療センター
の病棟でインターンシップを体験し、病院
における介護福祉士の仕事について学ぶ。

【学科のあゆみ】 2001年　介護福祉科として設置
　　　　　　　 2012年　医療介護福祉科へ名称変更

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

学科のシンボル「福太郎さん」
　学科の歴史を、定位置である介護実習室か
ら見守り続けてきた男性入浴介護実習モデル
「福太郎さん」。
　入浴介助、着脱介助や
おしめ交換、体位変換等、
学生の介護技術向上に大き
な役割を担っている。



時計塔

医療短大
体育館

正門

北門

県道162号

川崎医療
福祉大学

P
川崎医科大学
附属病院

川崎医科大学

学生寮

川崎医療短期大学
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川崎医療短期大学の時計塔

卒 業 生 寄 贈 のおしゃれな太 陽 電 池 時 計

　川崎医療短期大学北門の脇にある「時計塔」。医療短期大学の1991（平成 3 ）年度卒業生
一同から寄贈されました。
　時計塔のデザインは、医用デザイン科　平島二郎教授（当時）の設計によるもので、高さ220cm
の御影石を使った、のみたたき仕上げの石柱です。時計は直径80cmの両面ポール型太陽電池
時計で、ラジオコントロール自動修正装置付きです。
　30年もの間、学生や教職員が行き交う地にたたずみ、太陽の光を浴びながら静かに時を刻んで
います。

学園だより（第159号 1992年10月）
時計塔が完成

時計塔の前で記念撮影（学園祭）
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―設立の想い―

良医を育てるために
人間教育と勉学と体づくりを織り交ぜた
特色ある教育を行う

130 131

　1970（昭和45）年、戦後初の新設医科
大学として設置された川崎医科大学の開学と
同時に開校した川崎医科大学附属高等学校
は、「陶冶性の豊かな高校時代に、理想的な
全人教育を施し、川崎医科大学の中核と
なるべき青年を育成したい」という創設者
川﨑祐宣の理想のもとに、日本で唯一の
“医科大学附属”の高等学校として誕生した。
　良医を育てるため、人生において最も多情
多感で、人格形成が行われるのに最適な
高校時代に、特色ある教育を行いたいという
強い思いで設置に踏み切った。
　「川崎学園創立10周年誌」には、教育方針
の特色として、「（ 1 ）全寮制、（ 2 ）豊かな
人間性を育てるカリキュラムの活用、（ 3 ）少
人数教育、（ 4 ）施設・設備の活用」と書かれ
ており、9 年一貫で良医を育てる特色を備
えた学校であった。そして初代校長および
教職員は、全国の高等学校の先頭に立って

「新しい高校教育のパイオニアになろう」と
いう意気込みで取り組んだ。
　また祐宣は全寮制の実施を主張し譲らな
かったという。寮生活には人間形成力が
あり、初めて親元を離れた生徒たちが自立心
を育み、他人と暮らすことによって人間的に
幅を持ち、独立心も強くなるとの思いがあっ
た。50年の時を経て、大きく世の中は変わり、
寮の施設・設備もリニューアルされたが、当時
の思いはそのまま受け継がれ、現代の附属
高校生の人間形成に大いに役立っている。
　現在、豊かな人間性と思いやりの心を
持った“真の医師”を育成するための多彩で
ユニークな教育プログラムを実施することに
より、生徒たちを良医の道へと導き、創設者
の思い描いた夢を実現しようとしている。

人
ひ と

間をつくる
体をつくる
学問をきわめる

建学の理念
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川崎医科大学附属高等学校
校長  新井 和夫
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川 崎 医 科 大 学 附 属 高 等 学 校



1970（昭和45）年	 3月	 	川崎医科大学附属高等学校設置認可	
プレハブ校舎建築	
（都窪郡庄村松島252-1番地）

	 3月	 	昭和45年度入学者選抜第1次試験を	
岡山県立岡山大安寺高校にて実施

	 4月	 	川崎医科大学附属高等学校	開校	
（初代校長	川端	清）	
〔医科大学校舎（現	医療短期大学校舎）
を使用〕

	 4月	 第1回入学式

	 6月	 開学式

1971（昭和46）年	 3月	 	校舎および寄宿舎完成	
（倉敷市生坂1661番地）

	 4月	 松島校舎から生坂校舎に移転

1972（昭和47）年	 6月	 	落成記念式（校舎・寮舎・体育館・	
武道場）

1973（昭和48）年	 3月	 第1回卒業式

1998（平成10）年	 3月	 旧大学男子寮を改修し女子寮とする

2012（平成24）年	 2月	 新女子寮竣工

	 4月	 	女子寮（旧大学男子寮）を改修し男子寮
とする

2017（平成29）年	 4月	 新男子寮竣工

2018（平成30）年	 3月	 校舎棟・サービス棟耐震補強工事完了

132 133

 ～川崎医科大学附属高等学校のあゆみ～
一路春風

学校要覧（1970年） 寮のしおり（開校当時）

川崎医科大学附属高等学校
設置認可書

川崎医科大学附属高等学校
設置認可申請書

開校式（1970年4月） 川﨑祐宣初代理事長宅への招待

第1回卒業式（1973年3月）

川崎医大付属高で入試
（山陽新聞1970年3月26日）

寄宿舎とサービス棟完成
（山陽新聞1971年4月10日）

第1回入学式（1970年4月）

完成したばかりの校舎と体育館（1971年）



Since  1970
川 崎 医 科 大 学 附 属 高 等 学 校

132 133

「寮だより」B5サイズ横・モノクロ印刷 「生坂だより」に名称変更

A4サイズ・カラー版に変更 第155号より「いくさか」に
名称変更

生坂校舎全景（開校当時）

学生寮（1971年頃）

飯ごう炊さん（開校当時）

開学式の日に松島校舎
から生坂に飯ごう炊さ
んに行ったことが始まり。
現在も恒例行事として
毎年春に新入生を歓迎
して行われている。

　「生坂だより」の前身は、1970年6月に発刊された「寮だより」だった。それには、生徒の生活の様子はもち
ろんのこと、学校の歴史や各種行事、随筆、紀行文、自然、生徒作文などが質の高い文章で書かれていた。
また書き手の教員の多くが舎監との兼任で、生徒の学業と生活の両面にわたる指導の様子がよく伝わって
いる。本校の正史とまでは言えなくとも、人情あふれ、文学性を備えた校史と言える。名称が「生坂だより」
となったのは1982年の第59号から。それから2007年の第144号まで同じ体裁で発行してきた。これまで

は文章中心であり、文章ならではの味というものがあった。しかし文字離れや情報の多様化によって簡略で明快なものが求められる
時代の流れもあり、文章の良さを残しながらも視覚的な情報を取り入れ、さらにPR的要素を加えたものを本校の広報誌として発刊す
ることになった。	 「生坂だより」vol.145	2007年7月発行　編集後記より

思か わ ら ぬ 　  い

　校長面接は、ある程度学校や寮に慣れた2学期初めに行います。生まれて初めての環境に、
せいいっぱい取り組み、大きな自己変革をしている姿が、頼もしくもいじらしくも感じられます。2
年生の面接では、自主的な計画を立て努力を続けている者が多く、大人になっていることに驚き
ます。新設医大や同種の高校に向けられている世間の目をも正面から受け止め、物凄いファイト
で勉学に取り組んでいる何名かの生徒に圧倒されたこともありました。
� （寮だより№27　昭和50年12月20日発行より抜粋）

川端　 清
初代校長（1970年4月～1978年3月）

広報誌
の変遷

創刊号 1970年6月 第59号 1982年5月 第145号 2007年7月 第182号 2019年10月



“人間力”と“知性”を身につける
目標は「ドクター」。９年一貫で良医を目指す。
医科大学附属高校として知識・教養、人間力を身につける独自の教育プログラムを実施。

134 135

ドクターロードで 
良医としての基盤をつくる
　「ドクターロード」は、総合的な学習の時間として1・
2年生で実施。現代医学教育博物館見学、川崎医
科大学附属病院医師へのインタビュー、メディカル
スクール・アワー、医科大学体験実習、総合医療福
祉施設「旭川荘」での研修、卒業生講話会、テーマ
スタディなどの、体験や実習・講義を通して医療の
大切さや厳しさを学び、やりがいを感じ、良医を目指
す自覚を育んでいる。

現代医学教育博物館
見学レポート

テーマスタディ　 自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に
判断し、よりよく問題を解決する能力を身につける。

メディカルスクール・アワー
医科大学の教員による授業。医学への興味関心を持たせると同時に、医師に
なるために必要な素養を考えさせ、今自分がなすべきことに対して積極的に
取り組む動機付けをする。

医師へのインタビュー
生徒がマンツーマンで附属病院の医師にインタ
ビューを行い、臓器や診療に対する知見を増や
し、医師の仕事の魅力を見出す。また、医師への
道の険しさをも知る。

現代医学教育博物館の見学
現代医学の一端に触れさせ、将来学ぶ
医学への興味関心を持たせる。また、興
味を抱いたテーマについて調べ、まとめ
ることを通じて、学習意欲および進路意
識を向上させる。医学を学ぶ上でどのよ
うな学習をしておかなければならないか
を体感する。



Since  1970
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卒業生講話会
卒業生である先輩医師に現在の活動内容や
高校時代のこと、大学時代、研修医時代など
の話を聞き、自分が将来どのような医師を目
指すか、今何をする必要があるかを考える。

医科大学体験実習
医科大学の基礎医学教室で行っている研究
活動を体験し、研究の重要さ、奥深さを知る。
医学を学ぶには物理・化学・生物・数学など
高校での学習が重要であることも認識する。

附属病院見学
最先端の医療機器や医療環境を見学するこ
とで、医師になる上で何を学んでおく必要が
あるかを感じ、学習意欲を高める。

生物解剖実習
医科大学入学前研修で、大学で学ぶ力や解
剖の手技、生命を大切にする態度を養うため
に行っている。

授業風景

多彩な体験型の教育プログラムだけでなく、教科指導も充実

理科演習風景
物理・化学・生物3科目の問題に取り組む理
科演習。生徒が自力で解答することが基本だ
が、各科目担当の教員への質問や生徒同士の
学び合いも行っている。

美術クラブ授業風景（英語） 授業風景（生物）

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

授業時間以外でも教員が
個別に対応
きめ細かな学習、個に応じた指導を実現
するため、必要なときには教員に質問・
相談できる環境を整えており、教員室の
前や学習室のブースでは、生徒が熱心に
質問している。

個別指導

英語の質問対応

学習室

開校当時の授業風景 　英語の授業は当時としては先進的なLL教室で行い、理科教室には1人1台の顕微鏡など、
充実した実験・観察の器具が整えられていた。



Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～
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男子寮の室内（２～４人の共同部屋）女子寮談話室男子寮外観

男子寮の寮旗

　学生寮は開校当時、３棟（６寮）の男子寮と１棟（１寮）の女子寮で構成され、一寮ごとに約30人
の生徒が、個室ではなく大部屋で共同生活を送った。寮の生活は規則正しく、朝６時半に舎監によ
る起床の放送で目覚め、朝の学習、授業、部活動、夜の一斉学習そして自由時間まで決められていた。
生徒たちは、慌ただしいスケジュールと慣れない共同生活に最初は戸惑いながらも、やがて学習習
慣を身につけ、友情を築き、人間として成長していった。

食堂

寮生活

部活動・クラブ活動 

仲間と共有する時間は、高校生活の大切な思い出となり、将来の大きな糧となる。
敷地内にある寮で生活を共にし、多彩な部活動に打ち込むことにより、
人
ひ と

間としての成長を目指す。�

健康な身体と豊かな人間性を育むスクールライフ

　勉強に集中する環境を整えるとともに、自立心や協調性
といった社会人としての基礎を身につけ、「良医」に育って
ほしいとの思いから、本校の生徒は全員が敷地内にある
寮で生活を共にする。舎監・寮職員も共に暮らす安全で快
適な環境の中、同じ志を持ったたくさんの仲間と助け合い、
生活をしていくことで、学力だけでなく生徒を一人の人

ひ

間
と

として成長させてくれる。

会食会
生徒会が主催し、教員、生徒が参加して食堂で会食する。
新入生歓迎会食会、体育祭前夜祭、ハロウィーン会食
会、バレンタイン会食会等がある。

　建学の理念の柱の一つ「体をつくる」ことを目標に、スポーツを通して心身の
健やかな成長を図り、将来、医師として活躍するための体力と人間性を養って
いる。運動部へ全員が入り、放課後活動している。
　また、音楽・美術・茶道など文化クラブの活動も行っており、日頃の芸術の成
果を文化発表会で発表している。

文化発表会バスケットボール部バドミントン部

「学年通信」－保護者とのかけはし－
生徒たちと離れて暮らす保護者の方へ「学年通信」
を学期ごとに作成し送付している。「学年通信」には、
成績状況や指導方針、生徒たちの学びの様子や学
校行事などのスクールライフを詳しく掲載。その他に、
インターネットを活用した情報提供も行い、さまざま
な方法で学校
での生徒たち
の姿を伝え、
保護者と共有
している。

男子寮外観 個室

男子寮談話スペース 女子寮談話スペース

開校当時の寮生活



各種講演会
幅広い知識や多様な考え方を有する人材の育成を目的
に食育講演会・人権教育ならびに性に関する教育講演会・
国際理解講演会を実施している。

高大連携・ドクターロード

Since  1970
川 崎 医 科 大 学 附 属 高 等 学 校

136 137

建学の理念を具現化するために、さまざまな活動を通して、多様な他者と協働する力、集団における課題を解決する力、自
己実現を図ろうとする態度などを育成している。

新入生歓迎飯ごう炊さん
3学年混合の班に分かれて料理を作り、
互いの親睦を深める。

修学旅行〔2年〕
沖縄方面に4泊5日で実施。平和学習や民泊・マリンスポーツ等を体験する。

一泊研修〔1年〕
座禅体験、長島愛生園見学、備前焼
体験やアウトドアクッキング等グルー
プで協力しながら物事に取り組むこ
との大切さを学ぶ。

体育祭
出身地別に東・中・西の3軍に
分かれて対抗戦を行う。

心肺蘇生法講習会〔1・2年〕
一次救命処置の手順に従い、胸骨圧
迫と人工呼吸、AEDの使用方法を
学ぶ。

校内駅伝大会
本校外周を1周する1.7キロ、7区間のコース
を７チームで競い合う。

校内スポーツ大会
年2回、秋と冬に実施。

校外清掃活動
期末考査が終了した日に、有志により学校周
辺の清掃活動を行う。

病院見学〔2年〕
救急科のドクターヘリ、
放射線科のMRIなど、
附属病院のいろいろな
施設・設備を見学する。

旭川荘研修
総合医療福祉施設であ
る旭川荘での研修を通
じて、人間は互いに尊重
すべき存在であることを
学ぶ。

食育講演会

国際理解講演会でのグループ活動

学 校 行 事健康な身体と豊かな人間性を育むスクールライフ
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「いまやらねばいつできる
　　わしがやらねばたれがやる」扁額

今も受け継ぐ「 戒めの 合い言 葉 」

　「いまやらねばいつできる  わしがやらねばたれがやる」は、彫刻家平
ひらぐし

櫛田
でんちゅう

中（岡山県井原市出身）
の名言です。川﨑祐宣先生は、尊敬する田中から直接聴いたこの言葉が忘れられず、自身の中の
“合い言葉”として心の中に存在し続けていました。
　1988（昭和63）年の新年互礼会での川﨑祐宣理事長の挨拶では、「あと 2 年で学園が成人の
仲間入りをする（1990年に創立20周年）」こと、そして「これからの 2 年間、皆様方がそれぞれの
職場で『俺がやらねば誰がやる  いまやらねばいつやれる』というような気概をもって仕事に当たっ
ていただきたい」と、田中の言葉を引用し語りかけました。
　このことがきっかけとなり、この言葉を広く学園内に周知、普及しようと扁額が作製されました。
扁額は、当初は医科大学、医療短期大学、附属高校など 7 か所に掲げられ、教職員や学生をはじめ、
見る人の心の戒めとなりました。

附属高校（図書室）医療短期大学 （200号大講義室入口）
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かわさきこども園
園長  三宅 美智子

　川崎学園では、女性の活躍の場の広が
りに伴い、子育て支援の重要性が増す中、
2005（平成17）年に川崎医療短期大学医
療保育科を開設し、医療の専門性を備え
た保育者の養成を行ってきた。また、2017
（平成29）年には川崎医療福祉大学に子
ども医療福祉学科を開設し、 4年制のカリ
キュラムのもと、さらに専門性の高い保育士、
幼稚園教諭の育成を開始した。こうした中、
2016（平成28）年、新しいこども園の開設に
向けて舵を切ることとなった。
　短期間の準備であったが、2017（平成
29）年 3月に着工し、2018（平成30）年 4月
に開園した。
　以来、「未来（いま）を、よりよく生きる子ど
も」「自分を大切にし、ひとを愛する子ども」
「伸び伸びとして、健やかな子ども」「素晴ら
しいことに出会い、感動できる子ども」を目標
に、地域に根差した園経営を行いながら、
子どもの健やかな成長を応援している。
　かわさきこども園は、保育者はじめ医療
福祉の専門職を目指す学生たちのさらなる
教育環境充実のための実習施設としての役
割も担っている。志を持った学生と園児が
同じキャンパス内でその存在を感じ触れ合う
ことで、お互いの成長に大きな相乗効果が
生まれている。
　かわさきこども園は、これからも保育士・
幼稚園教諭養成校を擁する学園としての
専門性を十分生かすとともに、医療・社会
分野での専門性も加えて、子ども一人一人を
大切にした教育・保育を実践していく。

基本理念 人
ひ

間
と

をつくる
体をつくる
生涯にわたる知の基盤をつくる

―設立の想い―

子どもたちの健やかな成長を支援するとともに
医療福祉の専門職を目指す学生たちの
実習の場としても期待 



こども園ができるまで
　2016年 6 月、倉敷市社会福祉施設等整備計画に応募。約 2 年間の構想・建設期間を経て、2018年 4月1日、開園式を迎えた。
周辺環境を考慮したデザインの園舎は、2019年に第13回倉敷市建築文化賞“奨励賞”を受賞した。
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クヌギの木（シンボルツリー）
季節の移り変わりや一日の時間
の変化を体感できる。

くぬぽん
（こども園のマスコット）

えほんコーナー
医療福祉大学の校
舎入口あたりが見え、
大学との一体感が感
じられる図書室の丸
窓。子どもたちは、常
に大学生を身近に感
じられる。

■ 起工式（2017年3月） ■ 建築中（2017年8月） ■ 開園式（2018年4月）■ 園舎竣工（2018年2月）

伊東香織倉敷市長より祝辞
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か わ さ き こ ど も 園



食育の取り組み

　子どもたちの五感を刺激するおいしい給食を目指し、自園調理による完全給食を実施。専門の管理栄養士が食事バランスや食物
アレルギーに留意しながら、「旬の食材」「おいしさ」「食器」「献立」への“4つのこだわり”で、すべての園児に安全でおいしい給食を提供。
子どもたちはいろいろな食材を食べることができるようになり、成長
に向けた体づくりを行っている。

142 143

すべての園児に安全でおいしい給食を

生涯にわたる知の基盤をつくるために
感動する心を基盤に、観察力、洞察力、判断力の基礎を培い、
経験したことや自分の考えを表現する力と遊びを通した学びに向かう力を育むために、
子どもたちが興味を持って参加できる、さまざまな取り組みを行っている。

3歳児と4歳児の園外保育
大好きなドクターヘリを見学

ふるさとの森で園外活動
「ふるさとの森」での自然体験はドキドキがいっぱい
子どもたちの知的好奇心が育まれる

ポーチュラカの植栽
〈8月〉駐車場のロータリーの
花壇でポーチュラカの苗植え
体験

〈9月〉大きく育ったポーチュラカに大喜び

給食室
行事食「お月見ランチ」

現代医学教育博物館見学
聴診器で心臓や肺の音を聞く体験を
している子どもたち

給食参観



臨床栄養学科
食育活動の一環で実習生が「食
品としての野菜の働き」につい
て説明。子どもたちからの反応
を受け止めながら共に成長する。

子ども医療福祉学科
こども園の環境や生活の様子を
観察するとともに、子どもとの関
わりを実践する中で学びを深め、
保育専門職への意欲を高める。

保健看護学科
乳幼児の生活、遊び、環境の実
際を知り、看護の視点から乳幼
児の特性や接し方について実
践を通して学ぶ。

看護科
乳幼児の成長、発達と保育の
実際を知り、子どもの特性をと
らえ、小児看護についての理解
を深める。
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　かわさきこども園では、医療福祉の専門職を目指す学生たちの実習施設としての役割を担うため、多くの学生と園児とのふれあいの
時間を大切にしている。

かわさきこども園の一年
「人

ひ

間
と

をつくる　体をつくる　生涯にわたる知の基盤をつくる」の基本理念実現のため、
年間を通して、工夫されたさまざまな行事を行っている。「ふるさとの森での自然体験」や

「ドクターヘリ見学」など、川崎学園ならではの施設を使って行事が行えるのも大きな魅力の一つ。

七夕会
七夕の時期に合わせて七夕の由来を知り、
日本の伝統文化に興味を持てる取り組みを
している。年長クラスの園児が「たなばたさ
ま」のうたに合わせて踊りを披露。

親子遠足
倉敷科学センターで親子一緒に科学の面白
さを体感。

入園式
園長が絵を使って「こども園は楽しいことがいっ
ぱいありますよ」と、新入園児に語りかける。

春

運動会
運動会のオープニング。「かわさき」にちなんで、み
んなで考えたキャッチコピー「か：かわいい笑顔が
あふれてる」「わ：笑い声が響いてる」「さ：最後ま
で頑張る子」「き：キラキラ輝く元気な子」と、声を
合わせて呼びかける。

お月見会
2階の子育て支援室
で行ったお月見会。パ
ネルシアターでお月
見の話を紹介。

秋

生活発表会
3歳以上の園児全員で園歌「かわさき
こどもえんのうた」を元気な声で合唱。

クリスマス会
0歳児はサンタクロー
スからプレゼントをも
らって大喜び。

新年のつどい
手作りの獅子舞が登
場して、子どもたちの
健康と成長を祈願。

冬夏

こども園の
四季

医療福祉大学・医療短期大学の実習施設として

医療福祉大学の実習 医療短期大学の実習

こどもの日のつどい
青空を元気よく泳ぐ鯉のぼり
に子どもたちから大歓声。

Since  2018
か わ さ き こ ど も 園
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ヒポクラテスの木

３度目の 移 植で根 付いた学 園 の 象 徴 の 木

　附属病院正面玄関前の庭園に植えられている一対の木 ――  　「プラタナス」。
　「プラタナス」は、「スズカケノキ科スズカケノキ属」の種の総称で、実がたくさん集まって4 ~ 5 ㎝
の球状（集合果）となり、その球の 3 ~ 5 個が 1 つ軸に垂れ下がる様子が木に鈴を吊るした様に
見えるため、和名では「鈴懸（すずかけ）の木」と言います。
　「プラタナス」の原木は、医聖といわれる古代ギリシアの医師ヒポクラテス（紀元前 5 世紀）の
故郷コス島の町の広場にあります。この原木の木陰でヒポクラテスが弟子たちに医学・医術や医の
精神を説いたといわれることから、別名「ヒポクラテスの木」と呼ばれています。
　川﨑祐宣先生は、「ヒポクラテスの会」会長に苗木の移植を希望し、中央病院（現日本赤十字
医療センター）から移植しました。祐宣先生自ら移植する場所を選び、1980（昭和55）年に 2 回移植
を試みましたが根付かず、1981（昭和56）年に
3 度目の移植でやっと根付きました。
　現在は 2 本とも大きく成長し、病院や学園を
訪れる人や道行く人 を々そっと見守っています。
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―設立の想い―

優秀なる技術者を養成して
社会ならびに医学界に貢献する

　リハビリテーションは、治療の医学・予防の
医学に続く第 3 の医学として、世界各国とも
急速な進歩を遂げつつあったが、昭和40年代
の初め頃には治療施設は少なく、理学療法士
や作業療法士の養成機関は、全国でも10指
に足りない状況であった。
　創設者川﨑祐宣は、前々からリハビリテー
ションの重要性に着目して、いち早くこれ
を取り上げ、川崎病院には昭和30年代の初
めから理学療法科が設置されていた。1970

（昭和45）年に発足した川崎医科大学にも、
当初からリハビリテーション医学教室設置の
構想があった。
　そのような背景の中、川崎リハビリテーション
学院は、医学的リハビリテーションの専門職
としての理学療法士・作業療法士を養成し、
社会ならびに医学界へ貢献することを目的に、
1974（昭和49）年に開設された。設置運営
は財団法人川崎病院、開設場所に川崎学園
の構内が選ばれたのは、患者と地域社会の
連携・リハビリテーション医学の研究・医科
大学と一体の医学教育をねらうなどの新しい
構想によるもので、その計画は関係各方面に
強い共鳴と協力を得ることができた。
　今日までに2,000人を超す有為な理学療
法士・作業療法士を世に送り、卒業生は各
施設で指導的な立場に就いて活躍している。
これからも素晴らしい環境の中、より豊かな
人間性を有する実力のある理学療法士・作業
療法士の養成を目指していく。

学校理念 人
ひ

間
と

をつくる
体をつくる
医療福祉学をきわめる
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川崎リハビリテーション学院
学院長  花山 耕三
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　本学院の卒業生にとっては、開校時から2006年まで使用した「旧
校舎」への親しみと愛着が今でもある。
　校舎内に附属病院リハビリテーションセンターがあり、訓練
スペースや道具等を診療と授業で共用していた。不便なこともあ
ったが、患者同士や患者と教職員・学生の距離はとても近かった。
実習室は、スペースに限りがあるため、学生が机に横になって実技
の練習を行い、休憩時間には教室後方のベランダに集い、青 と々
茂る松林を見ながら友との語らいに花を咲かせた。校舎4階は女
子寮で県外希望者が入寮できた。学業だけでなく、寝食を共にし
た寮生の結束は強固であった。
　現在に比べて狭いながらも、旧校舎・旧リハビリテーションセン
ターの中は、にぎやかで濃い時間が流れていた。

1974（昭和49）年	 3月	 理学療法士および作業療法士養成施設として	
厚生大臣から指定認可

	 3月	 川崎リハビリテーション学院設置認可　	
（設置者	財団法人川崎病院）

	 4月	 川崎リハビリテーション学院開校	
（初代学院長	水野祥太郎）	
理学療法学部（現	理学療法学科）、

　　　　　　　　　　　作業療法学部（現	作業療法学科）設置
1974（昭和49）年	 4月	 第1回入学式
1977（昭和52）年	 3月	 第1回卒業式
1979（昭和54）年	 7月	 設置法人を財団法人川崎病院から財団法人川崎医

学振興財団に変更
1993（平成		5）年	11月	 創立20周年記念式
1999（平成11）年	 3月	 専門学校川崎リハビリテーション学院に改称認可
2003（平成15）年	11月	 創立30周年記念式
2006（平成18）年	 4月	 設置法人を財団法人川崎医学振興財団から	

学校法人九曜学園に変更
	 9月	 校舎建て替え（北館棟新築）のため仮校舎ヘ移転
2009（平成21）年	 4月	 新校舎(北館棟)ヘ移転
2013（平成25）年	11月	 創立40周年記念式
2015（平成27）年	 4月	 リハビリテーション教育評価認定	

（一般社団法人リハビリテーション教育評価機構）

�～川崎リハビリテーション学院のあゆみ～
一路春風

旧リハビリテーション学院外観

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

川崎リハビリテーション学院創立20周年記念式（1993年11月）

第1回卒業式（1977年3月）

「リハビリテーション学院旧校舎」の思い出

1978年～1997年

実習風景（理学療法学科） 授業風景（作業療法学科）旧校舎のロビー 階段教室での授業風景

学校案内の変遷

1998年～2016年 学生主導で業務の全てを行っている図書室
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　「人
ひ

間
と

をつくる、体をつくる、医学をきわめる」。川﨑祐宣先生のお示しになった川崎学園の建学理
念は、分かり易く、無駄の無い、しかも教育に携わる者として、生涯追求して余りある目標です。学院
の学生諸君は、厳しい教育にじっと耐え、努力を惜しまず、血のにじむような思いをしながらセラピスト
として社会に巣立ち、全国的に活躍しています。一生を通じ、この理念を胸に秘めて努力を続ける
事でしょう。
� （川崎リハビリテーション学院創立20周年記念誌　平成５年11月12日発行より抜粋）

明石 　謙　
二代学院長（1984年4月～2004年3月）

思か わ ら ぬ 　  い

全国各地から学生が集う本学院では、忙しい中でも心を通わせ、
充実したキャンパスライフを送っている。

国家試験壮行会〔３年〕

卒業認定後、国家試験受験資格を得
た学生は、試験当日まで弛まぬ努力を
続ける。教員も、早朝や放課後に知識
の確認のために勉強会を実施するな
ど全力でサポートし、壮行会では毎年
「いつも通りにやれば大丈夫」と学生
たちに伝える。本学院は、3年間、信頼
できる学生を育てる教育を行うことで、
高い合格率を保持している。

明石賞授賞式
進級時に行う実力試験で優秀な成績を収めた
学生に、褒賞を授与している。二代学院長であ
る明石謙先生が創設した賞で、学生の向学心
向上に寄与している。

対面式〔1・2年〕

新入生オリエンテーション時に1年生と実習
着を着用した2年生が一堂に会し、2年生から
これからの学校生活の過ごし方を伝授すると
ともに、お互いの交流・親睦を深めている。

学園祭 学園の他施設より学生数が少ない分、1年生は全員参加し、チームワークと結束力の強
さが開学以来の伝統。仮装行列、模擬店、招待などさまざまな役割を分担して取り組み、
将来のチーム医療にも通じる経験をする。

　岡山県障害者スポーツ大会「輝いてキラリンピック」は、障がいの
ある人が競技等を通じてスポーツの楽しさを体験するとともに、県民
の障がいに対する正しい理解と認識を深めるために毎年5月に実施
されている。本学院では、入学後間もない１年生のほぼ全員がボラン
ティアとして参加し、参加者
の誘導等を手伝っている。学
生たちは、この活動を通じて
障がいのある人の社会参加
に関わり、貴重な経験となっ
ている。

「輝いてキラリンピック」ボランティア
　川崎学園祭に、毎年、旭川荘とまきび支援学校の生徒等約20名
を招待している。この「招待」は、学園祭実行委員の中でも本学院の
委員が中心となって行っており、医療福祉大学、医療短期大学、医
科大学の学生とチームを組み、招待客とともに学園祭の展示や模
擬店をめぐる。学生は、招待客の車
いすでの移動、模擬店での食事やト
イレなどの介助を通じて、障がい者
の視点からさまざまな体験をする。
招待客からも好評で、学生も医療、
福祉への道に進む手応えをつかむ。

「学園祭招待係」としての貴重な経験

障 が い 者 支 援 体 験 を 通 し て 育 む “ 思 い や り の 心 ”

学 校 行 事



 理学療法学科 

織り機 （開学～2010年ごろ）

　「鶴の恩返し」でしか見たことのない織り機。開学時には
養成校の備品として必須の物品だった。そもそも学生だけ
でなく教員にとっても謎の道具。授業で機織りするときは、
教員も慌てて使い方を予習し
たとかしないとか。織り機を使
って作業療法している病院は
ほとんどなく、授業でも取り扱
わなくなった。

　講義資料を映写する時に使用していた35mmスライ
ドの映写機。授業の準備をする際、マウントを落として
先生が並べていたスライドの順番がわからなくなり、肝
を冷やした覚えがある。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～
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運動療法基礎実習
患者の基本的動作能力の回復を図るために
実施する運動療法にはさまざまな内容があり、
教員の専門性を最大限に活用して実習指導
を行っている。写真はスポーツチームにトレー
ナーとして帯同している教員の指導のもと学
生がテーピングをしている場面。

義肢装具学
患者の基本的動作能力を回復させる上
で重要な義肢装具について学ぶ。
附属病院の診療で使用されている義肢
装具に実際に触れることができる。

基礎理学療法演習
この科目では、2年生が1年生に対し、患者への接遇
や評価実技の指導を行い、学生が自発的に学習する
習慣を身につける。上級生と下級生のつながりが強く、
教員だけでなく先輩学生からも多くのことを学ぶスタ
イルが学院創設以来の伝統である。

評価学基礎実習
理学療法評価のほとんどは、患者の体に触れ、
適切に指示しながら行う必要があり、座学だ
けでは身につけることができない。学生は放
課後にも教員の助言を受けながら技術の研
鑽に努める。

日常生活活動基礎実習
患者に体の使い方や動き方を適切
に伝えて、安全な移動方法を体得
してもらうことは、理学療法士の業
務の中でも特に重要。この実習では、
実際に指導する動作を学生自身が
繰り返し実施し、コツをつかむ。

充実した実習で知識・技術と人間性を兼ね備えた理学療法士を育成
　確かな知識と質の高い臨床実践能力を有するだけでなく、燃えるような探究心と愛あふれる豊かな人間性を持った
治療者を育てることを目標としている。

スライド映写機 
（1980年代～2000年ごろ）



 作業療法学科 

Since  1974
川 崎 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 院

150 151

トピックスTopics

技術論実習
臨床場面で必要な援助方法を学ぶ実習科目。
疾患の特性に応じた日常生活動作の方法や
さまざまな福祉用具の使用方法を体験する。
治療用のスプリント（装具）や自助具の作製
法を学び、実際に作製する。

身体障害治療学Ⅴ
主に義手と上肢装具の適応や目的につい
て学ぶ。講義の中で実物を手に取ったり、
ダンボールで仮義手を作成したりしながら、
部品の役割や操作法などを実感。

臨床実習Ⅰ
1学期に「評価実習」
で身体機能や認知機
能、社会背景も含め
て患者をとらえる。2
～3学期には評価に
基づいて治療・援助
計画を立て、実施す
る。実習ごとに教員へ
質問したり指導を受
けたりしながら考え方や治療技術について学ぶ。

豊富な実習で質の高い作業療法士を育成
　作業療法士に必要な人間への興味や思いやりを身につけるとともに、具体的な援助として実施するために必要な知識と
技能を習得する。さらに、自ら学ぶ向学心も育てる。

基礎作業学実習
手工芸を体験し作品を作り、それらの体験が
身体運動や認知機能、心理的側面へ与える
効果や影響について分析する。作業療法の
場で行うさまざまな活動の目的を学ぶ。

骨・筋の口頭試問〈１年〉

　運動器に関する知識を身につけ
るため実施。筆記試験ではなく、実
物模型を前に教員から出題される
口頭試問は、学生にとっては大きな
試練である。

実習開始式〈２年〉

　「臨床実習Ⅰ」の開始前に
実施。附属病院長、療法士長
からの訓示や、学生の代表者
による宣誓などを行い、学生
たちは臨床現場での実習に
向けて一層気を引き締める。
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「扶
ふ
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し

医
い

戒
かい

之
の

略
りゃく

」額

医 学 生 への 訓 戒

医科大学　学習の手引き

　幕末の大阪で私塾「適塾」を開き、多くの人材を輩出し、日本近代医学の祖と言われた蘭学者・
緒方洪庵（岡山市足守出身）の『扶氏医戒之略』に、「名利安逸を思わず己を捨てて唯人を救わん
ことを希うべし（楽な生活をしようとか、名誉や利益を得ようと考えずに、ひたすら自分を犠牲にして、
人を救うことのみを願うべきである）」という言葉があります。
　川﨑祐宣先生は、医の原点に立ち返った医学教育確立のため、全国に先がけて私立の新設医科
大学を設置し、何よりも人間性を重視し、「人

ひ

間
と

をつくる」ことを根底とした医学教育を進めました。
建学の理念「人

ひ

間
と

をつくる　体をつくる　医学をきわめる」には、『扶氏医戒之略』と重なるものが
あります。
　『扶氏医戒之略』は、「学生たちがすぐ読めるように」との祐宣先生の思いにより、額におさめられ、
現在も医科大学図書館と附属高校図書室に掲げられています。また医科大学では、新入生オリエン
テーションガイド、学習の手引きに掲載されており、医の道を志す学生の戒めとなっています。

医科大学（図書館）

附属高校（図書室）
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良き医療人、医療福祉人を育む環境
教育およびエクステンション活動を支える

現代医学教育博物館

学園の運動施設

Campus Life

学園祭

川崎学園の年間合同行事

学生・教職員の“毎日”をサポート ー学園の福利厚生ー
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学園の図書館

154 155

　学園各施設（医科大学、総合医療センター、医療福祉大学、医療短期大学、附
属高校）の図書館（室）は、建物内のほぼ中心部に位置している。これは、その原点
である医科大学図書館開館時の「図書館は名実共に大学の中枢たるべし」という
考え方の流れをくむもので、学びの核として学修・教育・研究活動を支えている。 
　蔵書等については、各施設の特徴に合わせた資料を収集し、できるだけ重複を
避ける方針で運営している。また、施設間での業務連携や職員の人事交流も行っ
ており、「一つの図書館」として、学園ならではの有用で効率的な運用を図っている。 

原点は医科大学図書館「図書館は名実共に大学の中枢たるべし」 

医療福祉大学図書館 

医療短期大学図書館

総合医療センター図書室

附属高校図書室

■　 図書館（室）の概要 2019年3月31日現在

医科大学 総合医療
センター

医療福祉
大学

医療短期
大学 附属高校 合計

蔵書数
（冊） 162,987 （うち2,003） 231,054 85,264 23,900 503,205

購読雑誌
（種類） 382 （うち34） 619 94 47 1,142

電子ジャーナル
（種類） 4,071 936 2 5,009

1970 医科大学開学 附属図書館開館（現 医療短期大学校舎内）

1971 附属高校校舎（生坂）完成 図書室開室

1972 医科大学校舎棟完成 校舎棟内の仮設図書館へ移転

1973 医療短期大学開学 附属図書館開館
医科大学本館棟完成 現在の附属図書館へ移転

1991 医療福祉大学開学 附属図書館開館

2001
３大学（医科大学、医療福祉大学、医療短期大学）図書館において、管理・運営・利用者サー
ビスのための図書館業務システム本稼動〔システムによる貸出返却、オンライン蔵書検索

（OPAC）等〕

2007 KAWASAKI CLUBが発足し、３大学図書館共通で CLUB会員への図書館利用サービスを
開始

2010 医科大学図書館改修

2011
医科大学図書館と附属高校図書室との連携強化により、学生・生徒による相互の図書館利
用が可能となる
附属川崎病院図書室において、図書館業務システム導入

2013 「川崎医療福祉大学学術機関リポジトリ」を公開

2014 「川崎医科大学学術機関リポジトリ」および「川崎医療短期大学学術機関リポジトリ」を公開

2016 総合医療センター開院　24時間開館の図書室を開室

■　 図書館のあゆみ 

教育およびエクステンション活動を支える 

医科大学図書館

小講堂 
川崎医学会講演
会等、年間多くの
学術集会や研修
会を開催



教材制作から学園行事の撮影・編集まで幅広くサポート
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Ⅲ 人 間 をつくる

図書館の取り組み
医科大学 ―知の財産の共有― 医療福祉大学 ―「本の世界」の楽しさ―

ヒポクラテスの本棚
医学関連テーマによる所蔵資
料の企画展示棚。教員の指導
により、深い知識にわかりやす
い解説が添えられ、思わず足が
止まる。 図書館学生選書ツアー・Web選書

学生が書店やWeb上で蔵書となる図書を自ら選ぶ取り組み。

　1970年の開学当時から講義資料や視聴覚教材、研究資料等を、市販のものに頼るのではなく、専門の技術スタッフによ
り学内で制作するという考えがあった。映像技術が劇的に進化した今、学園で行われるさまざまな行事やTV会議等におけ
る機材の操作、DVD制作まで幅広く対応している。また、学園と総合医療センターを結んだ講演会や行事の同時中継を行う
など、なくてはならない存在となっている。

教材教具センター（医科大学）、総合教育センター（医療福祉大学）

動画（DVD・データ）の制作
録画した内容は編集作業を行い、
ＤＶＤやMP4データとして作成。
学園イントラネットなどでいつでも
視聴できるようにしている。

講演会の機材サポート 
事前にPower Point資料を試写・確認し、
本番に備える。

アナログからデジタルへ
　開学当時は、教材等を制作するための「テレ
ビスタジオ」がセンター内にあり、特注の機材で
撮影していた。収録後に編集ができないため、
リハーサルを重ね、緊張感
のある本番を迎えていた。
現在、テレビスタジオはな
くなり、軽量化したAV機器
を持ち運んで、どこでも撮
影している。

医科大学図書館の今むかし
今も昔も、学生や教職員が専門書や一般書を求めて集う図書館。
開館から50年近く経過した医科大学図書館も、時代や要望を反映
して、より使いやすく洗練された空間となった。

⃝閲覧コーナー（ブラウジング）
丸いテーブルとソファがかつての定番だったが、カウンター正面に、
くつろぎやすいソファが設置された。

presentpast

present

⃝カウンター
木目調の洗練されたデザインに生まれ変わった。

past

past ⃝らせん階段付近
絨毯や天井の色な
どが明るくなり、階
段もお色直し。や
わらかい雰囲気と
なった。

present

当時のテレビスタジオ
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百聞は一見に如かず  百読は一見に如かず
　現代医学教育博物館（メディカルミュージアム）は、創設者川﨑
祐宣（初代館長）の発案により、学園創立10周年記念事業として
1981年に開館した。医学生、医療福祉系学生・従事者のほか、一
般市民にも“実物に触れられる体験型博物館”として利用されている。
　世界でも珍しい現代医学の博物館として、開館以来、川﨑祐宣
の提唱する『百聞は一見に如かず、百読は一見に如かず。ゆえに実
物標本や動く模型を中心とした、視聴覚に訴える展示を行うこと』
を理念に活動している。
　展示の中心である臓器等の実物標本は、現在約5,000点を収蔵
している。模型やパネル、デジタル展示等は、職員が創意工夫を加え、
日進月歩の医学・医療技術と展示方法の進歩に伴って更新している。 

現代医学教育博物館

開設当時のパンフレット

2019年

1986年

⃝2階展示室
体の仕組みや病気・医
療についてのユニークな
展示で、幅広い世代の
一般市民が来館してい
る。別名「健康教育博物
館」と呼ばれている。

2019年

1986年

⃝4階展示室
開館当初は医科大学の

「ブロック講義」に沿った
展示内容だったが、現在
は1,800点の病理肉眼
標本を中心に展示して
いる。

地域へ貢献 ― 「かわさき夏の子ども体験教室」などの特色ある取り組み―

かわさき夏の子ども体験教室

　2009年から「かわさき夏の子ども体験教室」を当館が中心となって開催。
子どもたちに医学・医療への興味を呼び起こし、キャリア教育の一助として

地域に貢献。
　県内外から出張授業の依頼や産学官連
携の取り組みなど、活動の幅が広がっている。

出張授業



川崎医科大学川崎医科大学
附属高等学校附属高等学校

生坂グラウンド

生坂野球場

生坂テニスコート
生坂多目的コート

附属高校体育館
附属高校武道場

川崎医科大学川崎医科大学
附属病院附属病院

川崎医科大学川崎医科大学

川崎リハビリテーション学院川崎リハビリテーション学院

川崎医療短期大学川崎医療短期大学

▼

至・
岡山

川崎医療福祉大学川崎医療福祉大学

かわさきこども園かわさきこども園

▼ 至・
倉敷

N

サブグラウンド

西グラウンド

弓道場

医福大体育館

医福大武道場

医療短大体育館

北グラウンド

南グラウンド

P

P

P

北テニスコート

総合グラウンド

総合体育館

温水プール

川崎学園運動施設図川崎学園運動施設図

P
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学園の運動施設

　建学理念の一つの柱「体をつくる」に応え、豊かな自然環境の中で学生・教職員が健康増進を図り、体力づくりをす
るための運動施設が学園内各所に設けられている。学園のすべての学生と教職員が共有する施設として、授業や各種
行事、大学・学校の部活動やトレーニング等幅広く活用されている。

豊かな自然の中、整った設備で健やかな体づくり 

総合グラウンド
2015年竣工。総面積21,400㎡。
全天候舗装の400ｍトラック（6
レーン）と、サッカーやラグビー、
ラクロス等が可能な、緑が美し
いロングパイル人工芝のフィー
ルドを整えており、ナイター設備
も完備。学園に所属するすべて
の学生・教職員の「体づくり」に
大いに役立っている。

温水プール
1991年医療福祉大学開学時に設置。
水泳部の練習のほか、教職員の健康
づくりや水中運動に関する研究目的
でも利用されている。一般市民や自閉
症児を対象とした水中運動教室等、
地域支援でも活用されている。

ラグビー対抗戦（医科大学・医療福祉大学）陸上部（医療福祉大学）

サッカー部（医科大学）

総合体育館
1981年学園創立10周年記念事業と
して竣工、2019年３月全面リニューア
ル。バスケットボール、バレーボール、
バドミントンの各コートをはじめ、卓球
競技場や基礎トレーニングセンター
を備えた体育館で、医療福祉大学の
入学式、卒業式などの行事にも使用
されている。

硬式テニス部（医科大学）

Ⅲ 人 間 をつくる

北テニスコート



光あふれる、緑豊かな広 と々した敷地。
快適な施設設備が整うキャンパスを、
和やかな光と大地の恵みが包む。
恵まれた環境が育む、学ぶ喜びとはずむ心。
クラブ・サークル活動、学園祭、ボランティア。
夢に向かって仲間と過ごす充実の毎日は、
キャンパスライフを実りあるものにし、
人生の大きな糧になる。

Campus
  Life
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学園祭
医科大学、医療福祉大学、医療短期大学、
リハビリテーション学院、附属高校が
合同で行う学園祭は、約5,000人の学生を
中心に教職員も参加！
創設者川﨑祐宣の思い描いたとおり、
地域の人々にも愛され親しまれる行事と
なっている。

　川崎学園の「学園祭」は、医科大学と
附属高校が開学した1970年11月に開
催した「第1回大学祭」がはじまり。その
後、医療短期大学、附属病院、リハビリテー
ション学院を次々と新設する中、創設者
川﨑祐宣は、各施設が一体となった行事と
しての“川崎学園「学園祭」”の開催を熱望。
1975年10月に、念願の学園挙げての「第1回
学園祭」の開催が実現した。
　以来、毎年学生が学園祭の統一テーマを決
め、教職員も一体となり、施設の枠を超えて共
同でさまざまなイベントを行い、祭りを盛り上
げている。学園創立50周年の2020年には、
46回目の学園祭を迎える。

学生たちのチームがそれぞれテーマを掲げて仮装。グラウンドで演技を披露し、できばえ
やチームワークのよさを競う。かつては倉敷市街にも繰り出し行進していた。

教職員互助会の各クラブ
（園芸部、華道部、かな書
道部等）が、日頃の活動の
成果として作品を仕上げ
展示する。この時期は、病
院の待合ホールもにぎやか
な雰囲気に包まれる。 園芸部 華道部

医科大学と附属病院は、毎年医学・医療に関する共通テーマを決め、趣向を凝らしたパ
ネル展示（医療福祉大学医療福祉デザイン学科と共同制作）や体験コーナーなどを設
けた「医学展」と、市民向けにわかりやすく知識や情報を提供する「医学講演会」を開催
している。

●医学展（医科大学）と医学講演会（附属病院）▼

●名物の仮装行列▼

●互助会による展示▼

医学展 医学講演会
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2000年学園祭看板 互助会華道部の展示（附属病院内）第1回 川崎学園祭仮装行列

学園祭によせて  ―第 1 回川崎学園祭　川﨑祐宣理事長挨拶より―

　私はかねてから、従来の大学祭になにか飽き足らぬものを感じていた。たまたま今年は、当学園設立以来 6 年目を迎え、大学の完成年度に当
る年でもあり、かねがね私が描いていた学園祭を盛大に挙行してはと提案したところ、各施設の賛同が得られ、ここに初めての試みである我が川
崎学園の学園祭が誕生したことは、誠に喜びに絶えない。果して私が心秘かに期待しているような、医学の殿堂にふさわしい気品と、内容のある
文字通り学園挙げての年に一度の楽しいお祭り行事になるかどうか、初めての試みだけに一抹の不安がないでもないが、心はずませながら、そ
の成果を大いに期待している次第である。特に私がこの学園祭開催に当って描いていた夢は、このさい地域社会の人達に当学園を開放し、学園
のありのままの姿を見て戴き、正しいご認識と、温かいご理解を得たいと念願していることである。ともあれ、この学園祭が各
施設の自主性に基づいて開花されるに至るまでの、学生諸君並びに教職員各位の労苦を多とするとともに、学園祭が成功
裡に幕を閉じることを祈りたい。 

第1回川崎学園祭パンフレット

附属病院ボランティア
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4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

●入学式・入園式
　●入学時合同研修 
　　●かわさき春の
　　　体験授業＆病院探検

■研修医臨床研修修了証、
　 シニアレジデント修了証書交付式

■新入職員説明会
　■新入職員研修

■新入職員辞令交付式

■グラウンドゴルフ大会（互助会）

■ボウリング大会（互助会）6月・11月

■納涼大会（互助会）

■バス旅行（互助会）9月・10月

■文化行事（互助会）

■川崎学園祭

●卒業式・学位記授与式
  ●３校合同オープンキャンパス

■永年勤続者表彰式
　■年忘れ大会（互助会）

●３校合同入試（推薦）

　●川崎学園祭

●３校合同オープンキャンパス

●医科大学入試（一般・地域枠）

●医科大学入試
　（推薦）11月・12月

●３校合同入試（一般）

●３校合同オープンキャンパス

かわさき春の体験授業＆病院探検
　中学生から高校生を対象に、川崎学園のコ・メディカル養
成の 3 校で実施、学生がどのようなことを学び、どのような
施設で実習を行い、学んだことを社会に出てどのように実践
しているかを知ってもらうため、実習施設である総合医療セ
ンターで、体験授業
と病院見学を行って
いる。

手術室見学ではダヴィ
ンチ（手術支援ロボット）
の操作を体験。 

川崎学園では、学生、教職員ともに、各施設の枠を超えて、さまざまな行事を合同で行っている。

川崎学園の年間合同行事 ●学生対象・学校関連行事
■教職員対象行事

●かわさき夏の子ども体験教室
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―川崎学園 4 校の新入生が創設者の想いを知る―
 川崎学園入学時合同研修 

　医科大学、医療福祉大学、医療短期大学、リハビリテー
ション学院の全新入生約1,500人が川﨑祐宣記念講堂に
一堂に会し行う研修。創設者川﨑祐宣の想いを共有し、将来、
医療、医療福祉に貢献する仲間として互いに連携・協力する
気持ちを醸成するために2015年から始まった。 
　在りし日の祐宣先生が映るDVDや黒住教名誉教主の講
話を聴く第一部「川崎学園のあらまし」と、先輩学生による創
作劇などの趣向を凝らしたパフォーマンスで「多職種連携」の
意義と実情を体感する第二部「多職種連携へのいざない」で
構成。異なる施設・学科の新入生同士が隣り合い、和やかな
雰囲気の中で、医療人・医療福祉人への第一歩を踏み出す。

―学園の魅力と可能性をより多くの人へ―
 学園一体となって進めていく入試・広報活動

　川崎学園は、目的意識をしっかりと持った、より優秀な学生の確保を目指し、
医療福祉大学、医療短期大学、リハビリテーション学院の 3 校の入試の実
施および入試広報活動を一体となって行っている。その中核となるのが
2016年に立ち上げた｢川崎学園アドミッションセンター｣で、同年実施の
2017年度入試から“ 3 校合同入試”を実施している。
　さらに受験生や保護者に対し、川崎学園全体の魅力を最大限アピールす
る場として“3 校合同オープンキャンパス”を開催。 3 校それぞれの学科が
教職員･学生の協力のもと、さまざまなイベントを企画している。その中でも
最大のセールスポイントでもある“附属
病院見学ツアー”では毎回、病院スタッ
フの臨場感あふれる解説が好評で、学
園が一体となって進める広報活動の象
徴となっている。 

開会行事「学生1分間PR」

附属病院見学ツアー入試要項 キャンパスガイド

Time travel
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納涼大会（2004年までふるさとの森で開催）

ソフトボール大会（2005年からグ
ラウンドゴルフ大会に変更）

運動会（1990年まで各施設対抗
競技形式で開催）

年忘れ大会（8階大講堂にて）

互助会の思い出の写真
　ふるさとの森に特設舞台を設置して行ってい
た納涼大会、運動会、ソフトボール大会など、
さまざまな行事がにぎやかに開催されていた。

〈3校合同オープンキャンパス〉
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食堂・ショップ

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

関金セミナーハウス
学生のセミナーハウスとして、また職員の研修・
保養施設として、1986年1月に鳥取県関金温
泉郷の中に建てられたが、2013年３月に建物
の老朽化と源泉の湯量減少により利用を終了
した。

売店（旧川崎病院地下）

学生職員特別食堂（本館棟8階）

一般食堂（本館棟8階）

軽食喫茶（医科大学校舎棟4階）

　かつて附属病院本館棟８階には、「一般食堂」「特別食堂」「学生職員食堂」など
があった。「一般食堂」には板前が寿司を握るカウンターがあり、中でも「巻き寿司」
は人気で、職員が自宅で食べるために注文して持ち帰るほどだった。

学生・教職員の“毎日”をサポート ― 学園の福利厚生―

学園内で多くの時間を過ごす学生・教職員や患者、その他学園利用者のために、各施設内に売店や食堂
などのサービス施設を設置し、日々の生活をサポートしている。

川崎学園の福利厚生施設の運営は㈱松島（1979年8月設立）が一括して担っている。
㈱松島は学生・職員・患者・その他の学園利用者のために各種サービス事業のほか、学園内の
売店（書店含む）、飲食施設（食堂・レストラン・カフェ・ベーカリー・寮食堂等）、その他飲料自動
販売機などの運営管理を行っている。
■委託施設数（2019年現在）: 売店（書店含む）10　飲食施設16　寮食堂 3　その他 5

株式会社松島

学生職員専用ラウンジ

学生職員専用の
休憩スペースとして、
別館8階ラウンジを
リニューアル。人気のおむすび
専門店が出店しにぎわっている。

学生職員食堂 レストラン「楷の木」

ベーカリーカフェ

売店

医療・福祉ショップ「あゆむ」
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さまざまな取り組み
〈子育て支援〉
　働きやすい職場づくりの一つとして、子育て中の職員を支援するためのさまざまな事業を展開している。病院内に教職
員専用の「院内保育所」や「病児保育室」を設置し、人事課内に設置した「子育て支援センター」では、日常の相談受付や
情報提供を行っている。

〈健康推進〉
　教職員の健康管理体制を整備し、健康の保持と増進を図り、健康で働き続けられるよう支援することを目的に、「職員
健康推進室」が2017年に設置された。健康診断実施後の措置・保健指導、復職支援、健康相談等を行っている。

　教職員の子育て支援および復職支援を図ることを目
的に開設。０歳から６歳児までを預かっており、24時間
保育（週１回）にも対応している。

　附属病院内に教職員の子どもが病中・病後に利用でき
る保育施設として、病児保育室を併設。保育士をはじめ
医師や看護師、管理栄養士が連携して看護および保育を
行っている。

かわさき保育所 総合医療センター  院内保育所

かわさき保育所（倉敷）
総合医療センター院内保育所（岡山）

かわさきキッズルーム（病児保育室）

“働く”をサポート
教職員が働きやすい職場環境となるよう、活発な互助会事業をはじめ、子育て支援や健康推進、
各種福利厚生施設の設置などさまざまな取り組みを行っている。

　かつて単身の看護婦寮として、敷地内に「東看護婦寮」「西看護婦寮」2棟が
あり（1973年開設）、住み込みの管理人が常駐していた。そのうち「東看護婦寮」
は“看護婦”の呼び名が“看護師”となったタイミングで「すずかけ寮」に改称。
9階建てで大浴場も備えていた。2008年には1階スペースを利用して「かわさき
保育所」が開所した。
　その後、医科大学学生寮のリニューアル工事の間、「すずかけ寮」が学生寮と
して利用されることになり、2015年に看護師寮としての役目を終えた。

（「西看護婦寮」は現在は医科大学男子寮として利用）

職員向けに快適な宿舎を完備している。
（竣工時期）
中央棟：1973年11月 
　　　　 ※2019年3月閉鎖
南　棟：1977年  3月
北　棟：1977年11月 職員宿舎（北棟）

職員宿舎「二子レジデンス」 「すずかけ寮」

川崎学園互助会
　教職員が相互の意思疎通と協調融和によって、個人としてまた学園人として心身の向上を図る目的から、1974年に設立
された。
　年間を通じて、親睦行事、スポーツ大会、部活動助成、慶弔見舞金支給など多くの事業内容で会員の福利厚生を担っている。 
 会員数：3,733人（2019年4月1日現在）

年忘れ大会

園芸部の作品（学園祭協賛）

ボウリング大会

バス旅行

バレーボール大会
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人事特集号（1981年4月）

1979年4月号に掲載された記事

　1979（昭和54）年 1月、教職員向けの広報誌として「川崎学園だより」
（通称「学園だより」）が誕生しました。
　創刊号には、「学園運営の重要事項等を掲載したい」との川﨑祐宣
理事長（当時）の「発刊のことば」が記され、「救命救急センター（附属
病院）」の新築工事の記事とともに第一面を飾りました。
　題字は当時の職員課長の手書きによるもので、デザインが全面リニュー
アルされた第358号（2009年）まで用いられました。当初は「人事特集号」
が別途発行され、手書きのガリ版印刷（1981年）もありました。職場に
パソコンなどなかった時代に、文章は和文タイプライター、イラストは
手描きで制作されていましたが、第72号（1985年）から写真の掲載も
始まりました。自由なテーマで職員が文章をつづる「すずかけ」は、初回
の第80号（1986年）から現在まで、職員コラムとして唯一継続しています。
　創刊以来毎月発行され、「川崎医療福祉大学開学（1991年）」、
「川崎医科大学総合医療センター開院（2016年）」、「かわさきこども園
開園（2018年）」等、学園や各施設の歴史的な出来事や行事、職場の
風景を記録する広報誌として貴重な存在となっています。

歴 史を記 録する貴 重な広 報 誌

ほっこりします
手描きのイラスト

　みなさん、明けましておめでとうございます。
　みなさん方のたゆまない御努力によりまして、昭和54年の新春をめで
たく迎えました。
　仏教の教えに
　　　１．やさしい心　　　　　　　　　 ２．やさしいひとみ
　　　３．やさしい笑顔　　　　             ４．やさしい言葉
　　　５．やさしい手を差し伸べる　　　　６．席をゆずる
　　　７．家庭に居るようなやすらぎを与える
という、誰にでも出来る尊いお言葉があります。
　新しい年を迎えて、私をはじめ、みなさん方が、この尊い教えを身に体
して、お互に心のふれあう笑顔の協力により、学園を更に成長発展させ
たいと念願しております。
　新しい年の新しい企画の一つとして、川崎学園だよりを発刊することと
しました。出来るだけ学園運営の重要事項等を掲載したいと考えており
ます。御協力ください。　 （学園だより　第1号より）

発刊のことば   　理事長 川﨑 祐宣

第1号 1979年1月

第72号 1985年6月 第358号 2009年4月

第486号 2019年12月
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地域連携・社会貢献
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　川崎学園は、創設者川﨑祐宣の「医療・医学について、地域のあらゆる人々に開放し、また学園からも地域
に出かけて住民の医療福祉に貢献する」という考えのもと、今日まで地域社会と連携し、学園各施設を通じて
教育、医療、保健、福祉の分野に働きかけてきた。これは、学園の努力だけで実現できたことではなく、常に地域
の方々による理解とあたたかい支援によって実現できた。これからも学園が50年間積み重ねてきた実績を
地域や社会にフィードバックし、信頼され、必要とされる存在であり続けられるよう、地域に開かれた学園
づくりを目指していく。 

　学園の各施設では、かねてから、医
療・医療福祉のさまざまな専門家によ
る公開講座を多数開催し、好評を博し
てきたが、創立50周年記念事業の一つ
として各施設が“リレー形式”で行う「川
崎学園市民公開講座」を2018年度か
ら開催している。地元倉敷市の方々に
日頃の感謝を表し、さらに身近に感じて
いただくために、倉敷市内の会場で、学
長や病院長をはじめスタッフがまるごと 
“出張”して行う新たな形とした。誰もが
気になる病気や医療についての最新の
話題や、健康長寿に役立つ知識・情報
などを、医療・医療福祉のスペシャリス
トがわかりやすく提供する講座として注
目を集めている。

第1回川崎学園市民公開講座で挨拶する
川﨑誠治理事長（2018年） 

医科大学医学展（学園祭同時開催） 附属病院医学講演会（学園祭同時開催）

医療福祉大学公開講座 総合医療センター開院記念公開講座 医療短期大学公開講座

１． 地域と共に歩む　　　　　　　 　　　　     　  

公開講座ポスター

医療・医療福祉のスペシャリストが地域へ  ―公開講座の開催―
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　創設者川﨑祐宣は、学園創設以前から障がい者への支援や取り組みを行ってきた。そのスピリッツが学園の根底に流れている。
近年では医療福祉大学を中心に、「皆で支え合う『地域づくり』」をコンセプトにさまざまな活動に取り組み、子どもからお年寄りまで、
障がいのある人もない人も、自分らしく楽しみながら、安心して生きていくための支援の形を学生と共に実現している。

「倉敷トワイライトホーム」の立ち上げと運営
　夕方から夜にかけて、さまざまな理由により一人で過ごす子ど
もたちと学生が、一緒にご飯を食べ、遊びを通じて交流する。継
続的な運営と社会啓発のためにクラウドファンディングにも挑戦
した。現在は医療福祉大
学卒業生が法人を立ち
上げ、運営を担っている。

　高梁川流域の各自治体と医療福祉大学・医療短期大学が共
催し、さまざまな状況の人々が「共に楽しむ」ことにより、障がい
者に対する理解を深めることを目的としている。医療福祉大学
を会場に毎年約2,000人が参加。グルメコンテストのほか、シン
ポジウムや障がい者体験、幼児から中・高・大学生のグループに
よる音楽やダンス等のパフォーマンスが繰り広げられる。

子どもへの支援（子どもの居場所事業）

障がい者への支援（大学と地域との交流事業）

クラウドファンディングは多くの人の賛同を得て
目標を達成

食事は大切なコミュニケーション
の場

「障がい者福祉くらしきフォーラム with AB-1コンテスト」開催

「AB-1コンテスト」
「就労支援A型、B型」等の事業
者が自慢の一品を出店し、一般
参加者と食を通じて交流するグ
ルメコンテスト。投票により表彰
も行い、障がい者が社会とのつ
ながりを持つことを後押しする。

（写真はコンテスト投票所）

地元のゆるキャラも
応援！

コミュニティ駄菓子屋事業（2017年度）

　住民の結びつきを強める地域交流の場として、医療福祉
大学医療福祉学科学生が「駄菓子屋」を開店。懐かしい昭
和の雰囲気の店舗に、子どもと高齢者が集い、学生が間を
取り持った。
　駄菓子屋の“営業日”
には、毎回100人近い
参加者があり、地域の
支え合いの取り組みと
して反響を呼んだ。

かわさきこども園「子育て支援事業」
　地域の子どもと保護者に集いの場を提供し、子どもの
健やかな育ちを支援することを目的として実施している。

園庭開放

子育て講演会

共に豊かな未来をめざして  ―誰もが自分らしく安心して生きるための取り組み―
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　川崎学園の学生は、ボランティア活動を通して、社会人としての基礎力や地域発信力を身につけ、将来、医療人、医療福祉
人として地域や社会に貢献するためのさまざまな経験を積み重ねている。その活動は多岐にわたっており、各大学・学校それぞ
れの特色や強みを生かし、障がいのある人、子どもや高齢者などとの交流や支援をはじめ、災害復興支援や大学近辺の安全や
美化など、学園内外の援助の手を必要としている場所で地道な活動を行い、人間力を育んでいる。

中庄クリーンアップ作戦（医療福祉大学）

ボランティアメンバーが2〜3コースに分かれ、大
学周辺から中庄駅近辺の通学路や用水路等のゴ
ミを集め清掃する活動で、年3回実施。地域住民と
も挨拶を交わし、中庄の街をきれいにしている。

盲導犬育成募金活動（医療福祉大学）

盲導犬への理解と普及のため、毎年国際盲
導犬デーと学園祭に合わせて、学生が盲導
犬ユーザーと共に募金を呼び掛けている。

ぬいぐるみ病院（医科大学）

「ぬいぐるみ病院」は、子どもたちの医療への恐怖心を軽減させ
るとともに、体や健康について興味をもってもらうためにドイツ
で始まった。医科大学では2010年に有志の活動として開始し、
現在はクラブとして「ぬいぐるみ診察」「医療器具説明」「保健教
育」などの内容で、学内や地域のイベントで活動している。

ボランティアセンター
（医療福祉大学）
医療福祉大学のボランティア活
動の拠点。情報提供、活動のマッ
チング、相談援助、活動の企画・
実施等を行っている。

倉敷警察署と連携し、犯罪の未然防止、防犯意識向上、安全な地域づ
くりに取り組んでいる。定期的に医療短期大学から中庄駅までの区間
を学生と教職員がパトロールし、同時に清掃活動、挨拶運動も行っている。

川崎医療短期大学安全パトロール隊

学生ボランティア活動  ―社会人基礎力や人間力を身につける―
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産学官連携の展示会
「KMSメディカルアーク」の開催

2．地域とつながる　　　　　　　　　　　　　　　  

先天性胸郭変形（漏斗胸）矯正用装着具の
「スタビライザー」の改良品の開発（特許承
認後、診療現場で使用開始）。

医科大学
企業との共同研究により「標準型車椅子用テー
ブル」（実用新案登録出願）を開発。実施許諾
契約により実施料収入を得て、医療福祉大学
として初めて知的財産権の技術移転を行った。

医療福祉大学
看護部と医療現場ニーズの企業とのマッチ
ングにより共同開発された「エアマットレス用
シーツ」（実用新案登録および意匠登録出
願）が販売に向けて準備中。

附属病院

「ココリン」の由来

「cocoro＋ring」 ＝ 「ココロをつなぐ輪」
かわいらしいネーミングと「サンラヴィアン」の赤・
「川崎医科大学附属病院」の青を使用したロゴに、
「おいしさとともに、みんなに親しんでもらいたい」
という想いを込めた。

（2017〜）

　附属病院栄養部は、洋菓子メーカー「サンラヴィアン」（岡山県里庄町）とともに、病気や健康状態により食事栄養管理が
必要な人へ向けたスイーツを共同開発している。
　「患者さんが病気になる前に食べていたものをお届けしたい」という思いで、管理栄養士が2009年から6年にわたり研究を
重ねて、商品を開発した。2017年には、健康に配慮したスイーツの新ブランド「ココリン」を立ち上げ、糖尿病患者や食欲が
低下した高齢者、ダイエット志向の人など、さまざまな対象者に向けて「ベルギーワッフル」をはじめ全13種類の商品を販売。
すべての人に優しく、おいしく楽しく食べることができる、栄養学的に工夫された洋菓子の提供を目指して、現在も商品の改良や
新商品の開発を続けている。

　近年、医科大学、医療福祉大学、医療短期大学および附属病院を中心として、研究活動の成果を社会へ還元する産学連
携活動に力を入れている。2014年度から知的財産に関する学園内の基盤づくりに着手し、産学連携知的財産アドバイザー
を配置。さらに知的財産の管理や活用についての体制も構築するなど、段階的に学園内の体制を整えてきている。各施設にお
いては研究者シーズの事業化に向けた企業とのマッチングおよび共同研究開発や、医療現場ニーズの企業とのマッチングなど、
産学連携活動の中でも学園の強みである医療関係分野の研究開発に力を入れ、成果の社会実装を目指している。共同研究
や受託研究等新規契約件数についても年々増加傾向となっている。

　医学系産学連携、特に医工連携を推進することを目的として、
本学園における産学官連携の展示会とも言うべき「KMSメディ
カルアーク」を2017年から毎年開催。学園内外の大学研究
者や医療スタッフによる研究成果や医療系用品のニーズの
紹介と共に、県内外の医療機器関連メーカー等とのマッチン
グを実施。本マッチングにより、企業とアカデミア双方が共同
研究開発に合意したものについて、試作品を作成し実用化を
目指す機会となっている。参加者・出展者は、年々増加しており、
500人を超えている（2019年現在）。

すべての人に食べる喜びを ― 附属病院栄養部と洋菓子メーカー「サンラヴィアン」とのスイーツ共同開発 ―

 具体的な成果（主な事例）

産学連携活動の推進  ―学園における産学連携の動き―
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　川崎学園は、創設以来、学園各施設のさまざまな活動により、教育、医療、保健、福祉の分野で社会へ貢献してきたが、近
年増加している岡山県内外の自治体等からの多様なニーズに応えるため、学園の資源を活用し取り組んでいる。

　岡山県からの委託により、附属病院「ドクターヘリ事業」（1999年〜）、医科大学寄附講座「救急総合診療医学」（2015年〜）
など、さまざまな事業を教育研究活動の一環として取り組んでいる。
　県外自治体からのニーズにも対応しており、医科大学においては、静岡県、長崎県からの要請を受け、地域医療を担う人材
を育成するため2014年に協定を締結。両県の地域枠を設けた特別推薦入試を行い、同枠で入学した学生対象に地域医療
に向かう意識を醸成する教育を行っている。また、大規模な自然災害が多発する状況に対応するため、AMDAとの医療連携
協定（2016年）、高知県黒潮町との危機管理や防災教育についての協定（2017年）を結び、非常時においても学園が持続的
に機能し、活動することで地域社会に貢献できるよう整備している。
　地域への貢献をより一層きめ細かく形あるものにするため、2015年に倉敷市と地方創生に向け包括連携協定を締結した。
具体的には、地域の医療・保健・福祉の充実と人材育成、防災・減災および災害時の支援、大学の資源を生かした地域振興
などで連携・協力するという内容である。さらに、岡山市など県内各自治体とも同様に協定を結び、地域のニーズを共有しなが
ら連携していくことを確かなものにした。
　自治体のほかに、学園の広報活動や特色ある教育方法への取り組みのため、地元新聞社とも連携している。

年 月 協定締結先

2011年  3月 倉敷市（非常災害時における避難場所施設利用に関する協定）

2011年  7月 岡山市〔岡山中央南（旧深柢）小学校跡地活用事業に関する基本協定〕

2012年  2月 岡山市〔岡山中央南（旧深柢）小学校跡地事業用定期借地権設定契約〕

2013年11月 株式会社山陽新聞社（包括連携協定）

2015年  5月 倉敷市（包括連携協定）

2015年  7月 総社市（包括連携協定）

2015年  9月 備前市（包括連携協定）

2016年  7月 認定特定非営利活動法人AMDA（医療連携協定）

2017年  1月 岡山市〔岡山中央南（旧深柢）小学校跡地活用における施設公開に
関する協定、災害時における避難場所等の施設利用に関する協定〕

2017年  5月 岡山市（包括連携協定）

2017年11月 赤磐市（包括連携協定）

2017年12月 高知県黒潮町（危機管理・防災教育に関する包括的な覚書）

2019年  9月 一般財団法人津山慈風会（包括連携協定）

■　 自治体等との連携協力（2011年3月〜）

倉敷市との包括連携協定締結式（2015年）

津山慈風会との包括連携協定締結式（2019年）

黒潮町への医療支援チーム研修派遣（2019年）

自治体等との連携 ―包括連携協定締結でニーズを共有―

地域社会と幅広い分野で連携

黒潮町津波避難タワー見学川﨑理事長、園尾病院長、猶本病院長 等 派遣メンバー
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地域の医療および医療福祉の質の向上を目指して

紹介率・逆紹介率
●川崎医科大学附属病院
100

80

60

40

20

0

69.7

58.7

67.7

61.6

67.3

58.6

69.3

66.8

69.0

63.5

75.0

72.2

77.6

76.1

76.9

75.5

（％） （年度）2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

紹介率

（特定機能病院の算定式による）

逆紹介率

●川崎医科大学総合医療センター
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逆紹介率

　附属病院と総合医療センターでは、病院理念の一つとして「地域の医療福祉の向上と医療人の育成を行う」を掲げ、地域
への貢献も重要な目標としている。子どもから高齢者まで、外来・入院での高度専門医療はもとより在宅医療までも幅広くか
つ切れ目のない医療を提供するために、地域の医療機関や介護・福祉施設と多くの連携事業を行っている。また、2019年に
は地域の中核的な役割を担う病院と川崎学園との間で医療および医療福祉の人材育成、研修、人事交流等を行うための協
定を締結。双方の資源を有効活用することで、地域社会の持続的な発展を目指す新たな取り組みを始めている。

せとうちクリニカル・ベストプラクティス・
ミーティング（総合医療センター）

感染防止対策に係る連携
医療機関カンファレンス

（附属病院・総合医療センター）

　外部医療機関（病院、診療所）の医師やスタッフを招き
「医療連携懇話会」を毎年開催。診療に役立つ医療情報
や最新の医療動向等についての「講演会」と、院内から医師
や看護師、医療ソーシャルワーカー等のメディカルスタッフ
も多数参加する「懇親会」を実施し、より一層スムーズな
連携を図っている。また近年では、「医介連携の会」や「医療・
在宅連携懇話会」も開催している。

連携協力している院外と院内の関係者が一堂に会し、直接コミュニケーション
が取れる懇親会。貴重な機会として、年々参加者が増加。附属病院の会場には
当院の最新医療を紹介するパネルも展示している。

地域の医療、看護、介護を担う
多職種が連携して「地域包括
ケアシステム」の実現を目指し
ている。

急性期医療や継続的な医
療を必要とする高齢者に
支援の輪が広がることを
目指している。

　地域住民の皆様に質の高い医療
サービスを継続して提供するため、地
域の医療従事者や介護スタッフを対
象とした連携事業や勉強会等を開催
している。

医療連携懇話会（附属病院・総合医療センター）

医療・在宅連携懇話会
（附属病院）

医介連携の会
（総合医療センター）

医療機関・介護施設との連携  ―幅広く切れ目のない医療の提供―

医療機関および介護施設等との連携
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今も受け継がれる創設者の精神

年 交流内容

1977 アメリカ・ミネソタ大学医学部「友好・協力に係る覚書」締結
1980 中国・中華医学会上海分会から川崎医療短期大学への留学生受け入れが

開始

1982 中国・北京第二医学院（現 首都医科大学）「医学および医学教育交流につ
いての覚書」締結

1984 中国・上海中医学院（現 上海中医薬大学）「医学および医学教育交流につ
いての覚書」締結

1987 中国・上海職工医学院（現 上海健康医学院　以下同じ）「友好大学提携協定」
締結

1996 中国・上海職工医学院から川崎医療短期大学への教員受け入れが開始
1999 川崎医療短期大学の教員・学生による、中国・上海職工医学院への夏期師

生訪問団派遣が開始
2000 上海市衛生学校から川崎医療短期大学へ、正規生としての留学生受け入れ

が開始
2002 イギリス・オックスフォード大学グリーンカレッジ（現 オックスフォード大学

グリーンテンプルトンカレッジ　以下同じ）と「友好提携覚書」締結
2004  アメリカ・ノースカロライナ大学チャペルヒル校「学術協力提携書」締結
2005 イギリス・オックスフォード大学グリーンカレッジから川﨑明德理事長（当時）

がHonorary Fellowの名誉称号受章

オックスフォード大学「ラドクリフ・カメラ」の前で

3．世界とつながる　　　　　　　　　　　　　　　　　  

年 交流内容

2006 カナダ・ヴィクトリア大学「学生の教育および教職員の研修に関する協力同
意書」締結

2007 デンマーク・日欧文化交流学院（現 ノーフュンス・ホイスコーレ短期研修部） 
「相互協力の協定書」締結

2008 中国・上海職工医学院から管理事務職員短期研修団の受け入れが開始
2008 イギリス・オックスフォード大学グリーンカレッジから川﨑明德理事長（当時）

がRadcliffe Fellowの名誉称号受章
2012 イギリス・オックスフォード大学グリーンテンプルトンカレッジ「友好提携追

加合意」締結
2014 カナダ・ヴィクトリア大学「生涯教育部門ELC間の英語研修プログラムに係

わる協定書」継続締結（更新）
2014 オーストラリア・グリフィス大学「交流協定」締結
2014 ドイツ・フライブルグ大学「トラベルフェローシップレジデンシープログラム

（TFRP）に関する同意書」締結
2015 中国・上海中医薬大学「友好大学提携協定」継続締結（更新）
2016 中国・上海健康医学院「友好大学提携協定」継続締結（更新）
2016 中国・上海中医薬大学創立60周年記念式典ならびに川﨑祐宣胸像除幕式

へ川﨑誠治理事長らが参列
2017 インドネシア・アイルランガ大学「学術交流に関する合意書」締結

〈国際交流のあゆみ〉

　創設者川﨑祐宣は、学園創設期から欧米に医学教育
視察団を派遣。自らも何度も参加し、海外における最新の
医学教育について直接見聞きすることにより視野を広げ、
従来の医学教育にとらわれない独自の教育方法が何かを
探求し続けた。

　学園の国際交流の歴史は、医学教育の礎を築くため、1977年、卒後臨
床教育先進国であるアメリカ・ミネソタ大学と川崎医科大学との間に友好
関係を締結したことに始まる。 
　1980年代には、日中平和友好条約の締結を機に中華医学会とも活発
な交流が始まり、現在まで続く上海中医薬大学（当時 上海中医学院）、
上海健康医学院（当時 上海職工医学院）等との友好提携を次 と々締結
する。 
　これらの友好提携は、学園開設以前の1956年、まだ日中の国交がなかっ
た時代に、祐宣が岡山県学術文化施設の副団長として中国を訪問し、中
華医学会に果たす自らの使命を自覚したことに起因する。友好提携は今
も変わらず続き、留学生や教職員研修の受け入れおよび相互視察の実施、
学園からの合同研修などを通して、さまざまな交流を展開している。 
　2000年代に入ると、川﨑明德学園長の尽力により英国オックスフォー
ド大学グリーンテンプルトンカレッジ（当時 オックスフォード大学グリーン
カレッジ）と「友好提携覚書」を締結。教員だけでなく医科大学学生の英
国での授業への参加や、オックスフォード大学グリーンテンプルトンカレッ
ジの学生の医科大学への受け入れなど、学生相互の交流も始まった。 
　このほかに、カナダ・ヴィクトリア大学、オーストラリア・グリフィス大学お
よびドイツ・フライブルグ大学と交流協定を交わしており、国際交流の輪が
広がりを見せている。 

国際交流   ―開学時代から受け継ぎ広がる交流の輪―
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オックスフォード大学と川崎学園との交流は、1983
年11月に日英医学教育会議で訪日していたLord 
Walton of Detchant氏（第二代グリーンカレッジ
学長。当時はGMC会長）が川崎学園を表敬訪問し、
明德学園長との個人的親交が生まれたことから始
まった。

学園と中国との交流の歴史は長く、祐宣の思いを今も受け継いでいる。

カナダやオーストラリアの大学では語学の他に、生活習慣や文化の違いを体験する。

　川崎医科大学創立30周年を記念し、意欲を持った
若手研究者の能力向上と、国内外の大学または学術
研究機関における学術調査や研究活動等の一層の振
興を図ること、そしてそれらを将来本学の発展に寄与す
ることを目的として、2001年に設立された。研修計画に
応じて一人当たり最高500万円まで（国外 2 年間の場
合）が助成され、研修終了後は本学へ戻ることが前提と
なっている。これまでに延べ30人以上がアメリカやイギ
リスなど主に英語圏の大学
や研究機関で研究活動に取
り組み、さまざまな刺激を受
け、新たな発想などを身につ
け、研修終了後の本学での
業務に還元している。 

　直接アメリカの各大学を訪れてみて、予想以上の医学教育の改革が行われつ
つあるのを見聞きし、驚き、かつ希望と勇気を覚え、身の引き締まる思いをした。 
　ことに、私自身今まで自分の頭の中に描いていた医学教育の理念とか方法が、
幾つかの新しい大学では既に実施されつつあり、しかも懸命の努力の払われてい
る姿を、じかにこの目で見ることができたことは大きな収穫であり感動であった。 

〜中 略〜 
　教育方法の最重点として、学生が自ら進んで勉強せざるを得ないようなさまざ
まの方法を、それぞれの教師のくふうや努力によって改善するというところに置か
れている。 

〜中 略〜 
　また、新しい医学教育が成功するか否かは、全体のチームワークが如何にとれ
ているかにかかっていることも深く考えさせられた。 
　私が、特に関心を深くしたことのひとつに、アメリカの大学の一部に、人間教育
が取り入られつつあることである。Behavioral Scienceという名称のもとに、宗教・
社会・倫理・環境その他医師という聖職に必要な、いわゆる医道につながる新し
い教育分野が医学教育の中でも開拓されんとしている。 

川崎学園創立十年誌掲載『米国医科大学教育視察報告書・序文 ―昭和47年9月同勢７名―』より抜粋 

イギリス・オックスフォード大学との交流 中国（上海）との交流

各国での研修

GTC教員来訪

川﨑明德理事長（当時）名誉称号受賞祝賀会
（2008年オックスフォード大学グリーンカレッジ）  

川崎学園との長きにわたる交流を記念して、
上海中医薬大学が川﨑祐宣の胸像を建立

上海健康医学院師生訪問団が来訪
現代医学教育博物館見学

GTCでの教員研修 ヴィクトリア大学語学研修（カナダ） 書道で現地学生と交流（オーストラリア）

現地学生との交流会（上海研修）

上海中医薬大学内の川﨑祐宣像と研修学生

上海中医薬大学学生と
一緒に曙光病院見学

創設者川﨑祐宣の言葉

3．世界とつながる　　　　　　　　　　　　　　　　　  
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KAWASAKI  CLUB 

　KAWASAKI CLUBは、学校法人川崎学園、学校法人九曜学園の在籍職員、
退職した旧職員および各学校の卒業生を会員とし、会員相互の交流、生涯教育・
生涯学習提供の場として、2007年に設置された。
　発足以来、会員数は49,947人（2019年11月現在）まで増え、CLUB独自
の取り組みや会員向けサービスも広がりを見せている。
　会員は生涯にわたって学園で学びの環境を得られている。

　学園内には本館棟８階に会員専用の
「KAWASAKI CLUBラウンジ」を設置。
　会員が母校や職場を訪れた際の寛ぎの
場として親しまれており、会員同士の交流を
図っている。また「図書館利用サービス」も
提供しており、毎年延べ400人程度の会員
が利用し、約1,400件の貸し出しがある。

懐かしい母校・元職場でゆったり過ごす時間と空間

　発足当初からの取り組みとして、全国各地や海外に在住する会員に、広報誌「KAWASAKI 
CLUB NEWS」やホームページを通じて学園の最新情報を提供している。また、市民向けの公開講
座等のほか、専門職向けの研修会・講演会等の開催情報や職場復帰支援に関する情報についても
発信し、現職および現場を離れている会員のスキルアップのための情報提供にも努めている。

KAWASAKI CLUB発足の2007年に創刊。学園の「今の姿」を会員に伝
える情報誌として、学園各施設のトピックス、オープンキャンパス・学校説明
会・入試情報、各施設主催セミナー・公開講座開催情報、病院の診療科の
紹介や新たな動き・情報等を掲載。（年２回発行）

KAWASAKI CLUB NEWS 創刊号（表紙）
川﨑明德理事長（当時）の
生涯教育に向けての力強い決意が巻頭を飾った。

「KAWASAKI CLUB NEWS」 ―「学園の今」をリアルタイムに発信―

KAWASAKI CLUBカード
図書館やラウンジが利用可能
学園シンボルマークと同じブルーが基調色

最新の学園情報や医療・医療福祉に関する情報で日々研鑽
―会員の生涯学習促進の拠点―  

〈ラウンジ利用時間〉
（平日） 8：30‒16：30（土曜は12：00まで）
(休日） 日・祝・年末年始・創立記念日
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　「川崎医学・医療福祉学振興会」は、岡山県内における医学・医療福祉学の向上と発展を促進し、
県民の健康増進と医学・医療および福祉に関わる人材の育成に寄与する目的で、2003年 2 月に
設立された。この目的を達成するための事業として、①医学・医療福祉学の研究活動に対する研
究者への助成、②教育研究機関および地域社会との連携・交流に対する助成、③国際交流に対す
る助成等の諸事業を掲げている。
　2012年 4 月には財団法人から公益法人への移行が認定され、公益財団法人として活動して
いる。また同年 6 月には、税額控除に係る証明を受け、税額控除対象法人となっている。法人設立
以来の助成件数累計は264件、助成金の総額は 7,100万円に上り、その対象は大学ならびに病
院の若い医師や大学院生、ベテランの臨床医から教授、医師
以外のメディカルスタッフ、医療福祉学の教員に至るさまざま
な立場の研究者に広がっている。
　今後も先進技術の向上を目指した大学と医学・医療福祉学
界および関連産業界との連携を図り、岡山県の学術および技
術開発の進展に寄与することを念頭に助成事業を推進していく。

（件数）

財団法人 公益財団法人
総計

2003〜2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

教育研究事業 104 11 10 10 13 13 9 12 182

教育研究機関および
地域社会との連携･交流事業 31 4 4 4 5 5 4 4 61

国際教育・
研究交流事業

派遣 8 1 1 1 1 1 0 1 14

招請 6 0 0 0 0 0 0 1 7

年度別助成件数 149 16 15 15 19 19 13 18 264

年度

助成種別

■　 公益財団法人  川崎医学・医療福祉学振興会　年度別助成実績

助成承認書等の授与

園尾博司理事長挨拶

公益財団法人  川崎医学・医療福祉学振興会
医学・医療福祉のニーズに応える人材育成のために

公益財団法人
川崎医学・医療福祉学振興会

理事長  園尾 博司　　　　
　　　　  （2016.6〜）

■　 歴代理事長

角田 　司
（2012.4〜2016.6）

勝村 達喜
（2003.2〜2012.3）

助成金贈呈式

医療福祉の原点で医療福祉の「こころ」を学ぶ
　川崎学園各校（医科大学・医療福祉大学・医療短期大学・附属高校）の学生にとって旭川荘は、創設者川﨑祐宣
がなぜ「医療福祉」という概念を提唱したかを知る場所であり、現地での研修や実習、ボランティア活動を通して医療
福祉のこころを学び、建学理念の柱の一つ「人

ひ
間
と

をつくる」ための基礎を培う重要な場所となっている。
　医科大学では開学以来、学生全員が旭川荘での見学実習を行っており、2019年度からは「介護実習」を新たに実施
している。附属高校では「良医」となる基礎づくりの一助として1、2年生で旭川荘の歴史を学び、利用者との散歩等を
行い、医療短期大学では学科ごとに高齢者への看護や、介護の現場を学ぶ実習を行っている。特に医療福祉という
概念を体現化した医療福祉大学では、開学以来、その理念を実践する人材教育の一つとして旭川荘研修を新入生
対象の初年次教育プログラムに組み込み、学科ごとに実施している。

医療福祉大学の旭川荘研修の様子 医科大学の実習風景

人
ひ と

間をつくる場
と こ ろ

所 〜社会福祉法人 旭川荘での研修〜
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7
月

6日
21：35
22：40
23：35

岡山、総社、笠岡、新庄の4市村に大雨特別警報発令
倉敷市、矢掛町など８市町に大雨特別警報発令
総社市下原のアルミ工場が爆発

7日

 0：47
 1：34
2：00

 
4：20
 5：00

6：30
 6：52
7：30

小田川の越水情報
高馬川堤防決壊を確認
真備町箭田地区　浸水被害1,007戸
小田川北岸決壊
真備町有井地区　浸水被害655戸
真備町川辺地区　浸水被害1,136戸
岡山市東区で砂川の決壊を確認
末政川上流の東岸、下流の東岸決壊
小田川（東側部分）で約100ｍ堤防決壊を確認
岡山市北区御津国ケ原で旭川の決壊を確認

未明から朝にかけ、倉敷市真備地区の小田川、高馬川や岡山市東区の砂川などの
堤防が次 と々決壊（10河川、18か所）。県内各地で家屋浸水や土砂崩れが発生。
10市町59か所の避難所に3,900人が避難。
11：00
15：10

岡山県庁内に災害医療本部とDMAT（災害派遣医療チーム）立ち上げ
岡山県内の大雨特別警報解除

　2018年 7 月 5 日から 7 日にかけて100年に一度といわれる記録的な豪雨が西日本を襲い、各地で多くの河川氾濫
や土砂崩れにより甚大な被害が発生した。倉敷市は真備地区の小田川などの数河川の堤防が決壊し、深さが約5mにも
およぶ大規模な浸水被害となった。この災害により、50人を超える尊い命が失われ、住家の損壊被害は5,000棟超となり、
川崎学園でも48人の教職員および39人の学生（実家被災含）が床上以上の浸水被害を受けた。
　そのような中、川崎学園では、病院職員を断続的に被災地に派遣し、災害医療支援を行った他、教職員や学生もさまざ
まなボランティア活動に参加するなど、学園を挙げて被災地の復興支援に取り組んだ。また、被災した教職員と学生に対し、
避難所として学園の施設（二子レジデンス、学生寮）を提供した。災害意識および地域貢献を考えさせられる機会となった。

西日本豪雨災害（平成30年7月豪雨）

・死者　61人（うち倉敷市52人）
   災害関連死７人除く
・行方不明者　3人
・重傷者　16人（うち倉敷市9人）
・軽傷者　161人（うち倉敷市111人）
・住宅全壊　4,829棟（うち倉敷市4,645棟）
・半壊　3,355棟（うち倉敷市847棟）
・床上浸水　1,537棟
・床下浸水　5,531棟

2019/3/5現在
岡山県内の被害状況

川崎学園周辺も広範囲に冠水

井原鉄道高架下の災害ごみ 避難所（二万小学校） 避難所の寄せ書き（岡田小学校）

～地域に根差す川崎学園としての復興支援～

写真提供：共同通信社
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　川崎医科大学附属病院は、発災直後から院内災害対策本部・DMAT本部を
立ち上げ、総力を挙げて災害時医療支援を行った。また、県南西部DMAT活動
拠点本部に指定され県内外からのDMATチーム受け入れや、院内ではスタッフ
を増員し、救出された被災者や避難所からの患者搬送を受け入れた。その後、各
種団体の支援活動調整のため倉敷市保健所に本部機能を集約することとなり、
当院から派遣したDMAT隊員が中心となって倉敷地域災害保健復興連絡会議

（KuraDRO）事務局の統括を行った。
　そして、岡山県の医療救護班、医師会のJMATおかやま等にもスタッフを派遣
して避難所での医療活動を行い、発災から 7 月末までの間、院外での活動に携わっ

た当院スタッフは延べ128人に上った。各診療科・所属部門の枠を超えて病院一丸となり、協力体制のもと、災害拠点病院として地域医
療復興のための継続的な支援を行った。
　総合医療センターでは、総社市の孤立した特別養護老人ホームから重症者の搬送受け入れの他、岡山県看護協会災害支援ナースに
よる避難所での支援活動や職域団体からの派遣要請に基づくボランティア活動を延べ52人が行った。

７月14日（土）・21日（土）に学生・教職員延べ50人が学園のマイクロ
バスで被災地真備町へ出向き、復興支援活動を行った。

　川崎学園の各校の学生たちは、日ごろから日本各地の災害
復興支援活動に参加している。西日本豪雨災害でも、医療福祉
大学ボランティアセンターの主導により、学園の学生が合同で
現地ボランティア活動を行い、その行動力と実力を十二分に発揮。
災害発生直後の 7 月 8 日（日）から倉敷市や総社市社会福祉
協議会と連絡を取り、各地の災害ボランティアセンターの活動
にも協力した。
　また、個人、サークル、学科、ゼミを挙げて、多くの学生・教職員
が関連施設や団体からの要請によるボランティア活動、各避難
場所での支援活動などに参加した。

災害医療支援活動  ―被災地域の災害拠点病院として―

ボランティア活動  

7
月

7日
院内災害対策本部、院内DMAT本部　立ち上げ
附属病院が県南西部DMAT活動拠点本部に指定
真備地区から防災ヘリで搬送された患者16人を受け入れ

8日
附属病院からマイクロバス2台で避難所を巡回
まび記念病院からの救助者を含め31人を附属病院へ搬送
総合医療センターは総社市の特別養護老人ホームの重症者15人を搬送

9日 倉敷市保健所内に倉敷地域災害保健復興連絡会議（KuraDRO）設置
11日 県南西部DMAT活動拠点本部解散
11日〜18日 医療救護班を避難所へ派遣（附属病院がDVT予防・発見チームを指揮）

23日 備中保健所内に県南西部災害保健医療活動調整本部開設
KuraDRO活動終了

24日〜31日 JMATおかやまとして医師、看護師、調整員、事務スタッフを派遣し
岡田小学校にて往診

院内災害対策本部

KuraDRO事務局

DMAT本部

医療救護班（DVTチーム）特別養護老人ホームでの支援 マイクロバスでの避難所巡回 被災者受け入れ（救急外来）

真備町での 
ボランティア活動
1日中頑張っても全く状況が
進んだ気がしない現実に向き
合い、長期間にわたり心を寄
せることの重要性を実感した。

幼稚園での託児ボランティア
夏休みの幼稚園を使用して、医療短期大学
の学生たちが、毎週末、託児ボランティアを
行った。託児があることで家族が安心して片
付けを行えるように、そして、被災地の子ど
もたちの笑顔を支えるために活動した。
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　川崎医療福祉大学同窓会は1995年に設立し、今年で26年目を迎えます。会員は間もなく2万人を

超え、建学の理念に沿って学び巣立った質の高い医療福祉人たち、そしてさまざまな分野で活躍する

同窓会員の活躍を数多く伺い知ることができ、大変喜ばしく感じます。

　我々の母校、川崎医療福祉大学は2020年現在、5学部17学科となり、多分野にわたって、現在、そ

して未来の医療に沿える人材を世に送り出すべく、学園とともに成長を重ねております。川﨑祐宣先生

の思想である医療と福祉の融合、そしてその結着の成果としての「多職種連携スピリット」を胸に、同

窓生一同さらに邁進していく所存です。

　創設者川﨑祐宣先生が松島の丘に川崎医療短期大学を1973年開設し、卒業生を送り出して44
年になります。毎年、桜咲く頃に入学し、学び、梅の咲く頃に卒業できる環境は、全国で活躍している
卒業生にとって忘れることができません。
　同窓会の名称、「 松

しょうきゅうかい

丘会 」にした所以でもあります。
　医療短期大学で川﨑祐宣先生の教育理念を一番理解しておられた元副学長佐々木匡秀先生が
常日頃言われていた言葉『川崎卒の この文字は 消しても 消えぬ三文字なり 消して消えない 文字な
れば 書いて喜ぶ 人になれ』の言葉は自分が精進する励みとなりました。これからも川崎卒の誇りと自
信に満ちた多くの卒業生が輩出されることを願ってやみません。

　「人
ひ

間
と

をつくる　体をつくる　医学をきわめる」。この言葉は、川崎学園の理念でもありますが、私が

昭和45年に附属高校に一期生として入学した時から心に刻み込まれています。65歳になっても医学

をきわめることはできませんが、医療人として心技体のバランス感覚が臨床で、いかに重要かを毎年

の卒業式前日に行われる同窓会入会式で伝えてきました。

　人生において最も多感な 3 年間を全寮制の中で育った卒業生が、現在全国のいろいろな医療団

体の中核となって活躍しています。創設者川﨑祐宣先生の熱き思いは明德先生、誠治先生に引き継

がれ、今も色褪せることはありません。

　川崎リハビリテーション学院は、1974年、「リハビリテーション」という言葉自体まだ一般的ではな

い時代に、全国10番目のPT・OT養成校として開校しました。建学理念のもと、専門家としての知識・

技術の修得のため著名な先生方に教授していただきました。健全な心身と知識・技術をもって治療に

専念するという教えは、卒後の臨床現場で、またPT養成校の教員としての基礎となって生かされてき

ました。約2,000人の卒業生を輩出した“川崎リハビリテーション学院ブランド”は、各方面からの

信頼も得られ、理学療法士として勤務できてきたことに、創設者の川﨑祐宣先生に心より感謝を申し

上げたいと思います。

川崎医療福祉大学
川崎医療短期大学
講師

重田　崇之

川崎医療短期大学
元 川崎医療短期大学
教授

小郷　正則

川崎医科大学
川崎医科大学
教授

森谷　卓也

川崎医科大学附属高等学校
特定医療法人　万成病院
理事長・院長

小林 建太郎

専門学校

川崎リハビリテーション学院
朝日医療大学校キャリアサポートセンター
相談役・理事・専任教員

草地　清志

発足年　1976年3月
会員数　4,619名
支部数　77支部

発足年　1995年4月
会員数　19,191名
支部数　15支部

発足年　1975年3月
会員数　15,688名
支部数　 9支部

発足年　1974年3月
会員数　1,689名
支部数　5支部

発足年　1979年7月
会員数　1,910名
支部数　7支部

50年の同志 ―約4万5,000人―

　川崎医科大学の卒業生の多くが、医療現場で「患者に優しい先生」、「信頼できる良い先生」との高

い評価を得ていると、よく耳に致します。開学に際し川﨑祐宣先生が思い描かれた、「良医」育成への

取り組みの成果と思います。私達は在学中、恵まれた環境で質の高い教育を受けることができました。

建学の理念を教職員と学生が共有し、同じ目標に向かって互いに一生懸命であることは、本学の大き

な特徴で、素晴らしい伝統は現在も続いていると感じています。「川崎イズム」を受け継ぎ、さらなる高

みを目指す医師が多数輩出されるよう、後輩一人一人が一層精進し、活躍することを期待しています。

同窓会会長からのメッセージ

※会員数：2019年4月現在
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同窓会30周年記念碑（医科大学）

川崎医科大学

同窓会創立40周年記念

（2016年）

川崎医療福祉大学

同窓会 20周年記念式典

（2015年）

川崎医療短期大学

松丘会（同窓会）発足40周年

記念パーティー（2015年）

川崎医科大学附属高等学校

中国四国地区同窓会

（2013年）

専門学校 川崎リハビリテーション学院

第40回同窓会
（2019年）



182 PB

楷
かい

の 木

人
ひ

間
と

をつくる学び 舎を見 守る「 楷 の 木 」

　学園内の各地には、学園のあゆみとともに大きく成長したたくさんの楷の木があり、そのうちの5本
の木には由来があります。
　現代医学教育博物館前にある3 本の楷の木は、閑谷学校の楷の木とルーツを同じくするもので、
中国山東省曲阜の孔子廟から連綿と続く由緒正しい「学問の木」です。川崎学園創立の精神を象徴
する樹木として、学園が創立20周年を迎えた1991（平成 3）年頃に植えられました。
　また、附属病院正面玄関前にある 2 本の楷の木は、1994（平成 6 ）年 2 月22日の川﨑祐宣
学園長（当時）の90歳の誕生日に、「卒寿記念」として、長野士郎岡山県知事（当時）から贈られた
ものです。
　いずれの木も、植えられた当時は樹高4 m程度で
したが、約30年が経過した今は大木に成長しました。
　医療福祉大学、医療短期大学、附属高校の敷地
にも楷の木は、学問の木として植えられており、
初夏には新緑、秋には黄金色に色づき、行き交う人々
の目を楽しませ、学生たちの成長を見守っています。
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未来を見据えて
理事長 川﨑誠治からのメッセージ
　「これまでの50年、これからの50年」

創立50周年記念事業
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創立50周年を迎えて思うこと、
これからの川崎学園が
目指す方向について、
川﨑誠治理事長に聞いた。
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■ 良き医療人、
 医療福祉人育成のために
　川崎学園を選び入学してくる学生たちは、皆、志を持っ
て入学してきます。そんな学生たち一人一人を大事にし、
学園の理念を身につけさせて世の中に送り出したいと思っ
ております。
　学園にはさまざまな学科があり、これほど多職種の医療
福祉人を育てている教育機関は他にはありません。
　現在、多職種連携教育の一環として、毎年 4 月に医科
大学、医療福祉大学、医療短期大学、リハビリテーション
学院の新入生を一堂に集めて、「川崎学園新入生合同研修」
を行っております。
　将来のチーム医療の担い手としてお互いの理解を深め
てほしいとの思いで始めたのですが、それぞれによい刺激
になっているようです。これからも横の連携をしっかりと取り、
相乗効果でより質の高い教育を目指していきたいと思って
おります。
　また、川崎学園の学生は医療人、医療福祉人を目指す
わけですから、卒業後も一生学び続けなければなりません。
それを支援するための生涯教育の場も、ますます充実させ
ていきたいと考えております。そのため、各施設で開催され
る専門職向けのセミナーや、肩の力を抜いて学べる公開講
座の開催情報など学園からの情報を提供・発信していく場
として「KAWASAKI CLUB」をつくりました。
　また、地域での保健・医療・福祉に貢献できる看護職の
育成と看護職のキャリア支援のために「看護実践・キャリ
アサポートセンター」を立ち上げたり、現場を離れた医師、
看護師などの復職支援のために「臨床教育研修センター」
で研修を行ったりしているのも生涯学習の一環といえます。

　学園内の施設の充実は常に心掛けております。近年
では、「川崎学園総合グラウンド」整備や、50周年記念
事業の一つ「川崎学園総合体育館」リニューアルなど、
学生や教職員の“体づくり”の環境を整えてきました。
　学生寮の充実には創設期から心を配っており、2017
～2018年には、医科大学学生寮を全面的にリニューア
ルしました。また、このたび50周年記念事業の一つとして、

「川崎学園学生寮（通称このはな寮）」を2019（令和元）年
に開寮しました。学生たちが安心して学生生活を送り
ながら、寮という共同生活の中で協調性を養い、“思いやり
の心を持った”より良い医療福祉人を目指してくれること

■ 充実した学生生活を送るために

こ
れ
ま
で
の
50
年
、こ
れ
か
ら
の
50
年

Top Message
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—川崎医科大学附属病院 —

—川崎医科大学総合医療センター—

　川崎医科大学附属病院は、倉敷市にある特定機能
病院として、これからも先進的かつ高度な医療を提供し、
地域の皆さんに貢献したいと思っております。病院理念の
一つである「24時間いつでも診療を行う」ため、全診療科
を挙げて救急医療に当たっている高度救命救急センター
での診療活動は、当院の診療の原点ともいえます。
　全国で初めて導入したドクターヘリは、今や救急医療に
必要不可欠な存在です。また、そのほかにも、災害拠点病院、
地域がん診療連携拠点病院、エイズ治療中核拠点病院
など、地域医療を支える重要な拠点としての役目があります。
　すべての診療科領域における遺伝医療や遺伝カウンセリ
ングを行う遺伝診療部の開設や、治験・先進医療センター
の開設、がんゲノム医療連携病院指定などによって、より
高度な内容の診療や検査、医師主導治験・企業治験の
実施を推進しております。大学病院、特定機能病院として
新しいことに挑戦しながら、患者さんの治療の発展に貢献
できるよう努め、県内外の病院や診療所、介護施設等の
医師やスタッフの方 と々きめ細かく連携・協力していくことが、
今後ますます重要になるでしょう。

■ 安心して暮らせる医療環境づくり

—かわさきこども園—
　少子化が進む中、子どもたちをしっかり育てることが
重要と考え、2005（平成17）年、医療短期大学に、医療に
強い保育士を養成する「医療保育科」という、全国的にも
珍しい学科を開設しました。　
　大切なお子さんをお預かりし育てるために、保育士が医
療の知識を持つことは非常に重要なことです。医療保育科
では、病児保育、発達障害児保育など、専門性の高い知識
を有する保育士を養成してきました。2017（平成29）年に、
医療福祉大学「子ども医療福祉学科」へと発展的に改組
したのも同じ思いです。
　臨地実習の場として、附属病院に医療保育室を立ち上
げていましたが、2018（平成30）年には、かねてよりの念願
であった幼保連携型認定こども園「かわさきこども園」が
開園しました。保育士、幼稚園教諭を目指す学生のみならず、
看護、心理、栄養などさまざまな分野の学生にとって“子ども
を育てる実習の場”となることを願っております。

■ 子どもにも学生にも良い環境を

を期待しております。
　将来の良き医療人、医療福祉人を目指すに当たって、
学生の健康管理、食事も重要です。そのため、それぞれの
寮に新しい学生食堂を開設しました。

　2016（平成28）年に開院した川崎医科大学総合医療
センターがこれから目指すのは、前身の川崎病院が地元
の方から親しまれ、必要とされてきたように、“地域に密着
した病院”としての役割を継続して行っていくことです。
　旧深柢小学校跡地活用をめぐっては、地域の皆さんから
1 万人を超える署名をいただき、心が熱くなりました。皆さん
の支えによって、スタッフが力をいただき、総合医療センター
の開院へつながったのだと思っております。全員一丸となって、
診療の充実と移転・開院を同時にやり遂げたときの思いを
忘れることなく、皆さんの思いに応え、安心して暮らすことの
できる医療を提供し続けたいと思っております。
　地域包括ケア構想が整備される中、在宅療養支援が
重要となってきております。2019（令和元）年、「訪問看護
ステーションかわさき」と「居宅介護支援事業所かわさき」
を立ち上げました。また、総合医療センターは、附属病院と
同様に大学病院としての高度な医療提供と、それを担う
人材の育成が重要な使命です。岡山市中心部という立地で、
充実した環境のもと、創設者である祖父が思い描いたように、
“患者さんから信頼される”総合医、多職種連携のできる
医療福祉人を育てていきたいと考えております。野菜に水やりする子どもたち

このはな寮 学生食堂
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Top Message

　地域との連携や産学連携にも力を入れていきたいと思っ
ております。
　医療・医療福祉は、利用される地域の皆さんの信頼と
支援があってはじめて充実し、発展します。また、そこで働く
良き医療人・医療福祉人の育成も、地域の皆さんの理解
があってこその賜です。

　私は、地域とのつながりは非常に大事だと思っております。
そのため地域に開かれた学園を目指して、学園の特色や資
源を最大限に生かし、市民公開講座等の行事の開催や、
困難な状況にある子どもへの支援や障がい者との活動など、
さまざまな取り組みを行っております。学生が主体となって
行っている活動も数 あ々り、学園での学びが地域や社会に
生かされていることを実感し、うれしく思っております。
　小・中学生対象の参加型イベント「かわさき夏の子ども
体験教室」は、学園の夏の恒例行事として定着しました。
毎回、趣向を凝らした内容で、子どもたちが手術や災害救
助の現場など、見たり触れたりして医療の世界を疑似体験
します。早い段階でこのような体験をすることで、将来、
自分が働くというイメージの中に、医療や医療福祉の世界
が浮かんでくることを期待しています。
　産学連携活動としては、「KMSメディカルアーク」という、
学園の知的財産やアイデアを展示・アピールし、企業や
自治体との連携を図る行事を開催しております。スタッフが
日常業務の中から思いつくユニークな発想には驚かされる
ものもあり、学園の新境地を開くことがあるかもしれないと、
可能性を感じております。
　また、大学や大学病院の専門性の高い知的財産を地域
の皆さんに提供し、地域のニーズに合う人材育成をしたい
という思いから、地元倉敷市をはじめ、岡山市、総社市、
備前市、赤磐市との包括協定を結びました。

■ 地域とのつながりを大切に ■ 災害や災害医療について
 学べる場を
　災害発生などの非常時に、川崎学園の教職員、学生の
安全を守り、病院の機能を保つことと、地域の方たちに対
して我々は何ができるだろうということを、常日頃考えて
おかなければなりません。
　今までも附属病院の高度救命救急センターを中心に、
DMAT（災害派遣医療チーム）を災害時に東北や熊本へ
派遣するなど、色々な取り組みを行ってきました。もちろん
岡山の豪雨災害のときもそうです（詳しくは178ページ）。
総合医療センターも2019（令和元）年に災害拠点病院
に指定され、両病院共に災害拠点病院として、常に訓練を
行い、災害が起こっても持続して診療ができる体制づくり
に努めています。
　病院および学園全体として、災害が起こってからのこと
だけでなく、起こったときにどうするかを前もって考えておく
ことも大切です。そのときの対応や備えを、今後どう展開し
ていくのかと同時に、学生や若い人たちが災害や災害医療
について勉強できる場をつくっていきたいと考えております。
例えば、学園と「危機管理・防災教育に関する覚書」を締結
している高知県黒潮町は、南海トラフ巨大地震の被害
想定で日本一高い津波高（34.4メートル）が予想されて
おりますが、その対策として津波避難タワーを建設し、もし
ものときの意識を持って日々生活をしておられます。学生や
若い人たちに、そういう場所で生活していらっしゃる方の
講演を聞いたり、現地に行って学ぶ機会をつくれたらと
思っております。

締結を交わす高知県黒潮町大西町長と川﨑理事長

津波避難タワー
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■ これからも変わらず一生懸命に

　私の仕事は創設の志を次に引き継ぐことだと思って、こ
れまで仕事をしてきました。50周年は、その一つの節目で
もあるととらえております。創設者川﨑祐宣は、「良き医師」
を養成しようと、この倉敷の地に医科大学をつくりました。
戦前に岡山で小さな外科病院として出発して以来、「医師
は患者のためにある。医師のために患者がいるのではない」
と、患者のための医療を唱え続けてきました。その信念から、
真に人間的に優れた医師を養成する大学をつくろうという
思いに結びついたのです。
　「人

ひ

間
と

をつくる　体をつくる　医学をきわめる」、この建学
の理念に流れているものは、そうした創設者の思いです。
学園の一員となってくれた職員や学生一人一人の心にも、
この「思い」が共有されております。
　50周年のスローガンである「かわらぬ思い、このさきも」。
これは本当によいスローガンと思っております。
　「かわらぬ思い」、それは、患者さんを診させていただく
という気持ち、お断りをしない救急医療。この「患者さん
のための医療」が我々の原点です。そして、“同じ職場で
働く仲間を思いやる気持ちを持つ”、この思いをこれからも
ぶれずにつなぎ、その中から新たな発展を目指しつつ、同じ
思いの医療人、医療福祉人を育てていくのが、これからの
川崎学園の目指す方向だと思っております。
　世の中が変わっていく中で、病院や医療、医療福祉の
人材育成に求められるものは色 と々変わってきつつあります。
社会や地域の人たちが求めるものに対して、それをどう
いう形で提供していくのか、人を育てていくのかということを
常に考えながら、とにかく一生懸命実行してまいります。

　川崎学園は、学園のルーツとして重要な地である岡山
市中心部を、学園創立50周年という機会に「岡山キャン
パス」として整備し、より一層充実・発展させていきたいと
思っております。
　「岡山キャンパス」は、三つの主な施設で構成されます。
　一つ目の施設が、「川崎医科大学総合医療センター」
です。開院からすでに 3 年半が経過し、地域医療支援病院
として皆様から信頼をいただき、その役割を果たしていって
いると思っております。

　二つ目の施設として、岡山市中山下の旧川崎病院跡地に
「川崎医科大学高齢者医療センター」という新しい病院を
計画しております。超高齢社会を迎えた今日、医療の場は
急性期医療とともに地域の中での在宅療養の充実が求
められております。
　これまでの大学における医療人養成の課程では、急性
期医療が中心で、亜急性期や回復期、さらには在宅療養
における医療、医療福祉についての教育、実習、研修が
十分とは言えませんでした。急性期の最先端の医療が終
わると回復期を経て、在宅療養へと移行します。患者さんが
安心して在宅療養へ移行できるよう、そして医療や介護
を受けながら住み慣れた場所で療養生活が送れるよう、
支援していきたいと考えております。
　また、高齢者は、数多くの疾患を抱えています。その診療
を総合的に全人的に行うため、高齢者総合診療医を育て
ていきたいと思っております。高齢者特有の疾患や症状に
対応するため、高齢者医療センターには、認知症やもの
忘れ、運動機能の低下に対応する部門や、栄養指導等
により健康長寿を推進する部門などを設置し、高齢者が
在宅でQOLを損なわず、健康に暮らせることを支援し、
それを涵養していきたいと考えております。

■ 学園のルーツ岡山市中心部を
  「岡山キャンパス」に

　三つ目の施設として、「川崎医療短期大学新校舎棟」の
建設を計画しております。看護科と医療介護福祉科の学生
が、総合医療センター、高齢者医療センターという特色が
異なる二つの病院と近接した場所で知識を深め、実習を
行っていきます。
　「岡山キャンパス」では、医療短期大学の学生だけでなく
学園各施設の学生・教職員等においても、地域医療や
高齢者医療についての学びの機会や研修の場を設け、急
性期から在宅療養支援まで幅広い分野において地域で
活躍できる人材を育成していきたいと思っております。
　超高齢社会となった今、医療そのもののあり方も根本
からの見直しが迫られています。これからの医療、医療福祉
に対応した人材、地域において求められる人材を育成する
ことは、学園の使命だと思っております。

「岡山キャンパス」を整備する岡山市中心部
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施設整備事業

＜リニューアル内容＞
⃝全施設の照明LED化 ⃝メインアリーナ、サブアリーナの床・壁・天井整備 
⃝トイレ・シャワー室改修 ⃝耐震補強 ⃝音響設備舞台機構更新

川崎学園総合体育館リニューアル
　川崎学園総合体育館は、学園創立10周年の記念事業として1981年に建設
され、建学理念の柱の一つ「体をつくる」場として、また学園内外のさまざまな
行事や活動の場として40年近く活用されてきた。2019年３月に、リニューアル
および耐震補強工事により、明るく利便性の高い空間に生まれ変わると同時に、
災害時の避難場所としても対応可能となり、より安全で快適な施設となった。

川崎医科大学高齢者医療センター
川崎医療短期大学新校舎棟

「川崎学園岡山キャンパス」整備

　2016（平成28）年、岡山市中心部に
「川崎医科大学総合医療センター」が開院。
2022（令和 4 ）年には旧川崎病院跡地に

「川崎医科大学高齢者医療センター」と
「川崎医療短期大学新校舎棟」を建設し、
これら学園施設を「川崎学園岡山キャンパス」
として整備する。3施設が一体となって急性期
から回復期、在宅療養まで医療福祉の提供
と支援を行い、超高齢社会の医療福祉の
担い手となる人材を育成していく。

外観イメージ

川崎学園学生寮「このはな寮」新築 

＜施設概要＞
⃝地上10階建 全室514室（家具付き全個室） ⃝レストラン・ベーカリー・コンビニエンスストア併設
⃝パブリックバスおよび各フロアに個室シャワーブース完備 ⃝コミュニケーションルーム（キッチン付き）
⃝24時間365日女性管理人が常駐

　学園創立時より多くの学生に親しまれてきた川崎医療短期大学「女子学生寮」に代わり、2019年８月に川崎学園
学生寮「このはな寮」を新築し、9月に開寮した。プライベートな空間と、カフェコーナーなどゆったり過ごす共用空間を備え、
安心・安全のセキュリティ体制を完備。管理栄養士監修による、おいしく栄養バランスの取れた食事を提供している。

このはな寮由来

　創設者川﨑祐宣は、学生が梅の花の
ように静かに咲いて、ほのかな香りを漂わ
せるような控えめな人に育ってほしいと
の想いを込め、学園創設の地である松島
の丘にたくさんの梅の木を植樹しました。
　梅の木の別名“この
はな”に因み、学園創立
50周年記念事業として
新築された学園女子学
生寮を「このはな寮」と
命名しました。
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記念行事・事業

川崎学園創立50周年記念スローガンとロゴマーク制定
　川崎学園が2020年に創立50周年を迎えるにあたり2018年、記念
スローガンとロゴマークを学園教職員、学生、卒業生に募集し選定した。 

　スローガン「かわらぬ思い、このさきも」は、創設者川﨑祐宣の「良医を育てる」「良き医療人、
医療福祉人をつくる」という「思い」を未来につないでいく決意を、心に響くやさしい言葉で表
している。学園が地域社会に受け入れられ、50年の歴史を刻んできた地域の皆様への感謝
の思いも込めている。本記念誌のテーマでもある。� （原案作成者：職員�桑田玲菜）�

　ロゴマークは、スローガンを体現したデザインで、「50」の下線は、地域社会の健康に奉仕
する人材を育成してきた川崎学園50年の歩みと、創設者の「かわらぬ思い」を胸に、“このさ
きの未来”�に向かって力強く進んでいくイメージとなっている。（原案作成者：職員�山田裕子）

各種記念事業
・「学園の理念」の新設
・『川崎学園創立50周年記念誌』刊行
・『川𥔎祐宣伝（仮）』刊行
・「川崎学園市民公開講座」の開催（倉敷市共催）
・「医療福祉人 私のもの語り ―かわらぬ思い、このさきも―」 山陽新聞掲載
・ 「川崎学園2020年カレンダー」制作

創立10周年
記念事業
（1980）

施設整備事業 川崎学園総合体育館建設
現代医学教育博物館（メディカルミュージアム）開館

記念行事・事業 川崎学園創立10周年記念行事（記念式典・記念講演・祝賀会）

『川崎学園創立10周年記念誌』刊行(A)

創立20周年
記念事業
（1990）

施設整備事業 川崎医療福祉大学開学

記念行事・事業 川崎学園創立20周年記念ならびに
川崎医療福祉大学開学記念行事（記念式典・祝賀会）

川崎学園創立20周年記念写真集『大いなる飛翔』刊行（B）

創立30周年
記念事業
（2000）

施設整備事業 川﨑祐宣記念講堂建設
川崎医科大学附属病院西館棟新築
川崎医療短期大学体育館新築
川崎医療福祉大学校舎棟（東ウイング２）増築

記念行事・事業 創設者川﨑祐宣銅像建立
川﨑祐宣記念特別奨学基金創設

『川崎学園創立30周年記念誌』刊行（C）

創立40周年
記念事業
（2010）

施設整備事業 川崎医科大学附属病院北館棟新築、本館棟・救命棟改修
川崎医科大学校舎棟増築・改修

記念行事・事業 川崎学園創立40周年記念行事（施設見学・記念講演・祝賀会）

『川崎学園創立40周年記念誌』刊行（D）

■創立10周年―創立40周年の記念事業

(A)

(B)

(C)

(D)

川崎学園創立50周年記念行事
記念式典・記念講演会 　 祝賀会❖ ❖

2020年カレンダー



ふ るさと の 森   

「 太 陽と緑と花 のあふれる学 園 」を目指して

　医科大学校舎棟の東南部丘陵地約23,000㎡の敷地に広がる『ふるさとの森』。
　川﨑祐宣先生の発案により、医科大学開学と同時につくられたこの森には、学生の出身県の「県木」
や「市木」を中心に植樹されました。この広大な森には、学生たちが、恵まれた自然環境の中で良医
に育つように、そして、心の支えとなる「ふるさと」を思い出せるように、という創設者の願いが込めら
れています。
　緑に囲まれたのどかな空間では、リハビリテーション科による「青空回診」も行われていました。
　樹木も大きく成長した今日では春夏秋冬、花と緑に包まれ野鳥の棲みかともなっており、訪れる人
の安らぎの空間として、また、学生・教職員の憩いの場として親しまれています。
　樹木数：78種類824本（2019年現在）

190 PB

ふるさとの森をさんぽ（かわさきこども園）
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川崎学園

川﨑 祐宣
1970.3～1988.3

川﨑 明德
1988.3～2012.3

川﨑 誠治
2012.3～

■ 歴代理事長

■ 歴代副理事長

川﨑　明德 1970. 3～1988. 3

川﨑　誠治 2000. 3～2012. 3

■ 歴代監事

黒住　宗和 1970. 3～1973. 5

山崎　始男 1970. 3～1983.10

黒住　宗晴 1973. 6～

荒木　栄悦 1984. 3～2000. 3

赤畠　　健 2000. 3～

藤原　澄夫 2009. 3～2012. 3

三宅　博文 2015. 3～

■ 歴代理事

赤木　五郎 1970. 3～1972. 3 古市　誠 1998. 4～2003. 3

加賀　呉一 1970. 3～1972. 5 赤畠　　健 1999. 4～2000. 3

守分　　十 1970. 3～1977. 1
藤原　澄夫 2000. 3～2007. 3

2007. 6～2009. 3村上　　栄 1970. 3～1978. 9

高原　滋夫 1970. 3～1984. 3 梶谷　　喬 2000. 3～2012. 3

川﨑　祐宣 1970. 3～1989. 3 小谷　秀成 2000. 4～2006. 3

川井　三郎 1970. 3～1998.10 佐々木勝美 2000. 6～2015. 3

加藤　武徳 1970. 3～2000. 2 稲葉　侃爾 2000.11～2009. 3

川﨑　明德 1970. 3～ 守田　哲朗 2001. 4～2009. 3

水野祥太郎 1972. 4～1979. 3 角田　　司 2003. 3～2015.12

森藤　靖夫 1972.12～1976. 3 植木　宏明 2003. 4～2009. 3

長野　士郎 1973. 3～1997. 1 直江　　亨 2003. 4～2009. 3

川端　　清 1973. 6～1978. 3 岡田　喜篤 2003. 4～2012. 6

川上　亀義 1974. 4～1986. 3 末長　　敦 2006. 4～2008. 3

笹木　泰夫 1976. 3～1982. 3 井戸　俊夫 2008. 4～2012. 3

守分　　勉 1977. 4～2000. 8 永島　　旭 2009. 3～2013. 5

歳森　　博 1978. 4～1986. 3 三宅　博文 2009. 3～2015. 3

岩藤　保夫 1978.10～1979. 3 今城　吉成 2009. 4～2012. 3

柴田　　進 1979. 4～1989. 3 後藤　文夫 2009. 4～2013. 3

橋本龍太郎 1979.11～1997. 3 福永　仁夫 2009. 4～

永瀬　正己 1982. 3～1988. 3 森谷　卓也 2012. 3～

勝村　達喜 1984. 5～2003. 3 丹羽　国泰 2012. 4～2013. 6

竹野　　清 1986. 4～1994. 3 山口　恒夫 2012. 4～2015. 3

望月　義夫 1986. 4～2001. 3 椿原　彰夫 2013. 1～

新　　泰雄 1988. 3～1990. 3 園尾　博司 2013. 3～

岡田　政敏 1989. 4～1995. 3 新井　和夫 2013. 4～

江草　安彦 1989. 3～2003. 3
2003. 6～2015. 3

宮長　雅人 2013. 6～

石川　　紘 2014. 1～2018. 6

藤原　　弘 1990. 4～1993.11 伊地知　均 2015. 3～

有元　　毅 1994. 4～1998. 3 越宗　孝昌 2015. 3～

永山　克巳 1994. 4～2000. 3 小池　将文 2015. 4～2019. 2

山下　貢司 1995. 3～2003. 3 猶本　良夫 2017. 3～

川﨑　誠治 1995. 3～ 松山　正春 2018. 6～

垣田　敬治 1997. 3～2012. 3 平松　貴子 2019. 3～ ※現任：太字表記
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学校法人
川崎学園

学校法人
九曜学園

川崎医科大学
大　学　院 医学研究科

大　学　院

医療福祉学部

保健看護学部

リハビリテーション
学部

医療技術学部

医療福祉
マネジメント学部

医　学　部 医学科

医療福祉学研究科

医療技術学研究科

医療福祉マネジメント学研究科

医療福祉学科

臨床心理学科

子ども医療福祉学科

保健看護学科

理学療法学科

作業療法学科

言語聴覚療法学科

視能療法学科

健康体育学科

臨床栄養学科

臨床工学科

臨床検査学科

診療放射線技術学科

医療福祉経営学科

医療情報学科

医療秘書学科

医療福祉デザイン学科

看護科

医療介護福祉科

普通科

理学療法学科

作業療法学科

川崎医科大学附属病院

川崎医科大学総合医療センター

川崎医療福祉大学

川崎医療短期大学

大学事務局

川崎医科大学附属高等学校　　

幼保連携型認定こども園
かわさきこども園

専門学校
川崎リハビリテーション学院

2020.4.1現在■ 組織図
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■ 歴代副学長

松本　邦夫 1970. 5～1983. 9

川﨑　明德 1971. 2～1989. 3

柴田　　進 1971. 2～1979. 3

望月　義夫 1979. 4～1989. 3

山下　貢司 1981. 4～1995. 3

佐野　開三 1984. 4～1993. 3

副島　林造 1994. 4～1995. 3

折田　洋造 1995. 4～1998. 3

植木　宏明 1995. 4～2002. 3  

角南　重夫 1997. 4～2003. 3

川﨑　誠治 1998. 4～2012. 3  

福永　仁夫 2003. 4～2009. 3

佐々木和信 2003. 4～2009. 3

砂田　芳秀 2009. 4～

柏原　直樹 2009. 4～

■ 歴代事務部長

谷　憲之亮 1970. 4～1971. 4

松本　邦夫 1971. 5～1977.10

小若寿奈男 1977.11～1983. 3

金島　卓司 1983. 4～1983.11

小野　清志 1983.12～1987. 3

藤原　澄夫 1987. 4～1999. 3

井上　光人 1999. 4～2003. 2

三宅　博文 2003. 3～2007. 5

若狭　久史 2007. 6～2010. 3

堀江満由美 2010. 4～2017. 3

服部　明彦 2017. 4～

川崎医科大学

■ 歴代学長補佐

山下　貢司 1979. 4～1981. 3 角田　　司 2003. 4～2009. 3

木本　哲夫 1979. 4～1989. 3 近藤　芳朗 2005. 4～2009. 3

副島　林造 1979. 4～1994. 3 原田　　保 2005. 4～2017. 3

勝村　達喜 1979. 4～1995. 3 砂田　芳秀 2007. 4～2009. 3

日下　喬史 1989. 4～1991. 3 大内　正信 2007. 4～2009. 3

植木　宏明 1991. 4～1995. 3 杉原　　尚 2009. 4～2017. 3

折田　洋造 1993. 4～1995. 3 大槻　剛巳 2009. 4～2013. 3

角南　重夫 1993. 4～1997. 3 益田　芳樹 2009. 4～2015. 3

山下　貢司 1995. 4～2003. 3 森谷　卓也 2013. 4～

佐々木和信 1995. 4～2003. 3 栗林　　太 2014. 4～

左利　厚生 2000. 9～2003. 3 和田　秀穂 2015. 4～2019. 9

種本　和雄 2001. 4～2002. 3 毛利　　聡 2015. 4～

福永　仁夫 2001. 4～2003. 3 石原　克彦 2015. 4～

調　　輝男 2001. 4～2003. 3 泰山　浩司 2015. 4～

柏原　直樹 2001. 4～2009. 3 宮本　　修 2015. 4～

高田　　穣 2002. 4～2006. 7 永井　　敦 2017. 4～

園尾　博司 2003. 4～2005. 3 青山　裕美 2017. 4～

湊川　洋介 2003. 4～2006.11 瀧川奈義夫 2018. 4～

辻岡　克彦 2003. 4～2008. 7 守田　吉孝 2019.10～

■ 名誉教授

中川　定明 山下　貢司 渡邉　　良 角田　　司
仮谷　太一 副島　林造 藤原　　巍 森口　隆彦
柴田　　進 勝村　達喜 伊藤　慈秀 石井　鐐二
大倉　卓治 松村　幹郎 明石　　謙 福永　仁夫
筒井　　純 小林　敏成 八幡　義人 佐々木和信
木本　哲夫 守田　哲朗 植木　宏明 大内　正信
小川　重男 井内　岩夫 田中　啓幹 園尾　博司
妹尾　亘明 齋藤　泰一 松島　敏春 加来　浩平
日下　喬史 高折　益彦 調　　輝男 鈴木幸一郎
堀野　正治 福田　道男 小濱　啓次 藤田　喜久
池田　　章 渡邉　昌祐 大橋　勝彦 大熊誠太郎
西下　創一 高田　和郎 梶原　康正 原田　　保
岡田　博匡 荒井　　隆 梶谷　文彦 杉原　　尚
木原　　彊 初鹿　　了 田淵　昭雄 青木　省三
佐野　開三 折田　洋造 角南　重夫 椿原　彰夫
梅田　昭正 伊澤　　寛 山本晋一郎 長谷川　徹
平野　　寛 寺尾　　章 片岡　直樹 平塚　純一
那須　亨二 澤山　俊民 今城　吉成
望月　義夫 梶谷　　喬 近藤　芳朗

赤木 五郎
1970.4～1972.3

水野 祥太郎
1972.4～1979.3

柴田  進
1979.4～1989.3

望月 義夫
1989.4～1995.3

勝村 達喜
1995.4～2003.3

植木 宏明
2003.4～2009.3

福永 仁夫
2009.4～

■ 歴代学長

※現任：太字表記
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■ 所属別教室及び教授の変遷

教室名（現在） 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

㆒
　
　
　
般
　
　
　
教
　
　
　
養

人文科学

自然科学

語　　学

基
　
　
　
礎
　
　
　
医
　
　
　
学

解 剖 学

生 理 学1
生 理 学2

・◎印：主任教授（医科大学での発令。複数の教授が同時に在籍している場合）
・「教授の変遷」は、特任教授を除く。

文　学　　　　　　▪廃止（S51.3.31）

　林　　秀一
　（S45.4.1-51.3.31）

外国語（英語）
　河上　道生
　（S46.4.1-50.3.31）

外国語（独語）
　野田　四郎
　（S45.4.1-52.3.31）

語学（H23.4.1）
　岡田　　聚
　（S57.4.1-H9.3.31）

　荒井　　隆
　（S53.4.1-H10.3.31）

◎清水　研明
　（H10.4.1-11.3.31）
　DAVID H.WATERBURY（特別教授）
　（H9.4.1-21.3.31）

生物学
　松本　邦夫
　（S45.5.1-56.3.31）
　竹脇　　潔
　（S45.5.1-51.3.31）
　川口　四郎
　（S48.4.2-53.3.31）

物理学
　高田　和郎
　（S47.4.1-H10.3.31）

数　学
　仮谷　太一
　（S45.4.1-63.3.31）

　佐藤　國康
　（H10.4.1-17.8.31）

　
　

情報科学1（H10.4.1）
　近藤　芳朗
　（H10.4.1-12.6.30）

情報科学2（H10.4.1）

情報科学（H12.7.1）
　近藤　芳朗
　（H12.7.1-）

自然科学（H21.2.1）
　近藤　芳朗
　（-H21.3.31）

◎益田　芳樹
　（H21.4.1-27.3.31）
　虫明　　基
　（H23.5.1-27.3.31）

　泰山　浩司
　（H27.4.1-）

解剖学1（S46.6.1）
　大倉　卓治
　（S46.9.1-50.3.31）

解剖学2（S46.6.1）
　出浦　滋之
　（S46.6.1-49.3.31）

解剖学3（S51.4.1）
　尾曽越文亮
　（S51.4.1-58.3.31）

　

　池田　　章
　（S49.4.1-50.3.31）

　
　

　

　大倉　卓治
　（S50.4.1-H1.3.31）

　
　

　

　佐々木和信
　（H2.9.1-）

　
　

　池田　　章
　（S50.4.1-H4.3.31）

▪廃止（S58.3.31）　

解剖学（H7.4.1）
◎佐々木和信
　（-H24.3.31）
　樋田　一徳
　（H20.7.1-24.3.31）

◎樋田　一徳
　（H24.4.1-）
　嶋　　雄一
　（H31.4.1-）

生理学（S45.6.1）
　福原　　武
　（S45.6.1-）

　松村　幹郎
　（S51.1.1-H7.3.31）

　辻岡　克彦
　（H7.6.1-）

生理学1（S46.4.1）
　福原　　武
　（-S51.3.31）

生理学2（S46.4.1）
　岡田　博匡
　（S47.4.1-H5.3.31）

生理学1（H21.1.1）
　毛利　　聡
　（H21.1.1-）

生理学2（H21.1.1）
　宮本　　修
　（H21.1.1-）　

生理学（H7.4.1）
　辻岡　克彦
　（-H20.5.20）

哲　学　　　　　　▪廃止（H5.3.31）

　木戸　三良
　（S55.4.1-H5.3.31）

経済学　　　　　　▪廃止（H12.3.31）

　岡本　　正
　（S45.4.1-47.3.31）

2020.3.31現在

▪廃止（H23.3.31）　
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川崎医科大学

■ 所属別教室及び教授の変遷

教室名（現在） 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

基
　
　
　
礎
　
　
　
医
　
　
　
学

生 化 学

微生物学

薬 理 学

免 疫 学

病態代謝学

分 子
遺伝医学

応
　
　
　
用
　
　
　
医
　
　
　
学

衛 生 学

医 用
中 毒 学

・◎印：主任教授（医科大学での発令。複数の教授が同時に在籍している場合）
・「教授の変遷」は、特任教授を除く。

病態代謝学（H28.4.1）
　松田　純子
　（H28.6.1-）

分子遺伝医学（H31.4.1）
　大友　孝信
　（R1.6.1-）

免疫学（H12.7.1）
　高田　　穣
　（H12.7.1-18.7.31）

　石原　克彦
　（H19.4.1-）

医用中毒学（H15.10.1）

衛生学（S47.4.1）
　望月　義夫
　（S47.4.1-H1.3.31）

　植木　絢子
　（H2.1.1-H14.3.31）

　大槻　剛巳
　（H15.4.1-）

薬理学（S47.4.1）
　村山　好道
　（S47.4.1-51.4.15）

　齋藤　泰一
　（S51.10.16-H8.3.31）

　大熊誠太郎
　（H8.9.1-28.3.31）

　岡本　安雄
　（H28.8.1-）

微生物学（S46.4.1）
　村上　　栄
　（S46.4.1-51.3.31）

　東　　　昇
　（S51.4.1-57.10.26）

　松本　　明
　（S63.4.1-H12.3.31）

　大内　正信
　（H12.4.1-24.3.31）

　齊藤　峰輝
　（H24.9.1-）

生化学（S46.8.1）
　山崎　三省
　（S46.8.1-）

生化学（S46.8.1）
　日下　喬史
　（S47.4.5-）

化学

　細川　桂一
　（S51.6.1-H7.3.31）

　市原　宏介
　（H3.6.1-4.3.31）

　
　

　湊川　洋介
　（H5.7.1-）

生化学1（S48.11.1）
　山崎　三省
　（-S51.3.31）

生化学2（S48.11.1）
　日下　喬史
　（-H3.3.31）

生化学3（S48.11.1）
　井内　岩夫
　（S48.12.1-）

生化学1（H7.4.1）
　湊川　洋介

生化学2（H7.4.1）
　井内　岩夫
　（-H8.3.31）

生化学（H16.4.1）
　湊川　洋介
　（-H18.11.15）

◎栗林　　太
　（H21.4.1-）
　山内　　明
　（H28.10.1-）

寄生虫学（S45.6.1）
　長花　　操
　（S45.6.1-52.3.31）

　初鹿　　了
　（S57.10.1-H10.3.31）

▪廃止（H16.3.31）　

法医学（S49.4.1）
　三上　芳雄
　（S49.4.1-57.3.31）

　井尻　　巌
　（S57.4.1-62.3.31）

▪廃止（H16.3.31）　

医用工学（S49.9.16）
　沼本　満夫
　（S49.9.16-51.10.31）

　梶谷　文彦
　（S52.8.1-H12.9.30）

▪廃止（H29.3.31）　

病院管理学（S50.7.1）
　井上　昌彦
　（S50.7.1-54.3.31）

▪廃止（H12.3.31）　

分子生物学（H8.9.1）
　濃野　　勉
　（H19.4.1-）

分子生物学１（発生学）（H19.4.1）
　濃野　　勉
　（-H28.3.31）

分子生物学2（遺伝学）（H19.4.1）
　岸　　文雄
　（H19.4.1-）

分子生物学（H28.4.1）
　岸　　文雄
　（-H29.3.31）

▪廃止（H29.3.31）　
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教室名（現在） 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

臨
　
　
　
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
　
　
学

総合臨床
医 学

救急医学

総
　
合
　
内
　
科
　
学

総合
内科
学 1

総合
内科
学 2

総合
内科
学 3

総合
内科
学 4

総 合
外 科 学

循 環 器
内 科 学

呼 吸 器
内 科 学

・◎印：主任教授（医科大学での発令。複数の教授が同時に在籍している場合）　　　　 ・「教授の変遷」は、特任教授を除く。
・＊印・紫色の氏名：総合医療センター所属（H28.12月以前は附属川崎病院所属）　　　・［副］：副部門

救急医学（S52.1.1）
　小濱　啓次
　（S52.1.1-）

救急医学１（S56）
　小濱　啓次
　（-H16.3.31）

救急医学2（S56）
　藤井　千穂
　（S62.4.1-H13.3.31）

救急医学（H16.4.1）
◎鈴木幸一郎
　（H16.4.1-26.3.31）
　荻野　隆光
　（H26.1.1-R2.3.31）

※2

総合臨床医学Ⅰ（S55.11.16）
　（兼）平野　　寛
　（S55.11.16-63.3.31）

総合臨床医学Ⅱ（S55.11.16）
　重本　弘定
　（S55.11.16-）

総合臨床医学Ⅲ（S57.10.10）
　（兼）北　　昭一
　（S57.10.1-63.3.31）

　
　

地域医療学（S63.4.1）
　重本　弘定

　

総合臨床医学（S63.4.1）
　津田　　司
　（H5.4.1-12.6.15）

　江崎　宏典
　（H16.4.1-19.3.31）

※1

内科学1（S45.10.26）
　柴田　　進
　（S45.10.26-）

内科学2（S45.9.1）

内科学1（S46.4.1）
　柴田　　進（-S52.7.31）

内科学2（S46.4.1）
　荒木　淑郎（S46.4.1-52.3.31）
　副島　林造（S48.4.1-H7.3.31）
　平野　　寛（S48.11.1-H6.3.31）

内科学（S46.4.1）
　澤山　俊民（S51.5.1-H11.3.31）

内科学（循環器）（S49）
内科学（呼吸器）（S49）
内科学（腎）（S49）
内科学（血液）（S49）
内科学（内分泌）（S49）
内科学（神経）（S49）
内科学（消化器Ⅰ）（S49）
内科学（消化器Ⅱ）（S49）
内科学（検査）（S49）

※A

総合内科学4*（H22.10.1）
　瀧川奈義夫*
　（H23.4.1-）

総合内科学2*（H22.10.1）
　河本　博文*
　（H23.1.1-）

総合内科学1*（H22.10.1）
　沖本　二郎*
　（H22.10.1-30.3.31）

　友田　恒一*
　（H30.10.19-）

総合内科学3*（H22.10.1）
　堀尾　武史*
　（H23.5.1-27.5.15）

　小島　　淳*
　（H30.4.1-）

総合外科学*（H22.4.1）
　猶本　良夫*
　（H22.4.1-30.3.31）

　山辻　知樹*
　（H30.4.1-）

※A
内科学（呼吸器）（S49）
　副島　林造
　（S48.4.1-H7.3.31）

呼吸器内科学（H22.4.1）
　岡　三喜男
　（-H30.3.31）

　松島　敏春
　（H7.4.1-16.3.31）

　岡　三喜男
　（H16.4.1-）

　小賀　　徹
　（H30.10.1-）

※A
循環器内科学（H22.4.1）
　吉田　　清
　（-H26.3.31）

　吉田　　清
　（H11.4.1-）

　上村　史朗
　（H27.1.1-）

内科学（循環器）（S49）
　澤山　俊民
　（S51.5.1-H11.3.31）
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教室名（現在） 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

臨
　
　
　
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
　
　
学

心臓血管
外 科 学 

呼 吸 器
外 科 学

腎臓・高血圧
内 科 学

血液内科学

糖尿病・代謝・
内分泌内科学

泌尿器科学

神経内科学

認知症学

・◎印：主任教授（医科大学での発令。複数の教授が同時に在籍している場合）　　　　 ・「教授の変遷」は、特任教授を除く。
・＊印・紫色の氏名：総合医療センター所属（H28.12月以前は附属川崎病院所属）　　　・［副］：副部門

川崎医科大学

外科学Ⅰ（S45.9.1）
　佐野　開三
　（S45.9.1-）

外科学（S49）
　佐野　開三
　（-H5.3.31）

外科学（消化器）（S50）
外科学（内分泌）（S50）
外科学（血管）（S49.9.16）

※B

※3
呼吸器外科学（H22.4.1）
　中田　昌男
　（H22.4.1-）

認知症学*（H31.4.1）
　和田　健二*
　（H31.4.1-）

※A
内科学（腎）（S49）
　荒川　正昭
　（S51.5.1-55.3.31）

腎臓・高血圧内科学（H22.4.1）
◎柏原　直樹
　佐々木　環

　大澤　源吾
　（S55.3.16-H10.3.31）

◎柏原　直樹
　（H10.7.1-）
　佐々木　環
　（H17.6.1-）

※A
内科学（血液）（S49）
　柴田　　進
　（S45.10.26-52.7.31）

血液内科学（H22.4.1）
◎杉原　　尚
　（-H30.3.31）
　和田　秀穂
　（-H30.3.31）

　八幡　義人
　（S52.10.1-H13.3.31）

◎杉原　　尚
　（H13.6.1-）
　和田　秀穂
　（H19.10.1-）

◎和田　秀穂
　（H30.4.1-）
　近藤　英生
　（H30.4.1-）

※B
外科学（血管）（S49.9.16）
　勝村　達喜
　（S49.9.16-）

外科学（心・血管）（S51）
　勝村　達喜

外科学（胸部・心血管）（S53.4.1）
　勝村　達喜

外科学（胸部）（S60.10.1）
　勝村　達喜
　（-H7.3.31）

［副］外科学（心臓外科）（S60.10.1）
　藤原　　巍
　（S60.10.1-H7.4.30）

外科学（胸部心臓血管）（H8.4.1）
　藤原　　巍
　（-H12.3.31）

心臓血管外科学（H22.4.1）
　種本　和雄

呼吸器外科学（H22.4.1）
　中田　昌男
　（H22.4.1-）

※3

　藤原　　巍
　（H7.5.1-）

◎種本　和雄
　（H12.4.1-）
　中田　昌男
　（H19.1.1-22.3.31）

※A
内科学（内分泌）（S48.8.1）
　堀野　正治
　（S48.8.1-） 内科学

（内分泌･糖尿病）（H12.4.1）
◎加来　浩平
　宗　　友厚
　（H20.4.1-）

糖尿病・代謝・
内分泌内科学（H22.4.1）
◎加来　浩平
　（-H25.3.31）
　宗　　友厚

内科学（内分泌Ⅰ）（S50.1.1）
　堀野　正治

内科学（内分泌Ⅱ）（S50.1.1）

内科学（内分泌）（S55）
　堀野　正治
　（-H3.3.31）
公衆衛生学Ⅱ（S52.8.1）
内科学（糖尿病）（H10.4.1）
　加来　浩平
　（H10.4.1-）

◎金藤　秀明
　（H26.2.1-）
　宗　　友厚

　西田　聖幸
　（H3.7.1-12.3.31）

※4

泌尿器科学（S47.4.1）
　大森　弘之
　（S47.4.1-52.11.15）

　田中　啓幹
　（S53.3.31-H14.3.31）

　藤澤　正人
　（H14.12.1-17.3.31）

　永井　　敦
　（H18.1.16-）

■ 所属別教室及び教授の変遷

※A
内科学（神経）（S49）
　荒木　淑郎
　（S46.4.1-52.3.31）

内科学（神経）（H16.4.1）
　砂田　芳秀

［副］内科学（神経）脳卒中（H16.4.1）

神経内科学（H22.4.1）
　砂田　芳秀

脳卒中医学（H18.4.1）
　木村　和美
　（H18.4.1-26.6.30）

　寺尾　　章
　（S52.4.1-H11.3.31）

　砂田　芳秀
　（H11.6.1-）

※5
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教室名（現在） 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

臨
　
　
　
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
　
　
学

脳卒中医学

脳 神 経
外 科 学1

脳 神 経
外 科 学2

精神科学

小児科学

新生児科学

小児外科学

産婦人科学1

産婦人科学2

婦 人 科
腫 瘍 学

・◎印：主任教授（医科大学での発令。複数の教授が同時に在籍している場合）　　　　 ・「教授の変遷」は、特任教授を除く。
・＊印・紫色の氏名：総合医療センター所属（H28.12月以前は附属川崎病院所属）　　　・［副］：副部門

脳神経外科学2*（H24.4.1）
　小野　成紀*
　（H24.7.1-）

婦人科腫瘍学（H25.4.1）
　塩田　　充
　（H25.9.1-）

産婦人科学2*（H25.4.1）
　中田　雅彦*
　（H25.7.1-27.3.31）

　本郷　淳司*
　（H28.1.1-）

脳神経外科学（S45.6.1）
　深井　博志
　（S45.6.1-60.3.31）

脳神経外科学1（H24.4.1）
　宇野　昌明　石井　鐐二

　（S60.6.16-H21.3.31）
　宇野　昌明
　（H21.4.1-）

精神科学（S45.6.1）
　奥村　二吉
　（S45.6.1-51.3.31）

　渡辺　昌祐
　（S50.11.1-H9.3.31）

◎青木　省三
　（H9.7.1-30.3.31）
　山田　了士
　（H22.8.1-27.3.31）
　石原　武士*
　（H23.1.1-30.3.31）

　石原　武士
　（H30.4.1-）

新生児科学（H17.1.1）
　側島　久典
　（H17.2.1-18.6.30）

小児科学3（H19.6.1）
　川本　　豊
　（H19.6.1-）

新生児科学（H20.7.16）
　川本　　豊

小児科学（S45.4.1）
　浜本　英次
　（S48.5.1-51.3.31）

　片岡　直樹
　（H7.6.1-）

小児科学１（H13.10.1）
　片岡　直樹
　（-H20.3.31）

小児科学2（H13.10.1）
　尾内　一信
　（H14.1.1-）

小児科学（H20.7.16）
◎尾内　一信
　寺田　喜平
　（H22.4.1-30.3.31）
　中野　貴司*
　（H22.7.1-）

　守田　哲朗
　（S50.11.1-H7.3.31）

外科学（小児）（H9.6.1）
　青山　興司
　（H9.6.1-16.2.29）

小児外科学（H22.4.1）
　植村　貞繁
　（-R2.3.31）

　植村　貞繁
　（H16.11.1-）

産婦人科学（S46.4.1）
　小川　重男
　（S46.4.1-H2.3.31）

産婦人科学1（H25.4.1）
◎下屋浩一郎
　中村　隆文

　河野　一郎
　（H2.7.16-18.3.31）

◎下屋浩一郎
　（H18.7.1-）
　中村　隆文
　（H21.11.1-）

脳卒中医学（H18.4.1）
　木村　和美
　（H18.4.1-26.6.30）

　八木田佳樹
　（H26.9.1-）

※5
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川崎医科大学

教室名（現在） 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

臨
　
　
　
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
　
　
学

乳腺甲状腺
外 科 学

リウマチ・
膠原病学

皮膚科学

形成外科学

脊椎・災害
整形外科学

骨・関節
整形外科学

スポーツ・
外傷整形
外 科 学

リハビリ
テーション
医 学

・◎印：主任教授（医科大学での発令。複数の教授が同時に在籍している場合）　　　　 ・「教授の変遷」は、特任教授を除く。
・＊印・紫色の氏名：総合医療センター所属（H28.12月以前は附属川崎病院所属）　　　・［副］：副部門

リウマチ・膠原病学（H22.4.1）
　守田　吉孝
　（H24.5.1-）

スポーツ ･ 外傷整形外科学*（Ｈ22.10.1）
　阿部　信寛*
　（H24.10.16-）

リハビリテーション医学（S50.4.1）
　明石　　謙
　（S50.4.1-H12.3.31）

◎椿原　彰夫
　（H12.4.1-31.3.31）
　花山　耕三
　（H25.9.1-31.3.31）

　花山　耕三
　（H31.4.1-）

形成外科学（S50.4.1）
　谷　太三郎
　（S50.4.1-63.2.2）

　森口　隆彦
　（S63.10.1-H21.3.31）

　稲川　喜一
　（H22.4.1-）

※B
外科学（内分泌）（S50.1.1）
　妹尾　亘明
　（S50.1.1-H2.3.31）

［副］外科学（甲状腺外科）（S60.10.1）
　原田　種一
　（S60.10.1-H7.3.31）

外科学（乳腺甲状腺）（H8.4.1）
　園尾　博司
　（H8.4.1-）

乳腺甲状腺外科学（H22.4.1）
　園尾　博司
　（-H25.3.31）

　紅林　淳一
　（H26.4.1-）

皮膚科学（S45.9.1）
　野原　　望
　（S46.9.1-51.4.15）

　植木　宏明
　（S51.5.16-H14.3.31）

　藤本　　亘
　（H14.5.1-30.3.31）
　青山　裕美*
　（H27.4.1-30.3.31）

　青山　裕美
　（H30.4.1-）

整形外科学（災害）（H21.7.1）
　長谷川　徹
　（H22.4.1-）

脊椎・災害整形外科学（H22.10.1）
　長谷川　徹
　（-R2.3.31）

※7

整形外科学（関節）（H21.7.1）
　三谷　　茂
　（H22.4.1-）

骨・関節整形外科学（H22.10.1）
　三谷　　茂

※6

整形外科学（S45.9.1）
　水野祥太郎
　（S45.9.1-47.3.31）

［副］整形外科学（災害整形外科）（S62.4.1）
　山野　慶樹
　（S62.4.1-H5.3.31）

整形外科学（H5.4.1）
　渡辺　　良
　（-H11.3.31）

リウマチ・関節外科学（H9.1.1）
　三河　義弘
　（H9.1.1-）

　島津　　晃
　（S48.9.1-52.6.30）

　渡辺　　良
　（S52.9.1-）

整形外科学（H11.7.1）
　三河　義弘

整形外科学（脊椎）（H21.7.1）
　三河　義弘（-H22.3.31）

整形外科学（関節）（H21.7.1）
　三谷　　茂（H22.4.1-）

整形外科学（災害）（H21.7.1）
　長谷川　徹（H22.4.1-）

※6

※7

▪廃止（H22.3.31）

■ 所属別教室及び教授の変遷
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※A

※A

教室名（現在） 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

臨
　
　
　
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
　
　
学

肝 胆 膵
内 科 学

消 化 管
内 科 学

消 化 器
外 科 学

眼科学１

眼 科 学2

耳 鼻
咽喉科学

歯 科 総 合
口腔医療学

麻酔・集中
治療医学１

・◎印：主任教授（医科大学での発令。複数の教授が同時に在籍している場合）　　　　 ・「教授の変遷」は、特任教授を除く。
・＊印・紫色の氏名：総合医療センター所属（H28.12月以前は附属川崎病院所属）　　　・［副］：副部門

内科学（消化器Ⅰ）（S48.11.1）
　平野　　寛
　（S48.11.1-H6.3.31）

内科学（消化器Ⅱ）（S48.12.16）
　木原　　彊
　（S48.12.16-H5.3.31）

内科学（肝・胆・膵）（H15.4.1）
　山本晋一郎
　（-H19.3.31）

内科学（食道 ･胃腸）（H15.4.1）
　春間　　賢

肝胆膵内科学（H22.4.1）
　日野　啓輔

消化管内科学（H22.4.1）
　春間　　賢
　（-H27.3.31）

歯科総合口腔医療学（H30.4.1）
　向井　隆雄
　（H30.11.1-）

　山本晋一郎
　（H6.7.1-）

　飯田　三雄
　（H5.9.1-13.5.31）

　春間　　賢
　（H13.8.1-）

　日野　啓輔
　（H20.4.1-）

　塩谷　昭子
　（H27.4.1-）

眼科学2*（H24.4.1）
　長谷部　聡*
　（H25.1.1-）

※B
外科学（消化器）（S50）
　佐野　開三
　（S45.9.1-）

外科学（消化器Ⅰ）（H1.4.1）
　佐野　開三
　（-H5.3.31）

［副］外科学（消化器Ⅱ）（H1.4.1）

外科学（消化器）（H8.4.1）
◎角田　　司
　（-H21.3.31）
　平井　敏弘
　（H18.9.1-28.3.31）

消化器外科学（H22.4.1）
　中村　雅史
　（H23.9.1-27.3.31）

　角田　　司
　（H5.7.1-）

　上野　富雄
　（H28.9.1-）

眼科学（S49.6.1）
　筒井　　純
　（S49.6.1-H1.3.31）

　田淵　昭雄
　（H1.9.1-16.12.31）

◎桐生　純一
　（H17.4.1-）
　三木　淳司
　（H22.7.1-）

眼科学1（H24.4.1）
◎桐生　純一
　三木　淳司

耳鼻咽喉科学（S48.12.1）
　折田　洋造
　（S49.3.1-H10.3.31）

　原田　　保
　（H10.7.1-29.3.31）
　秋定　　健*
　（H22.12.1-）

　原　　浩貴
　（H29.4.1-）

［副］口腔外科学（歯科矯正）（S60.11.1）
　中川　皓文
　（S60.11.16-H14.3.31）

口腔外科学（S47.1.1）
　福田　道男
　（S49.5.1-H8.3.31）

▪廃止（H14.3.31）

▪廃止（H24.3.31）

麻酔学（S46.9.1）
　高折　益彦
　（S46.9.1-）

麻酔科学Ⅰ（S51）
　高折　益彦

麻酔科学Ⅲ（救急部門）（S51）
　小濱　啓次（S51.5.1-51.12.31）

麻酔科学（S58）
　高折　益彦
　（-H8.3.31）

［副］麻酔科学（集中治療）（S60.10.1）
　左利　厚生（H4.7.1-）

麻酔 ･ 集中治療医学（H8.5.1）
　左利　厚生
　（-H16.3.31）

救急医学（S52.1.1）
　小濱　啓次（S52.1.1-）

※2

麻酔 ･ 集中治療医学1（H21.4.1）
　藤田　喜久（-H28.3.31）

麻酔 ･ 集中治療医学2（H21.4.1）
　中塚　秀輝（H21.9.1-）

麻酔 ･ 集中治療医学1（H28.4.1）
　中塚　秀輝

麻酔 ･ 集中治療医学1（H28.10.1）
◎中塚　秀輝
　佐藤　健治
　（H30.1.1-）
麻酔 ･ 集中治療医学2（H28.10.1）
　戸田雄一郎
　（H28.10.1-）

※8

　藤田　喜久
　（H16.5.1-）
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教室名（現在） 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

臨
　
　
　
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
　
　
学

麻酔・集中
治療医学2

麻酔・集中
治療医学3

臨床腫瘍学

放 射 線
診 断 学

放 射 線
腫 瘍 学

放 射 線
核 医 学

総 合
放 射 線
医 学

検査診断学
（病態解析）

検査診断学
（内視鏡･超音波）

・◎印：主任教授（医科大学での発令。複数の教授が同時に在籍している場合）　　　　 ・「教授の変遷」は、特任教授を除く。
・＊印・紫色の氏名：総合医療センター所属（H28.12月以前は附属川崎病院所属）　　　・［副］：副部門

麻酔・集中治療医学２（H28.10.1）
　戸田雄一郎
　（H28.10.1-）

麻酔・集中治療医学3*（H22.10.1）
　片山　　浩*
　（H23.3.1-R2.3.31）

臨床腫瘍学（H19.4.1）
　山口　佳之
　（H21.1.1-）

放射線科学（治療）（S50）
　木村　修治
　（S49.7.16-51.8.31）

放射線医学（治療）（S51）
　小野山靖人
　（S51.11.16-55.3.31）

放射線腫瘍学（H30.4.1）
　平塚　純一
　（-R2.3.31）

　今城　吉成
　（H5.4.1-20.3.31）

　平塚　純一
　（H20.12.1-）

※C

※8

放射線科学（核医学）（S50）
　伊藤　安彦
　（S49.9.1-）

放射線医学（核医学）（S51）
　伊藤　安彦
　（-S58.1.31）

放射線核医学（H30.4.1）
　曽根　照喜　森田　陸司

　（S58.7.1-H1.4.30）
　福永　仁夫
　（H1.10.1-21.9.30）

　曽根　照喜
　（H21.10.1-）

※C

放射線医学（S45.9.1）
　西下　創一
　（S45.9.1-）

放射線医学（画像診断1）（H23.4.1）
　伊東　克能
　（-H29.9.30）

放射線診断学（H30.4.1）
　玉田　　勉
　（H30.4.1-）

放射線科学（診断）（S50）
　西下　創一

放射線科学（治療）（S50）
　木村　修治
　（S49.7.16-）

放射線科学（核医学）（S50）
　伊藤　安彦
　（S49.9.1-）

放射線医学（画像診断）（H17.4.1）
　伊東　克能
　（H19.10.1-）

放射線医学（診断）（S51）
　西下　創一
　（-H4.3.31）

放射線科学（診断）（S50）
　西下　創一 　梶原　康正

　（H4.8.1-17.3.31）

※C

※C

放射線医学（画像診断2）*（H23.4.1）
　三村　秀文*
　（H23.4.1-26.10.31）

総合放射線医学*（H30.4.1）
　加藤　勝也*　加藤　勝也*

　（H28.10.1-）

検査診断学（内視鏡・超音波）（H18.4.1）
　畠　　二郎
　（H18.4.1-）
　眞部　紀明*
　（H30.4.1-）

※A
検査診断学（S52.7.1）
　上田　　智
　（-H2.5.31）
　佐々木匡秀
　（S52.7.1-56.3.31）

検査診断学（病態解析）（H18.4.1）
　通山　　薫
　北中　　明*
　（H30.4.1-）

内科学（検査）（S48.9.1）
　上田　　智
　（S48.9.1-）

　松田　信義
　（H2.6.1-13.3.31）

　通山　　薫
　（H14.5.1-）

■ 所属別教室及び教授の変遷
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教室名（現在） 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

臨
　
　
　
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
　
　
学

病 理 学

公衆衛生学

健康管理学

医療資料学

寄 附 講 座

・◎印：主任教授（医科大学での発令。複数の教授が同時に在籍している場合）　　　　 ・「教授の変遷」は、特任教授を除く。
・＊印・紫色の氏名：総合医療センター所属（H28.12月以前は附属川崎病院所属）　　　・［副］：副部門

胆膵インターベンション学（H25.12.1） 手外科・再建整形外科学（H27.4.1-R2.3.31） 救急総合診療医学（H27.4.1）

免疫腫瘍学（H30.4.1）

医療資料学（H23.4.1）

病理学
　中川　定明
　（S45.9.1-）

病理学（H3.4.1）
　山下　貢司
　（-H6.3.31）

病理学１（H19.8.1）
◎定平　吉都
　（-H30.1.23）
　濱﨑　周次
　（-H28.3.28）
病理学2（H19.4.1）
　森谷　卓也
　（H19.8.1-）

病理学（H30.4.1）
　森谷　卓也

病理学1（S47.4.1）
　中川　定明

病理学2（S47.4.1）
　木本　哲夫
　（S47.4.1-）

人体病理学
　中川　定明
　山下　貢司
　（S49.10.1-）

実験病理学（S50）
　木本　哲夫
　（-H2.3.31）

人体病理学Ⅰ（S51）
　中川　定明
　（-S61.3.31）
人体病理学Ⅱ（S51）
　山下　貢司

人体病理学（H1.4.1）
　山下　貢司

［副］神経病理学（H1.4.1）
　調　　輝男
　（H1.4.1-16.3.31）

▪廃止（H16.3.31）

▪廃止（H2.3.31）

　真鍋　俊明
　（H6.7.1-14.3.31）

◎定平　吉都
　（H14.5.1-）
　濱﨑　周次
　（H16.5.16-）

公衆衛生学Ⅲ（S52.8.1）
　北　　昭一
　（S55.10.1-）

保健医療学（S63.4.1）
　北　　昭一
　（-H11.3.31）
地域医療学（S63.4.1）
　重本　弘定
　（-H1.3.31）

健康管理学（H11.4.1）
　大橋　勝彦
　（-H16.3.31）※1

※9

　大橋　勝彦
　（H3.6.1-）

　藤井　昌史
　（H16.11.1-25.3.31）

　高尾　俊弘
　（H25.9.1-）
　鎌田　智有*
　（H28.4.1-）

公衆衛生学（S48.4.1）
　大川　富雄
　（S48.4.1-49.3.31）

公衆衛生学Ⅰ（S52.8.1）
　岡本　　正
　（-S55.3.31）

公衆衛生学Ⅱ（S52.8.1）
公衆衛生学Ⅲ（S52.8.1）
　北　　昭一（S55.10.1-）

公衆衛生学（H5.4.1）
　角南　重夫
　（-H19.3.31）

※4
※9

　岡本　　正
　（S50.4.1-）

　角南　重夫
　（S56.4.1-）

　勝山　博信
　（H19.8.1-）
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内科学Ⅰ（S51）
　坂本　武司
　（S46.7.1-59.9.15）
内科学Ⅱ（S51）
　小林　敏成
　（S49.1.1-60.3.31）
内科学Ⅲ（S51）　　　　　   ▪廃止（S56）

内科学Ⅳ（S51）　　　　　   ▪廃止（S60.3.31）

▪廃止（H11.12.31）

▪廃止（H10.11.30）

内科学1（S60.4.1）
　小林　敏成
　（S60.4.1-H7.3.31）
内科学2（S60）
　松島　敏春
　（S60.4.1-H7.3.31）

内科学（消化器Ⅰ）（S49）

内科学（消化器Ⅱ）（S49）

内科学（循環器）（S49）

内科学（神経）（S49）

内科学（内分泌・検査）（S49）

外科学（S45.9.1）
　荒川　雅久
　（S48.11.1-）

外科学１（S50）
　荒川　雅久
　（-S59.3.31）

外科学2（S50）
　井上　喬之
　（S51.5.1-56.3.31）

▪廃止（H12.3.31）

▪廃止（H12.3.31）

泌尿器科学（S49.2.1）
　新　　武三
　（S49.2.1-52.1.31）

▪廃止（H12.3.31）

脳神経外科学（S49）
　梅田　昭正
　（S48.11.1-H5.3.31）

▪廃止（H5.3.31）

小児科学（S50）
　梶谷　　喬
　（S50.11.1-H11.3.31）

▪廃止（H12.3.31）

産婦人科学（S49.4.1）
　田中　良憲
　（S49.4.16-60.3.31）

▪廃止（H12.3.31）

皮膚科学（S46.9.1） ▪廃止（H12.3.31）

整形外科学
　那須　亨二
　（S48.11.1-H6.3.31）

▪廃止（H12.3.31）

眼科学（S46.6.1）
　山本　覚次
　（S46.6.1-58.3.31）

▪廃止（H12.3.31）

耳鼻咽喉科学
　高原　滋夫
　（S49.5.1-59.3.31）

▪廃止（H5.4.30）

麻酔科学Ⅱ（S51）
　伊澤　　寛
　（S50.11.16-H10.3.31）

▪廃止（H10.3.31）

▪廃止（H11.3.31）放射線医学（S45.9.1）

▪廃止（H12.3.31）人体病理学（S51）
　伊藤　慈秀
　（S49.10.1-H12.3.31）

教室名 教 室 及 び 教 授 の 変 遷

臨
　
床
　
医
　
学 

（
旧
川
崎
病
院
）

内 科 学

外 科 学

泌尿器科学

脳 神 経
外 科 学

小児科学

産婦人科学

皮膚科学

整形外科学

眼 科 学

耳 鼻
咽喉科学

麻酔科学Ⅱ

放 射 線
診 断 学

人体病理学

■ 所属別教室及び教授の変遷（旧川崎病院所属教室一覧）
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■ 学部卒業生数 ■ 大学院博士課程修了者数

年度 男子 女子 計

1975 78 8 86

1976 91 9 100

1977 80 12 92

1978 113 12 125

1979 67 19 86

1980 107 15 122

1981 84 19 103

1982 99 18 117

1983 92 25 117

1984 75 27 102

1985 88 29 117

1986 97 33 130

1987 106 21 127

1988 91 32 123

1989 70 30 100

1990 65 34 99

1991 54 22 76

1992 91 35 126

1993 83 38 121

1994 82 42 124

1995 71 36 107

1996 69 34 103

1997 79 30 109

1998 73 40 113

1999 65 28 93

2000 61 28 89

2001 73 39 112

2002 62 31 93

2003 71 34 105

2004 63 29 92

2005 56 23 79

2006 59 35 94

2007 66 33 99

2008 59 40 99

2009 63 39 102

2010 70 35 105

2011 54 28 82

2012 60 48 108

2013 69 28 97

2014 62 50 112

2015 64 40 104

2016 72 34 106

2017 63 46 109

2018 75 39 114

2019 65 34 99

計 3,357 1,361 4,718 

年度 計
学位取得者数
甲 乙

1981 18 18 0

1982 16 16 0

1983 17 17 3

1984 24 24 4

1985 24 24 8

1986 22 22 3

1987 22 22 4

1988 23 23 3

1989 23 23 3

1990 25 25 3

1991 28 27 2

1992 22 22 1

1993 23 23 2

1994 20 19 4

1995 22 21 4

1996 21 19 3

1997 19 19 2

1998 22 17 2

1999 22 20 0

2000 18 16 1

2001 15 15 0

2002 22 21 3

2003 18 17 1

2004 13 13 1

2005 11 11 2

2006 16 16 1

2007 20 18 0

2008 12 11 2

2009 13 12 1

2010 19 19 1

2011 10 10 6

2012 19 17 2

2013 17 17 1

2014 14 13 2

2015 9 9 1

2016 17 17 1

2017 9 9 2

2018 16 16 0

2019 10 10 5

計 711 688 84
（注）修了者には、所定の修業年限以上在学し、所定の単位を修得

した後、学位を取得せずに満期退学した者を含む。
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2020.4.1現在■ 組織図

内部監査室
内部質保証推進委員会

　　　自己点検・評価委員会
　　　教育改善委員会
　　　教育検査委員会
　　　FD・SD委員会

財務委員会
人事委員会
教務委員会
研究委員会
学生生活委員会
倫理委員会
入試委員会
国際交流委員会
ハラスメント防止委員会
広報委員会
衛生委員会
人権教育委員会
その他各種委員会

医学教育センター
臨床教育研修センター
教材教具センター

学生健康支援センター
障がい学生支援室
学生寮

医用生物研究ユニット
分子細胞生物ユニット
バイオイメージングユニット
RIユニット
総合医療センター研究ユニット

男子寮
女子寮

形態系分野
生理系分野
生化学系分野
組織培養・免疫系分野
環境生態系分野

自然科学
語学
解剖学
生理学 1
生理学 2
生化学
微生物学
薬理学
免疫学
病態代謝学
分子遺伝医学
衛生学
医用中毒学

総合臨床医学
救急医学
総合内科学
総合外科学
循環器内科学
呼吸器内科学
心臓血管外科学
呼吸器外科学
腎臓・高血圧内科学
血液内科学
糖尿病・代謝・内分泌内科学
泌尿器科学
神経内科学
認知症学
脳卒中医学
脳神経外科学 1
脳神経外科学 2
精神科学
小児科学
新生児科学
小児外科学
産婦人科学 1
産婦人科学 2
婦人科腫瘍学
乳腺甲状腺外科学
リウマチ・膠原病学
皮膚科学
形成外科学
脊椎・災害整形外科学
骨・関節整形外科学
スポーツ・外傷整形外科学
リハビリテーション医学
肝胆膵内科学
消化管内科学
消化器外科学
眼科学 1
眼科学 2
耳鼻咽喉科学
歯科総合口腔医療学
麻酔・集中治療医学 1
麻酔・集中治療医学 2
麻酔・集中治療医学 3
臨床腫瘍学
放射線診断学
放射線腫瘍学
放射線核医学
総合放射線医学
検査診断学（病態解析）
検査診断学（内視鏡・超音波）
病理学
公衆衛生学
健康管理学
医療資料学
胆膵インターベンション学（寄附講座）
救急総合診療医学（寄附講座）
免疫腫瘍学（寄附講座）

総合内科学 1
総合内科学 2
総合内科学 3
総合内科学 4

大学院運営委員会

大学運営委員会

教務課
学生課
中央教員秘書室

総務部
企画部
経理部
購買部
施設部
附属病院事務部
総合医療センター事務部
　中央教員秘書室

庶務課
　　研究支援係

中央研究センター

臨床研究支援センター

産学連携知的財産管理室

研究 RA室

総合医療センター図書室

教授会
教員会

一般教養

基礎医学

応用医学

臨床医学

医学研究科委員会

大学院（医学研究科医科学専攻）

医 学 部（ 医 学 科 ）

入学センター

教務部

学生部

現代医学教育博物館

事　務　部

大学事務局

附属図書館

中央研究部

川崎医科大学臨床研究審査委員会

学長

IR 室
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■ 歴代副院長

柴田　　進 1973.11～1976. 3

井上　昌彦 1975. 7～1978.12

佐野　開三 1978. 4～1981. 3

山下　貢司 1980. 4～1984. 3

勝村　達喜 1981. 4～1984. 3

副島　林造 1984. 4～1994. 3

入江　亮義 1984. 4～1989. 3

植木　宏明 1989. 4～1998. 3

赤畠　　健 1994. 4～1995. 3

藤原　　巍 1997. 4～1999. 3

田中　啓幹 1998. 4～2002. 3

川﨑　誠治 1998. 4～2012. 3

松島　敏春 1999. 4～2001. 3

角田　　司 2001. 4～2003. 3

加来　浩平 2002. 4～2013. 3

吉田　　清 2002. 4～2007. 3

種本　和雄 2007. 4～2013. 3

園尾　博司 2012. 4～2013. 3

永井　　敦 2013. 4～2017. 3

木村　和美 2013. 4～2014. 3

中田　昌男 2013. 4～

長谷川　徹 2017. 4～2020. 3

和田　秀穂 2019.10～

川崎医科大学附属病院

■ 歴代院長補佐

荒木　淑郎 1973.11～1977. 3 左利　厚生 1998. 4～2001. 3

佐野　開三 1973.11～1978. 3 山本晋一郎 1998. 4～2001. 3

高折　益彦 1973.11～1978. 3 角田　　司 1999. 4～2001. 3

小堀　迪夫 1973.11～1977. 1 牧野　猛裕 1999. 4～2003. 3

佐々木匡秀 1973.11～1977. 8 吉田　　清 2001. 4～2002. 3

木原　　彊 1977. 4～1979. 3 加来　浩平 2001. 4～2002. 3

守田　哲朗 1977. 4～1979. 3 森口　隆彦 2001. 4～2005. 3

小川　重男 1978. 4～1980. 3 椿原　彰夫 2001. 4～2009. 3

山下　貢司 1978. 4～1980. 3 種本　和雄 2002. 4～2007. 3

平野　　寛 1979. 4～1983. 3 砂田　芳秀 2002. 4～2007. 3

渡辺　昌祐 1979. 4～1985. 3 鈴木幸一郎 2005. 4～2013. 3

西下　創一 1980. 4～1982. 3 藤田　喜久 2007. 4～2013. 3

田中　啓幹 1980. 4～1982. 3 尾内　一信 2007. 4～

植木　宏明 1982. 4～1989. 3 岡　三喜男 2009. 4～2013. 3

渡辺　　良 1982. 4～1984. 3 永井　　敦 2009. 4～2013. 3

堀野　正治 1983. 4～1987. 3 木村　和美 2012. 4～2013. 3

小川　重男 1984. 4～1990. 3 中田　昌男 2012. 4～2013. 3

筒井　　純 1985. 4～1989. 3 長谷川　徹 2013. 4～2017. 3

守田　哲朗 1987. 4～1995. 3 中塚　秀輝 2013. 4～

西下　創一 1989. 4～1992. 3 和田　秀穂 2013. 4～2015. 3

渡邉　　良 1989. 4～1993. 3 中村　雅史 2013. 4～2015. 3

田中　啓幹 1990. 4～1997. 3 宇野　昌明 2014. 4～

北　　昭一 1992. 4～1997. 3 佐々木　環 2015. 4～2017. 3

藤井　千穂 1993. 4～1998. 3 伊東　克能 2015. 4～2017. 9

大澤　源吾 1995. 4～1998. 3 日野　啓輔 2017. 4～

松島　敏春 1997. 4～1999. 3 上村　史朗 2017. 4～

石井　鐐二 1997. 4～2001. 3 下屋浩一郎 2018. 4～

川﨑 祐宣
1973.11～1976.5

柴田  進
1976.6～1984.3

勝村 達喜
1984.4～1995.3

山下 貢司
1995.4～2003.3

角田  司
2003.4～2013.3

園尾 博司
2013.4～

■ 歴代病院長

■ 歴代看護部長

成瀬　妙子 1973.11～1976. 3

奥山　鈴子 1976. 4～1988.11

増本　靖子 1988.12～1992. 3

林　喜美子 1992. 4～1997. 3

定金　敬子 1997. 4～2005. 3

千田美智子 2005. 4～2015. 3

平松　貴子 2015. 4～

■ 歴代事務部長

川上　亀義 1973.11～1974. 3

入江　亮義 1974. 4～1978. 9

赤畠　　健 1984. 4～1994. 3

三宅　博文 1994. 4～2003. 2

難波　　徹 2003. 3～2017. 3

三宅　康晴 2017. 4～

※現任：太字表記
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■ 診療部長（現任）2020.4 現在

総 合 診 療 科 柏原　直樹（代行） 皮 膚 科 青山　裕美
救 急 科 椎野　泰和 * リウマチ・膠原病科 守田　吉孝
臨 床 腫 瘍 科 山口　佳之 整 形 外 科 三谷　　茂
循 環 器 内 科 上村　史朗 難波　良文
呼 吸 器 内 科 小賀　　徹 長谷川健二郎 *
心 臓 血 管 外 科 種本　和雄 形成外科・美容外科 稲川　喜一

金岡　祐司 * リハビリテーション科 花山　耕三
呼 吸 器 外 科 中田　昌男 食 道 ・ 胃 腸 内 科 塩谷　昭子
腎 臓 内 科 柏原　直樹 梅垣　英次 *

佐々木　環 肝 ・ 胆 ・ 膵 内 科 日野　啓輔
泌 尿 器 科 永井　　敦 吉田　浩司 *

宮地　禎幸 * 消 化 器 外 科 上野　富雄
血 液 内 科 和田　秀穂 藤原　由規 *

近藤　英生 眼 科 桐生　純一
糖尿病・代謝・内分泌内科 金藤　秀明 三木　淳司

宗　　友厚 耳 鼻 咽 喉 科 原　　浩貴
脳 神 経 内 科 砂田　芳秀 歯 科 ・ 口 腔 外 科 向井　隆雄

三原　雅史 麻 酔・集 中 治 療 科 中塚　秀輝
脳 卒 中 科 八木田佳樹 戸田雄一郎
脳 神 経 外 科 宇野　昌明 佐藤　健治
心 療 科 石原　武士 小野　和身 *
小 児 科 尾内　一信 放射線科（画像診断） 玉田　　勉
新 生 児 科 川本　　豊 放射線科（治　　 療） 余田　栄作（副部長）
小 児 外 科 曹　　英樹 放射線科（核医学診療） 曽根　照喜
産 婦 人 科 下屋浩一郎 健 康 診 断 セ ン タ ー 高尾　俊弘

中村　隆文 勝山　博信
塩田　　充 中 央 検 査 部 通山　　薫

乳 腺 甲 状 腺 外 科 紅林　淳一 内視鏡・超音波センター 畠　　二郎
田中　克浩 * 病 院 病 理 部 森谷　卓也

*医科大学特任教授

■ コ・メディカル責任者（現任） 2020.4現在

薬 剤 部 長 小林美代子
栄 養 部 長 遠藤　陽子
中 央 放 射 線 部 技 師 長 吉田　耕治
中 央 検 査 部 技 師 長 河口　　豊
リハビリテーションセンター療法士長 宮﨑　彰子
ME セ ン タ ー 技 士 長 髙山　　綾
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川崎医科大学附属病院

■ 診療実績

年度 一日平均
入院患者数

入院
延患者数

一日平均
外来患者数

外来
延患者数 新患 再来

1974 191.3 69,810 335.2 100,236 23,412 76,824

1975 342.3 125,281 570.9 170,731 35,641 135,090

1976 389.9 142,316 689.1 206,171 41,621 164,550

1977 494.7 180,562 913.1 242,321 49,041 193,280

1978 595.3 217,300 819.0 272,094 53,005 219,089

1979 631.1 229,185 1,135.4 306,151 60,416 245,735

1980 654.3 238,836 1,235.0 337,200 68,132 269,068

1981 710.8 259,451 1,515.5 366,805 75,388 291,417

1982 741.4 270,609 1,593.1 391,849 75,747 316,102

1983 767.0 280,727 1,515.5 451,623 77,487 374,136

1984 809.7 295,552 1,593.1 471,576 83,566 388,010

1985 833.8 304,351 1,641.4 487,506 82,485 405,021

1986 830.2 303,040 1,699.1 504,625 78,364 426,261

1987 855.7 313,197 1,712.3 510,291 76,598 433,693

1988 846.7 309,034 1,770.2 522,235 78,158 444,077

1989 825.9 301,467 1,843.9 543,954 78,838 465,116

1990 842.9 307,642 1,936.2 567,325 80,844 486,481

1991 840.2 307,507 1,946.7 576,219 80,119 496,100

1992 809.4 295,438 1,938.9 573,926 75,638 498,288

1993 786.9 287,228 1,930.9 567,676 73,432 494,244

1994 798.1 291,314 1,921.3 566,808 69,278 497,530

1995 788.2 288,476 1,903.8 561,641 66,001 495,640

1996 767.8 280,239 1,903.2 559,530 64,250 495,280

1997 788.9 287,932 1,904.8 561,908 66,118 495,790

1998 797.5 291,103 1,872.1 552,265 65,674 486,591

1999 802.6 293,751 1,918.9 566,090 68,283 497,807

2000 788.6 287,830 1,899.6 558,494 68,220 490,274

2001 775.6 283,079 1,383.3 405,310 39,748 365,562

2002 775.8 283,157 1,479.7 435,034 46,423 388,611

2003 732.6 268,127 1,609.1 476,303 53,607 422,696

2004 732.5 267,361 1,638.2 481,635 54,732 426,903

2005 712.5 260,080 1,606.7 472,368 58,018 414,350

2006 648.2 236,577 1,548.4 455,228 56,602 398,626

2007 687.5 251,626 1,577.7 463,844 56,988 406,856

2008 683.2 249,375 1,605.1 471,887 57,483 414,404

2009 690.7 252,109 1,669.0 487,337 59,042 428,295

2010 689.4 251,644 1,738.8 509,455 58,636 450,819

2011 672.1 245,993 1,772.1 521,005 54,727 466,278

2012 647.2 236,210 1,758.1 513,359 52,737 460,622

2013 633.0 231,056 1,756.1 514,525 50,482 464,043

2014 616.2 224,921 1,732.6 507,657 47,807 459,850

2015 619.5 226,753 1,729.9 506,867 47,362 459,505

2016 603.4 220,236 1,753.6 512,056 46,091 465,965

2017 616.2 224,900 1,766.5 515,808 47,282 468,526

2018 626.5 228,680 1,823.3 530,571 48,038 482,533
（注１）1983～1986年度は駅前診療所を含む。
（注２）外来延患者数のうち、1995年度以降は、公衆衛生からの依頼患者数を含まない。
（注3）外来延患者数には入院中他科受診患者を含む。
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2020.4.1現在■ 組織図

総合外来・救急外来
　総合診療科
　救急科
臨床腫瘍科
循環器・呼吸器センター
　循環器内科
　呼吸器内科
　心臓血管外科
　呼吸器外科
腎尿路・血液・糖尿病センター
　腎臓内科
　泌尿器科
　血液内科
　糖尿病・代謝・内分泌内科
脳神経センター
　脳神経内科
　脳卒中科
　脳神経外科
心療科
小児医療センター
　小児科
　新生児科
　小児外科
女性医療センター
　産婦人科
　乳腺甲状腺外科
皮膚・運動器センター
　皮膚科
　リウマチ・膠原病科
　整形外科
　形成外科・美容外科
リハビリテーション科
消化器センター
　食道・胃腸内科
　肝・胆・膵内科
　消化器外科
感覚器センター
　眼科
　耳鼻咽喉科
　歯科・口腔外科
麻酔・集中治療科
放射線科
　画像診断
　治療
　核医学診療
健康診断センター

中央手術室
　　CVラインセンター
ICU・CCU
サプライセンター
中央放射線部
中央検査部
内視鏡・超音波センター
輸血部
病院病理部
腎センター
新生児センター
薬剤部
栄養部
高度救命救急センター
リハビリテーションセンター
脳卒中センター
通院治療センター
がんセンター
がんゲノム医療センター
緩和ケアセンター
　　緩和ケアチーム
栄養サポートチーム（NST）
造血細胞移植センター
MEセンター
遺伝診療部

患者診療支援センター
　医療福祉相談室
　地域医療連携室
　患者相談窓口
　がん相談支援センター
認知症疾患医療センター
　　認知症ケアチーム
臨床心理センター
ベッドコントロールセンター
入退院サポートセンター
臨床教育研修センター
良医育成支援センター
　　卒後臨床研修部門
　　レジデント研修部門
治験・先進医療センター
医療資料部
メディカルアシスタント課
患者図書室
医療保育室

高度救命救急センター

回復期リハビリテーション病棟

　中央手術室
　サプライセンター
　ICU・CCU
　腎センター

外来

総　務　部
企　画　部
経　理　部
購　買　部
施　設　部
医科大学事務部

病院事務部
　　病院庶務課
　　　　ベッドセンター
　　医事課

9階
10 階
11 階
12 階
13 階
14 階
15 階

病棟

副 　 院 　 長

院 長 補 佐

病　院　長

病
院
運
営
委
員
会

診 療 部 門 診療支援部門 看 護 部 門 事 務 部 門
大 学 事 務 局

外来・病棟部門 中央協力部門

感 染 管 理 室

医療安全管理部 医 療 安 全 管 理 室

高難度新規医療技術評価室

未承認新規医薬品評価室

未承認新規医療機器評価室

褥 瘡 対 策 室

インフェクションコントロールチーム（ICT）
抗菌薬適正使用支援チーム（AST）
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■ 歴代副院長

沖本　二郎 2011. 4～2018. 3

猶本　良夫 2011. 4～2016. 1

秋定　　健 2016. 1～

瀧川奈義夫 2018. 4～

川崎医科大学総合医療センター

■ 歴代病院長

■ 歴代院長補佐

中野　貴司 2011. 4～

秋定　　健 2011. 4～2016. 1

瀧川奈義夫 2015. 4～2018. 3

片山　　浩 2016. 1～2020. 3

青山　裕美 2017. 4～2018. 3

加藤　勝也 2017. 4～

小野　成紀 2018. 4～

杭ノ瀨昌彦 2018. 4～

友田　恒一 2020. 4～

■ 歴代看護部長

新　美保恵 2011. 4～

■ 歴代事務部長

三宅　康晴 2011. 4～2017. 3

内藤　雅之 2017. 4～

■ コ・メディカル責任者（現任） 2020.4現在

薬　 剤　 部　 長 監物　英男
栄　 養　 部　 長 小田佳代子
中央放射線部技師長 田淵　昭彦
中 央 検 査 部 技 師 長 田村　昌代
リハビリテーションセンター療法士長 永冨　史子
ME セ ン タ ー 技 士 長 髙山　　綾

■ 診療部長（現任）2020.4 現在

救 急 科 家永慎一郎（副部長） 外 科 浦上　　淳 * 脳 神 経 外 科 三好　康之 *
森本　直樹 * 中島　一毅 * 福原　　徹 *

内 科 瀧川奈義夫 𠮷田　英生 * 脳 卒 中 科 井上　　剛（副部長）
友田　恒一 整 形 外 科 阿部　信寛 リハビリテーション科 目谷　浩通（副部長）
和田　健二 小 児 科 中野　貴司 放 射 線 科 加藤　勝也
河本　博文 神﨑　　晋 * 麻酔・集中治療科 大橋　一郎（副部長）
小島　　淳 心 療 科 和迩　健太（医長） 片山　　浩 *
沖本　二郎 * 耳 鼻 咽 喉 科 秋定　　健 森田　　潔 *
春間　　賢 * 眼 科 長谷部　聡 松三　昌樹 *
杉原　　尚 * 白神　史雄 * 総合健診センター 鎌田　智有

外 科 山辻　知樹 泌 尿 器 科 上原　慎也（副部長） 中 央 検 査 科 北中　　明
猶本　良夫 * 形 成 外 科 山本　雅之（医長） 眞部　紀明
杭ノ瀨昌彦 * 皮 膚 科 山本　剛伸 （副部長） 病 理 科 物部　泰昌（副部長）
羽井佐　実 * 産 婦 人 科 本郷　淳司 歯科・口腔外科 山本　友美（医長）
森田　一郎 * 脳 神 経 外 科 小野　成紀

*医科大学特任教授

■ 診療実績

年度 一日平均
入院患者数

入院
延患者数

一日平均
外来患者数

外来
延患者数 新患 再来

2011 209.2 76,578 561.9 165,210 20,759 144,451

2012 222.7 81,286 564.3 164,772 20,756 144,016

2013 230.6 84,163 553.1 162,058 20,773 141,285

2014 204.9 74,803 529.9 155,257 18,305 136,952

2015 248.5 90,964 562.8 164,896 20,583 144,313

2016 260.7 95,153 590.2 170,582 21,864 148,718

2017 331.7 121,073 659.3 192,504 26,156 166,348

2018 318.5 116,260 669.6 194,861 26,499 168,362

坂手 行義
2011. 4～2012. 2

川﨑 誠治
  2012. 2～2012. 3（院長代行）
　2012. 4～2013. 3
　2016. 1～2017. 3

角田  司
2013. 4～2015.12

猶本 良夫
2016. 1～2017. 3（院長代理）
  2017. 4～

川崎病院  歴代病院長
川﨑　祐宣 1938. 3～1973. 5
荒川　雅久 1973. 5～1976. 3
坂本　武司 1976. 4～1981. 5
那須　亨二 1981. 6～1990. 3
梅田　昭正 1990. 4～1993. 3
梶谷　　喬 1993. 4～1999. 3
坂手　行義 1999. 4～2011. 3 

 ※2011.4 学校法人川崎学園へ経営移譲

※現任：太字表記
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2020.4.1現在■ 組織図

総合診療科
救急科
内科
外科
整形外科
小児科
心療科
耳鼻咽喉科
眼科
泌尿器科
形成外科
皮膚科
産婦人科
脳神経外科
脳卒中科
リハビリテーション科
放射線科
麻酔・集中治療科
総合健診センター
中央検査科
病理科
歯科・口腔外科

中央手術室
IVRセンター
CVラインセンター
ICU・HCU
脳神経センター
SCU
循環器センター
リハビリテーションセンター
中央放射線部
中央検査部
輸血部
内視鏡センター
病理部
透析センター
薬剤部
栄養部
救急部
総合がん診療センター
がんゲノム診療部
通院治療センター
放射線治療センター
MEセンター
サプライセンター

外来
　各科外来
　内視鏡センター
　透析センター
患者診療支援センター
在宅療養支援センター
病棟
　ICU、HCU、SCU
　9階東・西
　10階東・西
　11階東・西
　12階東・西
　13階東
　緩和ケア病棟
　回復期リハビリテーション病棟
中央手術室

総　務　部
企　画　部
経　理　部
購　買　部
　用度課
　　　用度係
　　　医療材料センター
　薬品課
施　設　部
　施設課
　ハウスキーパー室
　環境課
医科大学事務部
　庶務課
　　　研究支援係
　教務課
　学生課
　中央教員秘書室
附属病院事務部
　病院庶務課
　医事課
病院事務部
　病院庶務課
　　庶務係
　　　　医療材料センター
　　　　ハウスキーパー室

　　　　ベッドセンター

　　人事係
　　電話交換室
　　警備係
　　施設係
　医事課
　中央教員秘書室　　

副 　 院 　 長

院 長 補 佐

病　院　長

診 療 部 門

看護部 事務部門

大学事務局

病院運営委員会

外来・病棟部門 中央協力部門

患者診療支援センター
　地域医療連携室
　医療相談室
　患者相談窓口
　がん相談支援センター
　病床運用係
　入退院サポートセンター
　患者図書室
在宅療養支援センター
　訪問看護ステーションかわさき
　居宅介護支援事業所かわさき
治験センター
褥瘡対策室
医療資料部
　情報管理室
　診療録管理室
緩和ケアチーム
栄養サポートチーム（NST）
認知症・せん妄ケアチーム
図書室

医療安全管理室
院内感染対策室

医科大学 附属図書館

臨床教育研修センター 医療安全管理部

医科大学 中央研究部
中央研究センター

医用生物研究ユニット
分子細胞生物ユニット
バイオイメージングユニット
RIユニット
総合医療センター研究ユニット

総合医療センター研究ユニット

診療支援部門
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川崎医療福祉大学

■ 歴代学長

江草 安彦
1991.4～2003.3
※2003.4～ 名誉学長

岡田 喜篤
2003.4～2012.6

川﨑 誠治
2012.6～2012.12
（学長代行）

椿原 彰夫
2013.1～

■ 歴代副学長

大羽　　蓁 1991. 4～1997. 3

上田　　智 1991. 4～1999. 3

守田　哲朗 1999. 4～2001. 3

岡田　喜篤 1999. 4～2003. 3

産賀　敏彦 2001. 4～2008. 4

伊澤　秀而 2001. 4～2004. 3

小池　将文 2003. 4～2011. 3

安藤　正人 2004. 4～2011. 3

梶谷　文彦 2008. 5～2011. 3

石井　鐐二 2011. 4～2013. 3

松本　　真 2011. 4～2013. 3

保住　芳美 2011. 4～2015. 3

斎藤観之助 2013. 4～2015. 3

中坊　幸弘 2013. 4～2015. 3

種村　　純 2015. 4～2019. 3

秋山　祐治 2015. 4～

小野寺　昇 2015. 4～

宮川　　健 2019. 4～

■ 歴代学長補佐

南葉　幸雄 1991. 4～2002. 3

小田　憲三 1991. 4～1997. 3

橘　　智子 1993. 4～2001. 3

小西　博喜 1997. 4～1999. 3

安藤　正人 1999. 4～2004. 3

佐々木正美 2001. 4～2003. 3

松本　　真 2001. 4～2011. 3
2013. 4～2013. 7

斎藤観之助 2002. 4～2013. 3

金光　義弘 2003. 4～2013. 3

美祢　弘子 2004. 4～2006. 3

梶谷　文彦 2007. 4～2008. 4

長尾　憲樹 2007. 4～2013. 3

中坊　幸弘 2011. 4～2013. 3

■ 歴代事務部長

槇野　昭輝 1991. 4～1993. 4

南葉　幸雄 1993. 4～1995. 6

磯崎　宏二 1995. 7～2003. 2

伊地知　均 2003. 3～2014. 5

坪井　裕子 2014. 6～

医療福祉学部

大羽　　蓁 1991. 4～1997. 3

関谷　　真 1997. 4～2002. 6

伊澤　秀而 2002. 6～2003. 3

田口　豊郁 2003. 4～2013. 3

中坊　幸弘 2013. 4～2015. 3

種村　　純 2015. 4～2019. 3

小野寺　昇 2019. 4～

医療技術学部

上田　　智 1991. 4～1997. 3

守田　哲朗 1997. 4～1999. 3

産賀　敏彦 1999. 4～2001. 3

折田　洋造 2001. 4～2005. 3

産賀　敏彦 2005. 4～2007. 3

長尾　光城 2007. 4～2015. 3

小野寺　昇 2015. 4～2019. 3

宮川　　健 2019. 4～

医療福祉マネジメント学部

斎藤観之助 2005. 4～2015. 3

秋山　祐治 2015. 4～　

■ 名誉教授

飯田　精一 佐久川　肇
金　　相圭 山村　　健
橘　　智子 近藤　芳朗
水本　久夫 岡田　喜篤
堀野　正治 金光　義弘
松田　信義 田淵　昭雄
喜多　　弘 原　平八郎
島田　　修 安藤　正人
寺尾　　章 斎藤観之助
上田　　智 松枝　秀二
横山　茂生 小池　将文
守田　哲朗 難波　哲子
太田　　茂 渡邉　　進

■ 歴代学部長

保健看護学部

波川　京子 2019. 4～

リハビリテーション学部

種村　　純 2019. 4～
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医療福祉学研究科

大羽　　蓁 1996. 4～1999. 3
伊澤　秀而 1999. 4～2004. 3
小池　将文 2004. 4～2007. 3
小河　孝則 2007. 4～2013. 3
中坊　幸弘 2013. 4～2015. 3
種村　　純 2015. 4～2019. 3
小野寺　昇 2019. 4～

医療技術学研究科

上田　　智 1996. 4～1998. 3
守田　哲朗 1998. 4～2001. 3
産賀　敏彦 2001. 4～2008. 4
中坊　幸弘 2008. 5～2011. 3
梶谷　文彦 2011. 4～2013. 3
長尾　光城 2013. 4～2015. 3
小野寺　昇 2015. 4～2019. 3
宮川　　健 2019. 4～

医療福祉マネジメント学研究科

斎藤観之助 2009. 4～2015. 3
秋山　祐治 2015. 4～

■ 歴代研究科長

医療福祉学科

飯田　精一 1991. 4～1995. 3
小田　憲三 1995. 4～1997. 3
関谷　　真 1997. 4～1999. 3
竹内　一夫 1999. 4～2000. 3
佐々木正美 2000. 4～2002. 3
田口　豊郁 2002. 4～2003. 3
小河　孝則 2003. 4～2013. 3
熊谷　忠和 2013. 4～

臨床心理学科

大羽　　蓁 1991. 4～1993. 3
島田　　修 1993. 4～1997. 3
金光　義弘 1997. 4～2013. 3
保野　孝弘 2013. 4～2019. 3
進藤　貴子 2019. 4～

保健看護学科（2019年度改組）

平野　　寛 1995. 4～1998. 3
斎藤　泰一 1998. 4～2001. 3
大澤　源吾 2001. 4～2003. 3
長尾　光城 2003. 4～2007. 3
津島ひろ江 2007. 4～2013. 3
波川　京子 2013. 4～2019. 3
中新美保子 2019. 4～

子ども医療福祉学科

橋本　勇人 2017. 4～

医療福祉マネジメント学科（2005年度改組）

岡田　　聚 2000. 4～2004. 3
斎藤観之助 2004. 4～2009. 3

医療福祉環境デザイン学科（2005年度改組）

福屋　　崇 2000. 4～2003. 3
徳山　　容 2003. 4～2009. 3

■ 歴代学科長

 医療福祉学部 

保健看護学科

中新美保子 2019. 4～

 保健看護学部 

理学療法学科

國安　勝司 2019. 4～

作業療法学科

井上　桂子 2019. 4～

言語聴覚療法学科

塩見　将志 2019. 4～

 リハビリテーション学部 

視能療法学科

岡　真由美 2019. 4～ ※現任：太字表記
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医療福祉経営学科

斎藤観之助 2005. 4～2013. 3
松本　　定 2013. 4～2017. 3
宮原　勅治 2017. 4～　

医療秘書学科

島名　正英 2005. 4～2009. 3
今林　宏典 2009. 4～2013. 3
宮原　勅治 2013. 4～2017. 3
山本　智子 2017. 4～

医療情報学科

堀　　義巳 2005. 4～2009. 3
野澤　亮平 2009. 4～2013. 3
宮原　勅治 2013. 4～2015. 3
秋山　祐治 2015. 4～2019. 3
阿南　　誠 2019. 4～

医療福祉デザイン学科

徳山　　容 2005. 4～2012. 3
藤原洋次郎 2012. 4～2015. 3
平野　　聖 2015. 4～

 医療福祉マネジメント学部 

川崎医療福祉大学

医療情報学科（2005年度改組）

上田　　智 1991. 4～1995. 3
藤原　忠男 1995. 4～1997. 3
原　平八郎 1997. 4～2004. 3
岡田美保子 2004. 4～2005. 3
堀　　義巳 2005. 4～2009. 3

感覚矯正学科（2019年度改組）

筒井　　純 1991. 4～1991. 4
寺尾　　章 1992. 1～1995. 3
田淵　昭雄 1995. 4～2013. 3
種村　　純 2013. 4～2015. 3
彦坂　和雄 2015. 4～2019. 3
岡　真由美 2019. 4～

健康体育学科

小野　三嗣 1991. 4～1995. 3
小野寺　昇 1995. 4～2007. 3
長尾　光城 2007. 4～2015. 3
宮川　　健 2015. 4～2019. 3
矢野　博己 2019. 4～

臨床栄養学科

守田　哲朗 1991. 4～1999. 3
藤田　美明 1999. 4～2007. 3
中坊　幸弘 2007. 4～2013. 3
寺本　房子 2013. 4～2019. 3
武政　睦子 2019. 4～

診療放射線技術学科

伊東　克能 2017. 4～2017. 9
平塚　純一 2017.10～

リハビリテーション学科（2019年度改組）

明石　　謙 1995. 4～2003. 3
渡邉　　進 2003. 4～2015. 3
井上　桂子 2015. 4～

臨床検査学科

通山　　薫 2017. 4～

臨床工学科

小笠原康夫 2007. 4～2011. 3
長尾　光城 2011. 4～2013. 3
軸屋　和明 2013. 4～2015. 3
望月　精一 2015. 4～

 医療技術学部 

■ 歴代学科長

※現任：太字表記
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■ 学部学科別卒業生数

■ 大学院修了者数（甲）

■ 論文博士学位取得者数（乙）

年度学部・学科 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 計

医
療
福
祉
学
部

医療福祉学科 399 157 194 195 205 253 240 221 239 240 253 257 236 245 231 236 192 147 131 155 142 135 120 92 117 73 5,105

臨床心理学科 84 40 47 49 54 48 64 70 68 69 75 73 72 66 73 70 72 72 84 82 77 81 73 71 61 62 1,757

保健看護学科 52 52 64 61 76 72 78 66 73 74 69 74 72 108 67 109 106 108 126 126 109 130 1,872

医療福祉マネジメント学科 85 128 115 116 107 2 1 554

医療福祉環境デザイン学科 32 45 41 42 45 1 206

医
療
技
術
学
部

医療情報学科 114 100 111 104 125 110 108 124 120 114 124 123 107 124 6 3 2 1,619

感覚矯正学科
視能 24 26 29 27 27 23 29 23 40 26 29 29 32 27 30 30 33 35 27 29 35 33 37 29 33 34 776

言語 26 23 30 25 25 32 27 26 34 28 29 30 28 36 29 29 29 36 42 43 41 40 33 41 42 65 869

健康体育学科 52 51 53 53 52 53 60 62 59 60 64 64 63 65 69 64 61 62 67 67 66 68 64 75 78 76 1,628

臨床栄養学科 50 49 55 52 57 55 55 71 56 62 63 55 62 57 59 48 51 54 52 60 55 58 50 52 49 44 1,431

リハビリ
テーション学科

理学療法 32 24 37 31 33 34 40 39 34 37 39 39 33 37 41 43 50 42 40 53 49 46 853

作業療法 22 33 44 27 32 35 42 38 38 36 36 36 39 40 39 52 45 37 42 51 52 42 858

臨床工学科 41 81 78 81 70 61 64 74 74 67 691
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

医療福祉経営学科 65 57 60 50 59 52 70 64 62 49 56 35 679

医療秘書学科 76 63 72 65 66 62 54 52 55 33 30 38 666

医療福祉デザイン学科 28 37 34 20 19 15 15 12 16 23 12 16 247

医療情報学科 70 58 56 58 57 45 68 47 48 35 36 35 613

計 749 446 519 505 651 683 728 716 757 857 970 930 903 919 883 845 847 865 829 895 894 838 830 804 798 763 20,424

※医療福祉学部医療福祉マネジメント学科は、2005年医療福祉マネジメント学部医療秘書学科に改組
※医療福祉学部医療福祉環境デザイン学科は、2005年医療福祉マネジメント学部医療福祉デザイン学科に改組
※医療技術学部医療情報学科は、2005年医療福祉マネジメント学部医療情報学科に改組

年度専攻 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 計

修
　
士

医療福祉学研究科 18 17 14 20 28 21 20 21 16 22 27 28 23 27 33 22 29 26 23 19 20 15 20 509

医療技術学研究科 27 19 17 24 17 22 20 22 19 21 16 25 20 9 10 9 12 8 13 10 13 17 9 379

医療福祉マネジメント学研究科 6 5 6 4 3 4 4 3 0 3 38

計 45 36 31 44 45 43 40 43 35 43 43 53 43 42 48 37 45 37 40 33 36 32 32 926

博
　
士

医療福祉学研究科 6 2 2 2 1 3 2 0 3 4 9 3 3 2 3 1 1 2 2 1 52

医療技術学研究科 7 7 4 6 4 5 6 8 7 5 12 2 5 7 4 6 6 0 3 5 109

医療福祉マネジメント学研究科 1 0 1 0 0 0 0 0 1 3

計 0 0 0 13 9 6 8 5 8 8 8 10 9 21 6 8 10 7 7 7 2 5 7 164

年度専攻 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 計

博
　
士

医療福祉学研究科 1 0 0 1 0 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 0 2 1 13 

医療技術学研究科 0 1 1 1 2 0 0 2 2 1 3 2 1 0 2 0 1 0 19 

医療福祉マネジメント学研究科 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2

計 0 0 0 0 0 1 1 1 2 2 1 0 2 3 2 4 3 2 2 3 0 4 1 34
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川崎医療福祉大学
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国家試験の合格状況

社会福祉士（医療福祉学科）

国家試験総合格者数：1,599人

合格者数受験者数 合格率
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精神保健福祉士（医療福祉学科、臨床心理学科）

国家試験総合格者数：352人
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看護師（保健看護学科）

国家試験総合格者数：1,720人
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助産師（大学院 保健看護学専攻 助産学コース）

国家試験総合格者数：37人
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視能訓練士（感覚矯正学科 視能療法専攻）

国家試験総合格者数：761人
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保健師（保健看護学科）

国家試験総合格者数：1,246人
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川崎医療福祉大学
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言語聴覚士（感覚矯正学科 言語聴覚専攻）

国家試験総合格者数：646人※94～96年度は医療言語聴覚士資格制度推進協議会による認定（97年度は試験実施なし）
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理学療法士（リハビリテーション学科 理学療法専攻）

（人） （％）
100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（年度）

36

48

36

70

38

57

43

61

55

63

55

59 58

39
29

55 55

26

53

38

53

33

49

3331

52

31

55

31

52

57 58

57

51

54 55

51 51 51

51

41

48

48

49

42

44

39

51 51

39
49

50

管理栄養士（臨床栄養学科）

国家試験総合格者数：1,068人
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国家試験総合格者数：838人
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作業療法士（リハビリテーション学科 作業療法専攻）

国家試験総合格者数：844人
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臨床工学技士（臨床工学科）

国家試験総合格者数：632人
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2020.4.1現在■ 組織図

学科長・専攻主任会議
教員会 

人事委員会 
財務委員会 
自己点検・評価委員会
入学試験委員会 
教務委員会 
学生生活委員会 
ほか各種委員会  附属図書館 

附属心理・教育相談室 
看護実践・キャリアサポートセンター 

医療福祉研究センター 
総合教育センター
教職課程センター
学生支援センター
健康管理センター
学生相談室 
ボランティアセンター 
就職支援センター 
社会連携センター 
川崎学園アドミッションセンター

教務部 
学生部 
入試部 

医療福祉学専攻
臨床心理学専攻
保健看護学専攻

感覚矯正学専攻
健康体育学専攻 
臨床栄養学専攻 
リハビリテーション学専攻
健康科学専攻
臨床工学専攻

医療福祉経営学専攻
医療秘書学専攻 
医療福祉デザイン学専攻
医療情報学専攻 

医療福祉学科
臨床心理学科
子ども医療福祉学科

保健看護学科  

理学療法学科
作業療法学科
言語聴覚療法学科
視能療法学科

臨床検査学科
診療放射線技術学科
臨床工学科
臨床栄養学科 
健康体育学科 

医療福祉経営学科 
医療情報学科
医療秘書学科 
医療福祉デザイン学科

大学院
医療福祉学研究科

　　　研究科委員会

大学院
医療技術学研究科

　　　研究科委員会

大学院
医療福祉マネジメント学研究科

　　　研究科委員会

医療福祉学部

　　　教授会

医療技術学部

　　　教授会

医療福祉マネジメント学部

　　　教授会

川崎医療福祉大学
（学長・副学長）

調査企画室

大学運営委員会

事務部

大学事務局

庶務課　　中央教員秘書室
教務課
学生課
入試課
就職課

保健看護学部

　　　教授会

リハビリテーション学部

　　　教授会

川崎医療福祉大学
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川崎医療短期大学

■ 歴代学長

■ 歴代学長補佐

岡田　政敏 1983. 4～1986. 3

山根　正信 2002. 4～2007. 3

梶谷　文彦 2005. 4～2007. 3

今城　吉成 2007. 4～2009. 3

下田　健治 2007. 4～2012. 5

名木田恵理子 2009. 4～2015. 3

兵藤　文則 2012. 6～2014. 3

秋山　祐治 2018.11～

■ 歴代事務長

川上　亀義 1974. 4～1978. 9

松本　慎二 1978.10～1980. 3

佐藤　平一 1980. 4～1983. 3

岡田　政敏 1983. 4～1986. 3

小西　菊雄 1986. 4～1992. 3

貝原　輝明 1992. 4～1994. 3

福原　　充 1994. 4～1999. 3

伊地知　均 1999. 4～2003. 2

小橋　　誠 2003. 3～2012. 3

大高　正憲 2012. 4～2014. 5

服部　明彦 2014. 6～2017. 3

堀江満由美 2017. 4～2019. 3

田中　俊行 2019. 4～

川﨑 祐宣
1973.4～1974.3

川上 亀義
1974.4～1986.3

望月 義夫
1986.4～1989.3
1995.4～2001.3

岡田 政敏
1989.4～1995.3

守田 哲朗
2001.4～2009.3

今城 吉成
2009.4～2012.3

山口 恒夫
2012.4～2015.3

小池 将文
2015.4～2019.2

椿原 彰夫
2019.4～

■ 歴代副学長

川上　亀義 1973. 4～1974. 3

佐々木匡秀 1976. 4～1981. 3

岡田　政敏 1986. 4～1989. 3

上田　　智 1989. 4～1995. 3

歳森　　博 1995. 4～2001. 3

山口　恒夫 2001. 4～2012. 3

下田　健治 2012. 6～2015. 3

小池　将文 2013. 4～2015. 3

名木田恵理子 2015. 4～
（学長代行  2019. 3）

■ 名誉教授

川上　亀義 　　　岡田　和子
仲田　包著 　　　岡田　　聚
岡田　政敏 　　　西村　明久
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看護科（第一看護科）

丸川　和子 1973. 4～1977. 3
増本　靖子 1977. 4～1978. 3
和気　　馨 1978. 4～1980. 3
奥山　鈴子 1980. 4～1984. 3
渡邉ふみ子 1984. 4～1997. 3
林　喜美子 1997. 4～2001. 3
谷原　政江 2001. 4～2009. 3
中西　啓子 2009. 4～2015. 3
登喜　玲子 2015. 4～2019. 3
岡田みどり 2019. 4～

第二看護科

菊井　和子 1973. 4～1975. 3
和気　　馨 1975. 4～1980. 3
奥山　鈴子 1980. 4～1984. 3
林　喜美子 1984. 4～1992. 3
渡邉ふみ子 1992. 4～1997. 3
林　喜美子 1997. 4～2001. 3
宇野　惠子 2001. 4～2006. 3

■ 歴代学科主任

臨床検査科

佐々木匡秀 1973. 4～1981. 3
上田　　智 1981. 4～1991. 3
松田　信義 1991. 4～2007. 3
通山　　薫 2007. 4～2019. 3

放射線技術科

西下　創一 1977. 4～1997. 3
今城　吉成 1997. 4～2009. 3
村中　　明 2009. 4～2015. 3
伊東　克能 2015. 4～2017. 9
荒尾　信一 2017.10～2020. 3

医療秘書科

岡田　　聚 1977. 4～2001. 3

通信教育部医療秘書科

岡田　　聚 1983. 4～2004. 3
大森　健三 2004. 4～2005. 9

栄養科

守田　哲朗 1983. 4～1994. 3

臨床工学科（医用電子技術科）

梶谷　文彦 1988. 4～2000. 9
小笠原康夫 2000.10～2010. 3

医用デザイン科

平島　二郎 1994. 4～1997. 3
福屋　　崇 1997. 4～2002. 3

医療介護福祉科（介護福祉科）

上原　　進 2001. 4～2002. 3
守田　哲朗 2002. 4～2007. 3
橋本　祥恵 2007. 4～2009. 3
藤原　芳朗 2009. 4～2014. 3
小池　将文 2014. 4～2019. 2
山田　順子 2019. 4～

医療保育科

梶谷　　喬 2005. 4～2013. 3
寺田　喜平 2013. 4～2018. 3
橋本　勇人 2018. 4～2019. 3

※現任：太字表記
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川崎医療短期大学

■ 学科別卒業生数

年度 看護科 医療介護
福祉科

第二
看護科

臨床
検査科

放射線
技術科

医療
秘書科

通信教育部
医療秘書科 栄養科 臨床

工学科
医用

デザイン科
医療
保育科 総数

1974 23 23 

1975 18 49 27 94 

1976 38 55 37 130 

1977 47 59 34 140 

1978 52 32 52 102 238 

1979 64 39 57 40 102 302 

1980 60 27 49 49 97 282 

1981 57 10 41 61 109 278 

1982 86 9 56 61 107 319 

1983 83 52 46 54 121 356 

1984 66 50 50 44 98 308 

1985 53 50 50 57 95 5 55 365 

1986 47 54 46 55 106 18 47 373 

1987 55 60 62 45 97 21 51 391 

1988 54 52 49 68 98 79 51 451 

1989 57 52 49 58 116 41 59 432 

1990 52 52 55 49 106 49 49 50 462 

1991 62 51 53 45 107 37 57 50 462 

1992 54 54 59 49 100 48 53 49 466 

1993 51 58 45 44 104 46 48 396 

1994 57 52 58 54 108 41 52 422 

1995 51 49 49 44 123 46 53 415 

1996 72 50 56 64 103 66 57 44 512 

1997 50 56 40 61 102 80 47 29 465 

1998 55 57 45 48 86 104 58 24 477 

1999 65 54 53 50 96 72 50 30 470 

2000 53 54 48 63 98 63 51 27 457 

2001 49 50 65 46 45 40 26 321 

2002 78 69 49 53 71 16 56 1 393 

2003 82 67 56 49 46 4 46 350 

2004 84 84 57 51 51 5 56 388 

2005 88 81 53 48 52 4 50 376 

2006 87 73 59 53 53 325 

2007 88 58 49 50 41 77 363 

2008 109 40 49 58 52 72 380 

2009 101 35 61 49 12 67 325

2010 99 32 55 49 62 297

2011 129 38 59 52 65 343

2012 113 42 69 65 49 338

2013 130 32 53 50 72 337

2014 122 31 57 51 70 331

2015 130 17 63 55 73 338

2016 118 33 59 55 76 341

2017 133 22 52 54 65 326

2018 131 4 62 53 80 330

2019 117 11 9 137

学科合計 3,447 769 1,525 2,279 2,132 2,381 890 422 971 181 828 15,825 
※ 1999.4　「医用電子技術科」から「臨床工学科」に名称変更
※ 2007.4　「第一看護科」から「看護科」に名称変更
※ 2012.4　「介護福祉科」から「医療介護福祉科」に名称変更
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国家試験総合格者数：3,249人
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国家試験総合格者数：36人
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国家試験の合格状況

国家試験総合格者数：2,147人 （医療福祉大学へ改組）

国家試験総合格者数：1,490人 （学科廃止）
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川崎医療短期大学
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国家試験総合格者数：1,956人 （医療福祉大学へ改組）
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国家試験総合格者数：901人 （医療福祉大学へ改組）
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2020.4.1現在■ 組織図

点 検 評 価 委 員 会

教 員 選 考 委 員 会

入試実行・広報活動推進委員会

利益相反マネジメント委員会

倫 理 委 員 会

個 人 情 報 保 護 管 理 委 員 会

F D ・ S D 委 員 会

教 務 委 員 会

学 生 生 活 支 援 委 員 会

ハ ラ ス メ ン ト 防 止 委 員 会

図 書 館 運 営 委 員 会

衛 生 委 員 会

運営委員会 教　授　会

教 職 員 会

健康支援室

学生相談室

I Ｒ 室

附 属 図 書 館

こ の は な 寮

事　 務　 室

大 学 事 務 局

教　 務　 部

学　 生　 部

看 　 護 　 科

医療介護福祉科

学　　長
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川崎医科大学附属高等学校

川端  清
1970.4～1978.3

歳森  博
1978.4～1986.3

竹野  清
1986.4～1994.3

有元  毅
1994.4～1998.3

古市 誠
1998.4～2003.3

■ 歴代校長

直江  亨
2003.4～2009.3

後藤 文夫
2009.4～2013.3

新井 和夫
2013.4～

■ 歴代教頭

田村　　稔 1970. 4～1976. 3

歳森　　博 1976. 4～1978. 3

田中　章文 1978. 4～1990. 3

有元　　毅 1990. 4～1994. 3

百田　謙一 1994. 4～2001. 3

永井　理夫 2001. 4～2004. 3

小松原　貢 2004. 4～2006. 3

伊藤　邦夫 2006. 4～2010. 3

大村　泰士 2010. 4～2018. 3

小野　光男 2018. 4～2020. 3

川上　真美 2020. 4～

■ 歴代事務長

岡　　敏夫 1970. 4～1973. 4

川崎　祐朝 1973. 5～1974. 3

岡　　敏夫 1974. 4～1977.10

小野　浩一 1977.11～1984. 3

安井　雅彦 1984. 4～1999. 3

内田　一正 1999. 4～2003. 2

磯崎　宏二 2003. 3～2010. 3

若狭　久史 2010. 4～2014. 5

三宅　博文 2014. 6～2015. 3

守田　光宏 2015. 4～2019. 3

堀江満由美 2019. 4～

■ 卒業生数・川崎医科大学進学者数

年度 卒業生数
川崎医科大学

進学者 進学率
1972 51 50 98.0%
1973 62 60 96.8%
1974 75 72 96.0%
1975 63 62 98.4%
1976 53 50 94.3%
1977 69 66 95.7%
1978 70 65 92.9%
1979 55 52 94.5%
1980 54 49 90.7%
1981 54 48 88.9%
1982 42 35 83.3%
1983 47 39 83.0%
1984 36 31 86.1%
1985 38 34 89.5%
1986 40 34 85.0%
1987 40 37 92.5%
1988 34 31 91.2%
1989 40 35 87.5%
1990 37 33 89.2%
1991 38 34 89.5%
1992 33 29 87.9%
1993 34 29 85.3%
1994 31 27 87.1%
1995 22 19 86.4%
1996 24 21 87.5%

年度 卒業生数
川崎医科大学

進学者 進学率
1997 29 26 89.7%
1998 33 26 78.8%
1999 29 24 82.8%
2000 26 23 88.5%
2001 28 27 96.4%
2002 28 26 92.9%
2003 27 23 85.2%
2004 29 26 89.7%
2005 23 20 87.0%
2006 22 20 90.9%
2007 23 18 78.3%
2008 27 20 74.1%
2009 17 17 100.0%
2010 20 19 95.0%
2011 28 28 100.0%
2012 17 13 76.5%
2013 26 22 84.6%
2014 27 23 85.2%
2015 22 20 90.9%
2016 23 20 87.0%
2017 23 21 91.3%
2018 20 18 90.0%
2019 27

計 1,716 1,522 90.1%

※現任：太字表記
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学 校 評 価 委 員 会

PTA係

教育相談・特別支援係

いくさか係

同窓会係

国際交流係

教育課程検討委員会

特別活動委員会

人権教育委員会

特別支援教育委員会

図書選定委員会

食育委員会

食堂・売店委員会

ハラスメント防止対策委員会

個人情報保護委員会

成績調査分析委員会

創立50周年記念事業実行委員会

地球温暖化防止ワーキングチーム

広報プロジェクトチーム

■ 組織図

学 校 保 健 委 員 会

いじめ防止等対策委員会

寮運営委員会

高大連携会議

各 学 年 等

各 教 科

各 種 係

各種委員会等

舎監長

第 1学年

第 2学年

第 3学年

補習科

国語科、地理歴史科、公民科、数学科、理科、保健体育科、英語科、情報科、その他

食　堂

売　店

男子寮連絡会

女子寮連絡会

男子寮

女子寮

庶　務

会　計

設　備

整　備

校　務

大
学
事
務
局

事

務

長

事

務

室

校
　
　

長

教
　
　

頭

職
員
会
議

教 務 課

進路指導課

広 報 課

図 書 課

生 徒 課

保健厚生課

教 務 部

生 徒 部運
営
委
員
会
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幼保連携型認定こども園 かわさきこども園

三宅 美智子
2018.4～

■ 歴代園長

■ 歴代副園長

小合　幾子 2018. 4～

大江　由美 2018. 4～

■ 歴代事務長

西﨑　大修 2018. 4～

■ 在籍園児数

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計

2018年度 7 12 14 26 11 70

2019年度 6 16 17 27 28 12 106

2020年度※ 6 16 18 26 28 29 123

 ※2020年度は4月1日現在の園児数

2020.4.1現在
■ 組織図

評 価 委 員 会

大学事務局

園

長

事

務

長

運
営
委
員
会

職
員
会
議

ちゅうりっぷ（0歳）
もも（1歳）
たんぽぽ（2歳）
すみれ（3歳）
ひまわり（4歳）
ふじ（5歳）

各クラス

子育て支援室
職員室
医務室
図書室
給食室

各種係

各種委員会等

図書係
広報係

給食委員会
食育委員会
図書委員会
広報委員会
事故発生防止のための委員会
ハラスメント防止委員会
地球温暖化防止ワーキングチーム

※現任：太字表記
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専門学校 川崎リハビリテーション学院

水野祥太郎
1974.4～1984.3

明石  謙
1984.4～2004.3

椿原 彰夫
2004.4～2014.3

花山 耕三
2014.4～

■ 歴代学院長

■ 歴代副学院長

明石　　謙 1975. 4～1984. 3

伊勢　眞樹 1994. 4～1998. 3

椿原　彰夫 1998. 4～2004. 3

花山　耕三 2013. 9～2014. 3

■ 歴代事務長

山室　忠男 1974. 4～1974.11

佐藤　哲也 1974.11～1987. 3

秋山　隆義 1987. 4～1991. 3

森　　綾夫 1991. 4～1997. 3

中村　通郎 1997. 4～2002. 3

桐岡　四郎 2002. 4～2004. 3

横田　良允 2004. 4～2009. 3

三宅　治身 2009. 4～2011. 3

森　　啓介 2011. 4～2014. 3

野田　洋二 2014. 4～2017. 3

難波　　徹 2017. 4～

■ 学科別卒業生数

年度 理学療法
学科

作業療法
学科 計

1976 12 11 23
1977 14 17 31
1978 16 12 28
1979 27 26 53
1980 28 22 50
1981 21 24 45
1982 32 18 50
1983 16 22 38
1984 30 22 52
1985 29 20 49
1986 19 16 35
1987 14 20 34
1988 24 14 38
1989 24 23 47
1990 21 22 43
1991 19 9 28
1992 28 17 45
1993 41 27 68
1994 26 33 59
1995 30 22 52
1996 45 27 72
1997 26 17 43
1998 41 25 66

年度 理学療法
学科

作業療法
学科 計

1999 53 35 88
2000 28 21 49
2001 28 21 49
2002 23 22 45
2003 23 13 36
2004 30 23 53
2005 23 12 35
2006 33 17 50
2007 21 17 38
2008 23 13 36
2009 33 19 52
2010 33 15 48
2011 27 18 45
2012 33 19 52
2013 33 23 56
2014 30 20 50
2015 31 14 45
2016 18 21 39
2017 27 12 39
2018 25 17 42
2019 25 17 42

計 1,183 855 2,038

※現任：太字表記
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2020.4.1現在

■ 組織図

教 務 委 員 会
成 績 判 定 委 員 会
進 級 判 定 委 員 会
卒 業 判 定 委 員 会

入 試 委 員 会

入 学 者 選 考 委 員 会
就 職 委 員 会
教 員 研 修 委 員 会
自己評価・第三者評価委員会
事 務 室

理 学 療 法 学 科
作 業 療 法 学 科

臨 床 実 習 特 論 委 員 会
広 報 小 委 員 会
入 試 検 討 小 委 員 会

就 職 活 動 小 委 員 会

運営委員会

学校法人
九曜学園
理 事 長

学校法人
川崎学園

学 院 長
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国家試験総合格者数：1,183人
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岩藤 保夫
1970.4～1978.9

川上 亀義
1978.10～1980.7

金島 卓司
1980.7～1989.3

薬師寺 理助
1989.4～1994.3

赤畠  健
1995.4～1999.3

藤原 澄夫
1999.4～2007.3

三宅 博文
2007.4～2015.3

■ 歴代事務局長

伊地知  均
2015.4～

■ 職員総数の推移

年度 教育系 事務系 看護系 医療系 その他 総職員数
1970 13 7 − − 8 28
1971 31 21 − − 26 78
1972 73 30 − − 70 173
1973 124 46 − − 90 260
1974 244 170 105 61 275 855
1975 255 169 130 73 279 906
1976 274 173 157 90 307 1,001
1977 313 180 249 116 327 1,185
1978 327 186 309 125 459 1,406
1979 360 207 321 140 429 1,457
1980 378 230 331 143 426 1,508
1981 413 239 365 157 443 1,617
1982 444 252 419 175 468 1,758
1983 462 265 432 189 481 1,829
1984 507 271 454 202 445 1,879
1985 496 276 469 200 445 1,886
1986 522 273 508 200 446 1,949
1987 516 267 535 206 458 1,982
1988 517 275 561 209 463 2,025
1989 513 279 571 207 460 2,030
1990 521 304 565 218 475 2,083
1991 593 321 565 216 491 2,186
1992 592 334 572 231 494 2,223
1993 615 353 591 233 505 2,297
1994 630 343 627 236 474 2,310

年度 教育系 事務系 看護系 医療系 その他 総職員数
1995 625 339 631 237 476 2,308
1996 634 337 643 238 484 2,336
1997 664 333 655 235 474 2,361
1998 668 336 653 239 503 2,399
1999 660 330 676 229 508 2,403
2000 660 335 680 233 516 2,424
2001 670 366 678 231 471 2,416
2002 699 353 656 222 507 2,437
2003 737 362 675 224 482 2,480
2004 737 358 687 225 475 2,482
2005 771 355 668 227 460 2,481
2006 771 353 655 237 469 2,485
2007 773 350 654 243 461 2,481
2008 805 343 689 238 456 2,531
2009 828 339 748 235 460 2,610
2010 852 344 767 244 454 2,661
2011 908 400 1,046 377 502 3,233
2012 899 402 1,120 393 494 3,308
2013 889 419 1,155 415 507 3,385
2014 904 418 1,275 422 491 3,510
2015 909 416 1,358 439 496 3,618
2016 977 423 1,442 480 504 3,826
2017 1,035 453 1,513 504 514 4,019
2018 1,066 464 1,547 522 521 4,120
2019 1,079 493 1,606 546 551 4,275

※各年度の職員数は５月１日現在（ただし、1970～1973年度は４月１日現在）

（人）
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職員総数の推移
教育系 事務系 看護系 医療系 その他 総職員数

1970年 川崎医科大学開学
　　　  川崎医科大学附属高等学校開校

1973年 川崎医療短期大学開学
　　　  川崎医科大学附属病院開院

1974年 川崎リハビリテーション学院開校

1991年 川崎医療福祉大学開学

2011年 川崎医科大学附属川崎病院の診療業務承継

2016年 川崎医科大学総合医療センター開院
2018年 かわさきこども園開園

1979年 救命救急センター開設（附属病院）

（年度）

※現任：太字表記
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2020.4.1現在■ 組織図

総 務 部

企 画 部

経 理 部

購 買 部

施 設 部

医 科 大 学 事 務 部

附 属 病 院 事 務 部

総合医療センター事務部

医療福祉大学事務部

医療短期大学事務室

附 属 高 校 事 務 室

かわさきこども園職員室

リハビリテーション学院事務室

理 事 長 秘 書 室

総 務 課

人 事 課
職 員 課
警 備 課
情 報 シ ス テ ム 室
働き方改革推進室

企 画 室
広 報 連 携 室
岡山キャンパス開設準備室
50 周年記念事業準備室
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病 院 庶 務 課
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研究支援係

庶　務　係
人　事　係
電話交換室
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中央教員秘書室

大学事務局



編集の記録

■資料提供

髙杉 栄子、武田 純爾、その他川崎学園関係者の皆様　
川崎医科大学同窓会、川崎医療福祉大学同窓会、川崎医療短期大学同窓会（松丘会）、
川崎医科大学附属高等学校同窓会、川崎リハビリテーション学院同窓会
株式会社 松島、山陽新聞社、共同通信社

■表紙デザイン	

川崎医療福祉大学医療福祉デザイン学科 　　岩藤　百香　　中村　俊介 

大学事務局長（統括） 伊地知   均
大学事務局企画部長（委員長） 　　　　　　 守田　光宏
川崎医科大学        　　　　  國府島貞司   
川崎医科大学附属病院      　　　　  三木　知幸   
川崎医科大学総合医療センター    　　　　  佐藤　友美   
川崎医療福祉大学      　　　 　武政さとみ　　岡本　真美  
川崎医療短期大学      　　　 　桑田　俊明　　池田　貴子  
川崎医科大学附属高等学校 　　　　　  久代　昌子　　堀江満由美  
かわさきこども園      　　　 　西﨑　大修   
川崎リハビリテーション学院     　　　 　難波　　徹   
大学事務局　　　　　　　　　　　　　　   大賀　孝子　　石川　直美　　田中　俊行　　川西　礼美
50周年記念事業準備室         佐藤　由佳　　下野麻紗子

■編集委員

川崎医療福祉大学医療福祉デザイン学科 　   平野　　聖　　青木　陸祐　　
大学事務局 難波　清治　　兼本　和樹

■デザイン・編集協力



　1970（昭和45）年に創設者川﨑祐宣によって誕生した川崎学園は、発足当時、一つの
大学と一つの高等学校、そして、わずか28人の教職員でスタートしました。半世紀を
経た今、六つの教育施設と二つの病院を擁する、教職員数4,700人を超える大規模な
学園へと成長を遂げ、さらに数年のうちに規模が拡大する予定です。
　第二代理事長である川﨑明德学園長は「大学は50年経って一人前」と、常々言われて
いました。そのような大きな節目となる創立50周年記念誌編纂に際しては、学園の50年
のあゆみと現在の姿を記録すること、そして、学園がこれから目指すものを描くことを
コンセプトとしました。
　50周年記念スローガンである「かわらぬ思い、このさきも」を本誌のテーマに据え、
川崎学園の原点を描くことにこだわりました。そのため創設者による各施設の「設立の想い」
をはじめ、学園で繰り広げられているあらゆる活動や事柄の根底にある「かわらぬ思い」
を明らかにし、その意味や目的を、現在の私たちや後世の人たちが再確認できるように
表現しました。
　また、編集の基本方針として、誰にでも興味を持って読んでいただけるよう、読みやすさ、
わかりやすさを心掛け、写真やエピソードの効果的な掲載に努めました。
　このようにして50周年の記念誌が無事に編纂できましたことを、川﨑祐宣先生をはじめ、
創設期に大変な苦労をされて学園の基礎をつくられた諸先輩方にご報告したいと思います。
　この記念誌が、日頃川崎学園をあたたかく見守り、支援してくださっている皆様、そして、
学園の卒業生やOBの方々、現在学園に在職・在学しているすべての皆様にとって、懐かしさ
と新たな発見がある一冊となれば幸いです。
　最後に、本誌編纂にあたっては、学園内外の多くの皆様のご協力を賜りましたこと、
心より感謝申し上げます。　

　　2020（令和2）年6月吉日
川崎学園創立50周年記念誌 編集委員会

学校法人川崎学園 大学事務局 企画部 50周年記念事業準備室

編集後記 
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